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Ⅰ 高等専門学校の現況及び特徴 

 

１ 現況 

（１）高等専門学校名：近畿大学工業高等専門学校 

（２）所在地：三重県熊野市 

（３）学科等の構成 

学 科：総合システム工学科、機械システム工学科、

電気情報工学科、建設システム工学科              

専攻科：生産システム工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成19年５月１日現在） 

学生数                  単位：人 

準学士課程 1年 2年 3年 4年 5年 計 

総合ｼｽﾃﾑ工学科 121 143 135   399

機械ｼｽﾃﾑ工学科    55 55 110

電気情報工学科    91 87 178

建設ｼｽﾃﾑ工学科    31 41 72 

計 121 143 135 177 183 759

専任教員数                単位：人 

２ 特徴 

近畿大学工業高等専門学校は近畿大学の併設校として

中堅技術者の育成という産業界の要望により、昭和37年4

月に設置された。当時の校名は熊野高等専門学校で機械

工学科と電気工学科でスタートした。翌年に土木工学科

が増設され、以降３工学科体制が続いた。昭和42年に熊

野工業高等専門学校、更に平成12年には近畿大学工業高

等専門学校と校名変更を行い同時に機械ｼｽﾃﾑ工学科、電

気情報工学科、建設ｼｽﾃﾑ工学科と名称変更した。電気情

報工学科では電気電子コースと情報通信コースの２コー

ス制を取りこの年より男女共学となった。平成17年4月に

は３工学科を統合した総合ｼｽﾃﾑ工学科へ改組し、また専

攻科「生産ｼｽﾃﾑ工学専攻」を設置して更に高度な専門教

育がスタートした。 

本校は設立以後教員の入れ替えや設備の増強・更新等

がほとんどなく産業技術の高度化に対応できず入学者数

は平成３年をピークに減少し平成11年には入学定員の1/3

以下まで減少して廃校寸前まで追い込まれた。 

平成12年からの学校改革ではまず大胆な人事刷新を実

施した。60歳早期退職によっておよそ70%の教員を入れ替

え、改革前わずか２名だった博士取得者は現在23名に増

加、産業界第一線にいた企業出身者の大量採用と相まっ

て実学教育による高度技術者育成の体制が出来上がった。

人件費を抑制した分研究費を充実させ研究実績に基づく

傾斜配分によって研究活動の活性化を図った。その他、

学費の低減、特待生制度による優秀な学生の確保、全国

レベルの指導者採用による課外活動の活性化、寮施設や

独自奨学金制度等の学生支援の充実などによって、本校

は息を吹き返し入学者数は増加に転じた。 

近畿大学の教育理念は建学の精神に基づく「人に愛さ

れる人、信頼される人、尊敬される人を育成する」であ

り、本校は人格教育を重視しその上に技術者として必要

な教育を行っている。 

本校の特徴を以下に列挙する。 

(1)本校は特長のある学生を入学させている関係上学生の

学力の幅が広いため、それぞれ学習到達目標の異なる習

熟度別クラス編成や定期試験ごとに再試験を実施するこ

とによって落ちこぼれを作らない教育を展開している。 

(2)1年次から情報処理教育を開始し、その要としてノー

トパソコンを全学生に無償貸与している。また寮全室に

LANコンセントを完備し情報処理教育センターの時間外開

放等によって自学自習の環境を整備している。 

(3)本校は地域に開かれた学校を目指して、地域との産官

学共同研究を進めている。地元特産の那智黒石加工や魚

アラや廃材のエネルギー再利用など地域に密着した研究

活動を展開している。またIT講習会、小学生対象サイエ

ンススクール等市民講座を積極的に開催している。 

(4)学生支援に関しては、各種相談体制、学生寮の整備、

編入生・留学生の学習・生活支援、本校独自奨学金制度、

進路指導等、教員自らが学生支援業務に当たっている。 

(5)課外活動は体育施設の充実、全国レベルの指導者の採

用、給付奨学金制度による優秀な学生の確保、各方面か

らの支援によって活性化を図り好成績を収めている。 

(6)国際交流事業としては、中国シンセン外国語学校、山

西師範大学外国語学院、黄山日語職業学校に加え平成18

年10月に英国ミッドチェシャーカレッジと国際交流協定

を締結し、国際交流を展開している。

専攻科課程 1年 2年 計 

生産ｼｽﾃﾑ工学専攻 5 9 14 

準学士課程 教授 准教授 講師 助教 助手 計 

一般教養科 4 4 8 3 0 19 

機械ｼｽﾃﾑ工学科 3 5 0 0 0 8 

電気情報工学科 5 7 2 0 0 14 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 3 2 4 0 0 9 

計 15 18 14 3 0 50 
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Ⅱ 目的 

 

近畿大学工業高等専門学校の目的とは、教育理念、学則で規定された目的、育成する技術者像、学習

・教育目標、卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力を包括した教育目標をいう。 

１．近畿大学学園の教育理念 

近畿大学では創設者「世耕弘一」初代総長によって示された実学の精神と人格教育からなる｢建学

の精神｣に沿って、次の教育理念を定めている。 

「教育の目的は、人に愛される人 信頼される人 尊敬される人 を育成することにある」 

本校は近畿大学の併設校であり、これを踏襲して本校の教育理念としている。 

２．学則に規定された本校の目的 

 準学士課程の目的が学則第１条に「本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法に基づいて、

深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目的とする」と規定されている。また

専攻科課程の目的は第 26 条に「専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度に

おいて工業に関する高度な専門的知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材

を育成することを目的とする」と規定されている。 

３．育成する技術者像 

 それぞれの課程で次のような技術者を育成することを目指している。 

○準学士課程 

「社会に貢献するための広い視野からもの創りを考え、それぞれの専門分野の知識と工学的素養を

もって、考えたものを実現していく創造力あふれる実践的技術者」 

○専攻科課程 

「社会の技術発展に貢献するための広い視野からもの創りを考え、それぞれの専門分野の高度な知

識と幅広い工学的素養をもって、考えたものを実現していく開発型技術者」 

４．学習・教育目標 

 このような技術者の育成を実施するにあたり、次の５項目の学習・教育目標を掲げ教育活動の中で

その目的達成を図っている。 

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。 

（B）実践的なデザイン能力を身につける。 

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。 

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成 

（E）コミュニケーション能力の養成 

５．卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

 具体的にそれぞれの課程・学科を卒業または修了するときに身に付けてほしい事柄を次のように定

めている。それぞれの記号は上述の学習・教育目標に対応している。 

○準学士課程 

総合システム工学科 

（A-G1）数学、物理などの工学基礎科目における基礎学力を身につける。 

（A-G2）実験データの集計や報告書作成にコンピュータが活用できる。 

（B-G1）専門分野の基礎知識を修得するとともに、関連する他の分野の基礎知識を修得する。 

（B-G2）実践的な問題に対し、修得した専門分野の知識を問題解決に応用できる能力を身につける。 
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（B-G3）構想したものを具体的な形に表現する CAD ソフトウェアが活用できる。 

（C-G1）自国および世界の文化や価値観を理解し、自然との調和を考慮した視点からものごとを考え

ることができる。 

（C-G2）社会人としての健全な人格を有し、技術者に要求される倫理観を身につける。 

（D-G1）人文科学、社会科学、自然科学の分野の基礎学力を身につける。 

（D-G2）課外活動、特別活動、学校行事などへ参加することで豊かな人間性を身につける。 

（E-G1）得られた結果を日本語でまとめ、プレゼンテーションができる。 

（E-G2）英語の基礎知識を修得し、英語の読解、記述、簡単な会話ができる能力を身につける。 

 

機械システム工学科・電気情報工学科・建設システム工学科 

（A-T1）数学、物理などの工学基礎科目における基礎学力を身につける。 

（A-T2）実験データの集計や報告書作成にコンピュータが活用できる。 

（B-T1）それぞれの専門分野の基礎知識を修得する。 

（B-T2）実践的な問題に対し、修得した専門分野の知識を問題解決に応用できる能力を身につける。 

（B-T3）構想したものを具体的な形に表現する CAD ソフトウェアが活用できる。 

（C-T1）自国および世界の文化や価値観を理解し、自然との調和を考慮した視点からものごとを考え

ることができる。 

（C-T2）社会人としての健全な人格を有し、技術者に要求される倫理観を身につける。 

（D-T1）人文科学、社会科学、自然科学の分野の基礎学力を身につける。 

（D-T2）課外活動、特別活動、学校行事などへ参加することで豊かな人間性を身につける。 

（E-T1）得られた結果を日本語でまとめ、プレゼンテーションができる。 

（E-T2）英語の基礎知識を修得し、英語の読解、記述、簡単な会話ができる能力を身につける。 

 

○専攻科課程 

（A-1）数学、物理など工学の基礎となる学力を身につける。 

（A-2）情報リテラシーを習得し、情報を収集、分析し活用する能力を身につける。 

（B-1）専門分野の基礎知識をベースに、より深い専門知識を修得するとともに、関連する他の専門

分野の基礎知識を修得する。 

（B-2）実践的な問題に対し、習得した知識を活用して、解決に向けて計画を立案し、継続的にそれ

らを実行できる能力を身につける。 

（B-3）コンピュータを活用して自らの創造性を具現化するデザイン能力を身につける。 

（C-1）最新の技術や物事に対する探求心を持ち、自主的、継続的に学習できる能力を身につける。 

（C-2）自然と生命の尊厳を正しく理解し、併せて互いの人権を重んじ、共生の理念を育む。 

（C-3）知的財産権などの基礎知識を理解し、社会的ニーズへの即応性を身につける。 

（D-1）人文科学、社会科学、自然科学などの幅広い教養を身につける。 

（D-2）身近な問題から地球規模の問題まで関心を持ち、物事を考えることができる能力を身につけ

る。 

（E-1）日本語で論理的に記述、発表、討議できる能力を身につける。 

（E-2）外国語によってコミュニケーションがとれる基礎能力を身につける。 
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Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

（観点に係る状況） 学校法人近畿大学の創立は大正14年の日本大学専門学校の開校に始まり、法律

科、商科、政治科の３科でスタートした。昭和18年の大阪理工科大学の設立によって理工系学科が開

設され、この２校を母体として統合し、昭和24年新制近畿大学が誕生して今日に至っている。この近

畿大学の発足に際して、世耕弘一初代総長より次のような「建学の精神」（資料１－１－①－１）が

示された。 

資料１－１－①－１ 

建学の精神 

東洋一の産業都市大阪を地元としている本学は、本邦産業界の養成する人材を、教育することに

努めている。 

そのために教育は真理探究の一点にのみ走ることなく、常に学問と実際との調和により、実際社

会に役立つ高い教養と、知識の育成に努め、学問・実際一如の有機的教育の徹底を建学の精神と

し、特に魂の啓培に力を注ぎ、堅実な思想をもつ有為の人材養成を目的とする。 

                         （出典：近畿大学創設当時の入学案内）

純理論的な分野よりも社会への直接的応用を視野においた「実学」に重きをおく「建学の精神」

が示され、現在でも教育研究の両面において綿々と受け継がれている。ここで言う「実学」とは決

して理論的側面の軽視を意味するのではなく、社会のニーズを視野におき未来を志向した実践的学

問を意味している。また人格の陶冶に注力し健全な精神と心豊かな人間性を育てることを含めてい

る。 

近畿大学学園の教育理念は資料１－１－①－２の学校法人近畿大学寄附行為第３条に示されてい

るように「人に愛され、信頼され、尊敬される人を育成する」という言葉に明確に示されている。

これら近畿大学学園の理念・目的は資料１－１－①－３に示す「近畿大学相互評価書（平成13年７

月）」に詳しく書かれている。 

資料１－１－①－２ 

学校法人近畿大学寄附行為 

   第１章 総則 

第１条 この法人は、学校法人近畿大学と称する。 

第２条 この法人は、事務所を大阪府東大阪市小若江３丁目４番１号に置く。 

第２章 目的及び設置する学校 

第３条 この法人は、教育基本法及び学校教育法に従って学校教育を行い、建学の精神に沿って、

教育理念である「人に愛され、信頼され、尊敬される人」を育成することを目的とする。 

             （以下、省略） 

（出典：近畿大学学園例規集）
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資料１－１－①－３ 

 

（中略） 

（出典：近畿大学相互評価書（平成13年７月）より抜粋）

（http://ccpc01.cc.kindai.ac.jp/honbu/menu/about/hyo_ka/pdf/02/2_01.pdf）

 

本校は昭和 37 年に近畿大学学園に併設して設立された高等専門学校であるが、創設者である世耕弘

一初代総長直筆の創立趣意書（資料１－１－①－４）が示された。 

 

資料１－１－①－４ 

近畿大学熊野高等専門学校 

「高専の性格と本校設立の趣旨」 

近代科学の進歩は、世界の産業経済を急激に刺げきして人類生活状況を改変させようとしている。

日本の国情も、此の風潮に従ひ学問、技術においても幾多の進歩発展を遂げつゝあるが、最近特に
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世論として問題とされていることは、新時代を担ふ中堅技術者の著しく不足していることである。 

そこで我が熊野高等専門学校は此の時代の要望を果たすために創立したものである。 

入学資格は中学校卒業程度であって在学年限は五ヶ年である。 

「本校の特徴」 

（人格教育を主眼とするための特殊教育） 

本校は学生に新しい学問技術を習得せしむることは勿論であるが、特に人格教育を重視し是れが完

成を期するために原則として、（家庭の事情上やむを得さる場合は別として）全員学生を寄宿舎生

活をさせて訓育を行ひ厳重な監督の下に日本人としての傳統に輝く規律と道徳を基本に薫陶をす

る。 

又、技術指導と学問と実際を身につけた社会的に人間的に経験の深い人格者を指導陣に加えて実地

指導にあてることとしている。 

（出典：近畿大学熊野高等専門学校 設立趣意書）

  

この中で当時の日本における産業経済の進歩発展を推し進める「新時代を担う中堅技術者の育成」

という時代の要請を果たすため本校が創設され、学問技術の習得はもちろんであるが寮生活や人間的

に経験の深い人格者を指導に当てることなどの施策によって人格教育を重視することが述べられてい

る。この設立趣意書によって、本校の教育理念もまた人格形成と実学に重きをおく近畿大学の建学の

精神を受け継いだものであることがわかる。 

 本校の目的および専攻科の目的は本校学則第１条（資料１－１－①－５）および第 26 条（資料１

－１－①－６）に定められている。 

 

資料１－１－①－５ 

本校の目的 

本校は、教育基本法の精神にのっとり、学校教育法に基づいて、深く専門の学芸を教授し、職業に必

要な能力を育成することを目的とする。 

（出典：近畿大学工業高等専門学校学則第１条）

 

資料１－１－①－６ 

専攻科の目的 

専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において工業に関する高度な

専門知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成することを目的

とする。 

（出典：近畿大学工業高等専門学校学則第 26 条）

 

次に、本校が目指す技術者像は準学士課程と専攻科課程のそれぞれに対して次の資料１－１－①

－７のように定められている。 
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資料１－１－①－７ 

育成する技術者像 

○準学士課程 

社会に貢献するための広い視野からもの創りを考え、それぞれの専門分野の知識と工学的素養をも

って、考えたものを実現していく創造力あふれる実践的技術者 

○専攻科課程 

社会の技術発展に貢献するための広い視野からもの創りを考え、それぞれの専門分野の高度な知識と

幅広い工学的素養をもって、考えたものを実現していく開発型技術者 

（出典：平成 19 年度近畿大学工業高等専門学校学生便覧）

 

このような技術者を育成し輩出するため、次の資料１－１－①－８に示す学習・教育目標を掲

げている。 

 

資料１－１－①－８ 

学習・教育目標 

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。 

（B）実践的なデザイン能力を身につける。 

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。 

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成 

（E）コミュニケーション能力の養成 

（出典：平成 19 年度近畿大学工業高等専門学校学生便覧）

 

上述の学習・教育目標を具体化し準学士課程卒業または専攻科課程修了時に身に付けてほしい事

柄を次の資料１－１－①－９のように定めている。それぞれの項目に付けられた記号は学習・教育目

標の記号に対応している。 

 

資料１－１－①－９ 

卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 

○準学士課程 

総合システム工学科 

（A-G1）数学、物理などの工学基礎科目における基礎学力を身につける。 

（A-G2）実験データの集計や報告書作成にコンピュータが活用できる。 

（B-G1）専門分野の基礎知識を修得するとともに、関連する他の分野の基礎知識を修得する。 

（B-G2）実践的な問題に対し、修得した専門分野の知識を問題解決に応用できる能力を身につける。

（B-G3）構想したものを具体的な形に表現する CAD ソフトウェアが活用できる。 

（C-G1）自国および世界の文化や価値観を理解し、自然との調和を考慮した視点からものごとを考え

ることができる。 

（C-G2）社会人としての健全な人格を有し、技術者に要求される倫理観を身につける。 

（D-G1）人文科学、社会科学、自然科学の分野の基礎学力を身につける。 
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（D-G2）課外活動、特別活動、学校行事などへ参加することで豊かな人間性を身につける。 

（E-G1）得られた結果を日本語でまとめ、プレゼンテーションができる。 

（E-G2）英語の基礎知識を修得し、英語の読解、記述、簡単な会話ができる能力を身につける。 

 

機械システム工学科・電気情報工学科・建設システム工学科 

（A-T1）数学、物理などの工学基礎科目における基礎学力を身につける。 

（A-T2）実験データの集計や報告書作成にコンピュータが活用できる。 

（B-T1）それぞれの専門分野の基礎知識を修得する。 

（B-T2）実践的な問題に対し、修得した専門分野の知識を問題解決に応用できる能力を身につける。

（B-T3）構想したものを具体的な形に表現する CAD ソフトウェアが活用できる。 

（C-T1）自国および世界の文化や価値観を理解し、自然との調和を考慮した視点からものごとを考え

ることができる。 

（C-T2）社会人としての健全な人格を有し、技術者に要求される倫理観を身につける。 

（D-T1）人文科学、社会科学、自然科学の分野の基礎学力を身につける。 

（D-T2）課外活動、特別活動、学校行事などへ参加することで豊かな人間性を身につける。 

（E-T1）得られた結果を日本語でまとめ、プレゼンテーションができる。 

（E-T2）英語の基礎知識を修得し、英語の読解、記述、簡単な会話ができる能力を身につける。 

 

○専攻科課程 

（A-1）数学、物理など工学の基礎となる学力を身につける。 

（A-2）情報リテラシーを習得し、情報を収集、分析し活用する能力を身につける。 

（B-1）専門分野の基礎知識をベースに、より深い専門知識を修得するとともに、関連する他の専門

分野の基礎知識を修得する。 

（B-2）実践的な問題に対し、習得した知識を活用して、解決に向けて計画を立案し、継続的にそれ

らを実行できる能力を身につける。 

（B-3）コンピュータを活用して自らの創造性を具現化するデザイン能力を身につける。 

（C-1）最新の技術や物事に対する探求心を持ち、自主的、継続的に学習できる能力を身につける。 

（C-2）自然と生命の尊厳を正しく理解し、併せて互いの人権を重んじ、共生の理念を育む。 

（C-3）知的財産権などの基礎知識を理解し、社会的ニーズへの即応性を身につける。 

（D-1）人文科学、社会科学、自然科学などの幅広い教養を身につける。 

（D-2）身近な問題から地球規模の問題まで関心を持ち、物事を考えることができる能力を身につけ

る。 

（E-1）日本語で論理的に記述、発表、討議できる能力を身につける。 

（E-2）外国語によってコミュニケーションがとれる基礎能力を身につける。 

（出典：平成 19 年度近畿大学工業高等専門学校学生便覧）

 

（分析結果とその根拠理由） 近畿大学学園の建学の精神に則った学園の教育理念が規程書に明確に

定められている。また本校の目的、育成する技術者像、学習・教育目標、卒業（修了）時に身に付け

るべき学力や資質・能力が学則その他によって定められている。 

 以上のことから、本校は高等専門学校としての目的を明確に定めているといえる。 
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観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

（観点に係る状況） 学校教育法第７０条の２には高等専門学校の目的が「深く専門の学芸を教授

し、職業に必要な能力を育成すること」と定められており、本校の目的も資料１－１－①－５に示

したようにこの二項目としている。本校の「育成する技術者像」および「卒業（修了）時に身に付

けるべき学力や資質・能力」はこれらと関連した形で策定されている。２項目の目的との関連は次

の資料１－１－②－１の通りである。なお、学習・教育目標の個々の項目は両者にまたがるためこ

の表には記載していない。 

 

資料１－１－②－１ 

 「深く専門の学芸を教授し」に対応 「職業に必要な能力を育成」に対応 

準学士課程 

「それぞれの専門分野の知識と工学的素養

をもって」 

 

準学士課程 

「社会に貢献するための広い視野からもの創

りを考え」 

育 

成 

す 

る 

技 

術 

者 

像 

専攻科課程 

「それぞれの専門分野の高度な知識と幅広

い工学的素養をもって」 

 

専攻科課程 

「社会の技術発展に貢献するための広い視野

からもの創りを考え」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準学士課程（総合システム工学科） 

（A-G1）数学、物理などの工学基礎科目に

おける基礎学力を身につける。 

（B-G1）専門分野の基礎知識を修得すると

ともに、関連する他の分野の基礎知識を修

得する。 

（C-G1）自国および世界の文化や価値観を

理解し、自然との調和を考慮した視点から

ものごとを考えることができる。 

（D-G1）人文科学、社会科学、自然科学の

分野の基礎学力を身につける。 

 

 

 

 

 

 

準学士課程（総合システム工学科） 

（A-G2）実験データの集計や報告書作成にコ

ンピュータが活用できる。 

（B-G2）実践的な問題に対し、修得した専門

分野の知識を問題解決に応用できる能力を身

につける。 

（B-G3）構想したものを具体的な形に表現す

る CAD ソフトウェアが活用できる。 

（C-G2）社会人としての健全な人格を有し、

技術者に要求される倫理観を身につける。 

（D-G2）課外活動、特別活動、学校行事など

へ参加することで豊かな人間性を身につけ

る。 

（E-G1）得られた結果を日本語でまとめ、プ

レゼンテーションができる。 

（E-G2）英語の基礎知識を修得し、英語の読

解、記述、簡単な会話ができる能力を身につ

ける。 

 



近畿大学工業高等専門学校 基準１ 

- 11 - 

準学士課程（三工学科） 

（A-T1）数学、物理などの工学基礎科目に

おける基礎学力を身につける。 

（B-T1）それぞれの専門分野の基礎知識を

修得する。 

（C-T1）自国および世界の文化や価値観を

理解し、自然との調和を考慮した視点から

ものごとを考えることができる。 

（D-T1）人文科学、社会科学、自然科学の

分野の基礎学力を身につける。 

 

 

 

 

準学士課程（三工学科） 

（A-T2）実験データの集計や報告書作成にコ

ンピュータが活用できる。 

（B-T2）実践的な問題に対し、修得した専門

分野の知識を問題解決に応用できる能力を身

につける。 

（B-T3）構想したものを具体的な形に表現す

る CAD ソフトウェアが活用できる。 

（C-T2）社会人としての健全な人格を有し、

技術者に要求される倫理観を身につける。 

（D-T2）課外活動、特別活動、学校行事など

へ参加することで豊かな人間性を身につけ

る。 

（E-T1）得られた結果を日本語でまとめ、プ

レゼンテーションができる。 

（E-T2）英語の基礎知識を修得し、英語の読

解、記述、簡単な会話ができる能力を身につ

ける。 

 

 

 

卒 

業 

・ 

修 

了 

時 

に 

身 

に 

付 

け 

る 

べ 

き 

学 

力 

や 

資 

質 

・ 

能 

力 

専攻科課程 

（A-1）数学、物理など工学の基礎となる学

力を身につける。 

（B-1）専門分野の基礎知識をベースに、よ

り深い専門知識を修得するとともに、関連

する他の専門分野の基礎知識を修得する。 

（C-1）最新の技術や物事に対する探求心を

持ち、自主的、継続的に学習できる能力を

身につける。 

（D-1）人文科学、社会科学、自然科学など

の幅広い教養を身につける。 

 

専攻科課程 

（A-2）情報リテラシーを習得し、情報を収

集、分析し活用する能力を身につける。 

（B-3）コンピュータを活用して自らの創造性

を具現化するデザイン能力を身につける。 

（C-2）自然と生命の尊厳を正しく理解し、併

せて互いの人権を重んじ、共生の理念を育

む。 

（C-3）知的財産権などの基礎知識を理解し、

社会的ニーズへの即応性を身につける。 

（D-2）身近な問題から地球規模の問題まで関

心を持ち、物事を考えることができる能力を

身につける。 

（E-1）日本語で論理的に記述、発表、討議で

きる能力を身につける。 

（E-2）外国語によってコミュニケーションが

とれる基礎能力を身につける。 

 

（出典：平成 19 年度近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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（分析結果とその根拠理由） 本校の目的は本校設立趣意書にある「新時代を担う中堅技術者の育

成」と学校教育法における高等専門学校の目的を踏まえて策定されたものである。本校の「育成する

技術者像」および「卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力」は学校教育法 70 条の２の

「深く専門の学芸を教授し」と「職業に必要な能力を育成」という目的に対応するよう策定されてい

る。 

 以上のことから、本校の目的は学校教育法で規定された高等専門学校の目的からはずれるものでは

ない。 

 

観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

（観点に係る状況） 本校の目的は、毎年学年初めに学生および教職員に配布される学生便覧や本

校ホームページ（http://www.ktc.ac.jp/kyouiku1.htm）で学生や教職員に公開している。また各ホ

ームルーム教室、校舎玄関、図書館、体育館にパネル掲示されており学生や教職員はもちろん学外の

来訪者も目にすることができる。また、本館玄関および新館玄関に設置された電子掲示板（資料１－

２－①－１）に一定時間ごとに教育理念が表

示され学生に周知している。また学年初め

のガイダンスの中で学生便覧をテキスト

として学校の目的を説明している。 

 項目ごとの掲載の有無を資料１－２－①－

２にまとめている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：本館玄関の電子掲示板

資料１－２－①－２ 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料） 

 学生便覧 学内掲示 電子掲示版 シラバス ホームページ

学園の教育理念 有 有 有 有 有 

目的 有 有 無 有 有 

育成する技術者像 
有 有 有 有 有 

学習・教育目標 有 有 有 有 有 

卒業(修了)時に身

に付けるべき学力

や資質・能力 

有 

有 

（該当課程

のみ） 

無 有 有 
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近畿大学学園の建学の精神や教育理念はホームルームの時間や入学式・始業式などの全校集会時の

校長の式辞や訓話などによって学生に周知を図っている。資料１－２－①－３はその例として入学式

における校長の式辞あり、近畿大学学園の教育理念と本校の学生指導方針について言及している。 

 

資料１－２－①－３ 

入学式校長式辞 

 「近畿大学高専」への入学おめでとうございます。 

本校の設置者は学校法人近畿大学です。 

      （中略） 

本校は、｢人に愛され、信頼され、尊敬される人を育成する｣という「近畿大学学園」の「教育目

的」を重視しています。 

近年、自殺、殺人、暴力、いじめなど、人間を思いやる気持ちが薄れ、挨拶、言葉遣い、身だし

なみ、生活習慣が乱れてきており、学校における生活指導はもちろんのこと、倫理教育、礼節教育

が重要になってきていると言えます。 

本校は、「いじめ暴力」の加害学生に対しては、退学処分を言い渡します。 

喫煙はもちろんのこと、服装・頭髪の乱れについても、生活指導の対象としています。 

「登校拒否」「保健室登校」「精神不安」などの相談は、専門の臨床心理学博士をカウンセリン

グ室に配置し、その任に当たっていただいています。 

「学生相談」については、新設の「コミュニケーションセンター」に一般教員のみならず、非常

勤教員も配置し、その任に当たっていただきます。 

「特別教育活動」は、「ロング・ホームルーム」や「教養セミナー」だけでなく、宗教家による

「心の教育」なども予定しています。 

「寮生活」のみならず「クラブ」「ものづくり」「学園祭」「ボランティア」等のコミュニケー

ションを通して、規律、礼儀、身だしなみ、人を思いやる心などを養うことを目指します。 

入学生の皆さん、｢新時代を担う技術者｣となるための研鑽と、「人に愛される人、信頼される

人、尊敬される人」になれるよう、生き生きと学校生活を過ごして下さい。 

皆さんの、今後の成長を期待します。 

（出典：平成19年度入学式校長式辞）

 

学校の目的の教職員・学生の周知状況を把握するためにアンケート調査を行なった。その結果（資

料１－２－①－４）は、教職員のおよそ９割、専攻科学生の７～８割が学校の目的を知っているが、

準学士課程については学年によってばらつきがあるがおよそ５割弱の学生に周知されているに過ぎな

いことを示している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学校の教育目的は学生便覧や本校ホームページ、各教室や校舎内の

掲示パネル、本館玄関および新館玄関に設置された電子掲示板で周知を図っている。また入学式な

ど全校集会等の行事の機会に校長より建学の精神や本校の教育目的に関する訓話を行っている。ア

ンケート調査の結果では、教職員・専攻科学生へは十分周知されているが、準学士課程学生への周

知度は十分とはいえない。 
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観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

（観点に係る状況） 近畿大学の教育理念や本校の目的等は本校ホームページ

（http://www.ktc.ac.jp/kyouiku1.htm）にて公開しているほか、本校の学校案内（資料１－２－

②－１）には近畿大学の教育理念や近畿大学高専の教育の目的が明確に記述され、本校受験生やそ

の保護者、教育機関関係者に広く公表している。中学校や高等学校訪問時にはこの学校案内を用い

資料１－２－①－４ 

学校の目的の周知度に関するアンケート調査結果 

 

近畿大学学園の教育理念            本校の目的    

育成する技術者像               学習・教育目標 

卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力 
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（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料） 
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て本校の目的を説明している。 

 

 

本校では近畿大学高専新聞を、保護者、熊野市・南牟婁郡地区の各家庭、学校法人近畿大学内の

全ての学校、全国の高専、三重県内の全ての学校と官公庁等へ、７万部配布している。高専新聞は、

平成12年７月25日創刊の年４回発行の季刊紙で、平成19年３月までに27号が発行されている。高専

新聞第27号には近畿大学学園の教育理念、本校の目的、育成する技術者像、学習・教育目標、卒業

（修了)時に身に付けるべき学力や資質・能力を掲載し（資料１－２－②－２）、社会に広く公表

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２－②－１ 

（出典：平成20年度学校案内）
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資料１－２－②－２ 

 

（出典：近畿大学高専新聞 第 27 号（平成 19 年 3 月 31 日）より抜粋）

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の教育理念をはじめとする教育の目的の社会への広報活動は、

ホームページや学校案内の配布に加え、近畿大学高専新聞を関係学校や地元の各家庭に計７万部

も配布することによって行っており、学校の目的を広く社会に公表している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 本校は近畿大学学園に併設する高等専門学校であることから、近畿大学の建学の精

神および学園の教育理念を基本として、本校の教育の目的がしっかりと定められている。また、育

成する技術者像およびこれを達成するための学習・教育目標と卒業または修了時の到達目標が明確

に定められている。これらは学生便覧やホームページ、学内掲示等によって教職員や学生に周知が

図られている。アンケート調査では学生の周知度は十分とは言えないが教職員にはよく理解されて

いるという結果が得られている。また学校の目的が学校案内や高専新聞等によって社会に広く公表

されている。 

（改善を要する点） 準学士課程学生への学校の目的の周知度が十分とは言えない。周知度を上げ

るための取り組みが必要である。 

 

（３）基準１の自己評価の概要 

本校は近畿大学の併設校であるが、近畿大学には実践的な学問の教授に重きをおく実学の精神

と人格教育を重視するという「建学の精神」がある。これに基づき「人に愛される人、信頼され

る人、尊敬される人の育成」が近畿大学学園の教育理念である。 

本校はこの建学の精神を踏まえ中堅技術者の育成という社会の要望に応えるために設立された

ものである。本校の目的は学校教育法の高等専門学校の目的を踏襲する形で学則に定められてお

り、課程ごとに育成する技術者像、学習・教育目標、卒業または修了時に身に付けるべき学力や

資質・能力を定めている。これらは学校教育法の規定に従って策定されたものである。 

上述の本校の目的等は学生・教職員に対して、学生便覧、ホームページ、電子掲示板、学内掲
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示、学年始めのガイダンス、全校集会等の行事時の機会によって周知を図っている。周知状況は

アンケート調査によって把握しており、教職員、専攻科学生への周知度は高いが、準学士課程学

生への周知は不十分である。 

また本校の目的はホームページ、受験生、中学校、高等学校、塾等に配布する学校案内、地域

の一般家庭を含めて７万部配布している高専新聞などによって広く社会に公表している。 
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基準２ 教育組織（実施体制） 

（１） 観点ごとの自己評価 

観点２－１－①：学科の構成が、教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 本校は、資料１－１－①－４に示された創立趣意書に書かれてあるよ

うに産業の進歩発展を推し進める「新時代を担う中堅技術者の育成」を目的として昭和37年4月

に設立されたが、まずあらゆる産業の基礎となる工学分野として機械工学科および電気工学科

が設置された。翌年には土木分野が国土開発・経済流通のために必要であるという社会的要請

から土木工学科が併設された。平成12年に学科名改称および情報化時代に対応するため電気情

報工学科内に情報・通信分野のコース新設(資料２－１－①－１)があったが、長らくこの３工

学科時代が続いた。 

 

資料２－１－①－１ 

近畿大学工業高等専門学校学科名改称等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学高専ジャーナル二十一世紀改革vol.1（平成13年8月））

 

近年の産業界では、メカトロニクス、燃料電池自動車、デジタル家電のように複合的・融合

的な製品を研究開発できる技術者を求めている。このような時代のニーズに応えるために、平

成17年度に３つの工学科を統合した「総合システム工学科」を設置した。総合システム工学科

では、１、２年次に共通の幅広い分野の工学基礎科目を習得するとともに、３年次より機械シ

ステムコース、電気電子コース、情報コミュニケーションコース、都市環境コース、建築デザ

インコースの中から自分に適した専門コースに分かれる(資料２－１－①－２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機械工学科(90 人) 

(昭和 37 年 4 月設置) 

電気工学科(90 人) 

(昭和 37 年 4 月設置) 

土木工学科(90 人) 

(昭和 37 年 12 月設置) 

機械システム工学科(40 人) 

(平成 12 年 4 月改称) 

電気情報工学科(40 人) (平成 12 年 4 月改称) 

・電気・電子コース  ・情報・通信コース 

建設システム工学科(40 人) 

(平成 12 年 4 月改称) 
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資料２－１－①－２ 

（出典：近畿大学工業高等専門学校平成19年度学校案内）

 

平成18年度には、本校の建学の精神等創設時の資料を基に本校の目的「教育基本法の精神

にのっとり、– – – 職業に必要な能力を育成する」と、この目的に沿った準学士課程における

技術者像「社会に貢献するための広い – – – 想像力あふれる実践的技術者」を改めて掲げた。

このような目的・技術者像を実現するために、本校では、基準１に示した３工学科・総合シス

テム工学科にそれぞれ適した学習・教育目標や卒業に身に付けるべき資質・能力を具体的に掲

げ、これらを達成するための授業計画（シラバス）を構成しており、これらは教育の目的を達

成する上で適切なものとなっている。例えば、総合システム工学科の構成は、準学士課程で育

成する技術者像の「広い視野からもの創りを考え」の部分にしっかり合致している。 

 

（分析結果と根拠理由） 本校設立当初より機械、電気、土木の３工学科体制で学科運営され

てきたが、平成17年度より３工学科を統合した「総合システム工学科」が設置され、現代産業

界のニーズに合った総合的な対応力をもった技術者の養成が行えるようになった。 

 

観点２－１－②：専攻科を設置している場合には、専攻科の構成が、教育の目的を達成する上

で適切なものとなっているか。 
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（観点に係る状況） 本校の専攻科生産システム工学専攻は平成17年４月に設置された。専攻

科設置の主旨は（資料２－１－②－１）の大学評価・学位授与機構提出資料に述べられている。 

近年の科学技術の著しい進歩により、研究開発能力も備えた創造型技術者の必要性が高まっ

ている。このことは、そこで、工業高等専門学校の５年一貫教育の特長を活かしながら、準学

士課程を卒業した学生に更に２年間高度な専門工学に関する専門的学術を教授して研究開発能

力を有する技術者を育成する専攻科が設置された。専攻の名称「生産システム工学専攻」は、

複合的・融合的技術を求める産業界のニーズに応えるために自らの専門分野と他の専門分野と

の融合を図り、専門技術を基盤として他分野の問題にも柔軟に対応できる技術者の育成を目指

すことを意図している。 

 

資料２－１－②－１ 

＜専攻科設置の趣旨等＞ 

 （１）専攻科の趣旨 

本校に専攻科を設置する趣旨は、工業高専としての教育システムを充実することに加え、以下に述べる

様々な分野に貢献できるからである。 

  ＜産業界への貢献＞ 

近年、産業界においては技術革新と産業構造の変革が急速に進んだ結果、新たに研究開発能力も備えた

創造型、複合・融合型技術者養成に対する期待が高まってきた。このことは、最近の科学技術の著しい進

歩により、従来の高専卒業生のもつ実践的技術者養成を目的とした実践型技術では、産業界の要請に対応

出来なくなってきたことを意味する。 

また日本の産業界を支えている中小企業でも、より高度な専門的技術・研究開発技術を有する技術者が

急務となってきたが、大企業と異なり社内教育で育成できる時間的・経済的余裕がないのが実状である。

そこで、工業高等専門学校の 5 年一貫教育の特長を活かしながら、本科を修了した学生に対し更に高度

な専門工学に関する専門的学術を教授し、創造性・研究開発能力を有する技術者を育成するために、本校

に専攻科を設置する必要があると判断した。 

＜地域社会の活性化への貢献＞ 

三重県は、全国の中でも高等教育機関が脆弱な県のひとつである。特に三重県の松阪市以南では、本校

が唯一の高等教育機関である。隣接する和歌山県側から見ても、御坊市以南の地域には、高等教育機関は

皆無である。大学進学を希望するこの地域の学生は他地域へ出ざるを得ず、学費に加え多額な生活費が必

要となる。進学を希望しているが、経済的理由により大学進学を断念する場合も多々ある。本校の学生ア

ンケートでは、２０％以上の学生が専攻科進学を希望している。このように本校に専攻科を設置すること

は、高等教育の機会を与えることで地域社会の活性化につながる。 

＜技術者教育への貢献＞ 

専攻科の設置により、技術者教育認定機構（ＪＡＢＥＥ）の認定審査を受審できる。受審過程を通し

て、社会的、国際的に通用する教育システムへの見直しが図られる。認定されれば、専攻科修了生は国際

的に通用する技術者として処遇される。専攻科のない本科だけの高専では、ＪＡＢＥＥ審査すら受審でき

ず、ＪＡＢＥＥ認定大学への編入学やＪＡＢＥＥ認定技術者を採用する企業への就職等が閉ざされる可能

性が高い。学生にとっても、国際的に通用する技術者になるために、あるいは進学・就職のために、専攻

科設置は必須である。 
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 （２）専攻科を複合的・融合的な生産システム工学専攻とする理由 

メカトロニクス、燃料電池自動車、デジタル家電のように、これからの産業界では複合的・融合的な製

品を研究開発できる技術者を求めている。 

このような時代のニーズに応えるために、本校では専攻科設置に合わせて、本科の改組も同時に行って

いる。従来の３工学科体制（機械システム工学科、電気情報工学科、建設システム工学科）を、平成１７

年４月から１工学科体制（総合システム工学科）に改組する。 

１工学科の本科では、幅広い分野の工学基礎科目と実験・実習を修得し、３年次より機械、電気電子、

情報通信、建設の中から自分に適した専門コースを選択する。専門コースでは、共通科目に加えて、専門

工学分野の知識と技術を深めることで、異なる技術分野を融合・複合・システム化する基礎的能力を養成

する 

専攻科では、さらに自らの専門分野の進化と他の専門分野との融合を図り、専門技術を基盤として、他

分野の問題に対しても柔軟に対応できる能力を育成する。 

以上のような本科・専攻科を通した複合的・融合的分野の一貫教育により、従来とは異なる視点で問題

を発見し解決する能力のある、時代のニーズにあった新しい技術者を養成することができる。 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校専攻科設置に関する学位授与機構提出書類）

 

専攻科の教育方針は（資料２－１－②－２）に書かれている。 
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資料２－１－②－２ 

＜専攻科の教育方針等＞ 

（１） 専攻科の教育方針 

  【生産システム工学専攻】 

本専攻科では、社会に貢献するための広い視野からもの創りを考え、国際的に通用する研究開発能力を

もって、考えたものを実現していく創造力・実現力あふれる技術者の育成を教育方針とする。 

 

 （２）専攻科の教育課程の編成方針、特色、履修方法等 

【生産システム工学専攻】 

開講科目は、一般科目、関連科目（専門基礎科目）、および共通専門科目と専攻区分別専門科目（機

械工学、電気電子工学、土木工学）の４つに大別できる。 

一般科目は、語学や人文・社会科学に関連した科目からなる。コミュニケーション能力およびプレゼ

ンテーション能力を養成するとともに、社会人としての健全な価値観と豊かな教養を持ち国際的に活躍

できる能力を身につけさせる。 

関連科目は、数学や物理・化学及びインターンシップからなる。専門科目の本質を理解するための工

学基礎知識を修得させる。 

共通専門科目は、機械工学・電気電子工学・土木工学の各専攻区分に横断的な専門科目、および生産

システム工学特別研究からなる。講義では、複合的・融合的な専門分野について対応できるような応用

知識を習得する。特別研究では、実践的な問題に対し自発的に考え、解決に向けて計画を立案し、継続

的にそれらを実行することで、当該分野の先端的な研究開発能力を養成する。 

専攻区分専門科目は、本科および専攻科関連科目・共通専門科目で修得した専門分野の基礎知識をベ

ースに、より深い専門知識を与える講義科目、および実験と演習からなる。当該専門分野の先端技術に

即応できる能力を育成する。 

履修方法について、一般科目では全て必修であり１０単位を履修する。関連科目では、選択科目から

８単位以上履修する。共通専門科目では、生産システム工学特別研究１２単位は必修とする。専門区分

別の専門科目では、工学実験２単位と工学演習２単位は必修とする。その他の共通専門科目と専門区分

別の専門科目については、全て選択科目とし、合わせて２８単位以上履修する。自分が選択した専門区

分以外の専門科目を履修した場合は、関連科目として単位を認める。 

 

 

近畿大学工業高等専門学校専攻科設置に関する学位授与機構提出書類

 

専攻科教育課程では、準学士課程の教育成果を踏まえ、より幅広い視野と高度な専門技術・

知識の修得を目指し、可能なかぎり学生自身の自主性を重んじた教育の実践ができるよう配慮

している。専門的な技術教育（技術の開発・設計・製作）に加えて、専攻科では「精深な程度

において、特別の事項を教授し、その研究を指導する」ことを目指している。特に、学術的な

研究を指導して、研究開発能力、問題解決能力を備え、広く産業の発展に寄与することができ

る高度な能力を持つ技術者を育成するために、実験・実習を重視するとともに、創造性豊かな

研究開発技術者を養成する上で必要となる基礎学力を身につけられるように教育課程を編成す
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る。 

教育課程は一般科目、関連科目、共通専門科目、専攻区分専門科目で構成する（資料２－１

－②－３）。 

各科目の配置は、１年次で基礎分野を、２年次で専門分野を多く配し、学期の進行に伴って

各自が専門分野を習熟し、創造性・自発的問題解決能力・研究開発能力を高めるよう配慮する。

一般科目で実践的な英語能力、日本語表現能力を高め、プレゼンテーション技術とディスカッ

ション能力を養成している。また関連科目で工学の最先端分野に関する数学や理学に関する基

礎を学ぶ。さらに専攻区分専門科目で関連科目・共通専門科目で修得した専門分野の基礎知識

をベースに、より深い専門知識を教授する講義科目、および実験・演習により専門分野の先端

技術への基礎的能力の育成を目標とする。そして特別研究を通じて実践的な問題に対し自発的

に考え、解決に向けて計画を立案し、先端的技術者の指導の下、継続的にそれらを実行するこ

とで、当該分野の先端的な研究開発が遂行できる基礎的能力の育成ができる。 
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資料２－１－②－３ 

＜専攻科教育課程＞ 

単位数 学年別配当 

科目種類 授業科目名 必

修
選択 1 前期 １後期 2 前期 2 後期 

日本語表現法 2  2       

総合英語 2  2       

人間と環境 2    2     

技術者倫理 2      2   

一
般
科
目 

国際社会の中の日本 2        2 

応用数学特論  2 2       

解析力学  2 2       

離散数学  2   2     

化学特論  2   2     

統計力学  2     2   

物理学特論  2       2 

関
連
科
目 

インターンシップ  1-2 1-2     

生産システム工学特別研究 12  6 6 

知的情報処理  2 2       

計算力学  2 2       

知能システム  2     2   

生産環境工学  2   2     

信頼性工学  2     2   

共
通
専
門
科
目 

材料物理  2       2 

機械工学実験 2    1 1   

機械工学演習 2      1 1 

生産加工学  2 2       

応用流体力学  2 2       

伝熱概論  2 2       

構造信頼性理論  2   2     

振動工学  2   2     

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学  2   2     

流体工学特論  2   2     

材料力学特論  2     2   

工業材料  2       2 

ｼｽﾃﾑ制御工学  2       2 

専
門
科
目 

機
械
工
学
専
門
科
目 

マトリクス構造解析  2       2 
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（出典：近畿大学工業高等専門学校専攻科設置に関する学位授与機構提出書類）

単位数 学年別配当 

科目種類 
授業科目名 必

修
選択 1 前期 １後期 2 前期 2 後期 

電気電子工学実験 2    1 1   

電気電子工学演習 2      1 1 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換論  2 2       

電子回路特論  2 2       

半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学  2 2       

電磁気学特論  2   2     

ﾒﾃﾞｨｱ情報処理  2   2     

技術英語講読  2   2     

絶縁設計工学  2     2   

電子物性特論  2     2   

半導体ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ工学  2       2 

並列計算法  2       2 

電
気
電
子
工
学
専
門
科
目 

故障物理学  2       2 

土木工学実験 2    1 1   

土木工学演習 2      1 1 

構造力学特論  2 2       

土質工学特論  2 2       

都市地域計画学特論  2 2       

水理学特論  2   2     

交通計画学特論  2   2     

都市環境生態工学特論  2     2   

都市交通計画学特論  2     2   

水工学特論  2     2   

建設材料学特論  2       2 

環境地盤工学特論  2       2 

専
門
科
目 

土
木
工
学
専
門
科
目 

農村地域計画学特論  2       2 

 

（分析結果と根拠理由） 本校の専攻科は複合的・融合的技術に対応できる技術者の育成を目

指し設置されており、準学士課程に続き、より幅広い視野と高度な専門技術・知識の修得がで

きるよう教育課程が構成されている。平成18年度より具体的な学習・教育目標の策定と専攻科

学生への周知により、教育の目的を達成する上でより適切なものとなっている。 
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観点２－１－③：全学的なセンター等を設置している場合には、それらが教育の目的を達成す

る上で適切なものとなっているか。 

（観点に係る状況） 本校では工学の基礎となる情報処理技術習得のために情報処理教育セン

ターが設置されている。平成18年８月に高度なシステムへと設備が一新され情報セキュリティ

も強化された。情報処理教育センターの設備は（資料２－１－③－１）に示す通りである。 

 

資料２－１－③－１ 

情報処理教育センター設備（各室ともライブカメラ設置） 

・マルチメディア教室（110名収容，120インチスクリーン，映像・音響設備設置） 

   情報系や各種セミナーの集合教育に利用する。 

・情報リテラシーCAI室（学生50台，教員1台端末設置，80インチスクリーン，教育補助システム導入） 

   基礎的な情報教育を行う。 

・コンピュータ製図CAD室（学生50台，教員1台端末設置、専用ソフト・教育補助システム導入） 

   設計製図の教育を主に行う。構造解析やデザイン系の学習も行う。 

・コンピュータ言語CAE室（学生50台，教員1台端末設置，教育補助システム導入） 

WindowsとLinuxのOSを用いて、主にプログラミング言語とOSの取り扱いを学習する。 

授業がない時間帯は学生に開放。 

（出典：近畿大学工業高等専門学校入学案内資料（平成16年4月））

（近畿大学高専新聞第5号（平成13年9月25日））      

 

また本校の特長として、希望学生全員にノートパソコンを無償貸与している。このノートパ

ソコンは自宅や寮に持ち帰ることが可能で、レポートの作成等の課題に使用できる。学生寮全

室や新館の各教室ではＬＡＮが使用可能な環境にあるため、ノートパソコンを用いてインター

ネットに接続し、勉強資料や就職資料等の収集が学生自身で出来る。平成17年度からは、e-

Learning (Web-Class)の導入、情報処理試験対策セミナーの実施、学生への電子的告知の推進

など更なる質の向上を行っている。 

情報処理教育センターの組織体制および主な業務は資料２－１－③－２のようになっており、

情報処理教育センター長を責任者とし、センター長補佐１名、教員５名、事務職員２名を配置

して、センター内設備・機器の保守・更新、学内ネットワーク・サーバーの管理、学生貸与ノ

ートパソコンの配布・点検・修理、教職員のITサポートなどを担当している。各業務はセンタ

ー構成員に分担され、週に１回ミーティングを行い各自の業務状況について確認を行っている。 
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資料２－１－③－２ 

情報ネットワークの管理体制および業務内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校情報処理教育センター資料）

情報処理教育センター長 村松 一弘

情報処理教育センター管理体制
および業務内容

全体とりまとめ・予算・計画

学内ネットワーク・サーバ管理

教職員ＩＴサポート

センター内機器・設備

学生ノートパソコン修理

ＷＷＷサーバ管理

事務手続き

政清 史晃

倉林 有、松岡 良智

本田 康子、元屋敷 孝子

仲森 昌也、大家 友香

大家 友香

教職員・学生向けマニュアル整備

松岡 良智

政清 史晃、仲森 昌也
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情報教育科目の授業はもちろんのことコンピュータを用いた設計技術（CAD）教育や視聴覚機

器を使用した特徴ある授業等にも使用されている。本校で情報処理教育センターを利用する際

には、イントラネットによる予約システムを採用しており（資料２－１－③－３）、情報処理

教育センター教室の利用率はかなり高い。 

 

（分析結果と根拠理由） 本校には情報処理教育センターが設置されており、コンピュータを

用いた情報教育および視聴覚施設を使用したさまざまな授業が行われている。また希望学生全

員にノートパソコンが無償貸与され、十分な情報教育を受けられる環境がそろっている。これ

らは、学習・教育目標を達成する上で適切なものとなっている。 

 

観点２－２－①：教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展

開するための検討・運営体制が整備され、教育活動等に係る重要事項を審議

するなどの必要な活動を行っているか。 

（観点に係る状況） 本校は資料２－２－①－１の各種委員会組織で運営されている。教育課

程に関わる事項は主として教務委員会、教育評価委員会、学科会議等で審議され、上位組織と

して執行委員会や運営委員会に上げて審議・決定される。これら組織運営での審議事項は、イ

ントラネットにより連絡・報告され、全教職員に徹底すべき事項は月１回程度開催される教職

員会議で伝達され徹底が図られる。また毎朝10分間全専任教職員による打ち合わせを行い、日

常の徹底事項、行事予定、学生への連絡事項等の伝達を行っており教育課程を運営するに当た

資料２－１－③－３  情報処理教育センター利用状況 

（出典：近畿大学工業高等専門学校イントラネット画面）
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り有効である。 

資料２－２－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校事務部資料）

 

 

（分析結果と根拠理由） 本校は各種委員会によって運営されており、教育課程のための検討

・運営は各委員会や学科会議レベルでの審議を経て学校の意思決定がなされ教職員全体へ周知

される。それらはイントラネットによる議事録の配信によって議事内容・決定事項が開示され

ている。日常の教育活動は毎朝の教職員打ち合わせで連絡事項が伝達され円滑に実施されてい

る。 

 

観点２－２－②：一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が、機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 本校イントラネットを利用すると各科目の授業内容、授業計画（シラバ

ス）、学生一人ひとりの成績や欠課時数が閲覧できるようになっており、これらを参考にして

で授業に臨むことができる。 

一般科目と専門科目の連携取り組みの例として「工学的数学の取り組み」「工学により密接

なコミュニケーション、小論文能力を重視した国語」が実施された。 

前者は工学の基礎となる数学の講義内容・履修年次と、各工学科における専門科目との間の

マッチングを取るために行われた。数学担当教員と各工学科代表教員が集まり検討会を実施し

た。まず工学科単位で専門科目ごとに必要とする数学の知識と要求されるレベルを５段階評価
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で調査した（資料２－２－②－１）。調査結果を総合すると現在の数学教育と工学科の要望に

ミスマッチが存在することが明らかとなった。３工学科からの要求を満足すべく、数学の講義

内容と履修年次について検討した結果（資料２－２－②－２）に基づき平成18年度から数学の

講義内容を変更し、更に19年度から2年次数学を１単位増やし「微積分学」と「線形代数学」に

分離して並行進行に変更した。 

後者については、学習・教育目標にある「コミュニケーション能力」、「日本語でまとめる

文章能力を身に付ける」ために、国語科と工学科との連携により実現した。 

本校の教員の部屋は個室ではなく、校務組織ごとの大部屋制を採用している。これにより、

各業務の遂行や情報の周知などが円滑に行われるだけでなく、一般科目担当教員と専門科目担

当教員が同じ部屋にいることで情報の交換の場として活用され、連携が機能的に行われている。 
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（資料２－２－②－１）工学的数学5年間一貫教育 工学科からの要望 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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岸

仲 森
平 岡

中 西
仲 森

園 井
園 井

園 井
園 井

岸
中 西

中 西
園 井

平 岡
政 清

村 松
福 嶋

平 岡

内 田 眞

内 田 眞

科
目

名

情 報 処 理

情 報 処 理

電 気 磁 気 学

電 気 回 路

情 報 処 理

機 械 工 学 概 論

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 1

コ ン ピ ュ ー タ 概 論

電 気 磁 気 学

電 気 回 路

情 報 処 理

機 械 工 学 概 論

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 1

コ ン ピ ュ ー タ 概 論

電 気 磁 気 学

電 気 回 路

コ ン ピ ュ ー タ 概 論

電 子 工 学

電 子 機 器

電 気 電 子 計 測

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2

情 報 数 学

計 算 機 シ ス テ ム

電 気 磁 気 学

電 気 回 路

コ ン ピ ュ ー タ 概 論

電 子 工 学

電 子 機 器

電 気 電 子 計 測

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 2

情 報 数 学

計 算 機 シ ス テ ム

電 気 電 子 材 料

通 信 工 学

回 路 網 理 論

電 子 回 路 I

電 気 機 器

デ ー タ 処 理

電 子 デ バ イ ス 工 学

パ ル ス ・ デ ジ タ ル 回 路

数 値 計 算 法

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 3

ﾃ ﾞ ｰﾀ 構 造 と ｱ ﾙ ｺ ﾞ ﾘ ｽ ﾞ ﾑ

電 気 数 学 演 習

回 路 演 習

電 気 磁 気 学 演 習

情 報 演 習

電 気 電 子 材 料

通 信 工 学

回 路 網 理 論

電 子 回 路 I

電 気 機 器

デ ー タ 処 理

電 子 デ バ イ ス 工 学

パ ル ス ・ デ ジ タ ル 回 路

数 値 計 算 法

プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語 3

ﾃ ﾞ ｰﾀ 構 造 と ｱ ﾙ ｺ ﾞ ﾘ ｽ ﾞ ﾑ

電 気 数 学 演 習

回 路 演 習

電 気 磁 気 学 演 習

情 報 演 習

電 気 設 計 製 図

電 気 応 用

半 導 体 工 学

自 動 制 御

電 子 回 路 I I

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

高 電 圧 工 学

発 変 電 工 学

送 配 電 工 学

電 気 法 規 ・ 電 気 施 設

電 子 設 計 製 図

制 御 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

電 子 デ バ イ ス 工 学

電 子 通 信 機 器

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム

マ ル チ メ デ ィ ア 工 学

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス

情 報 理 論 ・ 情 報 数 学

電 気 情 報 工 学 特 論

電 気 設 計 製 図

電 気 応 用

半 導 体 工 学

自 動 制 御

電 子 回 路 I I

パ ワ ー エ レ ク ト ロ ニ ク ス

高 電 圧 工 学

発 変 電 工 学

送 配 電 工 学

電 気 法 規 ・ 電 気 施 設

電 子 設 計 製 図

制 御 工 学

エ ネ ル ギ ー 工 学

電 子 デ バ イ ス 工 学

電 子 通 信 機 器

シ ス テ ム プ ロ グ ラ ム

マ ル チ メ デ ィ ア 工 学

光 エ レ ク ト ロ ニ ク ス

情 報 理 論 ・ 情 報 数 学

電 気 情 報 工 学 特 論
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注
）教

科
書

コ
メ

ン
ト

基
礎

数
学

線
形

代
数

微
分

積
分

I
微

分
積

分
II

応
用

数
学

4
年

前
期

後
期

2
年

前
期

後
期

3
年

前
期

後
期

前
期

後
期

1
年

前
期

後
期

5
年

新
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
前

期
後

期
前

期
後

期
前

期
後

期
前

期
後

期

１
年

２
年

３
年

４
年

平
岡

　
対
数
や

三
角
関

数
な
ど

、
基
礎
的

計
算
の

で
き
な

い
学
生
が
多

い
。
計

算
が
で

き
な
い

と
、
物

事
を

” ざ
っ
く
り

” と
ら
え
る

事
が
で

き
な
い

。
大
事
な

こ
と
と

些
末
な

こ
と
を
切
り

分
け
る

能
力
は

、
こ
こ

か
ら
育

つ
の
で

は
な
い

か
。

　
微
分
・

積
分
・

行
列
・

ベ
ク
ト

ル
・
フ
ー

リ
エ
に

つ
い
て

は
、
計

算
力
よ

り
も
、
そ
の

概
念
を

し
っ
か

り
と
た

た
き
込

ん
で
欲

し
い
。

工
学
で

は
、
頭

の
中
に

” 絵
” が

描
け
る

こ
と
が

重
要
で

あ
る
。

こ
れ
ら

の
単
元

は
絵
を
描
く

訓
練
に

な
る
と

思
う
。

（
図
形

で
は
な

い
。

” 絵
” で

あ
る
。
微

分
と
言

っ
た
と

き
に
、

時
々
刻

々
と
変

わ
る

様
が
頭
の

中
で
想

像
で
き

る
よ
う

に
な
っ

て
欲
し
い

。
）

　
確
率
・

統
計
に

つ
い
て

も
、
概
念

を
し
っ

か
り
た

た
き
込

ん
で
欲

し
い
。

生
産
現

場
で

一
番
役

に
立
つ

数
学
は

確
率
・

統
計
で

あ
る
と

言
っ
て

も
過
言

で
は
な

い
。

　
今
の
時

代
、
計

算
は
計

算
機
が
や

っ
て
く

れ
る
。

絵
は
Ｃ

Ａ
Ｄ
が

あ
る
。

人
間
に

し
か
で

き
な
い

の
は
想
像
で

あ
る
。

こ
れ
を

具
現
化

す
る
の

が
技
術

者
で
あ

る
。

　
数
学
教

育
が
技

術
者
の

養
成
に

役
立
つ
よ
う

改
革
を

望
み
ま
す

。

政
清

【
数
と
式

の
計
算

～
ベ
ク

ト
ル
】

は
授
業
に

お
け
る

、
通
常

の
会
話

が
成
り

立
つ
た

め
に
必

要
。

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

言
語
に

お
い
て

は
、

配
列
、

行
列
の

概
念
は
重

要
。

中
西
弘

数
の
概
念

->
極
限
の

概
念
と

か
近
傍
，
集

合
も
必

要
か
？

追
加
し
て

ほ
し
い

単
元
　

グ
ラ
フ
理
論

，
集
合

の
初
歩

神
田

【
数
と
式

の
計
算

～
関
数

と
グ
ラ
フ
】

は
日
常

会
話
の

感
覚
で
必

要
。

【
場
合
の
数
と

数
列
（
Σ 、

Π
）

】
　
「

情
報
数

学
」
の

内
容
と

重
複
す

る
。
本

科
目
担

当
の
立

場
で
は
、

こ
の
単

元
を
「

情
報
数

学
」
で

初
め
て

学
習
す

る
こ
と

に
な
っ

て
も
や

む
を
得
な
い

と
考
え

る
が
、

全
員
が

「
情
報

数
学
」

を
履
修

す
る
わ

け
で
は
な

い
の
で

、
他
専

門
科
目

で
必
要

な
ら
現

状
の
ま

ま
入
れ

て
お
く

必
要
が

あ
る
こ

と
に
な
る

と
考

え
る
。

【
確
率
】

　
「
情

報
数
学

」
の

内
容
と

重
複
す

る
。

( 平
岡

先
生
が

言
う
よ

う
に

) 重
要
性

は
納
得

で
き
る

し
、
ど

こ
か
で

は
必
ず

学
習
す
べ

き
と
考

え
る
が

、
現
状

の
コ
マ

数
で
「

数
学
」

に
確
率

統
計
を

丸
々
挿

入
す

る
の
は

厳
し
す

ぎ
る
と

考
え
る

。
現
情

報
通
信

コ
ー
ス

に
関
し

て
は
、
「

情
報
数

学
」
で

扱
う
と

い
う
こ

と
で
「

数
学
」

で
は
省
略

で
よ
い

と
思
う

が
、
他

コ
ー
ス
で
は

ど
う
な

の
だ
ろ

う
か
？

仲
森

お
お
ま
か

に
い
う

と
、
高

専
で
新

し
い
学
ぶ

こ
と
に

つ
い
て
、
専

門
で
よ

く
使
う

の
は
、

つ
ぎ
の

よ
う
な

感
じ
で

す
。

・
低
学
年

で
は
、

指
数
関

数
・
三
角

関
数
・

ベ
ク
ト

ル
、
関

数
と
グ

ラ
フ

・
中
学
年

で
は
、

微
分
積

分
、

行
列
・

行
列
式

・
高
学
年

で
は
、
偏
微

分
、

2 重
積
分
、
微

分
方
程

式
　

中
学
生

で
学
ぶ

、
数
学

の
不
足

を
し
っ

か
り
で
き

る
よ
う

に
な
っ

て
お
く

こ
と
が
、
重

要
と
い

う
か
問

題
だ
と

思
い
ま

す
。

　
方
程
式

を
解
く

時
に
、

式
の
移
行

が
出
来

な
か
っ

た
り
よ

く
し
ま

す
。

分
数
の

計
算
も

そ
う
で

す
。

　
専
門
で

数
学
を

使
う
と

き
は
、

軽
く
復
習

し
た
り

も
し
ま

す
。



近畿大学工業高等専門学校 基準２ 
 

- 33 - 

 

（資料２－２－②－２）工学的数学5年間一貫教育 打ち合わせ経過と結論 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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（分析結果と根拠理由） 各教員は、授業計画書（シラバス）により他の教員の講義内容と進

行状況について知ることができ、また学生の成績・出席状況を共有するで、教育・指導におけ

る協力体制が出来ている。工学の基礎科目である数学では、工学科教員と具体的な講義内容と

履修時期についての議論がなされ、カリキュラムや講義内容の変更に結びついた。このように

基礎と応用をつなぐ教員間の連携体制が取れている。更に、校務組織ごとに１つの部屋で学校

運営・教育活動を行うことで、学校運営や学生指導における連携体制が向上し機能している。 

 

観点２－２－③：教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 専任教員は全員いずれかの校務分掌組織に属しており資料２－２－③－

１の校務分掌規定に従ってそれぞれの学校運営業務に携わり、学生への教育・支援活動を行っ

ている。これらの業務遂行を通じて教員と学生の接する多くの機会を得ることできめ細かな教

育活動が可能となる。 

 平成17年度から相談マップ（資料２－２－③－２）を作成し掲示している。これは学業面お

よび学業以外で教員が相談に乗れる内容を記載したもので、学生が簡単に相談相手を見つけ問

題解決に導くためのものである。 
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資料２－２－③－１ 
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（出典：近畿大学学園例規集）

 



近畿大学工業高等専門学校 基準２ 
 

- 43 - 

資料２－２－③－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料）
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平成19年度の各学年の担任表は資料２－２－③－３の通りである。各学年に任命された学年主

任は各学年の行事・学生の成績・生活面指導の統括を行い、学年副主任は担任が不在のときの代

行を務める。また、定期的に担任会を開き学生の状況等の情報を共有し、１人ひとりの学生を学

年団としてサポートしている。 

 

資料２－２－③－３   平成19年度担任表 

 １組 ２組 ３組 ４組 学年主任 学年副主任 

１年 倉本 渡邉 重村 竹内 倉本 本田 

２年 大内 鈴木 園田 齊藤 大内 今野 

３年 乗本 畑山 溝口 栢野 乗本 松尾 

 機械システム工学科 電気情報工学科 建設システム工学科 4,5 年副主任

 Ａ組 Ｂ組 Ａ組 Ｂ組 Ａ組 Ｂ組 
学年主任 

４年 中村 久貝 仲森 神田 松岡  中村 

５年 荒賀 山本 大島 倉林 中平 和田 和田 

奥田 

中西弘 

青木 

（出典：近畿大学工業高等専門学校平成19年度担任表）

 

また、平成17年度11月からは、各科目担当教員が毎時間欠席学生を直ちに担任に連絡できるよ

うなシステムを導入し（資料２－２－③－４）、朝ホームルームのみならずその日１日の学生の

状況を把握している。 

 

資料２－２－③－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料（平成１７年１１月）

 

特に補助が必要な部署に対しては、適性に応じた契約・定時職員の配置を行っている。図書

学年 クラス 工学科 番号 氏　　名 欠課、遅刻、早退の種別 累積欠課数

　　  　月　　　日　　　限目

欠課等連絡

担当者名　　　　　　　　　　　　　　     

科 目 名　　　　　　　　　　　　　　　    
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館定時職員1名、実験棟技術員２名、情報処理教育センター契約職員、定時職員各1名、教務部

契約職員１名、学生寮契約職員１名、学生寮主任３名による寮務業務、臨床心理学博士カウン

セラー１名、非常勤クラブ講師（和太鼓、茶道、着付け、剣道、バスケットボール、空手な

ど）、専攻科生による実験補助、情報科目補助等があり、専任教員の教育活動の支援を行って

いる。 

 

（分析結果と根拠理由） 専任教員は全員いずれかの校務分掌組織に属してそれぞれの学校運

営業務に携わり、これらの業務遂行を通じて教員と学生の接する多くの機会を得ることできめ

細かな教育活動を行っている。 

 平成17年度から相談マップ（資料２－２－③－２）を作成し掲示している。 

全学年でクラス毎に担任が配置されており、欠課等がある場合はその情報が教科担当教員よ

り担任に提供される体制が取られている。また契約職員、定時職員、専攻科生が常勤教員の教

育活動をサポートする体制が整っている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 本校の教育の目的に対応した学科の各組織の構成は、学習・教育目標の具体化

と授業計画とのリンク、更に各会議や教員大部屋方式によって、教育の目標を達成し学生を支

援・教育する上で十分な体制になっている。更に、情報処理教育センター施設を活用した教育

支援体制の向上により、社会のニーズに応える学生の育成が可能となっている。また、一般科

目と専門科目の連携に対しても、授業内容・毎朝、各部屋での情報交換によって実現している。 

（改善を要する点） 一般科目と専門科目の連携に対して、数学・国語だけではなく、更に他

の科目でも実現が必要である。 

  

（３）基準２の自己評価の概要 

本校は設立当初より機械、電気、土木の３工学科体制で学科運営されてきたが、平成17年度よ

り３工学科を統合した「総合システム工学科」が設置され、現代産業界のニーズに合った総合的

な対応力をもった技術者の養成が行えるようになった。本校の専攻科は複合的・融合的技術に対

応できる技術者の育成を目指し設置されており、準学士課程に続き、より幅広い視野と高度な専

門技術・知識の修得ができるよう教育課程が構成されている。平成18年度より具体的な学習・教

育目標の策定と専攻科学生への周知により、教育の目的を達成する上でより適切なものとなって

いる。 

全学的センターとして情報処理教育センターが設置されており、コンピュータや視聴覚施設を

使用した情報教育はじめ様々な授業が実施されている。また希望学生全員にノートパソコンが無

償貸与され、十分な情報教育を受けられる環境が揃っている。これらは、学習・教育目標を達成

する上で適切なものとなっている。 

本校は各種委員会によって運営されており、教育課程のための検討・運営は各委員会や学科会

議レベルでの審議を経て学校の意思決定がなされ教職員全体へ周知される。それらはイントラネ

ットによる議事録の配信によって議事内容・決定事項が開示されている。日常の教育活動は毎朝

の教職員打ち合わせで連絡事項が伝達され円滑に実施されている。 

教員間の連携については、授業計画書（シラバス）により他の教員の講義内容と進行状況につ
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いて知ることができ、また学生の欠課連絡や成績・出席状況の閲覧による情報の共有によって、

教育・指導の協力体制が出来ている。工学の基礎科目である数学では、工学科教員と具体的な講

義内容と履修時期についての議論がなされ、カリキュラムや講義内容の変更に結びついた。 

専任教員は全員いずれかの校務分掌組織に属して校務組織ごとに１つの部屋でそれぞれの学校

運営業務に携わっている。これらの業務遂行を通じて教員と学生の接する多くの機会を得るとと

もに、教員間の連携を取ることできめ細かな教育活動を行う体制が整っている。 

全学年でクラス毎に担任が配置されており、欠課等がある場合はその情報が教科担当教員より

担任に即座に提供される体制が取られている。また契約職員、定時職員、専攻科生が常勤教員の

教育活動をサポートする体制が整っている。 
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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 観点１－１－①の具体的な教育目標等を達成するため，一般科目を担当する

教員の配置人数は資料３－１－①－１に示す通りである。この教員配置は専任教員19名，客員教授

・非常勤講師22名の合計41名である。本校は学校教育法に定める入学定員に係る学生を四の学級よ

り編制しており、一般科目を担当する専任教員数は高等専門学校設置基準を満足している。一般科

目の理科系科目，社会系科目には博士号取得教員を配置している。語学については、目的に掲げた

「コミュニケーション能力の養成」を達成するため，イギリス人教員を専任採用し、実践力な英語

コミュニケーション教育教育を提供している（資料３－１－①－２）。 

 

資料３－１－①－１ 平成19年度一般教養科目担当教員の数 

 数学 外国語 国語 理科 社会 体育 音楽 

美術 

その他 合計 

教授 0 1 1 1 1 0 0 0 4 

准教授 1 1 1 0 0 1 0 0 4 

講師 2 1 0 1 1 3 0 0 8 

助教 0 0 1 0 1 1 0 0 3 

助手 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 3 3 3 2 3 5 0 0 19 

客員・ 

非常勤 

4 5 2 1 0 5 3 2 22 

合計 7 8 5 3 3 10 3 2 41 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

 

資料３－１－①－２ 平成19年度一般教養科目担当教員の専門分野と担当授業科目 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 

教授 今井健一 経済学 Ph.D 環境経済学 

都市経済学 

5年環境ｼｽﾃﾑ工学 

5年外国語文献講読 

4年経済学 

4年英語 

4年社会環境ｼｽﾃﾑ学 

教授 竹内春樹 英語教育修士 英語教育 4年英語 

3年英語 

2年英語 

1年英語 
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教授 今野理喜男 理学博士 固体物理学 4年応用物理（機械） 

4年応用数物演習 

4年応用物理（建設） 

3年物理 

2年物理 

教授 溝口博幸 博士(日本文学) 日本語学 

日本語教育学 

3年国語 

1年国語 

准教授 大内清司 文学修士 現代日本文学 4年国語 

准教授 辻本 修 学士 柔道 2年保健体育 

1年保健体育 

准教授 伊藤豊治 博士(数理学) 代数的組合せ

論 

4年応用数学 

2年微積分学Ⅰ 

2年線形代数学 

1年基礎数学 

准教授 上田 透 修士 英語 4年英語 

3年英語 

2年英語 

1年英語 

講師 向井康恩 理学学士 数学 4年応用数学 

2年線形代数学 

講師 乗本 学 理学学士 数学 4年応用数学 

3年数学 

2年微積分学Ⅰ 

1年基礎数学 

講師 畑山伸訓 修士(理学) 物理学 4年電気応用 

3年物理 

2年物理 

2年実験・実習2 

講師 ｻｲﾓﾝ・ﾊﾝﾌﾘ

ｰｽﾞ 

修士 英語 5年英語特講 

4年英語 

3年英語 

2年英語 

1年英語 

講師 斎藤 彰 学士 ソフトテニス 4年保健体育 

2年保健体育 

1年保健体育 

講師 松尾大介 学士 社会・陸上 4年保健体育 

3年保健体育 

1年日本史 
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講師 中澤良文 学士 野球 5年保健体育 

2年保健体育 

講師 栢野智裕 修士 サッカー 4年保健体育 

3年保健体育 

1年保健体育 

助教 重村博美 修士(法学) 公法学 4年経済学 

3年倫理 

助教 小西大亮 学士 剣道 4年保健体育 

2年保健体育 

1年保健体育 

助教 園田紀子 学士(文学) 国文学 3年国語 

2年国語 

     

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

 

（分析結果とその根拠理由） 適切な配置となっている。一般科目を担当する教員の配置は高等専

門学校設置基準を満たしている。一般科目を担当する専任教員19名の内、4名が博士号取得者、7名

が修士号取得者で構成されている。この教員配置は高等教育機関としての役割を十分に果たすよう

考えられた配置である。 

 

観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 観点１－１－①の具体的な教育目的を達成するため，専門３学科の教員を資

料３－１－②－１に示す通りに配置している。その数は専任教員31名，非常勤講師14名の合計45名

であり（資料３－１－②－２～資料３－１－②－４）、高等専門学校設置基準を満足している。ま

た専門科目を担当する教授および准教授は計25名で全専任教員50名の半数を下回ることはない。各

工学科とも、専門分野、実務・教育経験から専門科目を担当するにふさわしい教員が配置されてい

る。 

 

資料３－１－②－１ 専門科目担当教員の数 

 機械ｼｽﾃﾑ工学科 電気情報工学科 建設ｼｽﾃﾑ工学科 合計 

教授 3 5 3 11 

准教授 5 7 2 14 

講師 0 2 4 6 

助教 0 0 0 0 

助手 0 0 0 0 

計 8 14 9 31 

非常勤講師 3 7 4 14 
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合計 11 21 13 46 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－②－２ 平成19年度専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（機械ｼｽﾃﾑ工学科お

よび機械ｼｽﾃﾑｺｰｽ） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験・教育経

験等の状況 

教授 奥田昇也 博士(工学) 材料力学 5年卒業研究 

5年創造製作実習 

4年材料力学Ⅰ 

4年力学演習 

4年材料力学Ⅱ 

ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ研究

開発 7年 

教授 村田圭治 博士(工学) 熱工学 5年工学実験 

5年卒業研究 

5年創造製作実習 

5年ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ工学 

5年資源環境ｴﾈﾙｷﾞｰ論 

4年工業熱力学 

4年物質移動工学 

3年ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論Ⅰ 

ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境機器

の研究開発 21年 

特許取得6件 

教授 久貝克弥 博士(工学) ﾛﾎﾞｯﾄ工

学 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ 

制御工学

5年工学実験 

5年卒業研究 

5年創造製作実習 

5年計測ｼｽﾃﾑ工学 

5年制御ｼｽﾃﾑ工学Ⅱ 

4年ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ 

4年創造工学演習 

4年制御ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ 

3年ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論Ⅰ 

株式会社ダイヘン

24年 

特許取得(国内18

件，海外2件) 

 

准教授 熊埜御堂茂 工学修士 材料学 4年工学実験 

3年工学実験3 

3年工学実習3 

3年機械ｼｽﾃﾑ設計製図 

3年金属材料 

2年工学概論Ⅰ 

1年実験・実習1 
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准教授 山本広樹 博士(工学) 計測・信

号処理 

5年卒業研究 

5年創造製作実習 

5年機械力学 

4年工学実験 

3年工学実験3 

3年工業力学 

特許庁2年 

科学警察研究所13

年 

准教授 鈴木 隆 博士(理学) 物性物理

化学 

5年電気応用 

2年実験・実習2 

2年化学 

2年生物 

1年化学 

 

准教授 中村信広 博士(工学) 加工学 5年工学実験 

5年卒業研究 

5年創造工学演習 

5年新素材工学 

5年工作機械 

4年材料力学Ⅰ 

4年力学演習 

4年機械工作法 

2年図学 

 

准教授 荒賀浩一 博士(工学) 流体力学 5年流体力学Ⅱ 

5年機械ｼｽﾃﾑ設計製図 

5年工学実験 

5年卒業研究 

5年創造製作実習 

4年流体力学Ⅰ 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－②－３ 平成19年度専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（電気情報工学科お

よび電気電子ｺｰｽ，情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験・教育経

験等の状況 

教授 西 謙二 工学博士 半導体工

学 

5年卒業研究 

5年半導体工学 

5年科学技術英語 

4年ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 

2年工学概論Ⅰ 

1年芸術 

半導体研究開発

30年 

特許取得3件 

教授 嶋野彰夫 工学博士 半導体工 5年卒業研究 半導体研究開発
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学 5年工学実験 

4年通信工学 

3年電気電子計測 

25年 

特許取得(国内11

件，海外11件) 

教授 園井康夫 博士(工学) ﾚｰﾀﾞｰ大

気物理学

5年電気工学概論 

5年卒業研究 

5年送配電工学 

5年発変電工学 

5年ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 

5年企業論 

4年電気機器 

4年電気数学演習 

4年電気磁気学演習 

4年回路演習 

雷の予測・対策の

研究 15年 

特許取得2件 

教授 大島 茂 博士(工学) 光通信工

学 

5年卒業研究 

5年電子回路Ⅱ 

4年工学実験 

4年電気電子材料 

4年電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学 

3年電気電子材料 

光通信研究開発 

29年 

特許取得40件 

教授 村松一弘 理学博士 情報処理 5年卒業研究 

5年工学実験 

5年ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

5年言語理論とｵｰﾄﾏﾄﾝ 

4年ﾃﾞｰﾀ処理 

3年計算機ｼｽﾃﾑ 

公務員(ｿﾌﾄ開発) 

6年4ヶ月 

企業(ｿﾌﾄ開発) 3

年2ヶ月 

IELTS( 英 語 版

TOEFL) 6.5 

准教授 中西弘一 工学修士 電子材料 5年制御工学 

5年ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ演習 

4年工学実験 

4年回路網理論 

4年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語Ⅲ 

4年通信工学 

4年情報演習 

1年実験・実習Ⅰ 

超音波顕微鏡のﾃﾞ

ﾊﾞｲｽ開発 4年 

特許取得2件 

准教授 山川昌文 工学修士 計測工学 5年卒業研究 

5年自動制御 

5年電子設計製図 

3年機械工学概論 

2年図学 

2年実験・実習2 

計測メーカー 

10年 
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1年実験・実習1 

准教授 仲森昌也 工学修士 電子工学 5年卒業研究 

5年工学実験 

5年電気応用 

4年電子回路Ⅰ 

3年CAD 

2年実験・実習2 

1年実験・実習1 

特許取得2件 

准教授 政清史晃 修士(工学) 情報工学 5年卒業研究 

5年ﾈｯﾄﾜｰｸ工学 

5年ｿﾌﾄｳｪｱ演習 

5年Webｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｺﾝﾃﾝﾂ

製作 

5年言語理論とｵｰﾄﾏﾄﾝ 

4年ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 

3年工学実験3 

2年実験・実習2 

情報通信関係(ｼｽﾃ

ﾑ設計) 11年 

技術士(電気電子

部門) 

 

准教授 本田康子 博士(理学) 宇宙物理 5年卒業研究 

5年確率統計 

5年ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法Ⅲ 

5年電気情報工学特論 

3年工学実験3 

3年電気磁気学Ⅰ 

2年情報処理Ⅱ 

2年実験・実習2 

研究機関 1年 

他大学等教育機関

1年 

准教授 神田 毅 博士(工学) 数理工学 5年卒業研究 

3年CAD 

3年情報数学 

3年数学 

2年線形代数学 

2年実験・実習2 

ｿﾌﾄｳｪｱ開発 2年7

ヶ月 

実用数学技能検定

1級 

准教授 倉林 有 博士(工学) 画像解析

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

ﾋﾞｼﾞｮﾝ 

5年卒業研究 

5年確率統計 

5年情報ﾒﾃﾞｨｱ論 

5年ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学 

3年工学実験3 

3年ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論 

2年工学概論Ⅰ 

2年情報処理Ⅱ 

他大学等教育機関

3年 
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講師 岸 純男 工学学士 電子回路 5年工学実験 

5年電気設計製図 

5年電気法規・施設管理 

4年ﾊﾟﾙｽ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙ回路 

3年電気回路Ⅰ（電気電

子） 

3年電気回路Ⅰ（情報） 

2年図学 

1年実験・実習1 

テレビチューナー

の設計製作及び信

頼性試験 6年 

講師 渡邉 志 修士(工学) 情報処理 5年卒業研究 

5年ｿﾌﾄｳｪｱ工学 

4年工学実験 

4年数値計算法 

3年ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語Ⅰ 

他大学等教育機関

14年 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－②－４ 平成19年度専門科目担当教員の専門分野と担当授業科目（建設ｼｽﾃﾑ工学科お

よび都市環境ｺｰｽ，建築ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験・教育経

験等の状況 

教授 表 寿一 博士 環境生態

学 

5年卒業研究 

5年環境衛生工学 

5年外国文献講読 

5年ｴｺﾛｼﾞｶﾙﾃﾞｻﾞｲﾝ 

4年生態多様性学 

4年ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ環境設備学 

4年ﾄﾞｲﾂ語 

3年建築史 

3年ﾄﾞｲﾂ語 

1年生物 

他大学等教育機関

16年 

教授 青木 繁 博士(工学) 建築計画

学 

5年卒業研究 

5年景観環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

5年建築設計製図 

5年建築概論 

5年ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 

4年建築設計製図 

4年建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ 

3年造詣ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 

3年建設・建築製図 

1級建築士 

他大学等教育機関

23年 
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教授 中西祐啓 博士(工学) 水理学 5年卒業研究 

5年河川環境工学 

4年水理学 

4年建設ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅱ 

4年水理学演習 

3年水理学 

総合建設業 12年 

技術士 

他大学等教育機関

4年 

准教授 五十石浩 工学学士 構造力学 5年構造力学Ⅱ 

5年卒業研究 

5年耐震工学 

5年建築構造 

5年耐震工学演習 

5年橋梁工学 

5年建築構造設計 

5年ｽﾁｰﾙｽﾄﾗｸﾁｬｰ 

4年構造力学Ⅰ 

4年建設ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅱ 

2年図学 

公務員(建設省建

築研究所) 11年 

准教授 林 泰弘 博士(工学) 地盤工学 5年卒業研究 

5年技術と倫理 

4年土質工学 

4年建設ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅱ 

4年土質工学演習 

4年専門基礎 

3年地盤工学 

2年工学概論Ⅰ 

宅地開発 3年 

他大学等教育機関

10年 

講師 和田孝志 学士 建設 5年ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学 

5年卒業研究 

5年建設設計製図 

4年ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学 

4年建設設計製図 

4年施工管理学 

3年建設材料学 

3年建設・建築製図 

1年実験・実習1 

コンクリート橋の

設計・施工および

一般土木工事 4年

講師 倉本逸郎 学士(工学) 測量学 5年情報処理Ⅱ 

5年卒業研究 

4年建設ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅱ 

3年測量実習 

2年実験・実習2 
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1年実験・実習1 

1年情報処理Ⅰ 

講師 中平恭之 修士(工学) 交通計画

学 

5年測量実習 

5年卒業研究 

5年土木計画学 

5年交通工学 

4年測量学 

3年測量学 

3年測量実習 

建設関係(施工管

理) 2年 

講師 松岡良智 修士(工学) 構造学 5年情報処理Ⅱ 

5年卒業研究 

5年建築法規 

5年建築構法 

3年構造力学 

2年実験・実習2 

1年実験・実習1 

1年情報処理Ⅰ 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

平成12年度以降のリストラクチャリング（再構築）による人事刷新で、平成19年5月1日現在、専門

科目担当教員の博士号取得者19名、技術士２名となった。平成13年度以降、有名企業等における各

分野の第一人者を多く採用した。平成17年度より、専門３学科を統合した総合システム工学科を新

設し、総合的な工学の実学教育を行う体制を構築した（資料３－１－②－５）。 

 

資料３－１－②－５ 専門科目担当教員の学位取得者及び企業経験者の配置状況 

学位取得者数 
学科名 

修士 博士 
企業経験者数 全教員数 

機械ｼｽﾃﾑ工学科 

機械ｼｽﾃﾑｺｰｽ 
1 7 4 8 

電気情報工学科 

電気電子ｺｰｽ 

情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰ

ｽ 

5 8 10 14 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 

都市環境ｺｰｽ 

建築ﾃﾞｻﾞｲﾝｺｰｽ 

2 4 4 9 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 専門科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，
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各教員の専門分野を考慮し配置している。また，観点１－１－①の具体的な教育目標等に掲げた高

度な教育を学生に提供するため，学位取得者，企業経験者を各学科に配置し，実践的教育に配慮し

た構成になっている。 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 専攻科の教育課程では資料３－１－③－１に基づき、一般科目、関連科目、

共通専門科目、専攻区分別専門科目を置き、新規に教員を採用するなどそれぞれに適切な教員を配

置している。 

 

資料３－１－③－１ 専攻科の目的・特色 

 

 専攻科の目的 

  【生産システム工学専攻】 

専攻科は、高等専門学校における教育の基礎の上に、精深な程度において工業に関す

る高度な専門知識及び技術を教授研究し、もって広く産業の発展に寄与する人材を育成

することを目的とする。 

 

 専攻科の教育課程の編成方針、特色、履修方法等 

【生産システム工学専攻】 

開講科目は、一般科目、関連科目（専門基礎科目）、および共通専門科目と専攻区分別専

門科目（機械工学、電気電子工学、土木工学）の４つに大別できる。 

一般科目は、語学や人文・社会科学に関連した科目からなる。コミュニケーション能力お

よびプレゼンテーション能力を養成するとともに、社会人としての健全な価値観と豊かな教

養を持ち国際的に活躍できる能力を身につけさせる。 

関連科目は、数学や物理・化学及びインターンシップからなる。専門科目の本質を理解す

るための工学基礎知識を修得させる。 

共通専門科目は、機械工学・電気電子工学・土木工学の各専攻区分に横断的な専門科目、

および生産システム工学特別研究からなる。講義では、複合的・融合的な専門分野について

対応できるような応用知識を習得する。特別研究では、実践的な問題に対し自発的に考え、

解決に向けて計画を立案し、継続的にそれらを実行することで、当該分野の先端的な研究開

発能力を養成する。 

専攻区分専門科目は、本科および専攻科関連科目・共通専門科目で修得した専門分野の基

礎知識をベースに、より深い専門知識を与える講義科目、および実験と演習からなる。当該

専門分野の先端技術に即応できる能力を育成する。 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校専攻科認定申出書抜粋）

 

専攻科の一般科目は，観点１－１－①に掲げた学習・教育目標のうち、(C)技術者としての健全

な価値観や倫理観を養う。 (D)幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成 (E)コミュニケーション
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能力の養成 に対応し、国連英検1級取得者や国際協力機構（JICA）出身教員を配置している。

（資料３－１－③－２）。 

 

資料３－１－③－２ 専攻科の一般科目担当教員の専門分野と担当授業科目 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 

教授 今井健一 

 

経済学Ph.D 

(JICA出身) 

環境経済学 

都市経済学 

人間と環境，国際社会の中の日本

教授 竹内春樹 

 

英語教育修士 

(国連英検1級) 

英語教育 総合英語 

准教授 山本広樹 博士(工学) 計測・信号処

理 

技術者倫理 

教授 嶋野彰夫 工学博士 半導体工学 技術者倫理 

教授 青木 繁 博士(工学) 建築計画学 技術者倫理 

教授 溝口博幸 博士(日本文学) 日本語学 

日本語教育学 

日本語表現法 

准教授 大内清司 文学修士 現代日本文学 日本語表現法 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

関連科目は，学習・教育目標のうち、(A)工学の基礎となる学力や技術を身につける。 に対応し

ており、これらを実現するため学位取得者を中心に教員配置を行っている。（資料３－１－③－３）。 

 

資料３－１－③－３ 専攻科の関連科目担当教員の専門分野と担当授業科目 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 

准教授 伊藤豊治 博士(数理学) 代数的組合せ

論 

応用数学特論，離散数学 

准教授 山本広樹 博士(工学) 計測・信号処

理 

解析力学 

教授 今野理喜男 理学博士 固体物理学 統計力学 

准教授 鈴木 隆 博士(理学) 物性物理化学 化学特論 

講師 畑山伸訓 修士(理学) 物理学 物理学特論 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

共通専門科目は，学習・教育目標のうち、(A)工学の基礎となる学力や技術を身につける。 (B)

実践的なデザイン能力を身につける。 に対応し、機械工学・電気電子工学・土木工学の各専攻区

分に横断的な専門科目を教授して複合融合的専門分野に対応した応用知識の修得を目指している。

このため専攻区分にとらわれず，担当教員がそれぞれの専門分野に関連付けた授業を展開している

（資料３－１－③－４）。 

 

資料３－１－③－４ 専攻科の共通専門担当教員の専門分野と担当授業科目 
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職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 

教授 久貝克弥 博士(工学) ﾛﾎﾞｯﾄ工学 

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ 

制御工学 

知能ｼｽﾃﾑ 

教授 嶋野彰夫 工学博士 半導体工学 信頼性工学 

教授 村松一弘 理学博士 情報処理 計算力学 

准教授 倉林 有 博士(工学) 画像解析 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾋﾞｼﾞｮﾝ

知的情報処理 

教授 今野理喜男 理学博士 固体物理学 材料物理 

教授 表 寿一 博士 環境生態学 生産環境工学 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

専門科目は、学習・教育目標のうち、 (B)実践的なデザイン能力を身につける。 (C)技術者と

しての健全な価値観や倫理観を養う。に対応して配置されている。準学士課程および専攻科関連科

目・共通専門科目で修得した専門分野の基礎知識をベースに、より深い専門知識を与える講義科目

であることを踏まえ，担当授業科目と教員の専門分野を対応させ適切に配置している（資料３－１

－③－５～７）。 

 

資料３－１－③－５ 専攻科の専門担当教員の専門分野と担当授業科目（機械工学） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験・教育経

験等の状況 

教授 奥田昇也 博士(工学) 材料力学 機械工学実習 

機械工学演習 

材料力学特論 

構造信頼性理論 

ﾀｰﾎﾞﾁｬｰｼﾞｬｰ研究

開発 7年 

教授 村田圭治 博士(工学) 熱工学 機械工学実習 

機械工学演習 

伝熱概論 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換工学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ・環境機器

の研究開発 21年 

特許取得6件 

教授 久貝克弥 博士(工学) ﾛﾎﾞｯﾄ工学

ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ 

制御工学 

機械工学実習 

機械工学演習 

ｼｽﾃﾑ制御工学 

株式会社ダイヘン

24年 

特許取得(国内18

件，海外2件) 

准教授 山本広樹 博士(工学) 計測・信

号処理 

機械工学実験 

機械工学演習 

解析力学 

振動工学 

ﾏﾄﾘｯｸｽ構造解析 

特許庁2年 

科学警察研究所13

年 

准教授 中村信広 博士(工学) 加工学 機械工学実験  
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機械工学演習 

生産加工学 

工業材料 

准教授 荒賀浩一 博士(工学) 流体力学 機械工学実験 

機械工学演習 

応用流体力学 

流体工学特論 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－③－６ 専攻科の専門担当教員の専門分野と担当授業科目（電気電子工学） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験・教育経

験等の状況 

教授 西 謙二 工学博士 半導体工

学 

電気電子工学演習 

半導体ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学 

技術英語講読 

半導体ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ工学 

故障物理学 

半導体研究開発

30年 

特許取得18件 

教授 嶋野彰夫 工学博士 半導体工

学 

電気電子工学演習 

電子回路特論 

半導体研究開発

25年 

特許取得(国内11

件，海外11件) 

教授 園井康夫 博士(工学) ﾚｰﾀﾞｰ大気

物理学 

電気電子工学実験 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換論 

絶縁設計工学 

雷の予測・対策の

研究 15年 

特許取得2件 

教授 村松一弘 理学博士 情報処理 電気電子工学実験 

並列計算法 

公務員(ｿﾌﾄ開発) 

6年4ヶ月 

企業(ｿﾌﾄ開発) 3

年2ヶ月 

IELTS( 英 語 版

TOEFL) 6.5 

准教授 倉林 有 博士(工学) 画像解析 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾋﾞ

ｼﾞｮﾝ 

電気電子工学実験 

ﾒﾃﾞｨｱ情報処理 

他大学等教育機関

3年 

教授 大島 茂 博士(工学) 光通信工

学 

電気電子実験 

電子物性特論 

光通信研究開発 

29年 

特許取得40件 

准教授 仲森昌也 工学修士 電子工学 電気電子実験 特許取得2件 

准教授 本田康子 博士(理学) 宇宙物理 電気電子演習 

電磁気学特論 

研究機関 1年 

他大学等教育機関
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1年 

講師 渡邉 志 修士(工学) 情報処理 電気電子演習 他大学等教育機関

14年 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－③－７ 専攻科の専門担当教員の専門分野と担当授業科目（土木工学） 

職名 氏名 学位 専門分野 担当授業科目 実務経験・教育経

験等の状況 

教授 表 寿一 博士 環境生態

学 

都市環境生態学特論 他大学等教育機関

16年 

教授 青木 繁 博士(工学) 建築計画

学 

土木工学演習 

都市地域計画学特論 

農村地域計画学特論 

1級建築士 

他大学等教育機関

23年 

教授 中西祐啓 博士(工学) 水理学 土木工学実験 

土木工学演習 

水工学特論 

水理学特論 

総合建設業 12年 

技術士 

他大学等教育機関

4年 

准教授 林 泰弘 博士(工学) 地盤工学 土木工学実験 

土木工学演習 

土質工学特論 

環境地盤工学特論 

宅地開発 3年 

他大学等教育機関

10年 

講師 中平恭之 修士(工学) 交通計画

学 

土木工学実験 

土木工学演習 

都市交通計画学 

交通計画学特論 

建設関係(施工管

理) 2年 

講師 松岡良智 修士(工学) 構造学 土木工学実験 

土木工学演習 

構造力学特論 

建設材料学特論 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

専攻科の特別研究では，「実践的な問題に対し自発的に考え、解決に向けて計画を立案し、継続

的にそれらを実行することで、当該分野の先端的な研究開発能力を養成する。」を達成するため，

指導する教員は，博士の学位を有する，あるいは同等の十分な研究業績をもつ教員を配置している

（資料３－１－③－８）。 

 

 

資料３－１－③－８ 特別研究指導教員の学位取得状況および研究実績一覧 

氏名 専攻区分 学位取得状況 主な研究実績 
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奥田昇也 機械工学 博士(工学) 構造ｼｽﾃﾑの破損確率の研究 

久貝克弥 機械工学 博士(工学) ﾛﾎﾞｯﾄの知能化の研究 

山本広樹 機械工学 博士(工学) 四元数表現によるスペクトル解析の研究 

中村信広 機械工学 博士(工学) 光触媒の製作方法に関する研究 

荒賀浩一 機械工学 博士(工学) 界面活性剤水溶液の抵抗低減流れに関する実験的研

究 

西 謙二 電気電子工学 工学博士 半導体ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝの研究 

嶋野彰夫 電気電子工学 工学博士 化合物半導体高速ﾃﾞﾊﾞｲｽの設計に関する研究 

神田 毅 電気電子工学 博士(工学) 効率的な幾何計算ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑに関する研究 

仲森昌也 電気電子工学 修士(工学) 超伝導薄膜をはじめとする電子ﾃﾞﾊﾞｲｽの開発に関す

る研究 

中西祐啓 土木工学 博士(工学) 河川機能(治水・利水・環境保全技術)に関する研究 

林 泰弘 土木工学 博士(工学) 土質安定処理の研究 

松岡良智 土木工学 修士(工学) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ製構造物の弾塑性性状に関する研究 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 専攻科生産システム工学専攻は、専攻科の目的を成し遂げるため、

国際的に活躍している人材、企業出身者、大学研究職出身者を新規に採用し、専攻科学生の教育に

あたる体制が整っている。 

 

観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況） 平成19年５月１日現在の教員組織の年齢構成は資料３－１－④－１の通りで

ある。平成12年４月の時点では、34歳未満ゼロ、50歳以上が70％以上という逆ピラミッド型の年齢

構成（資料３－１－④－２）であった。このような状況を解消するために、早期退職優遇制度を導

入し31名の教職員が早期退職した。この結果、多くの新教員の採用が可能となり、教員の年齢構成

は現在の状況に至った。教員採用の公募時に年齢制限を加えることはしていないが、年齢構成バラ

ンスを考慮した選考を行うことで適正化を図っている。また、平成12年度にはわずか２名であった

博士号取得者は、平成19年度には23名（他博士課程在籍者4名）となり、全体のほぼ半数を占める

に至った。博士号取得者の年齢構成は（資料３－１－④－３）に示す通りである。博士号取得者の

うち半数以上の13名が企業勤務経験者である。このため、先端的技術を取得した教員による教育を

提供することが可能となり、民産官学共同研究等も進み、教員の活動が活発化した。また，採用し

た教員の教育経歴や実務経験を配慮し，適切な職務を与えている（資料３－１－④－４）。 

 

 

 

 

 



近畿大学工業高等専門学校 基準３ 

- 63 - 

資料３－１－④－１ 平成19年度専任教員の年齢構成 

 ～29 30～39 40～49 50～59 60～ 合計

一般教養科 3 5 6 5 0 19

機械ｼｽﾃﾑ工学科 0 4 1 3 0 8

電気情報工学科 0 5 4 5 0 14

建設ｼｽﾃﾑ工学科 0 3 1 5 0 9

計 3 17 12 18 0 50

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－④－２ 改革前の教員の年齢構成（平成12年4月1日現在） 

 ～29 30～39 40～49 50～59 60～ 計

一般教養科 0 3 2 9 5 19

機械ｼｽﾃﾑ工学科 0 0 2 5 2 9

電気情報工学科 0 1 2 4 3 10

建設ｼｽﾃﾑ工学科 0 0 3 4 2 9

計 0 4 9 22 12 47

（出典：近畿大学高専新聞 特集号（平成12年10月）より集計）

 

資料３－１－④－３ 平成19年度，博士号取得者（博士課程在籍者）の年齢構成 

 ～29 30～39 40～49 50～59 60～ 合計

一般教養科 0 0(1) 2 2 0 4(1)

機械ｼｽﾃﾑ工学科 0 4 1 2 0 7

電気情報工学科 0 3(2) 1(1) 4 0 8(3)

建設ｼｽﾃﾑ工学科 0 1(2) 1 2 0 4(2)

計 0 8(5) 5(1) 10 0 23(6) 

※( )内は博士課程在籍教員数を示す。 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

資料３－１－④－４ 平成19年度採用教員の経歴と教員職務 

教員氏名 前 職 配置部署 

大島 茂 東芝研究開発センター研究主幹 総合ｼｽﾃﾑ工学科長・進路指導主事補

溝口博幸 立命館アジア太平洋大学上級講師 国際交流部長 

久貝克弥 ㈱ダイヘンシステムエンジニアリング課長 技術教育部長 

倉林 有 東京理科大学嘱託助手（情報） 情報処理教育センター主任 

渡邉 志 県立浜松工業高校教諭（情報） 教務部担当 

重村博美 近畿大学非常勤講師（法学） 企画広報担当 

小西大亮 近畿大学高専非常勤講師（剣道） 寮務部担当 

（出典：近畿大学工業高等専門学校「平成19年度教員人事」）

 

（分析結果とその根拠理由） 年齢構成を考慮した人事刷新の結果、現在はバランスのとれた年齢

構成となっている。また博士号取得者も全体のほぼ半数を占め、業界の第一線で活躍していた企業

経験者の大量採用によって学校が非常に活性化してきた。採用者の職務配置については、本人の教
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育経歴・実務経歴等を考慮して適切な部署に配置している。 

 

観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況） 現在、教員の採用は完全公募制を採っており、求人情報はJREC-IN研究者人

材データベースにも登録されインターネットを通して世界中から広く応募者を募り、基準を満たす

応募者の中から優秀な人材を採用している。現在の教員選考・昇格基準は（資料３－２－①－１），

教員選考・昇格基準内規は（資料３－２－①－２）に示す通りであり、校内イントラネットでの公

表、教職員会議での連絡により、全教員が周知している。新規教員採用選考は書類審査と書類審査

合格者に対して行う面接審査からなり、面接審査は校長、副校長、教務主事、事務長代理、当該学

科長が面接官となって、研究業績のみならず高等専門学校の教育上の能力を有するかを教育経験、

実務経験、人物評価によって授業を行う能力、学生指導の能力があるかを判断している。また、本

校教員に対して、教員の教育研究に対する活性化を継続的に図ることを目的とした「資格任期基

準」を設け、任期期間中の「教員業績評価」を行っている（資料３－２－①－３）。 

 

資料３－２－①－１ 教員選考・昇格基準 

 

近畿大学工業高等専門学校教員選考・昇格基準 

制定 平成１７年３月３1 日

１．教授の資格 

① 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）もしくはそれに準ずる資

格（技術士等）を有し、教員選考・昇格基準内規（以下「内規」という。）で定める研究業績

を満たすとともにその他の業績（教育業績、管理運営活動・社会活動）が伴う者。 

② 一般教養科教員においては、修士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位

を含む。）を有し、内規で定める研究業績を満たすとともにその他の業績（教育業績、管理

運営活動・社会活動）が伴う者。 

③ 文化・スポーツ・技術教育に係わる教員評価については、学位・Ａ論文に替わるものとし

て、全国的競技大会等での受賞を考慮する。 

 

２．助教授の資格 

① 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）もしくはそれに準ずる資

格（技術士等）を有し、内規で定める研究業績を満たすとともにその他の業績（教育業績、管

理運営活動・社会活動）が伴う者。 

② 一般教養科教員においては、修士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を

含む。）を有し、内規で定める研究業績を満たすとともにその他の業績（教育業績、管理運営

活動・社会活動）が伴う者。 

③ 文化・スポーツ・技術教育に係わる教員評価については、学位・Ａ論文に替わるものとして、

全国的競技大会等での受賞を考慮する。 
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３．講師の資格 

① 博士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）もしくはそれに準ずる資

格（技術士等）を有し、内規で定める研究業績を満たすとともにその他の業績（教育業績、管

理運営活動・社会活動）が伴う者。  

② 一般教養科教員においては、学士以上の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を

含む。）を有し、教員選考・昇格基準内規で定める研究業績を満たすとともにその他の業績

（教育業績、管理運営活動・社会活動）が伴う者。 

③ 文化・スポーツ・技術教育に係わる教員評価については、学位・Ａ論文に替わるものとして、

全国的競技大会等での受賞を考慮する。 

 

４．助手の資格 

修士もしくは学士の学位（外国において授与されたこれに相当する学位を含む。）を有する者。

 

附則  この基準は、平成１７年４月１日から施行する。 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

（資料３－２－①－２）教員選考・昇格基準内規 

 

近畿大学工業高等専門学校教員選考・昇格基準内規 

制定 平成１７年３月３１日

 

１． 研究業績 

被審査教員の

所属 
工学科 一般教養科 

予定職名 

審査項目 
講師 助教授 教授 講師 助教授 教授 

研究業績 

（Ａ論文又は

専門著書数） 

６ ９ １２ １ ３ ６ 

（全論文数） （９） （１３） （１８） （６） （９） （１２） 

著書 学術論文より専門著書の方が重視される分野において著書があることが望まし

い。 

 

   （注） 

（１）Ａ論文とは、審査機関のある権威ある学術誌に掲載された論文をいう。 

   （２）研究業績は、論文数のみならず研究に対する第一貢献者であることを重視する。 

   （３）次のものは学術論文とは認めない。 
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① 国内学会、国際学会での予稿（ただし、審査機関があり、優れた内容を持つものは

Ａ論文相当と認める） 

② 講演会、セミナーなどの講演別刷 

③ 口頭およびポスター発表 

   （４）次に掲げるものは、研究業績の評価の参考とする。 

① 招待講演 

② 各種受賞 

③ 文部科学省科学研究費採択、各種研究奨励費採択 

④ 特許取得 

   （５）次に掲げるものは、その都度業績を審査して評価する。 

① 技術報告書、総説、紀要等 

② 機械・装置の設計、計画、デザイン等 

   （６）デザイン系の昇格基準として、学位、Ａ論文に替わるものとして、権威ある雑誌に掲載

された建築作品コンペ等での受賞を考慮する。 

Ａ論文相当の受賞規定の基準は 

① 入選以上 

② 応募点数が多い 

③ 審査員の知名度が高いなどである。 

（７）文化・スポーツ・技術教育に係わる教員評価については、学位・Ａ論文に替わるもの

として、全国的競技大会等での受賞を考慮する。 

２． 教育業績 

以下に示す教員自身の教育活動において、顕著な業績がある時、教育業績として評価す

る。 

① 教科書の執筆 

② 授業改善方法の提起・実践 

③ 学生実験の装置開発・工夫等 

④ 授業改善目的の実践授業の公開 

⑤ 授業方法を提起した論文（教育ジャーナル・学会誌への投稿等） 

⑥ 学内外のＦＤ（教育開発セミナー）などへの積極的参加・発表 

⑦ 課外活動の指導等 

⑧ その他の教育活動 

 

３． 管理運営活動 

    学校業務において、積極的な協力・提案・問題提起などの、顕著な業績があるとき、管理運

営活動として評価する。 

 

４． 社会活動 

    工業高等専門学校の社会的評価、知名度の向上に積極的に寄与する以下に示すような活動に

おいて顕著な業績があるとき、学外活動業績として評価する。 
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（１） 学会・協会での活動（役員・委員等） 

（２） 公的委員会活動 

（３） テレビ・新聞・雑誌等への寄与 

（４） 小学生や中学生との教育的交流（サイエンススクールなど） 

（５） 広報活動（中学校・塾等） 

（６） 地域社会への奉仕 

（７） その他  

 

附則  この内規は、平成１７年４月１日から施行する。 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

（資料３－２－①－３）資格任期基準 

 

近畿大学工業高等専門学校教員資格任期規程 

制定 平成１７年３月３１日

改訂 平成１９年３月３１日

（目的） 

第１条 この規程は、近畿大学工業高等専門学校教員に資格任期を設け、任期期間中の「教員業績評

価」を行うことにより、教員の教育研究に対する活性化を継続的に図ることを目的とする。 

（資格任期） 

第２条 資格任期は、別表のとおりとする。 

２ 顕著なる業績もしくは学園に対する貢献が多大な教授については、資格任期を定めない。なお、資

格任期を定めない教授を上席教授と呼称するものとする。 

（資格審査） 

第３条 資格任期の更新にあたっては、校長を委員長とする３名以上からなる資格審査委員会により、当

該教員の任期中の業績審査を行うものとする。 

２ 教員の業績審査は、近畿大学評価委員会が定める「教員業績評価」の教育業績・研究業績・管理運

営活動・社会活動の総合評価に基づくものとする。 

３ 「教員業績評価」の総合評価がＳと判定された場合は、表彰等の伴う任期更新を行う。 

４ 「教員業績評価」の総合評価が A・Ｂと判定された場合は、任期更新をする。 

５ 「教員業績評価」の総合評価が C と判定された場合は、任期更新をするが、次回の任期更新までの

課題を明示し、その克服なき場合は、次回の任期更新時に D 判定を下す旨を通告する。 

６ 「教員業績評価」の総合評価が D と判定された場合は、降格もしくは職種変更を行う。 

（雑則） 

第４条 この規程に定めるもののほか、この規程の実施に関し必要な事項は、運営会議の議を経て、近畿

大学理事長の承認を得るものとする。 
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別表 近畿大学工業高等専門学校教員資格任期 

職 名 任 期 備 考 

教授 資格任期３年 

上席教授は資格任期を定めない

高齢者雇用安定法に定める年齢

まで特任教授として再雇用可 

准教授 資格任期３年 

講 師 資格任期３年 

高齢者雇用安定法に定める年齢

まで特任講師として再雇用可 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 適切な採用基準・昇格基準が設けられており、運用されている。平

成12年度以降の高専改革による人事刷新時に、教員採用の明確な基準が示され、完全公募制により、

教育経験や実務経験の豊富な教員を全国的レベルで採用している。また、昇格基準も明確となった

ため、「能力登用主義」を前面に出した人事が可能となった。 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。また，その結果把握された事項に対して適切な取

組がなされているか。 

（観点に係る状況） 本校は近畿大学学園に属する高等専門学校である。近畿大学学園では年１回、

学園一斉に「近畿大学教員業績評価自己申告表」（資料３－２－②－１）をもとにした教員評価が

毎年行われている。これは各教員が(1)教育業績(2)研究業績(3)管理運営活動(4)社会活動について

自己評価し、これを基に校長を部会長として副校長、校長補佐、学科長からなる評価部会によって

業績評価が行うもので、総合評価でＣ（劣る）と判定された者には改善指導がなされる。この評価

結果を｢基本給｣｢資格給｣｢職務給｣で構成される高専独自の「人事・給与システム」に反映させてい

る。｢基本給｣は実年齢を反映し、「資格給」は教員資格を反映し、｢職務給｣は教員の学内業務にお

ける責任の度合い・業務負担度を反映するものとなっているが、この三構成で従来の｢本俸｣と同じ

扱いをしている。また、本校独自に「資格任期制度」を平成17年４月に制定した（資料３－２－②

－２）。これは任期更新時の業績評価により、昇格・昇給、降格・降給を含めた契約関係の見直し

を行う制度である。 
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資料３－２－②－２  資格任期制度の制定 

１． 資格任期制度の制定（１７．４～） 

（ア） 資格任期制度の制定理由 

 工業高専は６０歳早期退職の運用により、６０％に及ぶ教員人事の刷新を実現したことに

より、博士２名だった構成から博士２４名の構成に変わっただけでなく、新規採用教員の半

分以上は民間企業のトップクラスの先端技術者等を採用したことにより、共同研究、受託研

究、特許取得、外部からの研究費取得等が増えてきているだけでなく、招待講演、公開講座

等への招聘も増えている。 

 人事改革の仕上げとなる資格（教授・助教授・講師・助手）の見直し審査を行った。 

 資格見直しの理由と内容は次の通りである。 

① １３年度以降、２０歳代の者について言えば、教育経験があり、かつ、博士の学位を有

している者について正採用しており、それ以外は助手もしくは特任講師としての１年任期の契

約である。 

② １２年度以前の教授・助教授の中には、現行の資格基準だけでなく、過去の昇格基準に

も到達していない者がいる。 

③ 現在、職務（役職）については、教育・研究面での評価をせず、年齢・能力・適正に相

資料３－２－②－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学教員業績評価自己申告書

（大学・短大・高専等教員用）

所　属 記入月　平成１９年５月

職　位 職員番号 氏　名

評価項目 自己評価

部会評価

(1)

部会評価

(2)

部会評価

(3)

部会評価

(4)

※評価項目の自己評価対象期間 評価委員長印 総合評価 評価部会長印 総合評価
・研究業績（平成１４年4月１日～平成１９年３月３１日）
・その他業績（平成１８年4月１日～平成１９年３月３１日）

※自己項目
S：極めてすぐれている　　A:すぐれている　　B：標準　　C：やや劣る　　D：劣る

工業高等専門学校総合システム工学科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

①授業評価の成績

成果・活動内容

②就職・進路指導の実績

③入試・学生募集等業務への貢献

④教育システム、教育法の改善などの教育活動への貢献

　　　教育業績評価　（各成果・活動全体での評価）

①著書、学術論文、評論総説、製作、演出、スポーツ等の特殊技能など

②科研費、学外研究助成金獲得の実績

③特許出願、研究成果の実用化

④学会、シンポジウム、展覧会、文化行事、プロジェクト事業等の組織運営、主宰

教員業績評価自己申告表

（３）
管理運営
活動

（４）
社会活動

①法人の役職、学内の委員会委員長、委員等としての管理運営上の貢献

②学内の管理運営業務、諸行事、改善企画等への参加実績

　　　管理運営活動評価　（各成果・活動全体での評価）

①本学の社会的知名度、評価水準の向上に寄与する社会活動の成果

⑤学術雑誌の編集委員、審査委員、学協会役職員としての活動

（１）
教育業績

総合評価　（評価項目を総合して自己評価してください）

②公職、学外の委員会委員等の活動実績

　　　社会活動評価　（各成果・活動全体での評価）

自己評価した理由（簡潔に記入してください）

⑥学会表彰（受賞、入選）などの研究成果

　　　研究業績評価　（各成果・活動全体での評価）

（２）
研究業績
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応しいポストを与えている。 

④ １３年度以降の教員採用条件は、博士号取得もしくは取得見込を原則としており、任期

雇用の特任講師から正講師への任用換えは、博士号取得を条件としている。 

⑤ 上記の者に比して研究業績が希少で、教育（課業・課外）・行政・社会的活動での顕著

な実績がないのに、教授もしくは助教授のポストを得、さらに部長職等を得ている者との調整

が必要となっている。 

⑥ 教授・助教授にある者については、博士号・修士号もしくはそれに準ずる業績を近年取

得可能な者については、部長・室長等の重責を外れ、研究できる環境を整備し、業績が整った

段階で部長等の重責に戻るか、部長等のままで、現行学位および研究業績に相応しい資格に就

くことが望まれる。 

⑦ １２年度以前からいる教員については、高専設置基準が定める教授は博士、助教授は修

士以上、講師は学士以上、助手は準学士以上という資格を有する者、もしくはそれに準ずる業

績のある者が、それ相応の資格につき、職務（役職）についても年齢・能力・適正に相応しい

ポストに就くこととする。 

⑧ 博士であるから即教授になるということでなく、年齢・教育指導能力さらなる研究業績

等の蓄積が必要であり、職務について言うなら、教授であっても行政的手腕が低ければ、部長

などになれるものではない。 

⑨ 従来型教員の資格見直しの基準は、１１年度以前に定められた昇格基準とする。 

 講師Ｂ論文３、助教授Ａ論文１＋Ｂ論文２、教授Ａ論文６（各資格からの昇格は３年以

上経過後とする。Ａ論文１はＢ論文２と計算する。逆計算はない。Ａ論文６編は学位取

得の最小論文数である。ただし、A 論文とは日本的学術機関が発行する学術機関誌掲載

の査読付論文のことである。「高専教育」は学術機関誌の範疇にはない。） 

⑩ 資格昇格については、研究業績に教育業績・学内業務・課外活動・社会的活動等を加味

して評価されていたが、学士を博士・修士、修士を博士に評価替えするには、それら見合った

業績が望まれる。 

⑪ 上記を実行するため、３年間の任期制を制定する。 

３年間経過すれば契約関係を解消するというものではないが、任期更新時の業績評価により、昇格

・昇給、降格・降給を含めた契約関係の見直しを行う。 

 

（出典：「近畿大学高専」の人事給与改革より抜粋）

 

また、学生への授業アンケートも定期的に実施しており、学生の意見を学校運営・教育指導に反

映しようとしている。さらに、教員同士の意見交換を行うため、各教員が他教員に対して授業を公

開する期間を設けている。その結果について、授業した本人が総括し、校長に提出している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 教員の教育活動をはじめとする業績評価が学園全体で毎年実施され、

「資格能力給」を導入している高専教員には業績評価が給与に反映される。このシステムは教員の

能力発揮、スキルアップ意欲向上に十分効果がある。また、教員同士で互いの授業についての発表、

意見交換をする場を設けることにより、よりよい授業を展開しようとする意識が教員間に高まり、

授業の質の向上につながっている。 
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観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 大学本部にある法人事務局が総務、人事、経理、管理等を統括的に行ってい

る。本校は学生の指導は教員自らが行うことを基本としており、教学系を中心とした事務の多くを

教員が処理している。このため本校の事務職員の業務は定型業務を主とした端末処理と本校独自の

業務処理である。事務職員、技術職員等のリストを資料３－３－①－１に示す。本校の事務組織は

事務職員19名（うち専任職員2名、嘱託職員2名、契約職員10名、定時職員5名）、技術職員2名、ク

ラブ講師14名、校務主事1名、校医2名で構成され、事務部、情報処理教育センター、寮務部などに

配置され、専任教員の業務をサポートしている。また、専攻科の学生を学生補助員(SA)として採用

し、準学士課程の実験実習補助や業務補助等に従事している（資料３－３－①－２）。これは専攻

科生にとって教育的配慮と経済的支援の両面を考慮した取り組みで、平成18年度は９名の専攻科生

が延べ290時間従事した。 

 

（資料３－３－①－１）事務職員・技術職員等一覧  

 

事務職員任用・職務内容 

専任教員（48）事務長代理       専任職員（51）庶務・会計 

嘱託職員（48）庶務・外渉       嘱託職員（34）管理 

契約職員（63）用務          契約職員（58）技術員 

契約職員（37）会計          契約職員（36）技術員 

契約職員（34）寮務          契約職員（28）会計 

契約職員（28）看護師         契約職員（28）会計 

契約職員（27）教務          契約職員（27）情報処理教育センター 

契約職員（23）管理          契約職員（32）進路 

定時職員（50）寮務          定時職員（41）受付 

定時職員（37）情報処理教育センター  定時職員（36）校長室 

定時職員（33）図書館司書       クラブ講師（61）（茶 道 部） 

クラブ講師（58）（空手道部）     クラブ講師（58）（日本文化・着付け礼法） 

クラブ講師（51）（軽音楽部）     クラブ講師（51）（イラスト部） 

クラブ講師（42）（和 太 鼓）     クラブ講師（32）（硬式野球部） 

クラブ講師（28）（硬式野球部）    クラブ講師（27）（吹奏楽部） 

 クラブ講師（27）（ソフトテニス部）  クラブ講師（24）（バスケットボール部） 

クラブ講師（23）（サッカー部）    クラブ講師（23）（ラグビー部） 

 クラブ講師（22）（柔道部）      校務主事（66） 

校  医（64）            歯科校医（51） 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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（資料３－３－①－２）専攻科学生学生補助業務振分 

 

平成19年度学生補助員一覧表 

種類 業務内容 担当教員 

4 年実験手伝い 実験補助 林 

5 年工学実験補助 実験補助 荒賀 

4 年実験手伝い 実験準備及び実験補助 山本 

3 年実験手伝い 実験準備及び実験補助 山本 

5 年工学実験補助 実験補助 中村 

図書館補助 データ入力 今井 

１年実験建設分野手伝い 実験準備及び実験補助 松岡 

2 年実験建設分野手伝い 実験準備及び実験補助 松岡 

5 年創造実習補助 実習準備及び実習補助 奥田 

4 年生コンピュータシミュレーション コンピュータ使用方法の指導補助 西 

3 年コンピュータ概論補助  実習補助  村田 

４年創造工学演習 ロボット組み立ての補助 久貝 

５年工学実験 
シミュレーションプログラムの作成

補助 
久貝 

大学院入試方法調査 
web 検索して、各大学院の入試方法を

決められた書式（excel)にまとめる 
西 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 本校の事務職員は情報処理教育センター、図書館、学生寮等に配属

され、教員の実施する教育研究活動を効率的にサポートしている。また、近畿大学法人本部の事務

職員研修会に参加しており、事務職員を高いレベルに保つ取り組みを行っている。 

 また、専攻科学生が学生補助員として実験・実習科目の補助業務に当たっている。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 平成12年度からの学校改革により、「早期退職優遇制度」による人事刷新を実行し

た結果、多くの博士号取得者や企業経験者が新教員として採用された。この人事刷新により、逆ピ

ラミッド型だった教員の年齢構成が大幅に改善され、若い活力ある教員が増えたことにより、本校

は活性化した。また、改革前には博士号取得教員が校長を含め2名であったが、全教員のほぼ半数

が博士号取得者という高等教育機関に相応しい教員構成となった。また、この学校改革の際に教員

採用基準や昇格基準が明確に定められ、これに従った新規教員の採用、職位昇格によって、適切な

教員構成が実現された。学内での教員評価についても，定期的な業績評価において給与に反映させ

る等のシステムを構築し，学内を活性化させるための環境を作り出している。 
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（改善を要する点） 該当なし。 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

一般科目を担当する教員の配置は、専任教員19名、客員教授・非常勤講師22名で学校教育法に定め

られた高等専門学校設置基準を満たしている。専任教員のうち、5名が博士号取得者、7名が修士号取

得者で構成されており、高等教育機関としての役割を十分に果たす様考えられた配置である。 

専門科目担当教員の配置は，専任教員31名、非常勤講師14名で、専任教員のうち教授11名、准教授

14名でこれらは高等専門学校設置基準を満たしつつ，各教員の専門分野を考慮して配置している。ま

た，教育の目的を達成するため，学位取得者，企業経験者を各学科に配置し，学生の教育に配慮した

構成を取っている。 

専攻科生産システム工学専攻は、その目的に沿って国際的に活躍している人材、第一線で活躍して

いた企業出身者、大学研究職出身者を新規に採用し、専攻科学生の教育にあたる体制が整っている。 

教員年齢構成は50歳以上が70%、34歳未満がゼロという状況であったものが、早期退職優遇制度の

導入に伴い年齢構成を考慮した人事刷新を行った結果、現在はバランスのとれた年齢構成となってい

る。また博士号取得者も全体のほぼ半数を占め、企業経験者の採用とともに学校の活性化に寄与して

いる。 

 適切な採用基準・昇格基準が設けられており運用されている。平成12年度以降の高専改革時に、

教員採用基準および昇格基準が明確が示され、完全公募制による教育経験・実務経験の豊富な教員の

採用および「能力登用主義」を前面に出した人事が可能となった。 

教員の教育研究活動等に関する評価が学園全体で行われているが、「資格能力給」を導入している

高専教員には業績評価が給与に反映される。このシステムは教員の能力発揮、スキルアップ意欲向上

に十分効果があると考えられる。 

教育支援者については、本校の事務職員が情報処理教育センター、図書館、学生寮等に配属され、

教員の実施する教育研究活動を効率的にサポートしている。また、専攻科学生が学生補助員として実

験・実習科目の補助業務に当たっている。
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基準４ 学生の受入 

（１）観点ごとの自己評価 

観点４－１－①： 教育の目的に沿って，求める学生像や入学者選抜（例えば，準学士課程入

学者選抜，編入学生選抜，留学生選抜，専攻科入学者選抜等が考えられ

る。）の基本方針などが記載された入学者受入方針（アドミッション・ポリ

シー）が明確に定められ，学校の教職員に周知されているか。また，将来の

学生を含め社会に公表されているか。 

（観点にかかる状況） 本校の入学者受入方針は、準学士課程入学者選抜、編入学選抜、専

攻科入学者選抜に対してそれぞれ明確に定められている（資料４－１－①－１）。 

この入学者受入方針は、次の方法で公開されている。 

①本校ホームページ（http://www.ktc.ac.jp/nyu-jou/ad1.htm）（資料４－１－①－１） 

②学校案内（資料４－１－①－２）、（資料４－１－①－３） 

③進学説明会（資料４－１－①－５） 

④オープンキャンパスおよび学校見学会（資料４－１－①－６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

資料４－１－①－１
【準学士過程アドミッションポリシー】
近畿大学工業高等専門学校は人格教育と実社会に役立つ教養と専門的知識の育成に努め、創造力あふれる
技術者の養成を目指しています。この目標を達成するために、次のような人の入学を期待します。
(1)人々のくらしや環境に関心のある人
(2)ものづくりや実験が好きな人
(3)部活動、ボランティア活動、寮生活などを通して仲間づくりをしたい人

【専攻科アドミッションポリシー】
専攻科「生産システム工学専攻」では社会に貢献するための広い視野からものづくりを考え、高度な専門知識と
工学的素養をもって考えたものを実現していく、創造力あふれる技術者の育成をめざしています。この目標を達
成するために、専攻科では次のような人の入学を期待します。
(1)新しい技術の修得や学理の探求を進めたい人
(2)工学の基礎的学力を有し、ものづくりに意欲をもって取り組める人
(3)専門性の高い仕事に就き、専門的技術者として社会で活躍したい人

【編入学アドミッションポリシー】
本科の4,5年次では実社会に役立つ教養と専門的知識の育成によって創造力あふれる技術者の養成をめざし
ています。この目標を達成するために、それぞれの工学科では次のような人の編入学を期待します。
［機械システム工学科］

機械システム工学科ではすべての「ものづくり」のベースとなる基礎技術からCAD、計測・制御・ロボット、エ
ネルギー・環境などを体系的に学びます。本工学科では次のような人の入学を期待します。
(1)エネルギー・材料・ロボット・情報などに興味のある人
(2)機械の「からくり」に興味があり、ものづくりが好きな人
(3)機械工学分野の仕事を通して豊かな社会を築きたい人

［電気情報工学科］
電気情報工学科には電気電子コースと情報コミュニケーションコースがあります。 電気電子コースでは電気エ
ネルギーの発生から応用、電気電子材料・デバイス、情報機器のしくみ、電子制御まで幅広い分野の理論と技
術を学びます。本コースでは次のような人の入学を期待します。
(1)電気、家電、情報機器などに興味のある人
(2)科学や自然現象に関心を持ち好奇心旺盛な人
(3)電気電子分野の仕事を通して豊かで幸福な社会づくりに貢献したい人
情報コミュニケーションコースでは高度情報化社会に対応したハードウェア、ソフトウェア、ネットワーク、プログ
ラミングなどのコンピュータ技術、あるいは文書処理やデータベースなどビジネス向けコンピュータ活用技術を
学びます。本コースでは次のような人の入学を期待します。
(1)コンピュータのしくみや情報ネットワーク、プログラミング技術に興味のある人
(2)コンピュータの操作、データ作成・整理、インターネットでの情報検索に興味のある人
(3)将来コンピュータを活用して豊かな社会を築きたい人

［建設システム工学科］
建設システム工学科には都市環境コースと建築デザインコースがあります。 都市環境コースでは道路、橋、港湾、
トンネル、上下水道などの社会の基盤となる構造物の建設、防災、自然との共生に配慮した都市づくりなどを学
びます。本コースでは次のような人の入学を期待します。

(1)道路などの建設、防災、環境保全などに興味のある人
(2)調査・観測や実験・実習が好きで活動的な人
(3)社会基盤構造物の建設を通じて豊かな国土づくりに貢献したい人

建築デザインコースでは建築学のみならず、関係の深い芸術学・環境学などの分野も幅広く学習し、快適な建築
空間をつくるための技術を学びます。本コースでは次のような人の入学を期待します。

(1)住宅・オフィスビルなどの建築のしくみに興味のある人
(2)インテリアなど空間デザインに関心のある人
(3)安心して暮らせる建物づくりをしたい人

(出典：本校ホームページ）
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資料４－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成19年度学校案内）
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資料４－１－①－３ 

（出典：平成１９年度第 4 学年編入学案内）
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 本校の構成員に関しては、学校ホームページ、学校案内で詳細を確認できる。教員の入学者

受入方針の内容を徹底するために、入学者受入方針をクイズ形式にして、各教員に回答しても

らった（資料４－１－①－４）。平成19年度4月に赴任した5名の教員以外では、何も見ず

に回答した人が殆どであり、その正答率は82％と良い数字であった。またこの機会に入学

者受入方針の内容がさらに徹底された。 

 

 

 

 

 学外の方は、入学者受入方針を、本高専のホームページで確認できるほか、各地で行われる

進学説明会（資料４－１－①－５）、オープンキャンパス・学校見学会（資料４－１－①－

６）で詳細な説明が受けられる。 

 進学説明会は、平成18年度（平成19年度入試）には、大阪、和歌山、田辺、橋本、伊勢、

松阪、名張、大津、名古屋、尾鷲と、近畿東海地区において、各地で精力的に開催した。

進学説明会の場で本校入学者受入方針を説明することは勿論である。 

 本校地元の生徒、保護者向けには、夏休み期間中および10月の熊野祭（学園祭）期間中

に学校見学会、オープンキャンパスを開催し、その中で入学者受入方針を説明している。 

 

 

 

 

資料４－１－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学高専内部資料）
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資料４－１－①－５ 

（出典：本校ホームページ）

資料４－１－①－６
第1回 H18.8/26(土)

学校見学会

第２回 H18.10/14(土)
オープンキャンパス
１１：０５に熊野市駅より送迎バスを運行します。

◎11：30～ 学校説明会
①全体説明
②コース説明 （機械システムコース、電気電子コース、情報（ビジネス）コース、

情報（エンジニア）コース、都市環境コース、建築デザインコース）
◎12：30～ 寮食堂試食会（参加者全員）
◎13：00～ 寮見学（希望される方のみ）
◎13：30～ 講演会（中尾美樹氏）
◎14：30～ 工学体験コーナー

第 ３回 H18.10/29(日)
学校見学会(熊野祭期間中)

資料４－１－①－６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：本校ホームページ）
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（分析結果と根拠理由） 入学者受入方針は明確に定められており、本校ホームページ、学

校案内、進学説明会、オープンキャンパスおよび学校見学会を通して学校内外に周知され

ている。本校に関心のある生徒およびその保護者は、近畿東海の各地区にて開催されてい

る進学説明会を通して詳細な説明を受けることができる。 

 

 

観点４－２－①： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿って適切な学生の受入

方法が採用されており，実際の入学者選抜が適切に実施されているか。 

（観点にかかる状況） 平成19年度の1年生入学試験要項、編入学、専攻科入学試験要項をそ

れぞれ資料４－２－①－１、資料４－２－①－２、資料４－２－①－３に示す。 
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資料４－２－①－１ 

（出典：近畿大学高専平成 19 年度入学試験要項）
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資料４－２－①－２ 

 

(出典：平成 19 年度第 4 学年編入学試験要項）
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資料４－２－①－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学高専平成19年度専攻科入学試験要項）

 

 1年生では、学業推薦入試、課外活動推薦入試、自己推薦入試、給付奨学金制度入試、 

帰国生徒入試、一般入試と、多彩な入試方法を採用している。入学者受入方針の中の 

（１）人々のくらしや環境に関心のある人 

（２）ものづくりや実験が好きな人 

に対応して、すべての入試方法において、志望学科に対して適性を有する生徒を募集する

ことになっている。 

（３）部活動、ボランティア活動、寮生活などを通して仲間づくりをしたい人   

に対応して、課外活動推薦、自己推薦の入試方法において、そのような生徒を募集するこ

とになっている。 

 本校4年生への編入学、専攻科への入試に関しても、同様に多彩な入試方法を採用して

いる。それぞれ入学者受入方針に対応したものになっている。 
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 本校では、編入学指定校推薦を除き、すべての入試方法に対して、面接試験を行う。面

接試験の前に、まず出願書類審査により、評定平均が基準を満たしているかをチェックす

る。更に書類から出席状況や課外活動状況、入学者受入方針に関する特記事項等をあらか

じめチェックしておき、入学試験当日の面接試験に備える。面接試験では資料４－２－①

－４の面接官注意事項に従い、本校の志望動機、入学後の抱負・意欲などを話してもらい

志望学科に適性を有しているかを判断する。その他服装や受験態度、言葉遣いなどをチェ

ックして面接結果の評定を行っている。面接結果の例を資料４－２－①－５に示す。それ

ぞれの受験者に対して服装・言語・態度の観点からＡ・Ｂ・Ｃの３ランクの採点を実施し

ている（評価Ａ：本校入学生として問題ない、評価Ｂ：本校入学生として一部問題がある、

評価Ｃ：本校入学生としてふさわしくない）。面接結果とあらかじめ調査した出願書類の

審査とあわせて、合否判定を入試判定会議の場で行う。 
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4．調査書審査・面接試問実施要項 

（1） 調査書による事前調査事項 

 ｲ、学習記録については評価 1のある者、学業推薦の場合 3年次の評価平均が 5段階で 3以下の者。 

 ﾛ、出欠状況に特記事項のある者。 

 ﾊ、行動・性格については特記事項のある者。 

 ﾆ、身体状況について特記事項のある者。             

 ﾎ、アドミッションポリシーに関して特記事項のあるもの                      

 ＊ 調査事項の面接表記入について、特記すべき事項のある場合、該当欄に要点を記入し，総合評価して下さい。     

 

（2） 面接事項 

 イ、欠席者については、面接表の備考欄に欠席と記し判定欄に赤色で斜線を引いて下さい。 

 ロ、試問に際しては丁寧な言葉で慎重に質問して下さい。 

 ハ、試問中は服装・言語・態度に留意し、問題がある場合には該当欄へ覚え書きをするとともに、備考欄へ補足説明を付けて

下さい。 

 ニ、 個人調査の事項については特別な理由のない限り試問しないで下さい。 

 ホ、次の事項については試問しないで下さい。 

   本籍・家庭環境・家族の職業・収入・宗教その他直接本人の能力と関係のないこと。 

   例えば、読書の習慣を問うのは良いですが、書名や内容を問うことは思想調査になりかねないので、ダメです（新聞も同

じ）。自分の長所を問うのはいいのですが、短所は自分の悪いところを自分で言わせることになるので、ダメです。 

ヘ、試験場や控室での態度にも留意して、特記すべき事項があれば備考欄に記入して下さい。 

（3） 面接試問事項（例）……（特記事項は備考欄へ記入） 

 ◎ 受験番号、氏名、生年月日を言って下さい。 

 ◎ 本校を志望したのは何故ですか。 

 ◎ 併願している高校はどこですか。さしつかえなければ話して下さい。←一般入試の時に 

（どちらを優先・…‥）                      確認してください。 

 ◎ 寮に入りますかそれとも通学しますか。（寮生活の覚悟は……）←必ず、確認してください。 

 ◎ 本校の学則（規則）はきびしい面がありますが、どう思いますか。 

 ◎ 他人をいじめる又は他人からいじめられることについてどう思いますか。 

 ◎ 君の趣味や好きなスポーツについて話して下さい。 

○ 本校をどのようにして知りましたか。 

○ ５コースのうち第 1志望コースはどのコースですか。←必ず、確認してください。 

○ 将来どんな方面に進みたいと考えていますか。 

○ 簡単に自分を PR してみて下さい。 

 

（4） 判 定 

 イ．判定記号は A．B．Cの 3種とし判定欄に記入して下さい。 

 ロ．各記号の定義は次の通りです。 

  A：特に問題がない者。 

  B：やや問題があると思われる者。 

  C：本校生としてふさわしくないと思う者。 

 ハ．面接判定は観察項目を評価して決めて下さい。  

 

資料４－２－①－４ 

（出典 近畿大学高専内部資料）
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資料４－２－①－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：編入学試験面接結果）
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（分析結果と根拠理由） 公開された方法に沿って入学者としてふさわしいかのチェックが

実施され入学者の選抜が行われている。入学者受入方針との対応も取れている。 

 

観点４－２－②： 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）に沿った学生の受入が実際

に行われているかどうかを検証しており，その結果を入学者選抜の改善に役

立てているか。 

（観点にかかる状況） 受験者の資料に関しては、内部文書として教務部・事務部に保管し

ている。入試段階で、書類調査、面接により、本校の入学者受入方針に沿った学生である

かどうかのチェックは実施している。 

 入学後に、本校の入学者受入方針に沿った学生かどうかを検証するのは非常に困難では

あるが、比較的容易に検証可能な例として、準学士課程入学者受入方針の「部活動、ボラ

ンティア活動、寮生活などを通して仲間づくりをしたい人」に関して、課外活動推薦で入

学した者の追跡調査を行った（資料４－２－②－１）。 

   

   

 

 

 入学後、学年とともに部を離れるものも増えるが、それでも3年生で86％という多数が

部活動を継続していることがわかる。また「グッドジョブ」と呼ばれる本校ボランティア

グループに平成19年5月現在で33名もの学生が参加しており、このような学生も受け入れ

ていることがわかる。 

 

（分析結果と根拠理由） 入学者受入方針に沿った学生を実際に受け入れているかどうかは、

全員（編入学指定校推薦を除く）に面接を実施することにより、入学選抜時には十分検証され

ている。入学後の課外活動推薦入学者の部活動継続率は良好である。 

 

観点４－３－①： 実入学者数が，入学定員を大幅に超える，又は大幅に下回る状況になって

いないか。また，その場合には，これを改善するための取組が行われるなど，

入学定員と実入学者数との関係の適正化が図られているか。 

（観点にかかる状況） 過去７年の定員数、在籍学生数のグラフを資料４－３－①－１に示

す。平成12年以前には大幅な定員割れがあったが、学校改革によって在籍学生数は増加し

ており、平成16年度からは在籍学生数の方が総定員を若干上回る状況となっている。 

 一方準学士課程1年生の入学者数は、平成16年度の170名をピークに、17、18年度は30名

あまり減少した。これは地元中学校からの進学が、16年度の100名以上から17年度、18年

度と半減したからである。全国的な少子化、地域的な原因での人口減と非常に厳しい環境

資料４－２－②－１ 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学高専内部資料） 
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にある。さらに拍車をかけるのは、地元の公立高校との競争である。同じ教育委員会管轄

ということで、統廃合の危機にある公立高校の存続のために、地元中学の進路指導では、

文部科学省管轄化の高専に対してややもすれば冷たく扱われていることを非常に危惧して

いる。といっても、教育費用の相当部分を税金で賄っている公立高校の安価な教育費用に

対して、自ら教育費用を捻出しなければならない 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

私学では、学費そのものでは競争が困難である。対策として、成績優秀者、部活動優秀

者には給付奨学金を与え、実質的な学費軽減、もしくは5ヵ年のうち、高校部分にあたる3

年間は授業料を安くするという傾斜授業料制をとるなど行っているが今後も続けていく。

また過去も、定員そのものを削減するという方法も取ったが、それも選択肢の一つである。

普通高校に対する高専の優位性ＰＲ、地元以外からの入学生募集、4年編入生募集という

活動をさらに拡大していく。 

 

（分析結果と根拠理由） 平成13年度からの改革によって、入学者が定員を大幅に下回る状

況を改善してきた。その改革により平成16～18年度には、総学生数が総定員を上回る状況

になっている。入試方法などの改善は、不断に実行している。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 入学者受入方針を明確に定めている。入学者受入方針に沿って、「平均的な学

力がある」というだけでなく、スポーツ、特定能力などで秀でたものも選抜している。ほ

ぼすべての入試に面接試験を実施し入学者受入方針を満たしているかチェックしている。 

 ものづくりに要求される「独創性」を育んでいくために、「学問一辺倒」の学生だけで

なく、スポーツあるいはその他特殊な能力を持った多種多様な学生を入学させ、自己とは

異なる考え方に接することが重要である。 

 入学後の検証は困難であるが課外活動推薦入学者の部活動継続率は良好で、ボランティ

ア活動参加学生の多数いることは把握している。 

（改善を要する点） 入学者受入方針に沿った学生が実際に入学したかを検証する方法を考え

資料４－３－①－１ 

近畿大学高専学生総数の推移（Ｈ１２－Ｈ１９）
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（出典：近畿大学高専入試部資料）
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ていく必要がある。 

   

（３）基準４の自己評価の概要 

 学生の受け入れのための入学者受入方針は、準学士課程１年、第４学年編入学、専攻科とそれ

ぞれ明確に定められている。これらは、本校のホームページ、学校案内で学校内外に公開されて

いる。入学者受入方針を学内に周知させる工夫を行っている。また学外の生徒、学生、およびそ

の保護者に対しては、各地で行う進学説明会、あるいは本校で開催する学校見学会、オープンキ

ャンパスで説明し、周知させている。 

 入学者受入方針に沿って、各課程への入学試験要項を定めている。単に学業だけでなく、課外

活動推薦、自己推薦など、多彩な入試方法を実施しており、入学者受入方針に沿った、多様な学

生を受け入れている。学生の入学後も、入学者受入方針に沿った学生かどうかを検証する努力を

続けている。 

 入学者数は、平成 13 年度以降、不断の改善によって、定員をわずかに超える程度になってい

る。ただ過疎地、少子化による生徒数の減少は、今後定員割れをおこさないために更なる努力が

必要である。 
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基準５ 教育内容及び方法 

（１）観点ごとの分析 

＜準学士課程＞ 

観点５－１－①： 教育の目的に照らして，授業科目が学年ごとに適切に配置（例えば，一般科目

及び専門科目のバランス，必修科目，選択科目等の配当等が考えられる。）され，

教育課程が体系的に編成されているか。また，授業の内容が，全体として教育課

程の編成の趣旨に沿って，教育の目的を達成するために適切なものになっている

か。 

（観点に係る状況）  

平成12年度から平成16年度までは、機械システム工学科、電気情報工学科、建設システム工学科の

三工学科制の教育課程であった。近年の技術者は複合的・融合的領域の知識も要求されることから平

成17年度より３つの工学科を統合した「総合システム工学科」が設置された。総合システム工学科で

は１、２年次に工学基礎科目を学び、自分の興味、適性を理解したうえでコースを選択し、３年次に

各専門コース（機械システム、電気電子、情報コミュニケーション、都市環境、建築デザイン）に分

かれる。各学科ともに低学年時において一般科目を多く配置し、高学年に専門科目を多く配置してい

る（資料５－１－①－１～11）。一般科目では、教育目標である人格教育と専門を学ぶための基礎

学力の習得を目指しており、専門科目では実践的技術者の育成を目指した教育を行っている。 

 

資料５-１-①-１ 

機械システム工学科・電気情報工学科・建設システム工学科授業科目一覧（一般科目） 

別表5　　一般科目に関する授業科目等（機械ｼｽﾃﾑ工学科、電気情報工学科、建設ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手

国語 10 3 3 2 2 2 1
英語 19 6 5 5 3 1 2
数学 19 8 6 5 1 2
物理 6 3 3 1 1
化学 5 3 2 1
経済学 2 2 1
倫理 2 2
政治経済 2 2
日本史 2 2 ★
世界史 2 2
地理 1 1
保健体育 10 3 3 2 1 1 1 3 1
芸術 1 1 ★
法学 2 2
英語特論 2 2 ★
中国語 5 1 1 1 1 1
独語 4 2 2 ★
ホリステック健康学 1 1
生物 3 1 2 ★ ★
課題研究 1 1
創造工学演習 1 1 ★

学年別配当

履修方法
・一般科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目および
選択科目から選択し
て履修する。
・特別活動９０単位時
間履修。

授業科目名 備考科目種類

一
般
科
目

単位数 専任教員配置

 

（出典 平成 19 年度学則）
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資料５-１-①-２ 

機械システム工学科授業科目一覧（専門科目） 

別表6　　専門科目に関する授業科目等（機械ｼｽﾃﾑ工学科、電気情報工学科、建設ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手

流体力学Ⅱ 2 2 1
機械ｼｽﾃﾑ設計製図 4 4 ★
工学実験 3 3 ★ ★
卒業研究 8 8 ★ ★
創造製作実習 3 3 ★ ★
ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ｼｽﾃﾑ工学 2 2 1
環境ｼｽﾃﾑ工学 2 2 ★
材料力学Ⅱ 2 2 ★
機械力学 2 2 ★
工作機械 1 1 ★
制御ｼｽﾃﾑ工学Ⅱ 1 1 ★
応用数学 4 4 ★ ★
応用物理 3 3 ★ ★
応用数物演習 1 1 ★
材料力学Ⅰ 2 2 1
工業熱力学 2 2 ★
流体力学Ⅰ 2 2 ★
力学演習 1 1 ★
機械工作法 1 1 ★
電気工学概論 2 2 ★
物質移動工学 1 1 ★
制御ｼｽﾃﾑ工学Ⅰ 1 1 1
機械ｼｽﾃﾑ設計製図 2 2 ★
工学実験 3 3 ★ ★
機構学 1 1 ★
材料学 2 2 1
工業力学 1 1 1
材料力学Ⅰ 1 1 ★
工業熱力学 1 1 ★
力学演習 1 1 ★
機械工作法 1 1 ★ ★
機械ｼｽﾃﾑ設計製図 2 2 ★
工学実験 2 2 ★
機械工作実習 3 3 ★
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 1 1 ★
工業力学 1 1 ★
機械工作法 1 1 ★
機械ｼｽﾃﾑ設計製図 2 2 ★
CAD 1 1 ★
機械工作実習 3 3 ★ ★
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎 1 1 ★
機械工学概論 1 1 ★
CAD 1 1 ★
機械ｼｽﾃﾑ設計製図 1 1 ★
機械工作実習 3 3 ★ ★
基礎機械ｼｽﾃﾑ 1 1 ★
CAD特論 3 1 1 1 ★
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 2 1 1 ★
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ 2 2 1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ処理 1 1 ★

授業科目名

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
専
門
科
目

備考科目種類
単位数 専任教員配置

履修方法
・一般科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目および
選択科目から選択し
て履修する。
・専門科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目と各
コースごとの選定科
目、および選択科目
を選択して履修する。
・特別活動、工学実
験、および卒業研究
は必ず履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：
８１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

学年別配当

 

（出典 平成 19 年度学則）
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資料５-１-①-３ 

電気情報工学科授業科目一覧（専門科目） 
別表6　　専門科目に関する授業科目等（機械ｼｽﾃﾑ工学科、電気情報工学科、建設ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 専任教員配置学年別配当

 
卒業研究 6 6 ★ ★
工学実験 6 6 ★ ★
確率・統計 2 2 ★
工学実験 6 6 ★ ★ ★
工学実験 5 5 ★ ★ ★
電気磁気学Ⅰ 2 2 ★
電気回路Ⅱ 2 2 ★
情報基礎 2 2 ★
電気回路Ⅰ 2 2 ★
電気電子製図 2 2 ★
電気数学演習 2 2 ★
情報演習 1 1 ★
回路演習 1 1 ★
電気磁気学演習 1 1 ★
電気情報工学特論 2 2 ★
科学技術英語 2 2 ★
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 2～4 1～2 1～2 ★
電気設計製図 2 2 ★
電気応用 2 2 1
半導体工学 1 1 1
自動制御 2 2 1
電子回路Ⅱ 2 2 1
ﾊﾟﾜ-ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 2 1
高電圧工学 1 1 ★
発変電工学 1 1 ★
送配電工学 2 2 ★
電気法規・電気施設管理 2 2 ★
応用数学 4 4 ★ ★
応用物理 2 2 ★ ★
通信工学 2 2 ★
電気電子材料 2 2 1
回路網理論 2 2 ★
電子回路Ⅰ 2 2 ★
電気機器 2 2 ★
データ処理 2 2 1
電気電子計測 2 2 ★
電気磁気学Ⅱ 2 2 1
電気回路Ⅲ 2 2 ★
コンピュータ概論 2 2 ★
電子工学 2 2 ★
電子機器 2 2 ★
情報処理 2 2 ★
機械工学概論 2 2 ★

履修方法
・一般科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目および
選択科目から選択し

て履修する。
・専門科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目と各
コースごとの選定科

目、および選択科目を
選択して履修する。

・情報コミュニケーショ
ンコースの選定科目
のうち、Ａ群またはＢ
群はいずれか一方を

履修する。
・特別活動、工学実
験、および卒業研究
は必ず履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：
８１単位以上、専門科
目：８６単位以上修

得）
２．工学実験、卒業研

究は修得。
３．特別活動９０単位

時間履修。

学
科
共
通

電
気
情
報
工
学
科
専
門
科
目

電
気
電
子
コ
ー
ス

 
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学 2 2 1
ネットワーク工学 2 2 1
数値計算法 2 2 ★
プログラミング言語Ⅲ 2 2 ★
データ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 2 2 1
プログラミング言語Ⅱ 2 2 ★
計算機システム 2 2 ★
プログラミング言語Ⅰ 2 2 ★
コンピュータ概論 2 2

電子設計製図 2 2 1
制御工学 2 2 ★
ソフトウェア演習 3 3 ★
言語理論とオートマトン 2 2 ★
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2 2 ★
ソフトウェア工学 2 2 ★
応用数学 4 4 ★ ★
応用物理 2 2 ★ ★
通信工学 2 2 ★
電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ工学 2 2 1
パルス・デジタル回路 2 2 ★
情報数学 2 2 ★
電気電子計測 2 2 ★
電気磁気学Ⅱ 2 2 ★
電気回路Ⅲ 2 2 ★
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論III 2 2 ★
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法III 2 2 ★
情報メディア論 2 2
企業論 2 2 ★
Webコンテンツ制作Ⅱ 2 2 ★
Webｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｺﾝﾃﾝﾂ制作 1 1 ★
データベース演習 2 2 ★
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 2 2 ★
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論II 2 2 ★
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法II 2 2 ★
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅱ 2 2 ★
Webコンテンツ制作Ⅰ 4 4 ★
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論I 2 2 ★
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅰ 2 2 ★
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ技法I 2 2 ★
デザイン演習 2 2 ★
応用数学 4 4 ★ ★
応用物理 2 2 ★ ★

電
気
情
報
工
学
科
専
門
科
目

履修方法
・一般科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目および
選択科目から選択し

て履修する。
・専門科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目と各
コースごとの選定科

目、および選択科目を
選択して履修する。

・情報コミュニケーショ
ンコースの選定科目
のうち、Ａ群またはＢ
群はいずれか一方を

履修する。
・特別活動、工学実
験、および卒業研究
は必ず履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：
８１単位以上、専門科
目：８６単位以上修

得）
２．工学実験、卒業研

究は修得。
３．特別活動９０単位

時間履修。

　
　
　
　
　
　
情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス

A

群

B

群
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資料５-１-①-４ 

建設システム工学科授業科目一覧（専門科目） 
別表6　　専門科目に関する授業科目等（機械ｼｽﾃﾑ工学科、電気情報工学科、建設ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 専任教員配置学年別配当

情報処理Ⅱ 2 2 1
構造力学Ⅱ 2 2 1
ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学 2 2 ★
測量実習 3 3 ★
卒業研究 6 6 ★ ★ ★
景観環境デザイン 2 2 ★
環境衛生工学 2 2 1
耐震工学 1 1 ★
応用数学 4 4 ★
応用物理 3 3 ★
構造力学Ⅰ 4 4 ★
水理学 2 2 1
測量学 2 2 ★
土質工学 2 2 ★
ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学 2 2 ★
建設ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅱ 3 3 ★ ★ ★
構造力学Ⅰ 3 3 ★
水理学 3 3 ★
測量学 2 2 ★
土質工学 2 2 ★
建設・建築製図 2 2 ★
測量実習 3 3 ★ ★
建設ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅰ 3 3 ★ ★
情報処理Ⅰ 1 1 ★
建設材料学 1 1 ★
測量学 1 1 ★
建設・建築製図 2 2 ★
測量実習 2 2 ★ ★
情報処理Ⅰ 1 1 ★
建設材料学 1 1 ★
測量学 1 1 ★
建設・建築製図 2 2 ★
建設ｼｽﾃﾑ工学概論 1 1 ★
技術と倫理 2 2 ★
耐震工学演習 1 1 ★
エコロジカルデザイン 1 1 ★
3D･CAD、パース演習 1 1 ★
外国文献購読 1 1 ★
水理学演習 2 2 ★
土質工学演習 2 2 ★
生態多様性学 1 1 ★
アーキテクチャー環境設備学 1 1 ★
社会環境システム学 1 1 1
コンピュータデザイン演習 1 1 ★
インターンシップ 1 1 ★
都市創造工学 1 1 ★
造形デザイン演習 1 1 ★
建設設計製図 3 3 ★
橋梁工学 1 1 1
土木計画学 1 1 ★
交通工学 2 2 1
河川環境工学 2 2 ★
建設設計製図 2 2 ★
施工管理学 2 2 ★
建築設計製図 3 3 ★
建築概論 1 1 ★
建築構法 1 1 1
建築構造 2 2 ★
建築構造設計 2 2 ★
建築設計製図 2 2 ★
建築デザイン 2 2 1
インテリアデザイン 1 1 ★
スチールストラクチャー 1 1 ★
建築法規 1 1 ★

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
専
門
科
目

学
科
共
通

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

履修方法
・一般科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目および
選択科目から選択し
て履修する。
・専門科目は、各学年
に配当されている共
通の必修科目と各
コースごとの選定科
目、および選択科目を
選択して履修する。
・特別活動、工学実
験、および卒業研究
は必ず履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：
８１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

都
市
環
境
コ
ー
ス

 

（出典 平成 19 年度学則）
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資料５-１-①-６ 

総合システム工学科授業科目一覧（工学基礎） 
別表２　　専門科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手

工学概論Ⅰ 2 2 ★ ★
情報処理Ⅱ 2 2 ★
図学 2 2 ★
工学実験・実習２ 4 4 ★ ★
情報処理Ⅰ 2 2 ★ ★
工学実験・実習１ 4 4 ★

工
学
基
礎

科
目

授業科目名 備考科目種類
単位数 学年別配当 専任教員配置

 

（出典 平成 19 年度学則）

資料５-１-①-５ 

総合システム工学科授業科目一覧（一般科目） 

別表１　　一般科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手

国語 10 3 3 2 2 2 1
英語 19 6 5 5 3 1 2
微積分学Ⅱ 5 5 1
微積分学Ⅰ 4 4 ★ ★
線形代数学 3 3 1
基礎数学 8 8 ★ 1
物理 6 3 3 1 1
化学 5 3 2 1
経済学 2 2 1
倫理 2 2
政治経済 2 2
日本史 2 2 ★
世界史 2 2
地理 1 1
保健体育 10 3 3 2 1 1 1 3 1
芸術 1 1 ★
法学 2 2
英語特論 2 2 ★
中国語 5 1 1 1 1 1
独語 4 2 2 ★
ホリステック健康学 1 1
生物 3 1 2 ★ ★
課題研究 1 1
創造工学演習 1 1 ★

履修方法
・一般科目は、各学年
に配当されている必
修科目のすべておよ
び選択科目から選択
して履修する。
・特別活動９０単位時
間履修。

授業科目名 備考科目種類
単位数 学年別配当 専任教員配置

一
般
科
目

 

（出典 平成 19 年度学則）
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資料５-１-①-７ 

総合システム工学科機械システムコース授業科目一覧（専門科目） 
別表２　　専門科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 学年別配当 専任教員配置

 
制御工学 2 2 1
計測工学 2 2 ★
材料力学Ⅱ 1 1 1
工業熱力学Ⅱ 2 2 1
流体力学Ⅱ 2 2 1
機械力学 2 2 1
加工プロセス学Ⅱ 2 2 1
物質移動工学 2 2 ★
機械ｼｽﾃﾑ設計製図Ⅲ 3 3 ★
工学実験５ 3 3 ★ ★
卒業研究 8 8 ★ ★
創造製作実習 2 2 ★
新素材 1 1 ★
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論Ⅱ 2 2 ★
応用数学 2 2 ★
工業数学 2 2 ★
応用物理 3 3 ★
ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ 2 2 ★
材料力学Ⅰ 2 2 ★
力学演習 1 1 ★
工業熱力学Ⅰ 2 2 ★
流体力学Ⅰ 2 2 ★
加工プロセス学Ⅰ 2 2 1
電気工学概論 2 2 ★
機械ｼｽﾃﾑ設計製図Ⅱ 2 2 ★
工学実験４ 3 3 ★ ★
工作実習４ 2 2 ★ ★
CADⅡ 2 2
インターンシップ 2～4 1～2 1～2 ★
機構学 1 1
金属材料 2 2 1
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論Ⅰ 2 2
CADⅠ 2 2
工業力学 2 2 ★
機械ｼｽﾃﾑ設計製図Ⅰ 2 2 ★
工学実験３ 2 2 ★
工作実習３ 3 3 ★

機
械
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
専
門
科
目

履修方法
・専門科目は、各学年
に配当されている工
学基礎科目とコースご
との必修科目のすべ
ておよび選択科目の
中から選択した科目を
履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：８
１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

 

（出典 平成 19 年度学則）

資料５-１-①-８ 

総合システム工学科電気電子コース授業科目一覧（専門科目） 
別表２　　専門科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 学年別配当 専任教員配置

制御工学 2 2 1
電気電子設計製図 2 2 ★
送配電工学 1 1 1
ﾊﾟﾜ-ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 2 2 ★
高電圧工学 1 1 ★
発変電工学 1 1 ★
電気法規・施設管理 1 1 1
通信工学Ⅱ 2 2 ★
電子回路Ⅱ 2 2 1
卒業研究 6 6 ★ ★
工学実験５ 6 6 ★ ★ ★
半導体工学 2 2 1
数値計算法 2 2
電気回路Ⅲ 2 2 ★
電気情報工学特論 2 2 ★
応用数学 2 2 ★
応用物理 2 2 ★
データ処理 2 2 ★
計測工学 2 2 ★
電気磁気学Ⅱ 2 2 1
電気回路Ⅱ 2 2 ★
電気機器 2 2 ★
通信工学Ⅰ 2 2 ★
電子回路Ⅰ 2 2 1
工学実験４ 6 6 ★ ★
電子工学 2 2 1
工業数学 2 2 ★
回路演習 1 1 ★
電気磁気学演習 1 1 ★
情報演習 1 1 ★
インターンシップ 2～4 1～2 1～2 ★
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論 2 2 ★
CAD 2 2 ★
機械工学概論 2 2 ★
電気磁気学Ⅰ 2 2 ★
電気電子材料 2 2 ★
電気回路Ⅰ 2 2 ★
工学実験３ 4 4 ★ ★

履修方法
・専門科目は、各学年
に配当されている工
学基礎科目とコースご
との必修科目のすべ
ておよび選択科目の
中から選択した科目を
履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：８
１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

電
気
電
子
コ
ー
ス
専
門
科
目

 

（出典 平成 19 年度学則）
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資料５-１-①-９ 

総合システム工学科情報コミュニケーションコース授業科目一覧（専門科目） 
別表２　　専門科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 学年別配当 専任教員配置

制御工学 2 2 ★
言語理論とオートマトン 2 2 1
ネットワーク工学 2 2 1
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学 2 2 1
ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2 2 ★
卒業研究 6 6 ★ ★
工学実験５ 6 6 ★ ★
電気回路Ⅱ 2 2 ★
電子回路Ⅱ 2 2 ★
計測工学 2 2 ★
数値計算法 2 2
情報工学 4 4 ★
通信工学 2 2 ★
電子回路Ⅰ 2 2 ★
工学実験４ 6 6 ★ ★
工業数学 2 2 ★
回路演習 1 1 ★
電気磁気学演習 1 1 ★
情報演習 1 1 ★
インターンシップ 2～4 1～2 1～2 ★
CAD 2 2 ★
電気回路Ⅰ 2 2 ★
電気電子計測 2 2 ★
計算機システム 4 4 1
工学実験３ 4 4 ★ ★
プログラミング言語Ⅲ 2 2 ★
ソフトウェア工学 2 2 ★
ソフトウェア演習 2 2 ★
プログラミング言語Ⅱ 2 2 ★
プログラミング演習 2 2 ★
ﾃﾞｰﾀ構造とｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑ 2 2 ★
プログラミング言語Ⅰ 2 2 ★
情報数学 2 2 1
情報メディア論 2 2 ★
Webｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｺﾝﾃﾝﾂ制作 2 2
データベース演習 2 2
プレゼンテーション技法Ⅱ 2 2
Webｺﾝﾃﾝﾂ制作 2 2 ★
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅱ 2 2 ★
プレゼンテーション技法Ⅰ 2 2
情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ演習Ⅰ 2 2 ★

履修方法
・専門科目は、各学年
に配当されている工
学基礎科目とコースご
との必修科目のすべ
て、選定科目のうちA
群またはB群いずれ
か一方のすべておよ
び選択科目の中から
選択した科目を履修
する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：８
１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

情
報
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
コ
ー
ス
専
門
科
目

B
群

A
群

 

（出典 平成 19 年度学則）

資料５-１-①-10 

総合システム工学科都市環境コース授業科目一覧（専門科目） 
別表２　　専門科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 学年別配当 専任教員配置

構造力学 6 2 2 2 1
景観環境デザイン 2 2 ★
環境工学 1 1 1
交通工学 2 2 1
建設設計製図 6 3 3 ★
建設工学実験 3 3 ★ ★ ★
施工管理学 1 1 ★
測量実習 7 3 4 1
卒業研究 6 6 ★ ★ ★
耐震工学 2 2 ★
コンクリート構造学 2 2 ★
エコロジカル多様性学 2 2 ★
技術と倫理 2 2 ★
外国文献購読 2 2 ★
橋梁工学 1 1 ★
河川環境工学 2 2 ★
応用数学 2 2 ★
応用物理 3 3 ★
コンクリート構造学 2 2 1
測量学 4 2 2 ★
衛生工学 1 1 ★
水理学 4 2 2 1
水理学演習 2 2 ★
地盤工学 4 2 2 1
地盤工学演習 2 2 ★
土木計画学 2 2 ★
都市工学実験 3 3 ★ ★ ★
社会環境システム学 1 1 ★
工業数学 2 2 ★
インターンシップ 2～4 1～2 1～2 ★
建設材料学 2 2 ★
建設・建築製図 3 3 ★

都
市
環
境
コ
ー
ス
専
門
科
目

履修方法
・専門科目は、各学年
に配当されている工
学基礎科目とコースご
との必修科目のすべ
ておよび選択科目の
中から選択した科目を
履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：８
１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

 

（出典 平成 19 年度学則）
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科目構成は、一般科目、専門科目、選択科目、工学基礎（総合システム工学科のみ）に分け

られ、低学年時は一般科目が多く、学年進行に伴って専門科目が多くなるくさび形のカリキュ

ラムとなっている。総合システム工学科では１、２年次に工学基礎科目が配置されている。学

年別の割合について建設システム工学科都市環境コース及び総合システム工学科都市環境コー

スの例を（資料５－１－①－12、13）に示す。第１、２学年ではおよそ８割が一般科目、残り

が専門科目もしくは工学基礎であり、第３学年以降は一般科目から専門科目へと移行していく。

選択科目は全学年にわたる一般科目と高学年での専門科目から構成されており、学生がそれぞ

れ目指す進路、興味分野に合わせて自由に選択して履修できるよう開講されている。 

 

 

 

 

 

資料５-１-①-11 

総合システム工学科建築デザインコース授業科目一覧（専門科目） 
別表２　　専門科目に関する授業科目等（総合ｼｽﾃﾑ工学科）

必修 選定 選択 1 2 3 4 5 教授
准教
授

講師 助教 助手
授業科目名 備考科目種類

単位数 学年別配当 専任教員配置

 
構造力学 6 2 2 2 ★
景観環境デザイン 2 2 ★
環境工学 1 1 ★
建築構法 1 1 1
建築設計製図 6 3 3 1
建築設備 2 2 ★
建築施工 1 1 ★
測量実習 7 3 4 ★
卒業研究 6 6 ★ ★ ★
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ・ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習(CAD 4 2 2
耐震工学 2 2 ★
コンクリート構造学 2 2 ★
エコロジカル多様性学 2 2 ★
技術と倫理 2 2 ★
外国文献購読 2 2 ★
インテリアデザイン 1 1 ★
スチールストラクチャー 1 1 ★
建築構造設計 2 2 ★
応用数学 2 2 ★
応用物理 3 3 ★
コンクリート構造学 2 2 ★
測量学 4 2 2 ★
衛生工学 1 1 ★
建築計画・デザイン 2 2 ★
建築計画・デザイン演習 2 2 ★
建築環境 1 1 ★
建築構造　 2 2 ★
建築法規 1 1 ★
都市工学実験 3 3 ★ ★ ★
社会環境システム学 1 1 ★
工業数学 2 2 ★
インターンシップ 2～4 1～2 1～2 ★
地盤工学 2 2 ★
建設材料学 2 2 ★
建設・建築製図 3 3 ★
建築史 1 1 ★
造形デザイン演習 1 1 ★

建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
専
門
科
目

履修方法
・専門科目は、各学年
に配当されている工
学基礎科目とコースご
との必修科目のすべ
ておよび選択科目の
中から選択した科目を
履修する。

卒業要件
１．１６７単位以上履
修（ただし一般科目：８
１単位以上、専門科
目：８６単位以上修
得）
２．工学実験、卒業研
究は修得。
３．特別活動９０単位
時間履修。

 

（出典 平成 19 年度学則）
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教育課程については、「学習・教育目標」に対応して体系的に科目を編成している。各工学

科教育課程の科目系統図を資料５-１-①-14～26に示す。 

資料５-１-①-13 

総合システム工学科都市環境コースにおける一般科目／専門科目／選択科目／工学基礎の割合 

総合システム工学科都市環境コース

0 20 40 60

1年
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年
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工学基礎

専門科目

選択科目

 

（出典 教務部内部資料）

資料５-１-①-12 

建設システム工学科都市環境コースにおける一般科目／専門科目／選択科目の割合 

建設システム工学科都市環境コース

0 20 40 60
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（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-14 

機械システム工学科（設計コース）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）
応用数物演習（必修）

化学（必修） 化学（必修）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）

CAD（必修） CAD特論（選択） CAD特論（選択） CAD特論（選択）
プログラミング基礎（必修） プログラミング基礎（必修）

機械工学概論（必修） 基礎機械システム（選択） 環境システム工学（必修）

電気工学概論（必修）

機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修）

機械工作実習（必修） 機械工作実習（必修） 機械工作実習（必修）
工学実験（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）

材料学（必修） 新素材工学（必修）

機構学（必修）

制御システム工学Ⅰ（必修）

材料力学Ⅰ（必修）
材料力学Ⅱ（必修）

工業熱力学（必修） 工業熱力学（必修） エネルギー変換システム工学（必修）

物質移動工学（必修） 資源環境エネルギー論（必修）

流体力学Ⅰ（必修） 流体力学Ⅱ（必修）

力学演習（必修） 力学演習（必修） 機械力学（必修）
工業力学（必修）

機械工作法（必修） 機械工作法（必修） 機械工作法（必修）

インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）
創造製作実習（必修）

課題研究（選択）
創造工学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択）

地理（必修）

芸術（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） ホリスティック健康学（選択） 保健体育（必修）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

機械システム工学科(設計コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

卒業研究（必修）

CAD（必修）

工業力学（必修）

材料力学Ⅰ（必修）

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-15 

機械システム工学科（制御コース）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）
応用数物演習（必修）

化学（必修） 化学（必修）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）

CAD（必修） CAD特論（選択） CAD特論（選択） CAD特論（選択）
プログラミング基礎（必修） プログラミング基礎（必修） コンピュータ処理（必修）

機械工学概論（必修） 基礎機械システム（選択） 環境システム工学（必修）

電気工学概論（必修）

機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修）

機械工作実習（必修） 機械工作実習（必修） 機械工作実習（必修）
工学実験（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）

材料学（必修）

機構学（必修）

制御システム工学Ⅰ（必修） 制御システム工学Ⅱ（必修）
メカトロニクス（必修） 計測システム工学（必修）

材料力学Ⅰ（必修）

工業熱力学（必修） 工業熱力学（必修） エネルギー変換システム工学（必修）

流体力学Ⅰ（必修） 流体力学Ⅱ（必修）

力学演習（必修） 力学演習（必修）
工業力学（必修）

機械工作法（必修） 機械工作法（必修） 機械工作法（必修） 工作機械（必修）

インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）
創造製作実習（必修）

課題研究（選択）
創造工学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択）

地理（必修）

芸術（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） ホリスティック健康学（選択） 保健体育（必修）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

機械システム工学科（制御コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

卒業研究（必修）

CAD（必修）

工業力学（必修）

材料力学Ⅰ（必修）

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-16 

電気情報工学科（電気電子コース）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（選定） 確率・統計（必修）
解析学（選択）

物理（必修） 物理（必修） 応用物理（選定）

基礎物理学（選択） 科学技術英語（選択）

化学（必修） 化学（必修）

情報基礎I（必修） 情報処理（選定） データ処理（選定）

工学実験（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）
半導体工学（選定）

電気電子製図（必修）

工学実験３（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）
インターンシップ（選択） 卒業研究（必修）

インターンシップ（選択）

電気電子製図（必修） 電気設計製図（選定）

機械工学概論（選定） 電気電子計測（選定）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論（選定） データ処理（選定）
情報演習（選択） 電気情報工学特論（選択）

電気磁気学Ⅰ（必修） 電気磁気学Ⅱ（選定）
電気電子材料（選定） 電気応用（選定）

電気磁気学演習（選択）

電気回路Ⅰ（必修） 電気回路Ⅱ（必修） 電気回路Ⅲ（選択） 回路網理論（選定） 送配電工学（選定）
電気機器（選定） ﾊﾟﾜ-ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ（選定）
回路演習（選択） 高電圧工学（選定）

発変電工学（選定）
電気法規・施設管理（選定）

電子工学（選定） 半導体工学（選定）

電子機器（選定） 電子回路Ⅰ（選定） 電子回路Ⅱ（選定）

通信工学（選定）
電気数学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 工学実験（必修） 卒業研究（必修）
地理（必修） インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 半導体工学（選定）
インターンシップ（選択） 確率・統計（必修）

インターンシップ（選択）
科学技術英語（選択）

保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治・経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修） 哲学（選択）
倫理学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）
工学実験（必修） 卒業研究（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

電気情報工学科（電気電子コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-17 

電気情報工学科（情報コミュニケーションコース A 群）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（選定） 確率・統計（必修）
情報数学（選定） 解析学（選択）

物理（必修） 物理（必修） 応用物理（選定）

基礎物理学（選択） 科学技術英語（選択）

化学（必修） 化学（必修）

情報基礎I（必修） 数値計算法（選定） 言語理論とオートマトン（選定）

工学実験（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）

電気電子製図（必修）

工学実験３（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）
インターンシップ（選択） 卒業研究（必修）

インターンシップ（選択）

電気電子製図（必修） 電子設計製図（選定）

電気電子計測（選定） 制御工学（選定）

コンピュータ概論（選定） 計算機システム（選定） 数値計算法（選定） マルチメディア工学（選定）
情報演習（選択） システムプログラム（選定）

言語理論とオートマトン（選定）
電気情報工学特論（選択）

通信工学（選定） ネットワーク工学（選定）
電子デバイス工学（選定）

電気数学演習（選択）

プログラミング言語Ⅰ（選定） プログラミング言語Ⅱ（選定） プログラミング言語Ⅲ（選定） ソフトウェア工学（選定）
データ構造とアルゴリズム（選定） ソフトウェア演習（選定）

電気磁気学Ⅰ（必修） 電気磁気学Ⅱ（選定）
電気磁気学演習（選択）

電気回路Ⅰ（必修） 電気回路Ⅱ（必修） 電気回路Ⅲ（選択） パルス・デジタル回路（選定）
回路演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 工学実験（必修） 卒業研究（必修）
地理（必修） インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 言語理論とオートマトン（選定）
インターンシップ（選択） 確率・統計（必修）

インターンシップ（選択）
科学技術英語（選択）

保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治・経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修） 哲学（選択）
倫理学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）
工学実験（必修） 卒業研究（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

独語（選択） 独語（選択）

（E）コミュニケーション能力の養成

電気情報工学科（情報コミュニケーションコースＡ群）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-18 

電気情報工学科（情報コミュニケーションコース B 群）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（選択） 確率・統計（必修）
解析学（選択）

物理（必修） 物理（必修） 応用物理（選択）
基礎物理学（選択） 科学技術英語（選択）

化学（必修） 化学（必修）

情報基礎I（必修） 数値計算法（選定） 情報メディア論（選定）

工学実験（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）
半導体工学（選定）

電気電子製図（必修）

工学実験３（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）
インターンシップ（選択） 卒業研究（必修）

インターンシップ（選択）

電気電子製図（必修） デザイン演習（選定）

コンピュータ概論（選定） 計算機システム（選定） 数値計算法（選定） マルチメディア工学（選定）
情報演習（選択）

ネットワーク工学（選定）

プログラミング言語Ⅰ（選定） プログラミング言語Ⅱ（選定） プログラミング言語Ⅲ（選定） データベース演習（選定）
データ構造とアルゴリズム（選定） 電気情報工学特論（選択）

コンピュータ・シミュレーション（選定）

電気数学演習（選択）

情報コミュニケーション論Ⅰ（選定） 情報コミュニケーション論Ⅱ（選定） 情報コミュニケーション論Ⅲ（選定）

情報コミュニケーション演習Ⅰ（選定） 情報コミュニケーション演習Ⅱ（選定）

プレゼンテーション技法Ⅰ（選定） プレゼンテーション技法Ⅱ（選定） プレゼンテーション技法Ⅲ（選定）

Ｗｅｂコンテンツ制作Ⅰ（選定） Ｗｅｂコンテンツ制作Ⅱ（選定）
Webインタラクティブコンテンツ制作（選定）

電気磁気学Ⅰ（必修） 電気磁気学演習（選択）

電気回路Ⅰ（必修） 電気回路Ⅱ（必修） 回路演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 工学実験（必修） 卒業研究（必修）
地理（必修） インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 企業論（選定）
インターンシップ（選択） 確率・統計（必修）

インターンシップ（選択）
科学技術英語（選択）

保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修） 保健・体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治・経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修） 哲学（選択）
倫理学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 情報メディア論（選定）
工学実験（必修） 卒業研究（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

電気情報工学科（情報コミュニケーションコースＢ群）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-19 

建設システム工学科（都市環境コース）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）

化学（必修） 化学（必修）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）

情報処理I（必修） 情報処理I（必修） 情報処理II（必修）

建設システム工学概論（必修） 都市創造工学（選択） 専門基礎（選択）

建設・建築製図（必修） 建設・建築製図（必修） 建設・建築製図（必修） 建設設計製図（必修） 建設設計製図（必修）

測量学（必修） 測量学（必修） 測量学（必修）
測量実習（必修） 測量実習（必修） 測量実習（必修）

建設システム工学実験I（必修） 建設システム工学実験II（必修）

構造力学I(必修） 構造力学I(必修） 構造力学II(必修）
コンクリート構造学（必修） コンクリート構造学（必修）

耐震工学（必修）
耐震工学演習（選択）

橋梁工学（必修）

土質工学（必修）
土質工学演習（選択）

水理学（必修） 河川環境工学（必修）
水理学演習（選択）

造形デザイン演習（選択） コンピュータデザイン演習（選択） 3D・CAD、パース演習（選択）
アーキテクチャ環境設備学（選択） 景観環境デザイン（必修）

環境衛生工学（必修）
生態多様性学（選択） エコロジカルデザイン（選択）

インターンシップ（選択）
課題研究（選択）

創造工学演習（選択）

施工管理学（必修） 土木計画学（必修）
交通工学（必修）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択） 技術と倫理（選択）
地理（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 外国文献購読（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

ドイツ語（選択） ドイツ語（選択）

建設システム工学科（都市環境コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

水理学（必修）

卒業研究（必修）

建設材料学（必修） 建設材料学（必修）

測量学（必修）

土質工学（必修）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-20 

建設システム工学科（建築デザインコース）の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）

化学（必修） 化学（必修）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）

情報処理I（必修） 情報処理I（必修） 情報処理II（必修）

建設システム工学概論（必修） 都市創造工学（選択） 専門基礎（選択）

建設・建築製図（必修） 建設・建築製図（必修） 建設・建築製図（必修） 建築設計製図（必修） 建築設計製図（必修）
建築ﾃﾞｻﾞｲﾝ（必修） 建築概論（必修）

建築構造設計（必修）
建築構法（必修）
建築構造（必修）

構造力学I(必修） 構造力学I(必修） 構造力学II(必修）
コンクリート構造学（必修） コンクリート構造学（必修）

耐震工学（必修）
耐震工学演習（選択）

測量学（必修） 測量学（必修） 測量学（必修）
測量実習（必修） 測量実習（必修） 測量実習（必修）

建設システム工学実験I（必修） 建設システム工学実験II（必修）

土質工学（必修）
土質工学演習（選択）

水理学（必修）
水理学演習（選択）

造形デザイン演習（選択） コンピュータデザイン演習（選択） 3D・CAD、パース演習（選択）
アーキテクチャ環境設備学（選択） 景観環境デザイン（必修）

環境衛生工学（必修）
生態多様性学（選択） エコロジカルデザイン（選択）

インターンシップ（選択）
課題研究（選択）

創造工学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択） 技術と倫理（選択）
地理（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 外国文献購読（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

ドイツ語（選択） ドイツ語（選択）

建設材料学（必修）

測量学（必修）

建設システム工学科（都市環境コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（E）コミュニケーション能力の養成

水理学（必修）

卒業研究（必修）

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

土質工学（必修）

建設材料学（必修）

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-21 

総合システム工学科機械システムコースの教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

数学（必修） 数学（必修） 数学（必修） 応用数学（必修）
応用数物演習（必修）

化学（必修） 化学（必修）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）

CAD（必修） CAD特論（選択） CAD特論（選択） CAD特論（選択）
プログラミング基礎（必修） プログラミング基礎（必修） コンピュータ処理（選択）

機械工学概論（必修） 基礎機械システム（選択） 環境システム工学（必修）

電気工学概論（必修）

機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修） 機械システム設計製図（必修）

機械工作実習（必修） 機械工作実習（必修） 機械工作実習（必修）
工学実験（必修） 工学実験（必修） 工学実験（必修）

材料学（必修）

機構学（必修）

制御システム工学Ⅰ（必修） 制御システム工学Ⅱ（必修）
メカトロニクス（選択）

材料力学Ⅰ（必修）
材料力学Ⅱ（必修）

工業熱力学（必修） 工業熱力学（必修） エネルギー変換システム工学（必修）

物質移動工学（必修）

流体力学Ⅰ（必修） 流体力学Ⅱ（必修）

力学演習（必修） 力学演習（必修） 機械力学（必修）
工業力学（必修）

機械工作法（必修） 機械工作法（必修） 機械工作法（必修） 工作機械（必修）

インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）
創造製作実習（必修）

課題研究（選択）
創造工学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択）

地理（必修）

芸術（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） ホリスティック健康学（選択） 保健体育（必修）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

総合システム工学科機械システムコース科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

卒業研究（必修）

CAD（必修）

工業力学（必修）

材料力学Ⅰ（必修）

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-22 

総合システム工学科電気電子コースの教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

基礎数学（必修） 微積分学I（必修） 微積分学II（必修） 応用数学（必修）
線形代数学（必修） 解析学（選択）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）
工学概論I（必修） 基礎物理学（選択）

化学（必修） 化学（必修）

情報処理I（必修） 情報処理II（必修） データ処理（必修）

工学実験・実習１（必修） 工学実験・実習２（必修） 工学実験３（必修） 工学実験４（必修） 工学実験５（必修）
半導体工学（必修）

図学（必修）

工学実験・実習１（必修） 工学実験・実習２（必修） 工学実験３（必修） 工学実験４（必修） 工学実験５（必修）
インターンシップ（選択） 卒業研究（必修）

インターンシップ（選択）

図学（必修） CAD（必修） 電気電子設計製図（必修）

工学概論I（必修） 機械工学概論（必修） 計測工学（必修） 制御工学（必修）

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論（必修） データ処理（必修）
情報演習（選択） 数値計算法（選択）

電気情報工学特論（選択）

電気磁気学Ⅰ（必修） 電気磁気学Ⅱ（必修）
電気電子材料（必修） 電気磁気学演習（選択）

電気回路Ⅰ（必修） 電気回路Ⅱ（必修） 送配電工学（必修）
電気機器（必修） ﾊﾟﾜ-ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ（必修）
回路演習（選択） 高電圧工学（必修）

発変電工学（必修）
電気法規・施設管理（必修）
電気回路Ⅲ（選択）

電子工学（必修） 半導体工学（必修）

電子回路Ⅰ（必修） 電子回路Ⅱ（必修）

通信工学Ⅰ（必修） 通信工学Ⅱ（必修）
工業数学（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 工学実験４（必修） 卒業研究（必修）
地理（必修） インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 半導体工学（必修）
インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治・経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）
工学実験４（必修） 卒業研究（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

独語（選択） 独語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

総合システム工学科（電気電子コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-23 

総合システム工学科情報コミュニケーションコース A 群の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

基礎数学（必修） 微積分学I（必修） 微積分学II（必修） 工業数学（選択）
線形代数学（必修） 解析学（選択）

物理学（必修） 物理学（必修）
工学概論I（必修） 基礎物理学（選択）

図学（必修）

化学（必修） 化学（必修）

情報処理I（必修） 情報処理II（必修） 計算機システム（必修） 数値計算法（必修） 言語理論とオートマトン（必修）

工学実験・実習１（必修） 工学実験・実習２（必修） 工学実験３（必修） 工学実験４（必修） 工学実験５（必修）

工学実験・実習１（必修） 工学実験・実習２（必修） 工学実験３（必修） 工学実験４（必修） 工学実験５（必修）
インターンシップ（選択） 卒業研究（必修）

インターンシップ（選択）

図学（必修） CAD（必修） 工業数学（選択）
電気磁気学演習（選択）

工学概論I（必修） 電気電子計測（必修） 計測工学（必修） 制御工学（必修）

計算機システム（必修） 情報工学（必修） ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学（必修）
数値計算法（必修） ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（必修）
情報演習（選択） 言語理論とオートマトン（必修）

通信工学（必修） ネットワーク工学（必修）

プログラミング言語Ⅰ（選定） プログラミング言語Ⅱ（選定） プログラミング言語Ⅲ（選定）
プログラミング演習（選定） ソフトウェア工学（選定）

情報数学（選定） データ構造とアルゴリズム（選定） ソフトウェア演習（選定）

電気回路Ⅰ（必修） 電子回路Ⅰ（必修） 電子回路Ⅱ（選択）
回路演習（選択） 電気回路Ⅱ（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 工学実験４（必修） 卒業研究（必修）
地理（必修） インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） インターンシップ（選択）
インターンシップ（選択） 言語理論とオートマトン（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治・経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）
工学実験４（必修） 卒業研究（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

独語（選択） 独語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

総合システム工学科（情報コミュニケーションコースA群）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-24 

総合システム工学科情報コミュニケーションコース B 群の教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

基礎数学（必修） 微積分学I（必修） 微積分学II（必修） 工業数学（選択）
線形代数学（必修） 解析学（選択）

物理学（必修） 物理学（必修）
基礎物理学（選択）

工学概論I（必修）
図学（必修）

化学（必修） 化学（必修）

情報処理I（必修） 情報処理II（必修） 数値計算法

工学実験・実習１（必修） 工学実験・実習２（必修） 工学実験３（必修） 工学実験４（必修） 工学実験５（必修）

工学実験・実習１（必修） 工学実験・実習２（必修） 工学実験３（必修） 工学実験４（必修） 工学実験５（必修）
インターンシップ（選択） 卒業研究（必修）

インターンシップ（選択）

図学（必修） CAD（必修） 工業数学（選択）
電気磁気学演習（選択）

工学概論I（必修） 電気電子計測（必修） 計測工学（必修） 制御工学（必修）

計算機システム（必修） 情報工学（必修） ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ工学（必修）
数値計算法 ｼｽﾃﾑﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（必修）

情報演習（選択） 言語理論とオートマトン

通信工学（必修） ネットワーク工学（必修）

プレゼンテーション技法Ⅰ（選定） プレゼンテーション技法Ⅱ（選定） 情報メディア論（選定）
Webコンテンツ制作（選定） Webインタラクティブコンテンツ制作（選定）

情報コミュニケーション演習Ⅰ（選定） 情報コミュニケーション演習Ⅱ（選定） データベース演習（選定）

電気回路Ⅰ（必修） 電子回路Ⅰ（必修） 電子回路Ⅱ（選択）
回路演習（選択） 電気回路Ⅱ（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 工学実験４（必修） 卒業研究（必修）
地理（必修） インターンシップ（選択） インターンシップ（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） インターンシップ（選択）
インターンシップ（選択）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治・経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）
工学実験４（必修） 卒業研究（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

独語（選択） 独語（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

総合システム工学科（情報コミュニケーションコースB群）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

 

（出典 教務部内部資料）
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資料５-１-①-25 

総合システム工学科都市環境コースの教育課程の科目系統図 

1年 2年 3年 4年 5年

基礎数学（必修） 微積分学I（必修） 微積分学II（必修） 応用数学（必修）
線形代数学（必修） 工業数学（選択）

解析学（選択）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）
基礎物理学（選択）

化学（必修） 化学（必修）

情報処理I（必修） 情報処理II（必修）

工学概論I（必修） 専門基礎（選択）

図学（必修） 建設・建築製図（必修） 建設設計製図（必修） 建設設計製図（必修）

測量学（必修）
測量実習（必修）

工学実験・実習１ 工学実験・実習２ 都市工学実験（必修） 建設工学実験（必修）

構造力学I(必修） 構造力学I(必修） 構造力学II(必修）
建設材料学（必修） コンクリート構造学（必修） コンクリート構造学（選択）

橋梁工学（選択）
耐震工学（必修）

地盤工学（必修）
地盤工学演習（必修）

水理学（必修）
水理学演習（必修）

エコロジカル多様性学（選択）
景観環境デザイン（必修）

衛生工学（必修） 環境工学（必修）

土木計画学（必修） 交通工学（必修）

施工管理学（必修）

インターンシップ（選択）
課題研究（選択）

創造工学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択） 技術と倫理（選択）
地理（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）
外国文献購読（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

独語（選択） 独語（選択）

測量実習（必修）

河川環境工学（選択）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

総合システム工学科（都市環境コース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

水理学（必修）

卒業研究（必修）

地盤工学（必修）

測量学（必修）

 

（出典 教務部内部資料）

 



近畿大学工業高等専門学校 基準５ 

- 112 - 

 

本校は、「落ちこぼれを作らない」をモットーとし、学生へのきめ細かな教育・指導、学生1人ひ

とりの適性とニーズにあった教育を実施している。一般教養主要科目である英語・数学を中心に、各

学生の学力の程度に合わせた習熟度別クラス編成はそのひとつである。平成18年度は、数学・化学・

物理、英語・国語（１～３学年）、応用数学、英語（第４学年）で習熟度クラス編成（応用数学のみ

資料５-１-①-26 

総合システム工学科建築デザインコースの教育課程の科目系統図 

 

1年 2年 3年 4年 5年

基礎数学（必修） 微積分学I（必修） 微積分学II（必修） 応用数学（必修）
線形代数学（必修） 工業数学（選択）

解析学（選択）

物理学（必修） 物理学（必修） 応用物理（必修）
基礎物理学（選択）

化学（必修） 化学（必修）

情報処理I（必修） 情報処理II（必修）

工学概論I（必修） 専門基礎（選択）

図学（必修） 建設・建築製図（必修） 建築設計製図（必修） 建築設計製図（必修）
ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ

造型ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（必修） ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰﾃﾞｻﾞｲﾝ演習 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾃﾞｻﾞｲﾝ演習

建築史（必修） 建築計画・ﾃﾞｻﾞｲﾝ（必修）
建築計画・ﾃﾞｻﾞｲﾝ演習（必修）

建築法規（必修）

測量学（必修）
測量実習（必修）

工学実験・実習１ 工学実験・実習２ 都市工学実験（必修） 建設工学実験（必修）

構造力学I(必修） 構造力学I(必修） 構造力学II(必修）
建設材料学（必修） コンクリート構造学（必修） コンクリート構造学（選択）

建築構造（必修） 建築構造設計（選択）
耐震工学（必修）
建築構法（必修）
ｽﾁｰﾙストラクチャ

建築環境（必修） 建築設備（必修）
エコロジカル多様性学（選択）
景観環境デザイン（必修）

衛生工学（必修） 環境工学（必修）

建築施工（必修）

インターンシップ（選択）
課題研究（選択）

創造工学演習（選択）

日本史（必修） 世界史（必修） 倫理（必修） 社会環境システム学（選択） 技術と倫理（選択）
地理（必修）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修） 保健体育（必修）
ホリスティック健康学（選択）

政治経済（必修） 経済学（必修） 法学（選択）

芸術（必修）

生物（選択） 生物（選択）

国語（必修） 国語（必修） 国語（必修）

英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語（必修） 英語特講（選択）
外国文献購読（選択）

中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択） 中国語（選択）

独語（選択） 独語（選択）

測量学（必修） 測量実習（必修）

（D）幅広い教養に基づく豊かな人間性の養成

（E）コミュニケーション能力の養成

総合システム工学科（建築デザインコース）科目系統図

（A）工学の基礎となる学力や技術を身につける。

（B）実践的なデザイン能力を身につける。

（C）技術者としての健全な価値観や倫理観を養う。

卒業研究（必修）

地盤工学（必修）

 
 

（出典 教務部内部資料）
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６クラス、他は５クラス）を実施しており、ホームルームや工学科とは異なるクラスで授業を実施し

ている。各習熟度別クラスによって異なる達成度を設定しており、学習到達度の高いクラスではより

深い内容の授業を、そうでないクラスではそのクラスに応じて基礎項目に重点をおいた授業を実施し

ている。応用数学については編入生向けのクラスを２クラス設定して、未履修分野を補っている（資

料５－１－①-27～28）。 

 

資料５-１-①-27  応用数学のシラバス 

工学科：　機械システム 学年：　4 コース：　 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　4 習熟度別クラス編成

■授業概要
　第3学年まで学んだ１変数関数のうえでの極限・微分・積分の考え方を拡張した、多変数関数上での極限・微分・積分を学ぶ。また、工学では様々な形

で現れる微分方程式の基本的な部分について解法を学ぶ。

■到達目標
偏微分法、重積分、微分方程式、ラプラス変換に関して
１．(Ａ-G１)それぞれの語句の意味が理解できる。
２．(Ａ-G１)それぞれの基本的な計算ができる。
３．(Ａ-G１)それぞれの基礎的計算がほぼできる。
４．(Ａ-G１)それぞれの簡単な応用問題を解くことができる。
５．(Ａ-G１)それぞれの高度な応用問題を解くことができる。
＊習熟度Ｃ，Ａ２クラスは１～５、Ａ１クラスは１～４、Ａ３クラスは１～３、Ｂクラスは１～２を到達目標とする。

■授業の進め方
習熟度別授業を行う上において、各講座の進度を等しくするが、行われる内容の質等をに差を付ける。

■教科書・問題集
新訂　微分積分学２、新訂　応用数学　（大日本図書）、各担当者作成プリント

■関連科目
物理，各専門科目

■試験方法
種類：　定期試験（年4回），方式：　記述式

■成績評価基準
定期試験と平常点（出席、レポ－ト、ノ－ト、授業中の態度）を総合して評価し、５０点以上を合格とする。
Ｃクラス：定期試験90%　平常点10%　Ａ２クラス：定期試験80%　平常点20%　Ａ１クラス：定期試験70%　平常点30%
Ａ３クラス：定期試験60%　平常点40%　Ｂクラス：定期試験50%　平常点50%
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満「不可」
JABEE教育プログラムの単位認定基準は60点以上とする。

■教員所在場所
向井康恩、乗本学：本館2階　入試部　　伊藤豊治：本館2階　教務部　　木瀬利和、山下秀夫、堀一詞：本館3階　一般教養科

前　期 後　期
第　１週　偏微分　偏微分法（２変数関数、偏導関数）
第　２週　偏微分　偏微分法（接平面、合成関数の微分方）
第　３週　偏微分　偏微分の応用（高次偏導関数）
第　４週　偏微分　偏微分の応用（多項式による近似、極大・極小）
第　５週　偏微分　偏微分の応用（陰関数の微分法、条件つき極値問題）
第　６週　重積分　２重積分（２重積分の定義）
第　７週　重積分　２重積分（２重積分の計算）
第　８週　前期中間試験
第　９週　試験返し・重積分　変数の変換と重積分（座標軸の回転）
第１０週　重積分　変数の変換と重積分（極座標による２重積分）
第１１週　重積分　変数の変換と重積分（変数変換）
第１２週　重積分　変数の変換と重積分（広義積分、２重積分のいろいろな
応用）
第１３週　微分方程式　微分方程式と解（微分方程式の意味、微分方程式の
解）
第１４週　微分方程式　微分方程式と解（変数分離形、同次形）
第１５週　前期期末試験

第１６週　試験返し・微分方程式　微分方程式と解（1階線形微分方程式）
第１７週　微分方程式　2階微分方程式（線形微分方程式）
第１８週　微分方程式　2階微分方程式（定数係数斉次線形微分方程式）
第１９週　微分方程式　2階微分方程式（定数係数非斉次線形微分方程式）
第２０週　微分方程式　2階微分方程式（いろいろな微分方程式、線形でな
い2階微分方程式）
第２１週　ラプラス変換　定義と基本的性質（ラプラス変換の定義と例、基本
性質）
第２２週　ラプラス変換　定義と基本性質（たたみこみ）
第２３週　後期中間試験
第２４週　試験返し・ラプラス変換　定義と基本性質（ラプラス変換の表）
第２５週　ラプラス変換　定義と基本性質（逆ラプラス変換）
第２６週　フーリエ級数とフーリエ積分　周期2πフーリエ級数と一般の周期
のフーリエ級数
第２７週　フーリエ級数とフーリエ積分　フーリエ級数の収束、フーリエ変換と
フーリエ積分定理
第２８週　フーリエ級数とフーリエ積分　フーリエ変換の性質と公式、いろいろ
な応用
第２９週　後期期末試験
第３０週　試験返し

科目名：　応用数学

英文名：　Applied Mathematics

担当者：　向井康恩、乗本学、伊藤豊治、木瀬利和、山下秀夫、堀一詞

授　業　計　画

 

（出典 平成 19 年度シラバス）
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このクラス編成は、定期試験・実力試験と学生の希望を考慮して決定されるが、年４回の定期試験

ごとにクラス編成を見直し努力次第で上級クラスへ移動できる。この習熟度別クラス編成はホームル

ームよりも多いクラス数にわけることで少人数授業を実施している。習熟度クラス授業の評価を行う

ためにアンケートを実施した結果を（資料５－２－①－29）に示す。習熟度授業の実施やクラス分け

において大きな不満は見られない。習熟度授業がよい理由としては、「レベルにあっているのでわか

資料５-１-①-28 

応用数学のシラバス（編入生用） 

工学科：　機械システム 学年：　4 コース：　全（編入生） 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　4 習熟度別クラス編成（編入生）

科目名：　応用数学

英文名：　Applied Mathematics

担当者：　乗本学、山下秀夫

授　業　計　画

前　期 後　期
第　１週　三角関数
第　２週　三角関数
第　３週　三角関数
第　４週　三角関数・指数関数
第　５週　指数関数
第　６週　指数関数・対数関数
第　７週　対数関数
第　８週　前期中間試験
第　９週　試験返し・微分法
第１０週　微分法
第１１週　微分法
第１２週　積分法
第１３週　積分法
第１４週　積分法
第１５週　前期期末試験

第１６週　試験返し・偏微分法
第１７週　偏微分法
第１８週　偏微分法
第１９週　偏微分法・重積分法
第２０週　重積分法
第２１週　重積分法
第２２週　重積分法
第２３週　後期中間試験
第２４週　試験返し・微分方程式　微分方程式と解（1階線形微分方程式）
第２５週　微分方程式
第２６週　微分方程式
第２７週　微分方程式
第２８週　微分方程式
第２９週　後期期末試験
第３０週　試験返し

■授業概要
　工業高校で未学習の部分であり、また、不十分である部分の三角関数・指数関数・対数関数から始め、微分積分法の基礎的考え方と計算手法を中心
に学習する。また、１変数関数のうえでの極限・微分・積分の考え方を拡張した、多変数関数上での極限・微分・積分を学ぶ。また、工学では様々な形で

現れる微分方程式の基本的な部分について解法を学ぶ。

■到達目標
三角関数・指数関数・対数関数・微分法・積分法・偏微分法、重積分、微分方程式に関して
１．【A-1】(A-T1) それぞれの語句の意味が理解できる。
２．【A-1】(A-T1) それぞれの基礎的計算ができる。

３．【A-1】(A-T1) それぞれの応用計算を解くことができる。

習熟度Ｈ１クラスは１～３、Ｈ２クラスは１～２を到達目標とする。

■授業の進め方
　習熟度別授業を行う上において、各講座の進度を等しくするが、行われる内容の質等に差を付ける。

■教科書・問題集
新訂　基礎数学、新訂　微分積分学１、新訂　微分積分学２、新訂　応用数学　（大日本図書）、各担当者作成プリント

■関連科目
物理，各専門科目

■試験方法
種類：　定期試験（年4回），方式：　記述式

■成績評価基準
定期試験と平常点（出席、レポ－ト、ノ－ト、授業中の態度）を総合して評価し、５０点以上を合格とする。
定期試験90%　平常点10%で評価する。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満「不可」
JABEE教育プログラムの単位認定基準は60点以上とする。

■教員所在場所
乗本学：本館2階　入試部　　山下秀夫：本館3階　一般教養科

 

（出典 平成 19 年度シラバス）
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りやすい」という意見が多い。一方、よくない理由としては、成績の付け方や担当教員、クラスの雰

囲気などクラスによる学習環境の差に対する不満など多岐にわたる。クラスの分け方で「分け方の基

準がわからない」、「自分のレベルが他の学生に知れてしまう」などの意見があった。自由意見では

前出と重複する意見が多かったが、テストの難易度の設定や成績の付け方、担当教員の決め方などに

対する不満が若干挙げられていた。教員の側からは、学力差の大きい本校にありながら学生のレベル

にあったきめ細かな授業ができるという意見が挙げられている。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 教育課程の目指す教育目標に沿って一般科目および専門科目が系

統的に組まれている。第1・2学年では、一般基礎科目を中心とする科目編成がされており、専

門科目の授業に必要な基礎知識を身に付け、その内容を基礎として第３学年以降の専門科目が

学習できるように構成されている。数学・英語を中心に習熟度別授業を行うことによって、各学生

はそれぞれの学習到達度に応じた授業を受けることができる。よって、各学生は無理なく技術者とし

ての基礎技術を学び、各自が落ちこぼれることなく成長でき自信を持つことにつながっている。 

 

資料５-１-①-29 

習熟度に関するアンケート（学生用） 

C1 【1～4 年生】習熟度別授業について質問します。 

習熟度別授業はよい方法だと思いますか？ 

①よい  ②よくない  ③どちらでもない 

C2 【1～4 年生】習熟度クラスの分け方に満足していますか？ 

①満足している ②満足していない ③どちらでもない 

C3 【1～4 年生】習熟度別授業がよい理由を書いてください。 

C4 【1～4 年生】習熟度別授業がよくない理由を書いてください。 

C5 【1～4 年生】習熟度クラスの分け方に問題があれば書いてください。 

C6 【1～4 年生】習熟度別授業全般について、意見があれば自由に書いてください。 

習熟度に関するアンケート結果 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

C1

C2

質
問

項
目

割合

①

②

③

 

 

（出典：平成 18 年度教務部アンケート結果報告書）



近畿大学工業高等専門学校 基準５ 

- 116 - 

観点５－１－②： 学生の多様なニーズ，学術の発展動向，社会からの要請等に対応した教育課程

の編成（例えば，他学科の授業科目の履修，他高等教育機関との単位互換，イン

ターンシップによる単位認定，補充教育の実施，専攻科教育との連携等が考えら

れる。）に配慮しているか。 

（観点に係る状況）学生のニーズや社会的背景から情報系、建築系コースの設置が望まれた。当初

は従来の三工学科内に当該科目を配置することで対処してきたが、総合システム工学科への移行を機

に情報コミュニケーションコース、建築デザインコースを設置した。これによって科目構成の自由度

が高まりより専門的なことが学べる教育課程が編成できた。 

多様化する工学教育や補習授業、資格取得への意欲に応える形で、それまで休日だった土曜日を平

成17年度より選択学習日とする学則変更を行ない、各種補講および選択科目授業を開講した（資料５

－１－②－１）。この中で、初級シスアド講座、C言語は現在、情報コミュニケーション論、プログ

ラミング言語として通常科目として開講されるようになり、発展的解消された。学生アンケートでは、

今後開講を望む科目として上記以外にも語学（英語、ドイツ語、フランス語）、情報処理などがあり、

今後も可能な範囲でこれらの要望に応えて行く予定である。 

 

 

（分析結果とその根拠理由）学生の多様なニーズを満足させる教育課程の編成がなされている。総

合システム工学科への移行により、情報系、建築系のコースが設置されカリキュラムの自由度が高ま

った。従来休日であった土曜日を選択学習日とし、各種選択科目および補講講座を開講して希望学生

に無料で受講できる教育サービスを提供している。 

資料５-１-②-１ 

土曜日開講講座についてのお知らせ 

（出典：平成 17 年度学生配布資料）
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観点５－２－①： 教育の目的に照らして，講義，演習，実験，実習等の授業形態のバランスが適

切であり，それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされている

か。（例えば，教材の工夫，少人数授業，対話・討論型授業，フィールド型授業，

情報機器の活用，基礎学力不足の学生に対する配慮等が考えられる。） 

（観点に係る状況） 本校は「社会に貢献するための広い視野からもの創りを考え、それぞれの専

門分野の知識と工学的素養をもって、考えたものを実現していく創造力あふれる実践的技術者」の育

成を目指している。この目標の達成を目指して、低学年では講義と基礎的な実験・実習を、高学年で

は専門の知識を実践するための実験・実習、演習が多く配置されている（資料５－２－①－１）。 

 

資料５-２-①-１ 

準学士課程における講義、演習、実験・実習の割合 

総合システム工学科機械システムコース
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総合システム工学科情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝAコース
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総合システム工学科情報ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝBコース
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総合システム工学科都市環境コース
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総合システム工学科建築デザインコース
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（出典：教務部内部資料）
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工学全般において情報教育の重要性が認識されている。本校の情報処理教育センターには、プログ

ラミングやOSの教育を主としたCAE教室、情報リテラシー教育を主としてCAI教室、設計・製図の教育

を主としたCAD教室、講演や発表、AV機器を利用した教育を主としたマルチメディア教室がある。こ

れらの教室は多くの授業で使用されている（資料５-２-①-２）とともに、CAE教室は空き時間には学

生の自習の場として開放している。希望者に対してノートパソコンを無償貸与し、キャンパス・アグ

リーメントによるソフトウェアの共有利用を行っている。このノートパソコンは授業、実験や卒業研

究など広く使用されている。校内には無線LANのアクセスポイントが多数設置されており、インター

ネットの活用にも不自由しない環境にある。このことにより、学生の情報処理機器の利用機会が増え、

学習効率も向上している。 

 

 

 

基礎学力が不足した学生の教育対策として、習熟度別クラス編成、専門基礎、電気磁気学演習など

の編入生向け授業、再試システムがある。従来、年間の成績のみで合否を判定していたが、初期の段

階で授業についてゆけなくなった場合に挽回が困難である。そこで、定期試験毎に不合格科目に対し

て、補講、再試を行って合格することを必須条件とし、おちこぼれを防いでいる（資料５-２-①-

３）。 

 

資料５-２-①-２ 

教室 学年 工学科 科目名 担当教員
CAI 1 G 情報処理 内田（美）、松岡、倉本
CAI 2 G 情報処理 内田（美）、山川、汐崎
MM 2 G 工学概論 西
CAI 2 G 工学概論 福嶋
CAD 3 EB プログラミング言語2 神田
CAD 3 M プログラミング基礎 福田
CAI 3 MA 工学実験 熊埜御堂、山川
CAD 3 EB 情報コミュニケーション演習I 村松、片岡
CAE 3 EB プレゼンテーション技法I 汐崎
CAD 3 M CAD特別講座 福田
CAE 3 EB デザイン演習 近藤
CAD 3 EA 電子機器 福嶋
MM 4 EB プログラミング言語3 内田
CAE 4 EA データ処理 村松
MM 4 MEC 英語 サイモン
MM 4 MEC ホリスティック健康学 中川
CAD 4 EA データ処理 村松、片岡
MM 4 EB コンピュータシミュレーション 西
CAE 4 EB Webコンテンツ作成 近藤
CAD 4 EB 情報コミュニケーション演習II 久保
CAE 4 EB プレゼンテーション技法II 汐崎
MM 5 MEC 英語特講 サイモン
CAE/MM 5 EB ソフトウェア演習 政清、内田
CAD 5 EB 確率・統計 福嶋、内田
CAE 5 C 情報処理 倉本、松岡
CAD 5 EB 制御工学 中西（弘）
MM 1～5 MEC 中国語 酒井

平成18年度情報センターで実施された授業

 
（出典：教務部内部資料）
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（分析結果とその根拠理由） 実学を重視する近畿大学学園の建学の精神に則り、実験や実習の比

率の高い授業構成となっている。情報処理教育センターの整備及び運用状況、全学生に対するノート

パソコンの無償貸与は、学生の授業等の理解を助け、また学習意欲を高めることにつながっている。

習熟度別クラス編成や再試験システムは落ちこぼれを防いでいる。 

 

観点５－２－②： 教育課程の編成の趣旨に沿って，適切なシラバスが作成され，活用されている

か。 

（観点に係る状況） シラバスには資料５-２-②-１～３に示すように、授業を受けるための基本

的事項が詳細に記述され、各授業の初回に学生に配布・説明するとともに、本校ホームページ上に公

開されている。到達目標は学校の目的（卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力）との関係が明確

に示されている。 

 

資料５-２-①-３ 

 

（出典：平成 19 年度学生便覧）
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資料５-２-②-１ 

シラバスの例（習熟度別クラス科目） 

工学科：　総合システム 学年：　1 コース：　全 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　6 習熟度別クラス編成

科目名：　英語

英文名：　English

担当者：　竹内春樹、上田透、サイモン・ハンフリーズ、長嶋かづみ、西村道登、中橋修

授　業　計　画

前　期 後　期
第　１週　Lesson 1 Only One Flower in the World　O.C.Simon's self
introduction
第　２週　Lesson 1 Only One Flower in the World　　O.C.Students'
questions to Simon
　第　３週　Lesson 1 Only One Flower in the world　　O.C.Students' self-
introduction prep.
　第　４週　Lesson 2 Can Robots Beat Human Players?　　O.C.Speech Test:
Students' self -introduction
　第　５週　Lesson 2 Can Robots Beat Human Players?　　　O.C.Speech
Test: Students' self -introduction
　第　６週　Lesson 2 Can Robots Beat Human Players?　　　O.C.Lesson 1
Hi, Judy
　第　７週　Lesson 3 Puzzling Proverbs　　O.C.Lesson 1 Hi, Judy
　第　８週　前期中間試験
　第　９週　試験返し・Lesson 3 Puzzling Proverbs　　O.C.Lesson 2  Do you
like English?
　第１０週　Lesson 3 Puzzling Proverbs　　O.C.Lesson 2Do you like
English?
　第１１週　Lesson 4 Godzilla in the U.S.　　O.C.Lesson 3 What club are
you going to join?
　第１２週　Lesson 4 Godzilla in the U.S.　　O.C. Lesson 3 What club are
you going to join?
　第１３週　Lesson 4 Godzilla in the U.S.　　O.C.Speech Test: Summer
Vacation
　第１４週　Lesson 5 Is Another Ice Age Coming?　　O.C.Speech Test:
Summer Vacation
　第１５週　前期期末試験

第１６週　試験返し、Lesson 5 Frogs Are Disappearing　　O.C.Lesson 4 The
Field Day Is a Big Day
　第１７週　Lesson 5 Is Another Ice Age Coming?　　O.C.Lesson 4 The
Field Day Is a Big Day
　第１８週　Lesson 6 Queen of Subtitle Translation　　O.C.Lesson 5 A
Typhoon Is Approaching
　第１９週　Lesson 6 Queen of Subtitle Translation　　O.C.Lesson 5 A
Typhoon Is Approaching
　第２０週　Lesson 6 Queen of Subtitle Translation     O.C.Lesson 6 How
Do You Like My Sweater?
　第２１週　Lesson 7 African Eve :Mother of Human Beings     O.C.Test:
Culture Festival
　第２２週　Lesson 7 African Eve :Mother of Human Beings　　O.C.Test:
Culture Festival
　第２３週　後期中間試験
　第２４週　試験返し・Lesson 7 African Eve :Mother of Human Beings
O.C.Lesson 6 Do You Like My Sweater?
　第２５週　Lesson 8 Everybody Is Different　　O.C.Lesson 7 Let's Go
Bird-watching
　第２６週　Lesson 8 Everybody Is Different　　O.C.Lesson 7 Let's Go
Bird-watching
　第２７週　Lesson 8 Everybody Is Different　　O.C.Lesson 8 What a
Surprise
　第２８週　Lesson 9 Organ Transplants　　O.C.Lesson 8 What a Surprise
　第２９週　後期期末試験
　第３０週　試験返し

■授業概要
習熟度別クラス編成を行う。英語コミュニケーションの基礎作りを行う。英文読解を中心とするが、ライティング、スピーキング、リスニングの活動も同時に行

う。

■到達目標
1.(E-G2)英語への関心を持つ。
2.(E-G2)教科書に出てきた単語の意味が理解できる。
3.(E-G2)教科書の本文の意味が理解できる。
4.(E-G2)英文法の基礎的知識を習得する。

ただし習熟度C,A2クラス(１～4)、A1,A3,Bクラス(１～３）を到達目標とする。

■授業の進め方
教科書に沿った、授業展開を行う。予習として、本文をノートに写してくること。また単語の意味を調べてくること。また本文の意味を大まかに理解しておくこ
と。授業では、予習で不明だった点を特に注意して聞くこと。積極的な発言が望ましい。復習では、教科書を何回も声を出して読むこと。また単語を覚える

ように。

■教科書
Vivid　English　Course I (第一学習社）、Open Door to Oral Communication (文英堂）、Learners' English Grammar in 38 Stages (数研出版）

■参考書

■関連科目

■試験方法
種類：　定期試験（年4回），方式：　記述式と選択式

■成績評価基準
学年共通テスト3０点、オーラルコミュニケーションのテスト２０点、習熟度別クラステスト5０点の１００点満点。

80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満「不可」

■教員所在場所
竹内春樹：本館3階　一般教養科　　上田透：本館1階　学生部　　サイモン・ハンフリーズ：本館1階　国際交流部
長嶋かづみ、西村道登：本館3階一般教養科　　中橋修：本館1階　コミュニケーションセンター

 

（出典：平成 19 年度シラバス）
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資料５-２-②-２ 

シラバスの例（工学科、講義科目） 

工学科：　機械システム 学年：　4 コース：　全 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　2

■授業概要
　強度設計の基礎的工学を学ぶ。

■到達目標
　１．【B-1】（B-T1）せん断力線図、モーメント線図、断面１次・２次モーメント、組合せ応力を理解する。
　２．【B-1】（B-T1）はりの曲げ応力を理解する。
　３．【B-1】（B-T1）はりのたわみ、たわみ角の算出方法を理解する。
　４．【B-1】（B-T1）不静定問題の解法を理解する。

■授業の進め方
　講義と並行して演習問題を解くことにより一層の理解を深め、授業目標の達成を図る。

■教科書
材料力学Ⅰ（渥美光、他2名、森北出版）

■参考書
「要点がわかる材料力学」　村瀬勝彦、他2名、コロナ社　￥2,200＋税　（2003）

■関連科目
力学演習，数学

■試験方法
種類：　定期試験（年4回），方式：　記述式

■成績評価基準
定期試験（80％），宿題・出席等（20％）で評価する。
80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満「不可」
JABEE教育プログラムの単位認定基準は60点以上とする。

■教員所在場所
機械システム工学科実験棟　教員室

　第　１週　断面1次モーメント及び断面2次モーメント
　第　２週　演習
　第　３週　演習
　第　４週　モール円と組合わせ応力
　第　５週　演習
　第　６週　演習
　第　７週　演習
　第　８週　前期中間試験
　第　９週　試験返し、はりのせん断力図と曲げモーメント図
　第１０週　演習
　第１１週　はりの曲げ応力
　第１２週　演習
　第１３週　演習
　第１４週　演習
　第１５週　前期期末試験

　第１６週　試験返し、はりのたわみ
　第１７週　演習
　第１８週　演習
　第１９週　演習
　第２０週　演習
　第２１週　演習
　第２２週　演習
　第２３週　後期中間試験
　第２４週　試験返し、固定はり
　第２５週　演習
　第２６週　演習
　第２７週　演習
　第２８週　演習
　第２９週　後期期末試験
　第３０週　試験返し

前　期 後　期

科目名：　材料力学Ⅰ

英文名：　Strength of Materials Ⅰ

担当者：　奥田昇也

授　業　計　画

 

（出典：平成 19 年度シラバス）
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 シラバスの活用状況についてのアンケート結果を（資料５－２－②－４）に示す。シラバスを活

用したという回答は 13％強と低迷している。その主な理由は、「シラバスの役立て方がわからな

い」、「シラバスの存在を知らない」である。シラバスという名前が浸透していないことや、授業担

資料５-２-②-３ 

シラバスの例（工学科、実習科目） 

工学科：　電気情報 学年：　5 コース：　全 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　6

科目名：　工学実験

英文名：　Experiments of Electrical and Information Engineering

担当者：　嶋野彰夫、村松一弘、岸純男、仲森昌也

授　業　計　画

　第１週　ガイダンス　第2週以降下記のように小グループに分けて、ローテーションで実験を行っていく。
　【１２週＝第1回～12回　実験　　　４週＝実験グループが変更になるとき実験説明・予備実験日、レポート指導日を設ける。
　　８週＝レポート指導・試問日　　５週＝レポート指導・再実験日　　】　　　計30週
実験テーマ<<1～8は、共通>>
1.・「エミッタ接地増幅回路の周波数特性」　　　2.・「パルス回路の実験」
3.・「動力計による三相誘導電動機の特性」　　4.・「直流電動機の特性試験」
5.・「PICによるLED点灯回路の製作とその外部割込み実験（その１） 」　　6.「〃（その２）」
7・「スペクトラムアナライザによる各種波形の測定とフィルタ回路の製作・特性測定」　8.・「電子回路のシミュレーションと製作・特性測定」
<<9e～12eは、電気電子コース選択の履修者のみ>>
　　9e.「FETの特性測定」
　10e.「数値計算応用(フーリエ級数による繰り返し波形の合成)」
　11e.「直流発電機の特性試験」
　12e.「三相同期発電機の特性試験」
<<9i～12iは、情報コミュニケーションコースA選択の履修者のみ>>
　　9i.「プログラミング言語“MATX”による行列計算とグラフィックス 」
　10i.「プログラミング言語“MATX”による制御系のシミュレーション」
　11i.「FPGAボードによる論理回路の設計と実験」
　12i.「ネットワークとｗｅｂサーバ構築実験」
<<9b～12bは、情報コミュニケーションコースB選択の履修者のみ>>
　　9b.「webページ制作」
　10b.「制作したwebページの解説プレゼンテーションの制作」
　11b.「Javascriptを含むwebページ制作」
　12b.「制作したwebページの解説プレゼンテーションの制作」
　13.・「学会主催の学生向け講演会の聴講レポート」

■授業概要
　技術者をめざす高専の学生を対象に、1年間に12テーマの実験を行う。実験日前に予習レポートを作成し、学生が主体となって実験装置を選択し、実
験を行い、実験結果をレポートにまとめ、結果に対する検討を行って、提出する。提出されたレポートに対して、試問またはプレゼンテーションを行い成果

報告とする。

■到達目標
【B-1】(B-T1)ハードウェア・ソフトウェアの両面から実験によって体得することで、講義で習ったことの理解を深める。
【B-2】(B-T2)実践的な問題に対して解決に至るまでの応用力を養う。
【A-2】(A-T2)コンピュータを活用して実験データの集計・分析や報告書作成ができる。

■授業の進め方
　履修者を８班に分け、12テーマをローテーションさせて実験を進める。実験日までに予習レポートを提出させる。実験を行ってから、５日以内にレポートを
完成させて提出させる。レポート指導・試問日を適時設ける。

■教科書
　各担当者が作成したオリジナル資料

■参考書
　　強電流実験工学(国民科学社)

■関連科目
　物理，数学，電気回路、情報処理、電子回路

■試験方法
　実験レポートや実験の際に制作した作品をもって評価し、ペーパーテストは実施しない。

■成績評価基準
　各自が実験のレポートを提出しなければならない。理由なく提出期日に遅れたり欠席すると減点となる。実験中の態度(15%)、実験レポート(60%)、出席状
況(5%)、試問・発表(20%)により評価し、50点以上を合格とする。80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」である。
　JABEE教育プログラムの単位認定基準は60点以上とする。

■教員所在場所
　嶋野彰夫：本館2階　教務部　　村松一弘、仲森昌也：情報処理教育センター　管理室　　岸純男：本館1階　寮務部

 
（出典：平成 19 年度シラバス）
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当者が利用方法にまで説明していないことが原因であろう。平成 19 年度からは学校の目標とリンク

した到達目標を簡潔に定めたため、利用が促されるものと考えられる。 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） シラバスには授業を受ける上で必要な内容が網羅されている。利用

資料５-２-②-４ 

シラバスの活用状況に関するアンケート（学生用） 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

B1

B2

B3

B4

質
問

項
目

割合
①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

 

 

（出典：平成 19 年度教育内容及び方法に関するアンケートの結果とりまとめより抜粋）
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が不十分な面があるが、到達目標とリンクさせるなど問題点を改善し利用を促進している 。 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行わ

れているか。 

（観点に係る状況） 第４学年において、全工学科共通科目の選択科目として「創造工学演習」を

設けている（資料５－２－③－１）。学生自らが機械加工・機構・組立およびプログラミングによる

電子制御等の活動を通してロボット製作を体験し、自らのアイデアを入れた世界に一つのロボットを

作り上げている。この過程でアイデアの創出、計画立案、組織運営能力を経験することで、本校の育

成する技術者像にある「創造力あふれる技術者」の育成を行なっている。 
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第５学年での卒業研究、創造製作実習においては教員一人当たり5、6名の学生で構成され、それぞ

れの担当教員の指導のもと、アイデアの創出、計画立案、組織運営能力等の向上を図り、その結果は、

卒業研究発表会で発表される。建設システム工学科では卒業研究の一環として、デザインコンペティ

ションも参加している。 

コンピュータプログラミングなどは創造性が要求されるが、特に、「創造性を育む」ことを念頭に

資料５-２-③-１ 

創造工学演習シラバス 

工学科：　全工学科 学年：　4 コース：　 開講期：　前期

科目種別：　選択 単位数：　1

第 1週　ガイダンス「ロボット概論」
第 2週　マイコン制御
第 3週　センサ、ロボット機構
第 4週　ライントレースロボット組み立て
第 5週　ライントレースロボット組み立て
第 6週　制御ソフト製作
第 7週　制御ソフト製作
第 8週　制御ソフト製作
第 9週　競技
第10週　相撲ロボット組み立て
第11週　相撲ロボット組み立て
第12週　制御ソフト製作
第13週　制御ソフト製作
第14週　制御ソフト製作
第15週　競技

科目名：　創造工学演習

英文名：　Creative Engineering Seminar

担当者：　久貝克弥

■授業概要
メカトロニクス、機構学、制御工学、プログラミングの講義を伴いながら、学生自らがロボットの製作と制御を行う。興味を持った題材を、楽しみながら積極

的に学ぶ姿勢を重視し、創造的能力の開発をおこなう。

■到達目標
　１．【B-1】（B-T1）受講生がロボットの製作を通じて、ロボット工学の基本的な知識を習得することを目指す。

■授業の進め方
ロボットの製作と、関連する講義（メカトロニクス、計測、制御、プログラム）を交互に行いながら進める。

■教科書

■参考書
LEGO MINDSTORMSマスターへの道、Jin Dato/Joe Nagata著、Ohmsya、ISBN4-274-08699-2、2,300

■関連科目
計測システム、制御システム、メカトロニクス

■試験方法
定期試験は実施しない

■成績評価基準
製作したロボットの独創性、性能、機能の完成度(60%)、授業態度(40%)を評価する。
80点以上「優」、60点以上80点未満「良」、50点以上60点未満「可」、50点未満「不可」
JABEE教育プログラムの単位認定基準は60点以上とする。

■教員所在場所
技術教育部

授　業　計　画

前　期 後　期

 
（出典：平成 18 年度シラバス）
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実施している科目の例を（資料５-２-③-２）に示す。学生を主体にしつつ、教員が適切なアドバイ

スを行い 

  

インターンシップについては、第４・５学年（建設システム工学科は第４学年のみ）において、期

間に応じて１～２単位の範囲で単位認定している。地域特性より地元企業からの受け入れは乏しく、

平成15年度はわずか２名が参加したにすぎない。しかし、インターンシップ参加への奨励、斡旋を継

続していることで、平成17年度17名、平成18年度21名と増加している。平成18年度のインターンシッ

プ実施状況は（資料５－２－③－３）の通りで、全員が長期休暇を利用して参加している。イン

ターンシップ中に実習日誌（資料５－２－③－４）をつけ、終了後は実習にて学んだこと感じたこ

と将来役に立てたいことなどを実習報告書としてまとめ、教務部へ提出している。これら実習日誌

と実習報告書の提出をもって、インターンシップの単位認定を行なっている。 

資料５-２-③-２ 

創造性を育む教育の例 
クラス 科目名 テーマ 担当 内容 創造性を育む工夫

A1 人間と環境
身近な環境問題
解決に向けての
取り組み

今井

身近な、あるいは地域の環境問題
について、学生自らがテーマを選
択し、レポートを作成し、クラスにて
プレゼンを行う。(時間に余裕のある
学生は、現地調査も行う。）

自ら選択した環境問題に関連した自治体・企業・NPO・個人による取り組みにおけるグッ
ド・プラクテイス（あるいはバッド・プラクテイス）の成功要因(あるいは失敗要因）を吟味す
ることを通して、学生自身が考えた取り組みを提案させる。

5C 卒業研究
競技用コンクリー
トカヌーの作製

和田、
松岡、
林

土木学会主催のコンクリートカヌー
大会への参加を目指して、オリジナ
ルのカヌー作製を作製する。大会
では作品の展示、プレゼンテーショ
ン、競技によって成績が決まる。

作製するカヌーのコンセプト、形状、材料などをグループで調べ、アイデアを練る。アイ
デアは学生、教員の前で発表され、コメント、質問などを受けて、改善すべき点を洗い出
す。これらを解決するために、再びグループで調べ、考える。上記の作業を繰り返す。こ
の過程で、教員は専門家としての意見や疑問をコメントするが、答えは与えない。また、
提案されたアイデアに対しては、何故その考えに至ったのかを明確にさせる。

4MEC
創造工学演
習

ロボットの製作 久貝

レゴ・マインドストームを使ったロ
ボットの組み立て、プログラミング。
光センサを応用したラインとレース
ロボットの製作。タッチセンサを用い
た相撲ロボットの製作。

メカトロニクス、機構学、制御工学、プログラミングの講義を伴いながら、学生自らがロ
ボットの製作と制御を行う。興味を持った題材を、楽しみながら積極的に学ぶ姿勢を重
視し、創造的能力の開発をおこなう。

4EB
4年工学実
験

PICマイコンのプ
ログラミング

渡邉
PICマイコンのプログラミングの基礎
を学習し， オリジナルのLED点滅
プログラムを作成する．

まず，学生は自発的な学習により，PICのプログラミング方法を習得する．次に，オリジナ
ルプログラムの作成に当たって，教員は方向性を示唆するが，解答を与えることはしな
い．やがて学生は試行錯誤を繰り返すことで所望のプログラムを完成させる． 完成させ
たプログラムを実行させ，プログラムの要点を確認し，知識・技術の定着化を図る．

4EB
4年工学実
験

レゴ・マインドス
トームによる制御
実験

渡邉

マインドストームの分解・組み立て・
トレーニング・ミッションを通じて制
御の基礎を学習し, 独自の動作を
するロボット（ライントレーサなど）の
プログラミングを行う．

まず，トレーニングミッション（学生の自発的な学習）により，マインド・ストームの制御の仕
組みを理解する．同時にブロックによるロボットの組み立てを通じ， 形状等に工夫を凝ら
す．次に，独自の動作をする制御プログラムを作成する．以上の各過程において，教員
は方向性を示唆するが，解答は与えない．やがて学生は試行錯誤を繰り返すことで所
望のロボットを完成させる．また，動作確認の際に，制御プログラムの要点を明確にさせ
る．

2G 情報処理II
C言語プログラミ
ング

倉林
　C++ Builderを用いたプログラミン
グ演習により、C言語プログラムの
作成能力を養成する。

プログラミングという作業は、非常にクリエイティブなものである。関数やメソッドをパーツ
とすれば、与えられたパーツを組み合わせることにより目的とする動作を計算機に行わ
せる。目的を遂行するために決められた方法はないため、ときに芸術的なコードが生ま
れます。創造性を育むために、答えを教えるのではなく、考え方を教えるようにしてい
る。

2G 実験・実習
コンピュータ・グ
ラフィックスの製
作

神田、
政清

６回の授業でコンピュータ・グラ
フィックスの基礎やアニメーションな
どを学びながら技能を積み上げ、
最終回で個人作品を提出する。

毎回の授業の冒頭で、理論および新しい操作の説明を行う。残りの半分の時間は各自
が自分の作品を発展させる創作の時間に当てる。使うパーツの個数や使う技術は大ま
かに指定するが、教員は操作方法についてアドバイスを行うのみである。プロの作品や
先輩の作品を見せながら刺激を与え、自分のアイデアでもの作りをする楽しさを体験さ
せることにより創造性を育む。

1G 芸術 音楽 矢吹
自分で楽器を作る、自らの個性を
歌（詩）にする

受身ではなく、自分の中からわきあがるイメージを大切にして、形にしていく　机は丸く置
き、いつもお互いの存在が見渡せる状態で授業をすすめて、チームビルディングをす
る。
　一見音楽には関係ないように見えるかもしれないが、１０年後にきっと心のどこかで思
い出すと役に立つために種まきをしている。音楽の記号を覚えたり理論を学ぶことよりも
大切な人生について考える、感動する心を養うための授業で、左脳的な開発には右脳
のひらめきを養った方がはるかに工学的にも役に立つ。授業では、創造力を養ったり自
分の夢を見つけたりすることを目的にして、あらゆる刺激を与えていきたい。

（出典：教務部内部資料）
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資料５-２-③-３ 

平成 18 年度インターンシップ参加学生リスト 

No クラス 実 習 先 実習期間 

1 4MA 三菱電機冷熱システム製作所 7/24～8/4  

2 4MA 長岡技術科学大学 7/24～7/28 

3 4MB 長岡技術科学大学 7/24～7/28 

4 4EA 村田機械C.C.S 7/24～7/29 

5 4EA 花王 7/25～8/3 

6 4EA 中部電力 8/7～8/11 

7 4EA 出光興産 7/24～8/1 

8 4EA 出光興産 7/24～8/1 

9 4EA 三菱電機ビルテクノサービス 7/24～8/4 

10 4EA 長岡技術科学大学 7/24～7/28 

11 4EA アイシン精機 7/24～8/4 

12 4EA ＮＨＫ津放送局 7/24～7/28 

13 4EA メイテック 8/21～8/31 

14 4EA J-Power 7/24～8/4 

15 4EB 豊橋技術科学大学 7/18～7/22 

16 4EB 豊橋技術科学大学 7/18～7/22 

17 4EB 富士電機システムズ 8/16～8/25 

18 4CA 長岡技術科学大学 7/23～7/29 

19 4CB 豊橋技術科学大学 7/18～7/22 

20 4CB 結工房 7/31～8/5 

21 4CB 結工房 7/24～7/29 

（出典：教務部内部資料）
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（分析結果とその根拠理由） 創造工学演習、卒業研究、創造製作実習で、ものづくりを通じて創

造性の育成を行っている。また、その成果を多くの人に発表することにより、プレゼンテーション能

力が培われるので、創造性を育む教育として相応に機能していると判断される。 

インターンシップへの参加も継続して推奨しており、参加学生数は増加している。学生はインター

ンシップに参加することで、学習してきた知識や技術がどのように生かされているのか、また就業体

験をすること将来社会人となったときの心構えの形成や進路の決定に役立てている。 

 

資料５-２-③-４ 

インターンシップ実習日誌 

 

（出典：教務部内部資料）
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観点５－３－①： 成績評価・単位認定規定や進級・卒業認定規定が組織として策定され，学生に

周知されているか。また，これらの規定に従って，成績評価，単位認定，進級認

定，卒業認定が適切に実施されているか。 

（観点に係る状況） 成績評価方法と合格基準はシラバスに、進級・卒業の認定基準は、学生便覧

の中の「２．本科履修ガイド」に明記（資料５－３－①－１）されており、学生に周知している。 

 

進級・卒業の認定は、全専任教員が参加する進級判定会議あるいは卒業判定会議の中で審議、決定

される。判定会議は１次、２次の２段階で行われ、１次判定においては進級、卒業の認定を行うとと

もに、認定されない学生に対する現状把握と今後の指導について議論される。その中で、近年増加し

ている不登校の問題についても、臨床心理博士であるスクールカウンセラーの意見を大いに参考とし

た上で対象となる学生の進級等についても話し合われる。２次判定会議では最終的な進級、卒業、留

級の判定が行われる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 進級・卒業の認定基準が明確にされ、進級（卒業）判定会議によっ

て審議される。不登校等の問題に対しては、各学生の将来を考え柔軟な対応を行なっており、このよ

うな対応が教育的によい結果をもたらしている。 

 

観点５－４－①： 教育課程の編成において，特別活動の実施など人間の素養の涵養がなされるよ

う配慮されているか。 

（観点に係る状況） 本校では第１学年から第３学年まで特別活動の時間を週に１時間取っている。

この時間はホームルームのほか教養セミナーの開講に用いられる。教養セミナーは、専任教員、客員

教授などが自ら設定したテーマで開講され、少人数形式で運営されている（資料５－４－①－１）。

資料５－４－①－２は平成19年度前期の教養セミナーテーマ一覧表である。セミナーへの配属は学年

・学科を超えて希望により決定されるため、幅広い人的交流を培っている。セミナーでは知識の修得

に加え、資料作成、研究発表、討論なども行い、教員と学生の間の知的・文化的交流を深める場とな

っている。 

資料５-３-①-１ 

進級・卒業の認定 

 

（出典：平成 19 年度学生便覧）
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本校の目的である人格教育の推進、いじめや不登校などの最近の学校における課題に対応するため

に、平成19年度からは住職や牧師などの宗教家の方による「心の教育」や、自動車学校校長（元警察

署長）による交通安全講話なども行い、「命の大切さ」、「人を思いやる心」などを考える機会とし

ている（資料５－４－①－３）、（資料５－４－①－４）。 

資料５-４-①-１ 

教養セミナーの目的 

教養セミナーは第１学年から第３学年までの学生を対象に、特別活動（準学士課程 1～3 学年、

必修 1 単位）の時間を利用して前期・後期とも 6 回程度開講されるものです。講師、テーマ、概要は

別途配布します。希望によって配属を決定しますから、よく考えてテーマを選んでください。前期と

後期では別のテーマを選択できます。  

セミナーの講師は本校の専任教員のほか、客員教授、外部の方など多彩で、テーマも先生の得

意な分野や興味に基づいて、スポーツ、文化、資格、科学などが設定されています。普段の授業

では聞くことのできない内容を普段と異なる仲間と受講でき、知的・文化的交流を深めることができ

ます。セミナーを通じて幅広いものの見方と人的交流を学んでください。  

（出典：平成 19 年度シラバスより抜粋）

資料５-４-①-２ 

教養セミナー開講テーマ 

平成19年度前期開講セミナー一覧表（開講日：5/18, 5/25, 6/15, 6/22, 6/29, 9/7　計6回）
番号 担当者名 テーマ名 内容 場所

1
辻本　修
佐伯祐子

柔道セミナー
特に練習を中心に行いながら、柔道修練の目的、精力善用・自他共栄を実践、習得を目標に行い、心
身の健全な発育・礼儀作法などを身につけるセミナーです。

武道場

2
齊藤　彰
坪内希輔

ソフトテニスセミナー 熊野地方で盛んに行われているソフトテニスを楽しもう。スポーツ生理学のい・ろ・は、も学ぼう。 ﾃﾆｽｺｰﾄ

3 小西大亮 剣道セミナー 剣道に関するセミナーです。 体育館
4 後呂安雄 バスケットセミナー バスケットボールに関するセミナーです 体育館

5
中澤良文
畠　敏鉱

野球セミナー 野球に関するセミナーです。 グランド

6 松尾大介 陸上セミナー 陸上競技に関するセミナーです。 グランド
7 森岡　圭 ラグビーセミナー ラグビーに関するセミナーです。 グランド

8 溝口博幸 歌で教える日本語文法

日本語の文法を楽しく分かりやすく覚えさせるために歌を使った教材を開発（作詞・作曲）中である。今
回は、昨年までに作成した歌あるいは作成中の歌を使用しながら、これらの歌からどのようなことが学
べるかを見ていく（受講者にも一緒に歌ってもらう）。ここで取り上げる日本語の文法は、科学的観点に
立ち分析・整理し、外国人や日本人にもわかりやすくしたものである。この活動を通し、日本語の文法
とはどのようなものかを理解してもらい、表現能力に深みを増してもらいたい。
(1)てけい形の歌，(2)形容詞の歌，(3)受身形の歌，(4)可能形と誘いの歌，(5)使役形の歌，(6)まとめ

音楽室

9 畑山伸訓 海の生き物 すぐ近くにある海の生き物について MM教室

10 倉本逸郎 ワープロに挑戦しませんか
日本語ワープロ検定試験を受験しませんか。４級から初段まであり、自分の力に合わせて受験するこ
とができます。

CAD

11 倉林　有 Javaﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞセミナー

卒業研究とはどんなものか体験できます。 研究テーマ: 画像処理、画像解析、コンピュータビジョン
実際に課題を割当てて研究を進めていきますので、セミナー時間外にも自習時間が必要になります。
参加希望者が多かった場合 (5 名程度以上)、Java プログラミングセミナーに変更しますので、覚悟の
上申し込んでください。

CAI

12
竹内春樹
サイモン

英会話を楽しもう やさしい英会話のセミナーです。話せなくても、英語に興味のある学生が積極的に参加してください。 315

13 渡邉　志 交通機関を考える 交通機関についての現実や理想について語りましょう。 314
14 重村博美 法律の知識を身に付けよう アルバイトを突然解雇されたらどうする？こういった問題を法律的に解決する方法を学びましょう。」 313

15 久貝克也 ドラえもんと未来のロボット
日本人が持つロボットという言葉に対するイメージとは。欧米人のイメージとの違いについて解説しま
す。また、ロボット開発最前線を紹介し、ロボットの将来像について倫理的な面も含めて問題提起しま

312

16
栢野智裕
榎本昭徳

スポーツトレーニングの基礎知識
スポーツ選手に必要なトレーニングの理論的基礎知識、怪我の予防、メンタルケア等を中心とした題
材をサッカー競技の中から導き出し、スポーツの捉え方、考え方を見直そう。

304

17 中橋　修 心の教育
なぜ人を殺してはいけないのか，正しいことと悪いこと，親子関係，健全な男女関係，人を許す大切
さ，人は死んだらどこへ行くのか，一緒に考えてみよう。

303

18 上田　透 英検対策講座 英語検定合格のための対策講座です。 302
19 乗本　学 身近にある確立統計 身の回りにある簡単な確率統計の応用を考えてみましょう。 301

20 大内清司 異能者の日本史講座 安倍晴明や役の小角など、有名なのに日本史の教科書にあまり出てこない人物を取り上げて、
日本人の精神史を話します。ものの見方や考え方を広げたい人向き。

214

21 鈴木　隆 危険物の問題を解こう！ 消防法の中でも理解しにくい指定数量の考え方等を問題を通して考えてみましょう。 213
22 園田紀子 漢検対策 漢字検定試験突破を目指し，学習会を開催します。 212

23 酒井宗和 中国事情ゼミ
中国事情とその中国語を紹介します。所変われば色変わる（例えば、日本では郵便ポストは”赤”、中
国では何色？など）、中国の面白外来語（鳥インフルエンザは？、ミニスカートは？など）、中国ＩＴ用語
（携帯電話は？など）、中国世相用語、中国と動物などなど

211

24 後藤牧宗 心を見つめる 悩みや苦しみ，不安を言葉に出してその解決を図ろう。 205

25 西　俊多
社会に出て役立つより良いマ

ナーを身につけよう！

この世に生まれて，自分の歩む人生です。自分らしさを生かすため，社会のマナー（就職する場合は
常識）を少しでも身に付けて，楽しい人生を歩もうではありませんか。「われ以外はみな師」といった，
ひたむきな姿勢で眠っているセンスを磨いて，人間としてのバランス感覚を養いましょう！
○あいさつ　○何でも語れる友を持とう！　○困ったときは，どうしたらよいか　○「根回し」はしっかり
やろう！

204

 

（出典：平成 19 年度前期教養セミナー案内）
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第４学年では工場や工事現場を見学し、学校で学んでいる技術・知識が実際どのように生かされて

いるかを体感させている。資料５－４－①－５は電気情報工学科における工場見学のしおりであるが、

一泊二日の日程で工場見学、レジャー施設や展示会見学を行っている。見学先は機械システム工学科

と電気情報工学科は工場内の見学が多く、建設システム工学科ではトンネル等建設現場が多い。この

資料５-４-①-３ 

心の教育実施状況 

開催日付 対象学生 講師  

4/12 １年生 中橋修（木本キリスト教会牧師）  

4/13 １年生 後藤牧宗（臨済宗清閑院住職）  

4/20 ２年生 同上  

4/27 ３年生 同上  

6/15 ４年生 同上  

6/22 ５年生・専攻科生 同上  

（出典：教務部内部資料） 

資料５-４-①-４ 

心の教育のレジメ 

 
（出典：平成 19 年度「心」の授業配布資料）
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ような見学を通じて、各学生は将来の技術者としての自覚を促し、今後の学習や進路決定に役立てて

いる。また、工学ゼミとしてプリ卒研を実施し、本校で実施している卒業研究の内容を調べたり、卒

業研究の発表を聴講したりして、研究への関心を高めている。成果として報告書の作成を義務付けて

いる（資料５－４－①－６）。 

 

資料５-４-①-５ 

電気情報工学科工場見学のしおり 

 

（出典：平成 18 年度電気情報工学科 4 年工場見学のしおり）
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（分析結果とその根拠理由） 教養セミナーでは、学年・学科の垣根を越えた教育の機会が用意さ

れ、担当教員の専門分野や趣味を題材に、学生と知的・文化的交流がなされる場となっている。工場

（現場）見学では実社会にふれることで視野をより広げることに効果的である。これらは人間の素養

の涵養に役立っている。 

 

観点５－４－②：教育の目的に照らして、生活指導面や課外活動等において、人間の素養の涵養が

図られるよう配慮されているか。 

（観点にかかる状況） 近畿大学の教育理念「人に愛され 信頼され 尊敬される人を育成する」

および本校の目的のひとつに「社会人としての健全な人格を有し、技術者に要求される倫理観を身に

つける」を達成するために、学生の生活指導については学生が守るべき規則が学生準則施行細則の中

に定められている。学生便覧には「学生生活の心得」として、より具体的な形でも掲載されており学

生に周知されている（資料５－４－②－１）。服装、規律については、高校に相当する第１学年から

第３学年の学生については特に注意指導しており、学生部が中心となって登校時または休み時間の校

内巡視等も行ない指導している。他の教職員も気付いた時点でその場で指導を行ない、資料５－４－

②－２のカードで学生部に報告している。 

資料５-４-①-６ 

プリ卒研レポート 

（出典：平成 18 年度電気情報工学科内部資料）
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本校の創立趣意書（資料１－１－①－４）にもあるように、寮生活は人格教育を推し進める場の一

つと位置づけ、資料５－４－②－３の目的のもと、学生寮規則、学生寮細則、寮生生活心得に基づい

て指導している。これらは学生便覧に記載されており、新入寮生オリエンテーションを実施して周知

資料５-４-②-１ 

学生生活の心得 

（出典：平成 19 年度学生便覧）

資料５-４-②-２ 

 

（出典：学生部）
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している。 

本校では約270名の学生が寮生活を送っている。寮務部は、寮務主事、寮務主事補、寮務担当（２

名）、寮監（６名）、寮担当職員（３名）で構成されている。寮監は各寮各階に配置されている。ま

た、指導寮生として、学年毎に５年生寮長１名、４年生副寮長３～４名が配置されており、１年～３

年寮生の指導にあたっている。このように教職員・学生が一体となった確固たる寮指導体制を敷き指

導を実行することで規則正しい生活が、そして下級生指導などを通じて礼儀・道徳・責任感などが養

われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５-４-②-３ 

学生寮の目的 

 
（出典：平成 19 年度学生便覧）
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平成12年度以降の改革では課外活動の活性化にも取り組んでいる。スポーツ、ものつくり、文化、

ボランティアの各面での幅広く課外活動を通じて、学生たちに活力を与え、集団行動の重要性、リー

ダーシップの育成が行われる。全専任教職員がいずれかのクラブの顧問（資料５-４-②-４）として

指導に当たっている。 

 

 

資料５-４-②-４ 

部活動顧問一覧 

ク　ラ　ブ　名

陸 上 競 技 部 和田孝 松尾 園田 佐伯

柔 道 部 倉本 辻本 園田 佐伯

剣 道 部 中村 五十石 小西

体 ソ フ ト テ ニ ス 部 大島 齊藤 坪内 室谷

バ レ ー ボ ー ル 部 荒賀 山本 溝口

バスケットボール部 村松 後呂 倉林

硬式野球部（高校） 向井 中澤 伊藤康 奥田 仲森

硬式野球部（高専） 今井 中村 筒井 畠

サ ッ カ ー 部 神田 栢野 榎本

卓 球 部 熊埜御堂 上田 岸

ラ グ ビ ー 部 中平 五十石 森岡圭 森岡忠

ソ フ ト ボ ー ル 部 山川 奥田

山 岳 部 乗本 竹内

系 自 動 車 部 岸 山川

バ ド ミ ン ト ン 部 林 本田 重村

ゴ ル フ 部 村田圭 今野

空 手 部 青木 浜口

応 援 部 筒井 畠  

テ ニ ス 部 伊藤 松岡 表

モータースポーツ部 山本

軟 式 野 球 部 岸 熊埜御堂和田孝 倉本

ブ ラ ス バ ン ド 部 鈴木 西 渡邊 新田

文 技術部（ロボコン） 中西弘 政清 仲森 畑山 久貝

写 真 部 中西祐 嶋野

Ｊ Ｒ Ｃ 伊藤

Ｅ Ｓ Ｓ 竹内 サイモン

気 象 部 仲森 園井

系 新 聞 部 大内 今野

イ ラ ス ト 部 仲森 汐崎

サ イ エ ン ス 部 畑山

放 送 部 本田

日 本 文 化 研 究 部

デ ザ イ ン 技 術 部 松岡 五十石

園 芸 部 園井 中村

軽 音 楽 部 西 矢吹 溝口

 大内　 本田   重村　鍋割
前田(着付け）九鬼（茶道）
大西(日本太鼓）紀ノ川(演劇）川端(書道）

顧　　　問

育

化

 

（出典：学生部）
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スポーツ面では、野球部、柔道部、陸上部、サッカー部、ソフトテニス部等を中心に、全日本レベ

ルの指導者（資料５－４―②－５）をクラブ講師として採用し課外活動の指導体制を強化している。

平成18年度には、全国高専大会でのサッカー部が優勝、柔道部が男子団体優勝、ソフトテニス部が男

子団体優勝、男子個人優勝、女子個人優勝をはじめ、その他の大会でも数々の優れた成績を残してい

る。陸上部も走り高跳びで全日本ジュニア選手権優勝、インターハイ２位、アジアジュニア陸上選手

権で５位などの好成績を残している。 

 

資料５－４―②－５ クラブ指導者プロフィール 

出典：近畿大学工業高専新聞 第24号（平成18年７月８日）

 

ものつくりは創造性を育むよい教育機会である。ロボットコンテスト、プログラミングコンテスト、

デザインコンペティション、ソーラーカー、エコランカーなどに取り組んでいる。ロボットコンテス

トでは、平成16年度の「ロボット技術部」の誕生とともにロボット工学を専門とする教員が指導を行

ない、近畿地区大会で優勝した。平成18年には全国大会ベスト８・デザイン賞獲得（資料５－４―②

－６）など、成果も上がっている。 

ボランティア活動では、平成13年に学生有志が集まりボランティアグループ「good job」が設立さ

れた。現在33名（平成19年度）が地域のイベント参加、福祉施設の行事参加、学内外の清掃活動を続

けており、地域から多くの感謝の声を聞いている。平成18年度の新入生のオリエンテーションでは、

新入生全員でフェリシモの森植樹活動に参加し、記念植樹を行った。平成19年度も新入生を森林環境

保全活動に参加させ、ボランティア活動の重要性や楽しさを実感させている。 

毎年10月下旬に開催される本校の高専祭「熊野祭」は前夜祭で始まり、その後2日間、キャンパス

内で学生、教員、外部講師、地元グループ、そして近大高専後援会・保護者会等による様々な企画・

展示・屋台等が来客を楽しませている（資料５－４―②－７）。「熊野祭」は、学生会メンバーによ

って構成される熊野祭実行委員会が中心になって、その企画・実施・広報等が学生手作りで行われて

いる。平成18年度は、前夜祭に800名、2日目、3日目には、それぞれ1,000名近くの人たち（学生を除

く）が訪れており、地方都市としては一大イベントとなっている。各イベントはクラス、クラブ、工

学科、有志などさまざまな枠組みによる集団によって企画、実施されることでさまざまな角度から人

間の素養の涵養が図られる。 
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資料５－４―②－６ 

 

（出典：近畿大学高専新聞 第26号：平成18年12月25日）
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（分析結果と根拠理由） 本校の教育理念を実現する手段として、日常の生活指導（規則を守る、

人間としての礼儀・身だしなみをわきまえる）、寮生活、課外活動の活性化、もの創り活動、ボラ

ンティア活動、熊野祭の開催等幅広い活動を行い、これら通じて人間の素養の涵養が図られている。 

 

＜専攻科＞ 

観点５－５－①：準学士課程の教育との連携を考慮した教育課程となっているか。 

資料５-４-②-７ 

熊野祭プログラム（初日） 

9:00 10:00 11:00 12:00 13:00 14:00 15:00 16:00

マルチメディア教室
進学説明会

１３：１０～１４：００
対象：中学生

ＣＡＥ教室

ＣＡＤ教室

フリースペース
天女座公演

１６：００～１７：００
対象：一般、学生

２０４教室

２０５教室

１０１教室

各教室

会議室

本校・矢渕中学校
合同吹奏楽演奏
１３：００～１３：３０

ライブコンサート準備

新館

祝賀会
ビンゴ大会

１０：００～１２：００
対象：一般、学生

インターネット無料体験
対象：一般

ロボットスクール
１０：００～１２：００

対象：事前募集８名

ロボットスクール
１３：００～１５：００

対象：事前募集８名

モータースポーツ部バーチャル体験コーナー
９：３０～１６：００

対象：一般

ムラマサ☆学園祭ライブ
１３：３０開場　１４：００開演

対象：一般、学生
体育館

オンリーワンマイグラスを作ろう
対象：一般

情報センター

3次元コンピュータグラフィックス
１０：００～１２：００

対象：一般

本館

書道展覧会＆書道体験コーナー
対象：一般

お茶会
対象：先着２50名（無料）
講師：裏千家九鬼久美子

１０月２８日（土） 駐車場：本校グランド　　雨天時　（山崎運動公園　　JA熊野支店裏　　熊野精工）

学生食堂(２Ｆ和室)
着付け講習会
対象：女子学生

１３：００～１５：００

クラブ展示（イラスト部・気象部・技術部・写真部）
学生企画（フリーマーケット・クラス展示）

実行委員会企画（わんぱく王国）

電子工作作成
対象：一般

武道場
高専カップ柔道大会

対象：小学生

ペーパークラフト、都市と環境
対象：一般

建設システム工学科

各種模擬店
実行委員会企画（オープンカフェ・フリーマーケット・スタンプラリーなど）

屋外

電気情報工学科

ソーラーカー展示、卒業研究の調査研究展示
対象：一般

グラウンド

機械システム工学科

ソーラーカー試走
ロボコンデモンストレーション

１０：００～１２：００

ソーラーカー試走
ロボコンデモンストレーション

１４：００～１６：００

木て海て市場 in 熊野祭（地域物産展）
９：３０～１５：００
対象：一般・学生

災害救助品展示

（出典：平成 18 年度熊野祭パンフレット）
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（観点にかかる状況） 専攻科課程の一般教養科目に関しては、（資料５－５－①－１）、専門科

目に関しては、（資料５－５－①－２～８）に示す通り、準学士課程履修した専門基礎科目との連

続性・展開性を十分に考慮した専攻区分別専門科目の配置となっている。 

 

 

資料５-５-①-１ 

専攻科と準学士課程の一般教養科目関連図 

準学士課程（三工学科）       専攻科：生産システム工学専攻 

 

 （出典：専攻科設置資料）
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資料５-５-①-２ 

専攻科と準学士課程の専門科目関連図 

準学士課程：機械システム工学科  専攻科：生産システム工学専攻（機械工学） 

 

 （出典：専攻科設置資料）
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資料５-５-①-３ 

専攻科と準学士課程の専門科目関連図 

準学士課程：電気情報工学科  専攻科：生産システム工学専攻（電気電子工学） 

 

 （出典：専攻科設置資料）
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資料５-５-①-４ 

専攻科と準学士課程の専門科目関連図 

準学士課程：建設システム工学科  専攻科：生産システム工学専攻（土木工学） 

 

 （出典：専攻科設置資料）
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資料５-５-①-５ 

専攻科と準学士課程の一般教養科目関連図 

準学士課程：総合システム工学科       専攻科：生産システム工学専攻 

 

 （出典：専攻科設置資料）

資料５-５-①-６ 

専攻科と準学士課程の専門科目関連図 

準学士課程：総合システム工学科        専攻科：生産システム工学専攻 

機械システム工学コース             機械工学 
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資料５-５-①-７ 

専攻科と準学士課程の専門科目関連図 

準学士課程：総合システム工学科        専攻科：生産システム工学専攻 

電気電子・情報通信コース             電気電子工学 

 

 （出典：専攻科設置資料）
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（分析結果と根拠理由） 全ての専門コースで準学士課程との整合性に富んだ専攻科教育課程にな

っている。研究開発能力に富む教授陣を配置したことにより本校専攻科の「教育目的」の達成が容

易である。 

 

観点５－５－②：教育の目的に照らして、授業科目が適切に配置（例えば、必須科目、選択科目等

の配当等が考えられる。）され、教育課程の体系性が確保されているか。また授

業の内容が、全体として教育課程の編成の趣旨に沿って、教育の目的を達成する

ために適切なものになっているか。 

（観点にかかる状況） 本校専攻科は、「社会の技術発展に貢献するための広い視野からもの創り

を考え、それぞれの専門分野の高度な知識と幅広い工学的素養をもって、考えたものを実現してい

く開発型技術者」を育成することを目的としている。この目的達成に向けて一般科目、関連科目、

共通専門科目、専攻区分別専門科目に分けて組まれている（資料５－５－②－１）。それぞれの科

目は掲げられた学習・教育目標のいずれかに対応して設定されている。一般科目では１年次に、国

資料５-５-①-８ 

専攻科と準学士課程の専門科目関連図 

準学士課程：総合システム工学科        専攻科：生産システム工学専攻 

都市環境コース             土木工学 

 

 （出典：専攻科設置資料）
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際的視野が涵養される科目（総合英語、日本語的表現、人間と環境）を必修科目とし、２年次には

「技術者倫理」や「国際社会の中の日本」などを学ぶことにより、社会人としてまた技術者として

もつべき倫理感を涵養させている。専門分野に関しては、複合的・融合的な専門分野に対応するた

め応用知識が学ぶことができるように、工学の基礎となる科目については１年次に習得できるよう、

応用知識の習得は２年次に行なわれるように配慮している。 

 

（分析結果と根拠理由） 本校専攻科の教育方針に沿った科目、配当、選択科目を配慮した授業科

目を配置している。特に、国際的視野や企業倫理を重視する科目を配置しているとともに、専攻科

対応教員の経験・知識等、遜色のない布陣となっている。 

資料５-５-②-１ 

専攻科のカリキュラム編成  

 

（出典：専攻科設置資料）
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観点５－５－③：学生の多様なニーズ、学術の発展動向、社会からの要請等に対応した教育課程の

編成（例えば、他専攻の授業科目の履修、他高等教育機関との単位互換、インタ

ーンシップによる単位認定、補充教育の実施等が考えられる。）に配慮している

か。 

（観点にかかる状況） 専攻科では一般科目と特別研究、実験、演習以外は全て選択科目となっ

ており、学生の進路、興味分野に合った履修が可能になっている。現時点では、他高等教育機関と

の単位互換や授業科目の履修等は，通学できる距離に他の高等教育機関がないため行なわれていな

い。インターンシップについてはカリキュラム上で単位化され実習期間に応じて１～２単位が与え

られる。教員も専攻科生にインターンシップ実施を勧めていることもあり、平成17年度２名、平成

18年度は３名がインターンシップを経験した。 

 

（分析結果と根拠理由） 選択科目を中心に配置し、学生の進路と興味にあった履修が可能になっ

ている。インターンシップを実施しており、平成17年度２名、平成18年度は３名の学生が経験した。

平成18年度に初めての修了生を輩出したため、問題点を抽出し改善を計画している。 

 

観点５－６－①：教育の目的に照らして、講義、演習、実験、実習等の授業形態のバランスが適切

であり、それぞれの教育内容に応じた適切な学習指導法の工夫がなされているか。

（例えば、教材の工夫、少人数授業、対話・討論型授業、フィールド型授業、情

報機器の活用等が考えられる。 

（観点にかかる状況） 専攻科における講義・演習・実験・実習の割合（１、２年、開講科目の単

位数合計）が（資料５－６－①－１）に示されている。準学士課程における上記の割合と比較する

と、講義の割合が増え演習・実験の比率が減少している。これは専攻科が大学３、４年に相当し、

より高度な専門知識の教授が中心となるカリキュラム編成を取っているためである。 

「生産システム工学特別研究」は１年次、２年次にそれぞれ６単位、計12単位配当し、準学士課

程５年次の卒業研究より継続して研究を行なう学生においては計３年間にわたる研究を経験するこ

とになり、４年制大学における卒業研究よりもかなり研究水準の高い成果が期待できる。その課程

で、問題解決能力を伸長させ、自らの専門知識で深く探求する素養の養成ができる。 
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（分析結果と根拠理由） 多くの選択科目の配置、多数の教員が担当する特別研究・実験・演習等

幅広い選択と専門知識の修得ができるよう配慮されている。これらの問題点の洗い出しについては

第１期生が修了した時点で検討する。 

 

観点５－６－②：創造性を育む教育方法（ＰＢＬなど）の工夫やインターンシップの活用が行われ

ているか。 

（観点にかかる状況） 平成17年度２名、18年度３名の専攻科１年生が長期休暇を利用してインタ

ーンシップに参加した（資料５－６－②－１）。これは、本校の教育目的である「社会に貢献する

ための広い視野からもの創りを考え・・・」を具現化するために必要なインターシップであるため、

専攻科対応教員が積極的に参加を促したものである。インターンシップ終了後実習日誌および報告

書を作成し提出することでカリキュラム上での単位認定を実施している。 

 

資料５－６－②－１  インターンシップ参加専攻科学生 

平成１７年度                 平成18年度 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料）

No. クラス 実習先 実習期間 

 1 専１ 熊野市役所土木課 7/25～7/29 

2 専１ 熊野精工 7/25～7/29 

No. クラス 実習先 実習期間 

1 専１ 電源開発・JPハイテック 7/24～8/4 

2 専１ 妙野 7/24～7/29 

3 専１ 京都工芸繊維大学 3/22～3/31 

資料５-６-①-１ 

専攻科における講義・演習・実験・実習の割合 

講義
73%

演習
5%

実験
3%

実習
19%

 

 （出典：専攻科内部資料）
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創造性を育む教育方法については、生産システム工学特別研究のみならず、工学実験では自主性

を重んじて実践する体制としている。 

（分析結果と根拠理由） 本校専攻科の教育目的に添ったインターンシップの活用がなされている。

創造性に富む教育方法については、平成19年３月の第１期生の修了結果を見て、分析を行う予定で

ある。 

 

観点５－６－③：教育課程の編成の趣旨に沿って、シラバスが作成され、事前に行う準備学習、教

育方法や内容、達成目標と評価方法の明示など内容が適切に整備され、活用され

ているか。 

（観点にかかる状況） シラバスには資料５-６-③-１に示すように、授業を受けるための基本的

事項が詳細に記述され、各授業の初回に学生に配布・説明するとともに、本校ホームページ上に公

開されている。到達目標は学校の目的（卒業時に身に付けるべき学力や資質・能力）との関係が明

確に示されている。工学実験や工学演習などは複数の教員で担当するため、担当内容が明確にわか

るように工夫されている。 
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（分析結果と根拠理由） シラバスが年度開始時に公開、最初の授業で配布、説明されることによ

り、適切に整備、活用されているといえる。 

 

観点５－７－①：専攻科で修学するにふさわしい研究指導（例えば、技術職員などの教育的機能の

活用、複数教員指導体制や研究テーマ決定に対する指導などが考えられる。）が

資料５－６－③－１ 

専攻科シラバスの例（電気電子工学実験） 

専攻科　生産システム工学専攻 学年：　2 専攻区分：　電気電子工学 開講期：　前期

科目種別：　必修 単位数：　2

■授業概要
　本実験は電気電子工学に関する実験実習科目であり、上記に述べるいくつかの重要なテーマ・内容を実施し、得られた結果を解析、発展させる。実験・

実施　内容をまとめた報告書の提出により実験が単なる既知の技術の追体験で終わらないように配慮する。

■到達目標
　１．【B-1】【B-2】各種の実験・実習を通じて電気電子工学における実学を理解させる。。
　２．【B-1】【B-2】将来、エンジニアとして開発・研究に従事するに資する技術力を与える。
　３．【B-1】【B-2】電気電子工学の様々な問題点を解明する能力を培う。

■授業の進め方
　本実験は第1学年の後期に始まり、第2学年の前期までの1年間にわたって実施する。。

■教科書
各種実験毎に、必要に応じて資料を与える。

■参考書
特に無し

■関連科目
本科工学実験

■試験方法
一つの実験テーマ毎に報告書を作成させる。

■成績評価基準
実験・実習時におけるテーマへの関心と態度、実験ごとに提出させるレポート(報告書)により総合的に評価する。60点を合格点とする。

■教員所在場所
村松一弘、仲森昌也：情報処理教育センター　管理室　　大島茂、園井康夫：電気情報工学科実験棟　教員室

科目名：　電気電子工学実験

英文名：　Electrical and Electronic Eng. Lab.

担当者：　村松一弘、仲森昌也、大島茂、園井康夫

授　業　計　画

前　期 後　期
1.「MPICHを用いた並列計算環境の構築」　(村松)
　　・Linuxの動いているPCがイーサネットで結合されており、その上で簡単な
　　　並列計算ができる環境を作る。具体的には、ノード間のメッセージ通信
　　　ライブラリMPIの標準的なオープンソースであるMPICHを実装する。

2.「工学シミュレーション実習」　　(仲森)
　・Op－Ampのシミュレーションを行いシミュレーションしたOp－Ampを実際
に
　　製作し、実測した回路と比較する。

3.「光変復調の応用」　　(大島)
　　・1年次に行なった光の変復調を発展させる。具体的には、高感度化、
　　　高速化、光結合の高効率化などを試み、光の変復調について理解
　　　を深める。

4.「有限要素法等による空間電位の実習」　　(園井)
　　・直流電圧を印加した時の、棒対平板電極間の電界の分布状態を有限
　　　要素法等を用いて計算する。。

 

（出典：平成 19 年度シラバス）
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行なわれているか。 

（観点にかかる状況） 専攻科生の研究指導に当たる教員には平成12年度以降に採用された産業界

での最先端技術者あるいは研究分野の最前線で活躍していた技術者が多いため、本校が目指す開発

型技術者の育成にふさわしい陣容である。学生はシラバス（資料５-７-①-１）や教員との面談を

通じて特別研究の指導教員を選ぶことができる。専攻科生は専門分野（機械工学、電気電子工学、

土木工学）ごとに居室があり、それぞれの研究指導教員のみならず、専門分野のさまざまな教員と

コミュニケーションがとれる状態になっている。そのため、幅広い研究指導を受けることができる。 

「生産システム工学特別研究」は年３回、専攻科担当教員および学生の前で専攻科生が中間報告

のプレゼンテーションを行なっている（資料５－７－①－２）。発表会では専門分野以外の教員か

らも質問が出され、活発な質疑応答が行われている。なお、最終発表会は一般市民にも公開されて

いる。 
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資料５-７-①-１ 

生産システム工学特別研究シラバスの例（土木工学） 

専攻科　生産システム工学専攻 学年：　1 専攻区分：　土木工学 開講期：　通年

科目種別：　必修 単位数：　6

■授業概要
　各分野の調査・実験等を基に研究を行い、その成果を修了論文としてまとめることによって自主的研究遂行能力を養成する。

■到達目標
１．【B-2】研究の遂行を通して建設・環境に関する高度な専門知識と調査・実験遂行技術を習得する。
２．【B-2】自主的に調査や実験などを立案，計画，管理できる能力を育成する。
３．【B-2】習得した知識をもとに創造性を発揮させる。
４．【E-1】論文作成や研究発表を通して文章表現力，プレゼンテーション等のコミュニケーション能力を育成する。

■授業の進め方
学生各自が研究テーマを持ち，各指導教員の指導のもとで研究を行う。
修了研究テーマに関して研究計画作成，文献調査，資料収集，調査・実験準備，調査・実験遂行，考察を行い，修了論文としてまとめ各自発表する。

■教科書
教員毎に指示。

■参考書
教員毎に指示。

■関連科目
各教員（各専門分野）の講義、土木工学実験。

■試験方法
修了研究発表会での審査及び修了研究論文の審査

■成績評価基準
出席・研究態度２０％，修了研究論文５０％，最終発表３０％として担当指導教員が合否判定する。
80点以上「優」，70点以上～80点未満「良」，60点以上～70点未満「可」，60点未満「不可」

■教員所在場所
青木繁、表寿一：建設システム工学科実験棟　建築デザイン室　　中西祐啓：建設システム工学科実験棟　教員室

林泰弘：本館2階　教務部、建設システム工学科実験棟　教員室　　中平恭之：本館2階　入試部　　松岡良智：情報処理教育センター　教員室

科目名：　生産システム工学特別研究（土木工学）

英文名：　Graduation Thesis Work

担当者：　青木繁、表寿一、中西祐啓、林泰弘、中平恭之、松岡良智

授　業　計　画

青木：　都市地域計画・農村地域計画、まちづくり・むらづくりの実践的研究を行う。建築物や基盤施設の計画・設計から、地区計画更に地域計画に至る
まで、まちづくり・むらづくりの現場、実地での調査を踏まえた研究を行う。統計データ等の文献調査、現地空間実態調査、環境点検及び計画づくりワーク
ショップ等を適宜実施する。この場合、近年重要度が高まって来た、民（住民）産（企業）官（行政）学（大学・高専）連携において、学が地域づくりのリー
ダーシップを採ることを念頭に置き、その技術的プロセスを修得する。
表：　国土計画・地域計画・都市計画を行う際、自然にあるいは環境にやさしい生態工学的な観点を重視した計画や設計が必要である。これを行うために
は生態学的な基礎知識が必要である。今日人為的に創られた都市や農村景観は生態学的な配慮の欠落した、技術を重んじた設計や計画が施されてい
る。そこで、実際にさまざまな自然・半自然・人工生態系(森林、河川、海洋、都市、農村など)に入り込んで調査・実験をおこない、自然生態系や都市生態
系のメカニズムや問題点を理解する。そして、生態系の復元や再生あるいは環境にやさしい都市や農村の創造を目指すための生態学的な環境形成が必
要となる技術を修得する。
中西：　治水や利水上の諸問題を考える場合、河川流量が最も重要な要素となる。河川流量は降水（雨、雪、みぞれなどの総称）と密接に関連しており、
降水量の増加とともに河川流量も増大する。降水は、地域によって異なった降り方をする。また、時間的にも確率的に変動する。このような変動特性を実
際のデータを解析することによって理解する。また、文献調査やインターネットで調査を行い、レポート作成や議論を通して、専門知識だけでなく、調べる
力、まとめる力、発表する力、説得する力をつけさせる。
林：　廃棄物や建設発生土を地盤材料として再生する技術について研究する。廃棄物の処理や資源の有効活用に対する社会的要求は年々高くなってき
ており、廃棄物等を再利用することで、新たな土砂の採掘も抑制でき環境負荷の低減につながる。再生された地盤材料は通常使用される土砂と同等以上
の力学特性を有するとともに、環境負荷やコストが抑制したものであるものを目指す。文献調査や実験、レポート作成、議論を通じて数値データの整理、
考察の力、調べる力、まとめる力、説得する力など、技術者・研究者としての総合的な能力の基礎を習得する。
中平：　近年、モータリゼーションの進展により各地で様々な交通問題が発生している。これらの問題を解決するためこれまでは道路の新設や改良といった
施策が行われてきたものの、用地確保の困難や環境への影響などから近年ではソフト的施策が行われてきている。このソフト的施策として道路情報を提供
を想定した交通流シミュレーションモデルの構築を目指す。そのために、文献調査やインターネットで調査を行い、レポート作成や議論を通じて交通計画の
知識を得るだけではなく、経済学やプログラミングなど幅広い基礎的知識の習得を目指す。
松岡：　既存不適格建築物の補強方法についての実験的研究を行う。既存不適格建築物の耐震補強の方法には，強度抵抗補強や靭性補強および強度
性の両補強を組み合わせる方法がある。しかし、工期短縮、騒音および粉塵などの問題を解決する必要がある。そこで、簡易的に取付け可能な補強方法の
めざす。文献調査、実験、議論・レポート作成等を通して技術者としての能力の基礎を習得する。

 

（出典：平成 19 年度シラバス）
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（分析結果と根拠理由） 研究テーマは、シラバスと教員の面談で決定されるため、本人の興味や

希望が反映されやすい。専攻科生用居室の設置、３ヶ月ごとの中間発表会の実施等により、専攻科

担当教員が専攻科生に係わる体制ができている。 

 

観点５－８－①：成績評価・単位認定規定や修了認定規定が組織として策定され、学生に周知され

資料５-７-①-２ 

生産システム工学特別研究中間発表会 

2006 年度 専攻科生第 2 回卒研中間発表会 
 
下記の要領で、専攻科生第 2 回卒研中間発表会を行います。 
 
日時：2006 年 8 月 25 日（金）13:00～  
場所：情報センターMM 教室 
発表時間：専攻科 1 年（8 分＝発表 6 分＋質疑応答 2 分） 
     専攻科 2 年（17 分＝発表 12 分＋質疑応答 5 分） 
 

プログラム 
時間 タイトル 発表者 指導教官 

13:00-13:08 条件付き期待値原理に基づく理想的な重点サ

ンプリング密度関数の構成法 
梅沢 直樹 奥田先生 

13:08-13:16 現代制御理論による倒立振子台車制御の研究 丸山 信太郎 源先生 
13:16-13:24 界面活性剤水溶液流れの熱伝達促進に関する

実験的研究 
山本 大純 荒賀先生 

 中止   
13:24-13:32 モンテカルロ法によるイオン注入シミュレー

ションの研究 
洞 健 西先生 

13:32-13:40 D/A コンバータの設計・製作に関する研究 藤沼 武 仲森先生 
13:40-13:48 アメダス雨量観測データの年最大値系列にお

ける尤度の比較 
峠坂 光彦 中西祐先生 

13:48-13:56 歴史的資産を活用した景観まちづくり 
 －先進事例地の現地調査報告－ 

外山 良太 青木先生 

13:56-14:04 廃棄物溶融スラグを混入した流動化処理土の

力学特性 
中山 亜紀 林先生 

14:04-14:12 小領域を対象とした治水計画に用いる雨量デ

ータの取り扱いについて 
山田 幸司 中西祐先生 

14:12-14:29 3 次元デバイス・シミュレーションを用いた

Fin 型 FET の最適化設計 
寺地 晃正 嶋野先生 

14:29-14:46 VTCMOS 技術を適用した SOI-FET の適用検

討 
的場 裕平 嶋野先生 

14:46- 講評  西先生 
  

（出典：専攻科内部資料）
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ているか。また、これらの規定に従って、成績評価、単位認定、修了認定が適切

に実施されているか。 

（観点にかかる状況） 専攻科の修了要件、評価については学生便覧の専攻科履修ガイド（資料５

－８－①－１）とシラバスによって周知されている。成績評価、単位認定はシラバスに従って科目

担当者が行い、修了認定は専攻科を担当する教員全員が参加する修了認定会議にて行う。 

 

資料５－８－①－１ 

専攻科履修ガイド 

 

（出典：平成19年度学生便覧）

 

（分析結果と根拠理由） 全員に配布する学生便覧、シラバスによって成績評価、単位認定、修了

認定が明確に示されており、修了の判定は判定会議によることで適切に実施されている。 

 

（２） 優れた点および改善を要する点 

（優れた点） 準学士課程においては、教育の目的、学生の要望を取り入れてカリキュラムが編成

されており、「落ちこぼれを作らない」指導方針に従って、習熟度別クラス編成を実施して学生

のそれぞれの学力に合った授業を実施している。教養セミナー、工場見学、課外活動（スポーツ、

ものつくり、ボランティアなど）を通じて人間の素養の涵養がなされている。 

専攻科課程は、準学士課程からの連携と専攻科課程内での科目配置が適切に設定されている。ま

た、専攻科は学生数が少なく正に少人数授業できめ細やかな教育が実現されている点が優れている。 
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（改善を要する点） 該当なし。 

 

（３）基準５の自己評価の概要 

 平成12年度から平成16年度までは、機械システム工学科、電気情報工学科、建設システム工学科の

三工学科体制であったが、複合・融合的な分野への対応、中学卒業時点で適性に合った工学分野を選

択する難しさを回避するなどの目的で平成17年度より総合システム工学科に改組した。総合システム

工学科では第３学年より機械システムコース、電気電子コース、情報コミュニケーションコース、都

市環境コース、建築デザインコースの５コースに分かれて専門教育を行う。この改組によって、低学

年時には広く工学の基礎を学べるとともに、選択できる専門分野が拡大したため、社会や学生のニー

ズが取り入れやすくなった。 

 本校は特色を持つ学生を受け入れているため入学時の学力の幅が大きいのが特徴であるが、数学・

英語などの習熟度別クラス編成、再試験システムによっておちこぼれを防止している。また、選択科

目や土曜日補講の実施によって必修科目だけでは充足できない分野への対応、資格取得や進学者希望

者への補充授業を実施している。ノートパソコンの無償貸与、情報処理教育センターの設備充実、校

内でのLAN設備などによって、情報処理機器の利用が促進され、学習効率が向上している。 

 シラバスは最初の授業で学生に配布して説明を行っている。この中で「卒業（修了）時に身につけ

るべき学力や資質・能力」に対応した到達目標を明示し、学年末に自己評価させることで、学習の目

的を明確にしている。 

 本校の教育において人格教育は重要な部分である。平成12年度からの改革では、特別活動（教養セ

ミナー）や工場（現場）見学などの教育課程、規律などの生活指導、寮生活、課外活動（スポーツ、

ものつくり、ボランティア、高専祭など）などに力を入れ、幅広い面で人間の素養の涵養を図ってい

る。 

 専攻科課程は平成17年度に設置され、準学士課程との体系性が十分に考慮された教育課程となって

いる。一般科目では社会人や技術者として守るべき倫理観の涵養を目指した科目が配置され、共通専

門科目では複合・融合的な知識を学ぶことができる。専門科目では、準学士課程で習得した知識を発

展させるための科目が配置されている。科目は選択科目が中心であり、学生の進路や興味にあった履

修が可能になっている。特別研究は２年間にわたり実施され、年３回の中間発表を行っている。中間

発表は全教員、学生に公開されており、幅広く活発な議論が行われている。 

 進級、卒業・修了の判定は全専任教員が参加する卒業（修了）判定会議で判定されるが、近年問題

となっている不登校の問題にも配慮している。 

 以上のように、本校の教育内容及び方法は本校の目的を達成するのに適切なものとなっている。 
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基準６ 教育の成果 

（１）観点ごとの自己評価 

観点６－１－①：高等専門学校として、その目的に沿った形で、課程に応じて、学生が卒業（修了）

時に身に付ける学力や資質・能力、養成する人材像等について、その達成状況を把

握・評価するための適切な取組がおこなわれているか。 

（観点にかかる状況） 本校の教育課程における学習・教育目標と科目との対応は基準５の科

目系統図（資料５－１－①-14～26）に示されている。また科目ごとのシラバス（資料５－２－

②－１～３）には到達目標が設定されそれぞれ対応する卒業（修了）時に身に付けるべき学力

や資質・能力が記号で併記されている。また成績評価基準も明確に示されている。科目担当教

員は学生がこの到達目標を達成できたかを評価して目標達成者には単位を認定している。平成

18年度はシラバス記載の到達目標に不備がみられたため、再度設定し直しこれに基づく成績評

価を実施するよう教務部からの指示（資料６－１－①－１）があった。 

卒業または修了認定はこの単位認定状況を資料として学年会議，学科会議，全体会議の審議

を経て決定される。学年会議および全体会議は学科横断的なメンバーで、全体会議は学校長を

含め全専任教員で構成されており、他学科の教員の意見も反映される。従って卒業または修了

を認定された者は卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力をすべて達成したことに

なり、卒業・修了状況によって学生の達成度を把握・評価している．  

 

資料６－１－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：教務部からの通達資料）

教員各位殿 

平成 19 年１月 25 日

教務主事 嶋野彰夫

 

達成目標の再設定とこれに基づく成績評価の実施について 
 

科目ごとの達成目標をシラバスに記載して頂いていますが、中には、具体性が乏しいものや評価が

難しいものも見られます。また、ひとつしか目標がない科目では、その項目だけで判断すると安易に

「達成できていない」という評価になる恐れがあります。また学習・教育目標の達成度を科目ごとに

学生自身に評価させる必要があります。 

 

そこで以下の方針に従って、達成目標を再度設定して下さい。 

１．達成目標は具体的に箇条書きにする   

２．達成目標は３～５項目とする  

３．達成目標は学習・教育目標とリンクするように設定し、対応する記号を始めに明記する  

４．既にシラバスに記載されている内容からはずれないものとする  

 

スケジュールは以下のように考えています。   

1 月 27 日までに各教員に達成目標を作成し、サイボーズで提出。   

2 月 2 日までに 5 年生、専攻科２年生にアンケート実施。  

3 月上旬に 1～4 年生、専攻科 1 年生にアンケート実施。   

当然ですが、学年末成績は科目ごとに設定した「達成目標」をクリアしているかによって評価して下

さい。 
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（分析結果と根拠理由） 卒業（修了）時に身に付けるべき学力・能力に対応した到達目標に基づき

単位認定しており、卒業（修了）認定された学生は目標が達成されたと判断し、達成状況の把握・評

価を行っている。 

 

観点６－１－②：各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力について、

単位取得状況、進級の状況、卒業（修了）時の状況、資格取得の状況等から、あるいは卒業研究、卒

業制作などの内容・水準から判断して、教育の実績や効果が上がっているか。 

（観点にかかる状況） 本校においては、本校が目標とする技術者を育成するために、教育に対して

様々な学生支援を行っている。たとえば、学業不振による留年者や退学者を減らすために、習熟度別

のクラス編成の授業を行っている。学校生活に対する不適応学生の対策としては、臨床心理学博士で

あるカウンセリングの教員を配置し、１週間に１度は相談を受けられる体制を作っている。また、成

績が合格基準に満たない学生に対しては定期試験ごと（前期中間、前期期末、後期中間、後期期末試

験の計４回）に補講および再試験を実施し、学生の授業理解不足による単位不認定を防ぐ方策を講じ

ている。学生は担任の指導の下、再試験確認表（資料６－１－②－１）を作成して不合格科目を認識

し自ら再試験合格に向けて行動するシステムを取っている。このように教員は学生に対して落ちこぼ

れを作らない指導を丁寧に行い、また学生は及第点を取るよう自らの努力している。それぞれの詳細

として、在学状況については（資料６－１－②－２）、退学者の状況については（資料６－１－②－

３）、留年者の状況については（資料６－１－②－４）に示す。 
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資料６－１－②－１ 再試験確認表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料）

 

 

 

担任印 

 

 

再 試 験 確 認 表（       考査） 
工学科   年    組   番 名前            

No. 科目名 担当者名 再試前 
の成績 

合格 
月日 

再試終了 

確認印 

 １       

 ２      

 ３      

 ４      

 ５      

 ６      

 ７      

 ８      

 ９      

１０      

１１      

１２      

１３      

１４      

１５      

１６      

１７      

１８      

１９      

２０      

２１      

※ 必ず、ボールペンにて記入の上、一部は担任に提出のこと。 
すべての科目が終了次第、担任により押印の後、教務部に提出のこと。教務部への提

出がない場合は、成績の変更は行われないので注意すること。 
再試合格点は 50 点とする。 

学級担任             

記入日 平成   年  月  日 

提出日 平成   年  月  日 
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資料６－１－②－２ 在学状況  

平成 14 年度から平成 18 年度（5 年間）                

平成 14 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械システム工学科 51 2 53 51 0 51 25 0 25 61 0 61 39 0 39 227 2 229

電気情報工学科 37 19 56 53 3 58 32 5 38 42 0 53 39 0 39 217 27 244

建設システム工学科 51 3 54 46 2 48 22 0 22 31 0 31 46 0 46 196 5 201

合計 139 24 163 150 5 157 79 5 85 143 0 145 124 0 124 640 34 674

平成 15 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械システム工学科 53 0 54 47 2 49 52 0 52 47 0 47 60 0 60 259 2 261

電気情報工学科 72 8 78 45 19 64 56 5 61 48 6 54 52 0 52 273 38 311

建設システム工学科 33 1 31 45 3 48 42 2 44 38 0 38 31 0 31 189 6 195

合計 158 9 167 137 24 161 150 7 157 133 6 139 143 0 143 721 46 767

平成 16 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

機械システム工学科 43 0 43 54 0 54 48 2 50 84 0 84 46 0 46 275 2 277

電気情報工学科 82 15 97 70 8 78 44 19 63 81 6 87 46 5 51 323 53 376

建設システム工学科 28 3 31 30 1 31 43 3 46 61 2 63 36 0 36 198 9 207

合計 153 18 171 154 9 163 135 24 159 226 8 234 128 5 133 796 64 860

平成 17 年度                   

 1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

 本科 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

総合システム工学科 130 12 142    130 12 142

機械システム工学科    45 0 45 53 0 53 75 2 77 83 0 83 256 2 258

電気情報工学科    75 14 89 69 8 77 79 9 88 78 6 84 301 37 338

建設システム工学科    15 3 18 31 1 32 56 2 58 58 2 60 160 8 168

合計 130 12 142 135 17 152 153 9 162 210 13 223 219 8 227 847 59 906

 専攻科         

生産システム工学専攻 4 0 0    4 0 4

平成 18 年度                   

 1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

 本科 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
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機械システム工学科   46 0 46 57 0 57 74 2 76 177 2 179

電気情報工学科   74 15 89 85 3 88 80 9 89 239 27 266

建設システム工学科   14 3 17 43 0 43 54 2 56 111 5 116

合計 140 14 154 126 13 139 134 18 152 185 3 188 208 13 221 793 61 854

 専攻科        

生産システム工学専攻 9 1 10 4 0 4    13 1 14

（出典：５月１日付文科省届け出書類による） 

 

資料６－１－②－３ 退学者の状況  

平成 14 年度から平成 18 年度（5 年間）                

平成 14 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率

機械システム工学科 53 2 3.8% 51 0 0.0% 25 2 8.0% 61 1 1.6% 39 0 0.0% 229 5 2.2%

電気情報工学科 56 0 0.0% 58 0 0.0% 38 1 2.6% 53 1 1.9% 39 1 2.6% 244 3 1.2%

建設システム工学科 54 1 1.9% 48 2 4.2% 22 0 0.0% 31 0 0.0% 46 0 0.0% 201 3 1.5%

合計 163 3 1.8% 157 2 1.3% 85 3 3.5% 145 2 1.4% 124 1 0.8% 674 11 1.6%

平成 15 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率

機械システム工学科 54 0 0.0% 49 0 0.0% 52 3 5.8% 47 1 2.1% 60 0 0.0% 261 4 1.5%

電気情報工学科 78 1 1.3% 64 1 1.6% 61 3 4.9% 54 3 5.6% 52 0 0.0% 311 8 2.6%

建設システム工学科 31 2 6.5% 48 0 0.0% 44 4 9.1% 38 2 5.3% 31 0 0.0% 195 8 4.1%

合計 167 3 1.8% 161 1 0.6% 157 10 6.4% 139 6 4.3% 143 0 0.0% 767 20 2.6%

平成 16 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率

機械システム工学科 43  6 14% 54  1 1.8% 50  3 6.0% 84  0 0.0% 46  0 0.0% 277  10 3.6%

電気情報工学科 97  4 4.1% 78  1 1.3% 63  13 21% 87  3 3.4% 51  1 2.0% 376  22 5.9%

建設システム工学科 32  11 35% 32  0 0.0% 46  4 8.7% 63  3 4.8% 36  0 0.0% 207  18 8.7%

合計 172  21 12% 164  2 1.2% 159  20 13% 234  6 2.5% 133  1 0.8% 862  50 5.8%
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平成 17 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率

総合システム工学科 142 3 2.1%             142 3 2.1%

機械システム工学科    45 0 0.0% 53 7 13.2% 77 1 1.3% 83 1 1.2% 258 9 3.5%

電気情報工学科    89 0 0.0% 77 10 13.0% 88 3 3.4% 84 1 1.2% 338 14 4.1%

建設システム工学科    18 0 0.0% 32 4 12.5% 58 1 1.7% 60 1 1.7% 168 6 3.6%

合計 142 3 2.1% 152 0 0.0% 162 21 13.0% 223 5 2.2% 227 3 1.3% 906 32 3.5%

 専攻科             

生産システム工学専攻 4 0 0.0%        4 0 0.0%

 

平成 18 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率 在学者 退学者 率

総合システム工学科 154 10 6.5% 139 4 2.9%          293 14 4.8%

機械システム工学科      46 4 8.7% 57 1 1.8% 76 1 1.3% 179 6 3.4%

電気情報工学科      89 10 1.2% 88 3 3.4 89 2 2.2% 266 15 5.6%

建設システム工学科      17 2 1.8% 43 3 7.0% 56 1 1.8% 116 6 5.2%

合計 154 10 6.5% 139 4 2.9% 152 16 10.5% 188 7 3.7% 221 4 1.8% 854 41 4.8%

 専攻科            

生産システム工学専攻 10 1 10.0% 4 0 0.0%      14 1 7.1%

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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資料６－１－②－４ 留年者の状況 

平成 14 年度から平成 18 年度（5 年間）                

平成 14 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率

機械システム工学科 53  0 0.0% 51  0 0.0% 25  0 0.0% 61  0 0.0% 39  0 0.0% 229  0 0.0%

電気情報工学科 56  0 0.0% 58  1 1.7% 38  0 0.0% 53  0 0.0% 39  0 0.0% 244  1 0.4%

建設システム工学科 54  0 0.0% 48  0 0.0% 22  0 0.0% 31  0 0.0% 46  0 0.0% 201  0 0.0%

合計 163  0 0.0% 157  1 0.6% 85  0 0.0% 145  0 0.0% 124  0 0.0% 674  1 0.1%

平成 15 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率

機械システム工学科 54 0 0.0% 49 0 0.0% 52 0 0.0% 47 0 0.0% 60 0 0.0% 261 0 0.0%

電気情報工学科 78 1 1.3% 64 0 0.0% 61 0 0.0% 54 1 1.9% 52 1 1.9% 311 3 1.0%

建設システム工学科 31 1 3.2% 48 0 0.0% 44 0 0.0% 38 0 0.0% 31 0 0.0% 195 1 0.5%

合計 167 2 1.2% 161 0 0.0% 157 0 0.0% 139 1 0.7% 143 1 0.7% 767 4 0.5%

平成 16 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率

機械システム工学科 43 0 0.0% 54 0 0.0% 50 0 0.0% 84 0 0.0% 46 0 0.0% 277 0 0.0%

電気情報工学科 97 0 0.0% 78 0 0.0% 63 0 0.0% 87 0 0.0% 51 0 0.0% 376 0 0.0%

建設システム工学科 32 0 0.0% 32 0 0.0% 46 0 0.0% 63 0 0.0% 36 0 0.0% 207 0 0.0%

合計 172 0 0.0% 164 0 0.0% 159 0 0.0% 234 0 0.0% 133 0 0.0% 862 0 0.0%

 

平成 17 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率

総合システム工学科 142 0 0.0%             142 0 0.0%

機械システム工学科    45 0 0.0% 53 0 0.0% 77 0 0.0% 83 0 0.0% 258 0 0.0%

電気情報工学科    89 1 1.1% 77 0 0.0% 88 0 0.0% 84 3 3.6% 338 4 1.2%

建設システム工学科    18 0 0.0% 32 0 0.0% 58 1 1.7% 60 0 0.0% 168 1 0.6%

合計 142 0 0.0% 152 1 0.6% 162 0 0.0% 223 1 04% 227 3 1.3% 906 5 0.6%

 専攻科            

生産システム工学専攻 4 0 0.0%        4 0 0.0%
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平成 18 年度                   

  1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 5 学年 計 

  在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率 在学者 留年者 率

総合システム工学科 154 3 1.9% 139 2 1.4%          293 5 1.7%

機械システム工学科      46 1 2.2% 57 0 0.0% 76 0 0.0% 179 1 0.6%

電気情報工学科      89 1 1.1% 88 0 0.0% 89 2 2.2% 266 3 1.1%

建設システム工学科      17 0 0.0% 43 0 0.0% 56 1 1.8% 116 1 0.9%

合計 154 3 1.9% 139 2 1.4% 152 2 1.3% 188 0 0.0% 221 3 1.3% 854 10 1.2%

 専攻科            

生産システム工学専攻 10 0 0.0% 4 0 0.0%      14 0 0.0%

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

本校では様々な資格取得を奨励している。資格取得は、技術者として必要不可欠であるという

だけでなく、本校において技術者となるための教育を受けるモチベーションを高めるという意味

もある。そのための支援として各種受験対策講習会の実施等も行っている。各種資格試験の受験

者/合格者数を資料６－１－②－５～資料６－１－②－８に示す。英語に関して、英検に加えて平成

18年度からはTOEICを学内で受験できるようにした。さらに、２年生から４年生全員がTOEIC Bridgeを

定期考査の際に受験している。このようにして本校ではネイティブスピーカー教員の専任採用と相ま

って学生の英語によるコミュニケーション能力の育成に力を注いでいる。 

 

資料６－１－②－５ 英検資料  

平成 18 年度 英検合格状況 

第 1 回 準 2 級 2 名合格 

第 2 回 準 2 級 1 名合格 

第 3 回 準 2 級 1 名合格、2 級 1 名と準 2 級 1 名が 1 次試験のみ合格 

（出典：近畿大学工業高等専門学校平成18年度内部資料）
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資料６－１－②－６ 漢字検定資料  

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校平成18年度内部資料）

 

資料６－１－②－７ 危険物取扱者資料  

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校平成18年度内部資料）
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資料６－１－②－８  

 

電気情報工学科資格取得状況   （合格者数／受験者数） 

  Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

電気主任技術者 ０／１０ １／１０ ０／１３ ０／８ － ０／１ 

電気工事士 ７／１５ ６／１３ １１／３０ ６／１５ － 
筆記 15/16  

実技 7/11  

工事担任者 ４／１０ ５／１５ ３／１０ ２／９ － ０／２ 

電気通信主任技術者 ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ ０／０ 

基本情報技術者 ０／０ １／１０ ３／１０ １／５ － － 

他（シスアド） １／１０ ３／１０ ２／５ １／５ － － 

卒業生 ２９ ３８ ５２ ５０ ８４ ８６ 

（出典：近畿大学工業高等専門学校平成18年度内部資料）

 

卒業研究について、平成18年度の各学科の卒業研究テーマの一覧を（資料６－１－②－９）、

（資料６－１－②－１０）、（資料６－１－②－１１）に示す。研究テーマは産業界で先端技術と

位置づけられる研究テーマや地域貢献を目指した産官学共同研究テーマが非常に多くなっている。さ

らに学外においても、卒業研究学生による各種学会発表を積極的に行っており、平成18および

19年度の発表リストを（資料６－１－②－１２）に示す。学会発表は単に研究成果を学外に公表

する目的のためだけに参加するのではなく、学生の卒業研究に対する理解度とプレゼンテーシ

ョンやコミュニケーション技術の向上に役立つと考えられる。卒業研究成果は高専教育の集大

成と考えられ学会発表できる水準の成果を上げたということは本校の学習・教育目標がほぼ達

成されたと判断できる。 
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資料６－１－②－９ 機械システム工学科卒業研究発表会資料 

 

（出典：平成18年度機械システム工学科卒業研究発表会プログラム）
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資料６－１－②－１０ 電気情報工学科卒業研究発表会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成18年度電気情報工学科卒業研究発表会プログラム）
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資料６－１－②－１１ 建設システム工学科卒業研究発表会資料  

（出典：平成18年度建設システム工学科卒業研究発表会プログラム）
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資料６－１－②－１２ 学生による各種学外発表リスト（H18～H19） 

  発表月 学会名 主催 発表題目 学生氏名

1 H17 年 11 月 
熱工学コンファレンス

2005（岐阜大学） 
日本機械学会

固液二相流における界面活性剤添加

の影響 

中島康治

（５M） 

2 H17 年 11 月 
熱工学コンファレンス

2005（岐阜大学） 
日本機械学会

気液二相流における界面活性剤添加

の効果 

森本晃弘

（５M） 

3 H18 年３月 高専卒業研究発表会 
電気学会 

関西支部 

電気二重層キャパシタによるソーラー

カーの充放電効率の改善 

市瀬直人

（５E） 

4 H18 年９月 
第 67 回応用物理学

会学術講演会 
応用物理学会

インバースモデリングによる不純物拡

散パラメータ抽出の検討 

高嶋航大

（Ａ２） 

5 H18 年 11 月 
熱工学コンファレンス

2006（慶応大学） 
日本機械学会

垂直管内における界面活性剤水溶液

－空気二相流の流動様式とボイド率 

山本大純

（Ａ１） 

6 H18 年 11 月 
熱工学コンファレンス

2006（慶応大学） 
日本機械学会

垂直管内における界面活性剤水溶液

－空気二相流の流動伝熱特性 

濱口康誌

（５Ｍ） 

7 H19 年 1 月 
第１２回高専シンポジ

ウム（沼津） 

高専シンポジウ

ム協議会 

講演要旨集 p210「VTCMOS 技術を適

用した SOIFET の最適デバイス設計」 

寺地晃正

（Ａ２） 

8 Ｈ19 年 1 月 
第１２回高専シンポジ

ウム（沼津） 

高専シンポジウ

ム協議会 

東紀州地域におけるバイオマスエネル

ギー活用技術に関する研究 

柿元慎一

郎 

（５Ｍ） 

9 Ｈ19 年 1 月 
第１２回高専シンポジ

ウム（沼津） 

高専シンポジウ

ム協議会 

界面活性剤水溶液流れに及ぼす空気

混入の影響 

武長久志

（５Ｍ） 

10 Ｈ19 年 1 月 
第１２回高専シンポジ

ウム（沼津） 

高専シンポジウ

ム協議会 

界面活性剤水溶液－空気垂直上昇

気液二相流の流動特性 

池満瑛祐

（５Ｍ） 

11 Ｈ19 年 1 月 
第１２回高専シンポジ

ウム（沼津） 

高専シンポジウ

ム協議会 

並列細管内強制対流沸騰における流

動伝熱特性 

木村雅人

（５Ｍ） 

12 Ｈ19 年 1 月 
第１２回高専シンポジ

ウム（沼津） 

高専シンポジウ

ム協議会 

重点サンプリング法に基づく構造信頼

性解析法の研究 

梅澤直樹

（Ａ１） 

13 H19 年３月 高専卒業研究発表会 
電気学会 

関西支部 

３次元腹部 CT 画像からの形状特徴

量を考慮したリンパ節抽出法 

木村貴良

（５E） 

（出典：近畿大学工業高等専門学校18年度内部資料） 

 

（分析結果と根拠理由） 学生の進級状況、資格取得の状況は良好であり、また、卒業研究の内容や

学外発表等の状況から総合的に判断すると、本校の意図する教育の効果および実績は上がっていると

いえる。 

 

観点６－１－③：教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について、就職や進学

といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績から判断して、教育の成果や効果は

上がっているか。 

（観点にかかる状況） 進路の状況については平成18年度準学士課程卒業生の就職内定状況を（資料

６－１－③－１）に、専攻科・大学等進学状況を（資料６－１－③－２）に、平成18年度専攻科修了

生の進路状況を（資料６－１－③－３）に示している。 

準学士課程卒業生211名（機械システム72名、電気情報82名、建設システム54名）のうち、学校推

薦による就職斡旋希望者147名、大学進学(編入学)もしくは専門学校進学希望者58名であった。就職

に関して、就職斡旋希望者147名全員が進路を確定している。また、進学に関しても、進学希望者58

名全員が進路を確定している。また、平成18年度専攻科修了生4名のうち、学校推薦による就職希望

者３名、大学院への進学希望者１名であった。これら４名は全員就職先、大学院へ内定もしくは合格

している。 

準学士課程の育成する技術者像は「社会に貢献するための・・・実践的技術者」であり、その準学



近畿大学工業高等専門学校 基準６ 
 

- 171 -  

士課程で得た専門分野の知識や工学的素養をさらに深めるために、卒業生の27％が専攻科入学および

大学編入学を果たしている。これは本高専が魅力的な講義等により学生自身が更に高度な工学的素養

を身に付けたいという意欲を喚起した結果であると推察される。また、就職決定者のうち、いわゆる

技術系分野以外への就職者は全体の１％程度であり、ほとんど全ての学生が技術系企業・官公庁等へ

就職している。この結果からも本高専における上述の実践的技術者を育てるという教育の成果が見て

取れる。さらに、本高専本科・専攻科の進学・就職率は近年において例年ほぼ100％というべき値と

なっている。これらの結果は本高専準学士課程・専攻科の教育内容、卒業生の技術者としての資質・

能力が社会に広く認められ受け入れられている証拠である。進路については本校ホームページ

http://www.ktc.ac.jp/sinro/index.htm で公表されている。 
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資料６－１－③－１ 平成 19 年度準学士課程卒業生就職内定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）

 

 

 

 

 



近畿大学工業高等専門学校 基準６ 
 

- 173 -  

資料６－１－③－２ 平成 18 年度卒業生進学状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）

 

資料６－１－③－３ 平成 18 年度専攻科修了生進路状況 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）
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（分析結果と根拠理由） 準学士課程・専攻科ともに就職・進学率は近年ほぼ100％で、ごくわずか

を除き技術系・工学系へ進んでいる。これは、企業および大学が本校の卒業生を評価していることの

表れであり、本高専が教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について、成果は

上がっているといえる。 

 

観点６－１－④：学生が行う学習達成度評価等から判断して、学校の意図する教育の成果や効果が上

がっているか。 

（観点にかかる状況） 卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力が達成できたか、準学士

課程卒業生・専攻科修了生に学習達成度評価（資料６－１－④－１）を実施している。工学科別の達

成度アンケート調査結果（資料６－１－④－２）では、概ね３ポイントを上回っていることから，授

業担当者が意図する教育の効果が上がっていることが伺える。コンピュータの活用や人間性の養成等

は高ポイントを得ているが反面英語能力に関する項目では２ポイント台の値も見られる。 

 

資料６－１－④－１ 学習達成度評価用紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成18年度達成度評価用紙）
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資料６－１－④－２  工学科別学習達成度評価結果（平成18年度卒業・修了生） 

準学士課程 

項目 内  容 機械ｼｽﾃﾑ工学科 電気情報工学科 建設ｼｽﾃﾑ工学科

A-T1 数学、物理などの工学基礎科目における基礎

学力を身につける。 
3.21 3.79 3.27 

A-T2 実験データの集計や報告書作成にコンピュー

タが活用できる 
3.57 4.04 3.51 

B-T1 それぞれの専門分野の基礎知識を修得する。 3.43 3.72 3.43 

B-T2 実践的な問題に対し、修得した専門分野の知

識を問題解決に応用できる能力を身につける 
2.89 3.75 3.16 

B-T3 構想したものを具体的な形に表現するCADソ

フトウェアが活用できる。 
2.39 3.70 3.25 

C-T1 自国および世界の文化や価値観を理解し、自

然との調和を考慮した視点からものごとを考

えることができる。 

3.00 3.73 3.22 

C-T2 社会人としての健全な人格を有し、技術者に

要求される倫理観を身につける。 
3.39 3.96 3.53 

D-T1 人文科学、社会科学、自然科学の分野の基礎

学力を身につける。 
3.18 3.86 3.29 

D-T2 課外活動、特別活動、学校行事などへ参加す

ることで豊かな人間性を身につける。 
3.61 4.03 3.67 

E-T1 得られた結果を日本語でまとめ、プレゼンテ

ーションができる。 
3.32 4.03 3.47 

E-T2 英語の基礎知識を修得し、英語の読解、記

述、簡単な会話ができる能力を身につける。 
2.64 3.61 2.86 

専攻科課程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典： 出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料）

項目 内  容 専攻科 

A-1 数学、物理など工学の基礎となる学力を身につける。 4.25 

A-2 情報リテラシーを習得し、情報を収集、分析し活用する能力を身

につける。 
4.00 

B-1 専門分野の基礎知識をベースに、より深い専門知識を修得すると

ともに、関連する他の専門分野の基礎知識を修得する。 
4.25 

B-2 実践的な問題に対し、習得した知識を活用して、解決に向けて計

画を立案し、継続的にそれらを実行できる能力を身につける。 
4.00 

B-3 コンピュータを活用して自らの創造性を具現化するデザイン能力

を身につける。 
4.75 

C-1 最新の技術や物事に対する探求心を持ち、自主的、継続的に学習

できる能力を身につける。 
4.75 

C-2 自然と生命の尊厳を正しく理解し、併せて互いの人権を重んじ、

共生の理念を育む。 
4.75 

C-3 知的財産権などの基礎知識を理解し、社会的ニーズへの即応性を

身につける。 
4.25 

D-1 人文科学、社会科学、自然科学などの幅広い教養を身につける。 4.00 

D-2 身近な問題から地球規模の問題まで関心を持ち、物事を考えるこ

とができる能力を身につける。 
4.25 

E-1 日本語で論理的に記述、発表、討議できる能力を身につける。 3.75 

E-2 外国語によってコミュニケーションがとれる基礎能力を身につけ

る。 
3.25 
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また平成19年２月に全クラスで学生による授業科目ごとの学習達成度評価を実施した。これは科目

ごとに設定された達成目標の達成度合いを自己評価するもので資料６－１－④－３の用紙で実施され

た。建設システム工学科５年の達成度評価結果を資料６－１－④－４に示す。達成状況が「ふつう」

以上が過半数を占め、全体的に教育の効果が上がっているといえる。回収したアンケート用紙を項目

ごとに集計し結果を分析することで、本校の意図する教育の成果や効果が上がっているかを判断した。 

 

資料６－１－④－３ 

 

 

（出典：平成18年度達成度評価用紙）
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資料６－１－④－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H18年度5Ｃ達成度評価アンケート結果

科目 担当者 達成目標
５(達成でき

た）
%

４(やや達成で
きた）

%

３(ふつう）
%

２(あまり達成
できなかった）

%

１(達成できな
かった）

%
設問Ｎｏ．

保健体育
二株、小
西、松尾

45.7 34.8 19.6 0.0 0.0 1

1.【E-2】（E-T2）英語のスピーキング能力が
向上し、自信をもつことができた。 11.1 33.3 11.1 33.3 11.1 2

2.【E-2】（E-T2）英語のリスニング能力が向
上し、自信をもつことができた。

11.1 11.1 33.3 33.3 11.1 3

3.【E-2】（E-T2）実践的な英会話を自発的
かつ積極的に行い、英語によるコミュニ
ケーション能力が向上した。

11.1 22.2 22.2 33.3 11.1 4

中国語 酒井 0.0 60.0 40.0 0.0 0.0 5
1.【A-2】（A-T2）Open Office等のアプリケー
ションソフトの基本的操作方法を身に付け
ることができた。

5.9 43.1 47.1 3.9 0.0 6

2.【A-2】（A-T2）C言語の基本的な文法を理
解することができた。

9.8 25.5 58.8 5.9 0.0 7

3.【A-2】（A-T2）実際にパソコンを操作する
ことにより、プログラムの作成から実行まで
の手順が理解できた。

3.9 37.3 49.0 9.8 0.0 8

1.【B-1】（B-T1）柱の基礎知識が理解でき
た 5.9 11.8 43.1 33.3 5.9 9
2.【B-1】（B-T1）不静定ばりの解法が理解
できた。

5.9 11.8 33.3 41.2 7.8 10

3.【B-1】（B-T1）トラス構造物の解法が理解
できた。

5.9 15.7 35.3 33.3 9.8 11

1.【B-1】（B-T1）鉄筋コンクリ-トの設計方法
の基本的事項について理解できた。

9.8 23.5 62.7 3.9 0.0 12

2.【B-1】（B-T1）鉄筋コンクリ-トの安全を確
認する計算方法を理解できた。

9.8 31.4 54.9 3.9 0.0 13

3.【B-1】（B-T1）演習問題を通して、鉄筋コ
ンクリ-ト構造物の安全性を確認する方法を
修得できた。

9.8 27.5 58.8 3.9 0.0 14

1.【B-1】（B-T1）各種測量機器の操作方法
が理解できた。

19.6 37.3 35.3 7.8 0.0 15

2.【B-1】（B-T1）路線測量に必要な各種測
量の方法が理解できた。

17.6 29.4 47.1 5.9 0.0 16

3.【B-1】（B-T1）現地での測量の応用方法
や実際の測設方法が理解できた。

17.6 31.4 41.2 9.8 0.0 17

4.【B-1】（B-T1）路線の計画立案方法等が
理解できた。

17.6 27.5 47.1 7.8 0.0 18

5.【B-1】（B-T1）計算書および測量図面の
作成方法が理解できた。 14.0 28.0 50.0 8.0 0.0 19

卒業研究

中西(祐)、
青木、五十
石、中平、
松岡、林、
表

23.5 29.4 43.1 2.0 2.0 20

環境衛生
工学

表 3.9 15.7 52.9 25.5 2.0 21

1.【B-1】（B-T1）環境共生型都市づくりの基
礎的理論を理解できた。

4.1 20.4 53.1 20.4 2.0 22

2.【B-1】（B-T1）地域共生の都市計画・農村
計画・まちづくりの基礎的理論を理解でき 9.8 19.6 54.9 13.7 2.0 23

3.【B-1】（B-T1）景観デザイン・環境デザイ
ン及びアーバンデザイン・ルーラルデザイン
の基礎的理論を理解できた。

9.8 21.6 47.1 17.6 3.9 24

1.【B-1】（B-T1）地球の内部構造が理解で
きた。

17.6 27.5 49.0 5.9 0.0 25

2.【B-1】（B-T1）地震の基礎知識が理解で
きた。 11.8 37.3 47.1 3.9 0.0 26
3.【B-1】（B-T1）地震波の性質が理解でき
た 9.8 39.2 47.1 3.9 0.0 27
4.【B-1】（B-T1）振動方程式の解法が理解
できた。 12.0 24.0 50.0 14.0 0.0 28

1.【B-1】（B-T1）防災意識の必要性が理解
できた。

17.5 27.5 50.0 5.0 0.0 29

2.【B-1】（B-T1）地震災害の基礎知識が理
解できた。 17.5 27.5 45.0 10.0 0.0 30
3.【B-2】（B-T2）防災計画について理解でき
た 15.8 23.7 55.3 5.3 0.0 31
1.【C-2】（C-T2）土木学会、建築学会の倫
理規定を理解できた。

16.7 33.3 41.7 8.3 0.0 32

2.【C-2】（C-T2）技術者の使命、習得すべき
倫理観を理解できた。 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 33

3.【C-2】（C-T2）実際の問題に直面したとき
に技術者のとるべき行動について理解でき

25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 34

1.【B-3】（B-T3）建築ＣＡＤの基本的技術を
修得できた。 15.4 23.1 61.5 0.0 0.0 35

2.【B-3】（B-T3）2Ｄ～2.５Ｄ～3Ｄの基本的
技術を修得できた。

23.1 23.1 46.2 7.7 0.0 36

3.【B-3】（B-T3）大規模建築デザインのＣＡ
Ｄによる基本的プレゼンテーション技術を修
得できた。

23.1 23.1 38.5 15.4 0.0 37

外 国 文 献
講読(進学
者選択)

表、今井 20.0 60.0 20.0 0.0 0.0 38

エコロジカ
ルデザイン
(選択)

表 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 39

1.【B-1】（B-T1）構造物がどのように構成さ
れているかが理解できた。

6.1 42.4 45.5 6.1 0.0 40

2.【B-1】（B-T1）構造物の設計計算を通じて
計算方法の順序を習得できた。 3.0 39.4 48.5 9.1 0.0 41

3.【B-1】（B-T1）計算結果を元に図面化す
るという基本的なことを習得できた。

3.1 43.8 50.0 3.1 0.0 42

【B-1】（B-T1）河川工学で用いる専門用語
の意味を理解した。

9.4 15.6 56.3 18.8 0.0 43

【B-1】（B-T1）河川構造物の種類とその役
割を理解した。 6.3 18.8 62.5 12.5 0.0 44

【B-1】（B-T1）地球上の水循環の概要を理
解した。

6.3 18.8 56.3 18.8 0.0 45

【B-1】（B-T1）治水に用いる計画降水量の
計算方法を理解した。 9.4 15.6 56.3 18.8 0.0 46

【B-1】（B-T1）利水計画の要点を理解した。 6.3 25.0 53.1 15.6 0.0 47
1.【B-1】（B-T1）社会資本との関係、目標設
定方法等が理解できた。 6.3 34.4 43.8 15.6 0.0 48

2.【B-1】（B-T1）各種の社会調査方法につ
いて基本的概念が理解できた。

9.4 31.3 43.8 15.6 0.0 49

3.【B-1】（B-T1）各種の統計解析手法につ
いて基本的概念が理解できた。

9.7 32.3 41.9 16.1 0.0 50

4.【B-1】（B-T1）代替案の作成方法等が理
解できた。 12.5 28.1 46.9 12.5 0.0 51

1.【B-1】（B-T1）道路関係法規、経済効果、
管理など道路に関する基本的概念が理解

12.5 37.5 34.4 15.6 0.0 52

2.【B-1】（B-T1）交通量や交通流など交通
に関する基本的概念が理解できた。 9.4 40.6 46.9 3.1 0.0 53

3.【B-1】（B-T1）四段階推定法における各
種の推定方法が理解できた。

12.9 25.8 48.4 12.9 0.0 54

4.【B-1】（B-T1）道路の線形、視距などの基
本概念が理解できた。 13.3 40.0 33.3 13.3 0.0 55

土木計画
学

中平

交通工学 中平

建 設 設 計
製図

和田

河 川 環 境
工学

中西(祐)

技術と倫
理(選択)

林

3D ・ CAD、
ﾊﾟｰｽ演習
(選択)

漁野(青木)

耐震工学 五十石

耐震工学
演習(選択)

五十石

測量実習
中平、舟
尾、下岡

景観環境
ﾃﾞｻﾞｲﾝ

青木

構造力学II 五十石

コンクリー
ト構造学

和田

英語特論 サイモン

情報処理
Ⅱ

倉本、松岡
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1.【B-1】（B-T1）橋梁の歴史について理解
できた。

3.2 45.2 48.4 3.2 0.0 56

2.【B-1】（B-T1）日本の橋梁、世界の橋梁
について理解できた。

6.5 35.5 51.6 6.5 0.0 57

3.【B-1】（B-T1）橋梁構造の基礎知識が理
解できた。

6.5 25.8 67.7 0.0 0.0 58

4.【B-1】（B-T1）橋梁に作用する荷重につ
いて理解できた。

6.5 25.8 58.1 9.7 0.0 59

1.【B-2】（B-T2）設計課題を通して基本的設
計技術及び表現技術を修得できた。

5.3 15.8 63.2 10.5 5.3 60

2.【B-2】（B-T2）設計課題を通して集合住宅
等の大規模建築の基本的設計技術を修得
できた。

17.6 17.6 47.1 11.8 5.9 61

3.【B-2】（B-T2）提示された設計条件を満
足し、自ら考えた計画・デザインを具

5.9 29.4 52.9 11.8 0.0 62

現化する基本的設計技術を修得できた。 7.1 7.1 64.3 21.4 0.0 63
1.【B-1】（B-T1）建築物及び建築学につい
て基礎的事項を理解できた。 13.3 20.0 40.0 20.0 6.7 64

2.【B-1】（B-T1）建築家・建築デザイナー及
び建築士の義務について基礎的事項を理

6.7 26.7 46.7 20.0 0.0 65

3.【B-1】（B-T1）建築史及び意匠・建築論に
ついて基礎的事項を理解できた。

6.7 20.0 40.0 33.3 0.0 66

1.【B-1】（B-T1）木構造の基礎知識が理解
できた。

23.5 5.9 64.7 5.9 0.0 67

2.【B-1】（B-T1）鉄筋コンクリート構造の基
礎知識が理解できた。

11.8 17.6 58.8 11.8 0.0 68

3.【B-1】（B-T1）建築構造に作用する荷重
について理解できた。

17.6 5.9 64.7 11.8 0.0 69

1.【B-1】（B-T1）建築基準法の基礎的事項
を理解できた。

25.0 12.5 37.5 12.5 12.5 70

2.【B-1】（B-T1）都市計画法の基礎的事項
を理解できた。

11.1 33.3 22.2 22.2 11.1 71

3.【B-1】（B-T1）建築士法の基礎的事項を
理解できた。

11.1 22.2 33.3 22.2 11.1 72

1.【B-1】（B-T1）各構法による特徴を理解で
きた。

26.7 33.3 40.0 0.0 0.0 73

2.【B-1】（B-T1）構造計算の基本的な流れ
を理解できた。 14.3 21.4 64.3 0.0 0.0 74

3.【B-1】（B-T1）鉄筋コンクリート構造による
各種構法を理解できた。

6.7 20.0 66.7 6.7 0.0 75

1.【B-1】（B-T1）構造設計の基礎知識が理
解できた。

5.9 23.5 47.1 23.5 0.0 76

2.【B-1】（B-T1）鉄筋コンクリート造建築物
の構造力学の基礎知識が理解できた。

5.9 29.4 35.3 29.4 0.0 77

3.【B-1】（B-T1）鉄筋コンクリート造建築物
の構造計算の基礎知識が理解できた。

0.0 18.8 56.3 25.0 0.0 78

ｲﾝﾃﾘｱﾃﾞｻﾞ
ｲﾝ(選択)

青木 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 79

1.【B-1】（B-T1）鋼構造の種類と性質につ
いて理解できた。

0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 80

2.【B-1】（B-T1）鋼構造の材料について理
解できた。

0.0 25.0 75.0 0.0 0.0 81

3.【B-1】（B-T1）鋼構造建築物の構造計算
の基礎知識が理解できた。

25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 82

中国語（中
級）（選択）

酒井

【E-2】(E-T2)生活力をつける（より多面的な
生活用語を知る（背景となる習慣などの理
解を含め）→聞く、話す、読む、書く）（航空
機利用、列車利用、身体・病気・病院、買い
物、電話、ホテルなど）

0.0 80.0 20.0 0.0 0.0 83

【E-2】（E-T2)発音の特徴点を習得する（聞
く、話す）

0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 84

【E-2】（E-T2)発音符号の読み書きができ
るーーー自習能力の涵養

33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 85

【E-2】（E-T2)中国語の特徴点を理解する
（上記の意識化）

0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 86

【E-2】（E-T2)初歩的生活用語を習得する
（挨拶言葉、数、移動、食事） 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0 87

中国語（初
級）（選択）

酒井

建築構造
設計

五十石

ｽﾁｰﾙｽﾄﾗ
ｸﾁｬｰ(選
択）

五十石

建築法規
(選択)

青木

建築構法 松岡

建築概論 青木

建築構造 五十石

橋梁工学 五十石

建築設計
製図

青木、漁野
(後期
CAD）は

 

 

（出典：教務部資料）

 

（分析結果と根拠理由） 学生の卒業（修了）時に身に付けるべき学力や資質・能力に関する学習達

成度評価および科目ごとの達成目標の達成度評価をおこなっており、その結果からアンケートにより

的確に学生の学習達成度評価を行っており、学校の意図する教育の成果は上がっている。 

 

観点６－１－⑤：卒業（修了）生や進路先などの関係者から、卒業（修了）生が在学時に身に付けた

学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。また、

その結果から判断して、教育の成果や効果が上がっているか。 

（観点にかかる状況） 卒業生の状況に関する意見聴取については、企業訪問時（資料６－１－⑤－

１）、企業人事担当者の求人来校時（資料６－１－⑤－２）、卒業生の来校時等の面談を通じて、各

工学科の教員、卒業生の担任、進路指導部の担当者が卒業後の状況を聞き、その様子を在校生の進路

指導時の資料として反映させている。また、卒業生からの貴重な意見を卒業生の声として本校学校案

内に掲載している（資料６－１－⑤－３）。さらに、平成 19 年度より本科卒業生の就職先へ企業ア

ンケートを実施し、回収したアンケートを集計することで、本高専の意図する教育の成果が上がって

いるかどうか客観的に評価する予定である。企業アンケート用紙を資料（資料６－１－⑤－４）に示

す。 
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資料６－１－⑤－１ 企業訪問時資料  

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）

 

資料６－１－⑤－２ 求人来校時資料  

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）
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資料６－１－⑤－３ 卒業生の意見 

（出典：平成18年度近畿大学工業高等専門学校 学校案内）
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資料６－１－⑤－４ 企業アンケート  
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（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）

 

（分析結果と根拠理由） 卒業生進路先の企業、大学および卒業生自身から色々な機会を捉えて卒業

生の状況に関する意見聴取を行っており、その結果から、本高専の学生は社会及び大学に広く受け入

れられているといえ、教育の成果や効果が十分上がっている。さらに、平成19年度より卒業生が就職

した企業へ広範囲にアンケート調査を実施する予定である。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 
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（優れた点） 習熟度別クラス編成や定期試験ごとの再試験制度等によって落ちこぼれを作らない教

育を実施している。進路の状況は、準学士課程・専攻科ともに就職、進学率ともほぼ100％であり、

かつ技術系・工学系の進路へ進んでおり大変優れている。これは本校の教育および卒業生が社会に評

価されている証拠であり、準学士課程においては実践的技術者、専攻科においては開発型技術者を育

成している成果であると言える。また、学生対象の達成度評価アンケートにより教育の成果を評価し

ており、現状の教育内容に甘んじることなく、各教員が意識的に教育内容の改善に取り組んでいる。 

（改善を要する点） 就職先企業での卒業生評価が不十分であり平成19年度より広範囲にアンケート

調査を実施する予定である。 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

本高専においては、本校が目標とする技術者を育成するために教育に対して様々な学生支援を行っ

ている。たとえば、学業不振による留年者や退学者を減らすために、習熟度別のクラス編成の授業を

行っている。また、成績が合格基準に満たない学生に対しては定期試験ごとに補講および再試験を実

施し、学生の授業理解不足による単位不認定を防ぐ方策を講じている。このように学業不振による退

学者を減らすためにきめ細かな指導を丁寧に行っている。卒業研究について、研究テーマは産業界で

先端技術と位置づけられる研究テーマや地域貢献を目指した産官学共同研究テーマが非常に多くなっ

ている。さらに学外においても、卒業研究学生による各種学会発表を積極的に行っている。学会

発表は単に研究成果を学外に公表する目的のためだけに参加するのではなく、学生の卒業研究に

対する理解度とプレゼンテーションやコミュニケーション技術の向上に役立つと考えられる。ま

た、就職・進学状況については、例年ほぼ100％というべき値となっている。就職に関して、卒業生

のほとんどが技術系へエンジニアとして就職しており、企業の求人担当者からの聞き取り調査におい

ても本高専卒業生の評価も良好である。今後は就職企業に対してアンケート調査を実施し、本高専卒

業生の評価を定量的に把握する予定である。また、更に工学的知識を深めたい学生においては、本校

専攻科、近畿大学をはじめ、国公立大学へ毎年進学している。これらのことを総合的に評価すると、

本高専の教育内容、卒業生の技術者としての資質・能力は社会に広く認められており、学校の意図す

る教育の成果や効果が上がっているといえる。また、 Ｈ18年度より学年末に学生による学習達成度評

価を実施している。これにより、卒業時（専攻科においては修了時）および進級時に本高専が意図す

る教育が達成できているかどうかを把握、評価している。学習達成度評価結果からは、ほとんどの項

目において学生が本高専の意図する教育内容を把握・達成していると思われるが、コミュニケーショ

ン能力には教育内容に改善の余地があるように思われる。 
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基準７ 学生支援等 

(１）観点ごとの分析 

観点７－１－①： 学習を進める上でのガイダンスが整備され，適切に実施されているか。また， 

 学生の自主的学習を進める上での相談・助言を行う体制が整備され，機能して

いるか。 

（観点に係る状況） 新入生に対するガイダンスは、１年担任団が中心となり、各関係部署と調整 

しながら「入学ガイダンス」を作成し、学生便覧と共に、新入生に配布し、ガイダンスを実施して

いる。９日間の入学オリエンテーション（資料７－１－①－１）では、教務部、学生部、進路指導

部各主事からの学習・生活・進路に関する話、総合システム工学科・専攻科の説明、ホームルーム

での自己紹介や各委員の選出、課外活動や年間行事の説明などを実施している。 

 

 

 

 

 

資料７－１－①－１  平成 19 年度入学オリエンテーションの日程 

 

 

 

 

 

 

４月６日（金） ４月７日（土） ４月９日（月） 

 

10:00 クラス分け掲示 

（体育館前） 

物品購入 

 ・教科書 

 ・制服 

 ・体操着 

・製図器具 

・実習服 

・その他 

持ち物に名前を記入 

 

入寮手続き 

 

13:00 体育館に集合 

（体育館ｼｭｰｽﾞ使用） 

 ・今日の予定 

 ・入学式予行 

 

14:00 SHR 

 ・ガイダンス配布 

・明日の予定 

・明日の持ち物 

・ロッカー指定 

・その他 

 ・ＪＲ定期券購入申込 

 

 

8:50 SHR 

1. 学年費を集める 

2. 提出物を集める 

3. 証明書申請受付

（ 11 日 発 行 予

定） 

4. 入学式について説

明 

―体育館へ移動― 

（体育館シューズ持参） 

10:00 入学式 

 

11:00 ホームルーム 

 

11:30 保護者対象の説明 

１． 教務部 

２． 学生部 

３． 進路指導部 

４． ウェルネスの説明 

 

ＪＲ定期券購入(申込者) 

 

12:00 保護者担任懇談会 

（ホームルーム教室）

1、 担任からお願い 

2、 前期行事計画 

3、 質疑応答 

4、 その他 

希望者の個別面談 

 

 

 

8:50 SHR 

1. 今日の予定 

2. 提出物を集める 

 

― 体育館へ移動 － 

（体育館シューズ持参） 

9：20 始業式・対面式 

 

10:40 実力テスト 

数学 10:40～11:25 

英語 11:30～12:15 

 

国語 13:00～13:45 

昼食 

13:45 SHR・下校 

1．明日の予定 

 2．その他 
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（出典：平成 19 年度入学ガイダンス）

４月１０日（火） ４月１１日（水） ４月１２日（木） 

 

～フィリシモの森保全活動～ 

 

8:50 玄関前集合 

1．出欠確認 

2．今日の予定 

 

9：00 熊野少年自然の家に向けて出発 

 

10：30 ボランティア活動 

開始 

 

12：00 昼食 

 

13：00 オリエンテーリング 

 

15：00 終了（解散） 

 

※雨天の場合，12 日の予定と入れ替えま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

8:50 SHR 

1．今日の予定 

2．学年費を集める 

3．提出物を集める 

4. 学生便覧配布 

 

― ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽへ移動 ― 

（体育館シューズ持参） 

9:20 建学の精神 

（教務部） 

 

11:00 学生生活の説明(1) 

（教務部） 

1.教務主事の話 

2.学習・成績について 

 

12:00 SHR 

1.明日の予定 

2.その他 

12:15 下校 

 

 

8:50 SHR 

1．今日の予定 

2．学年費を集める 

3．提出物を集める 

 

 

― ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽへ移動 ― 

（体育館シューズ持参） 

9:20 学生生活の説明(2) 

1.学生主事の話 

生活指導・学生会・ 

交通安全について 

 

10:30 総合ｼｽﾃﾑ工学科 

の説明 

1. 工学科の全体概要 

2. 各コース説明 

 

12:15 ～昼休憩～ 

 

13:00 交通安全講話 

14:00 中橋牧師さんの話 

15:00 終了後 SHR・下校 

1．明日の予定 

2．その他 

４月１３日（金） ４月１４日（土） ４月１６日（月） 

 

8:50 SHR 

1．今日の予定 

2．学年費を集める 

3．提出物を集める 

9：00 LHR 

 

１． 個人写真撮影 

２． 自己紹介 

３． 提出物を集める 

４． 年間行事の説明 

５． 時間割の説明 

６． 日直の役割 

７． クラス委員の選出 

８． 学生便覧の説明 

９． ウェルネスの説明 

10．習熟度別クラス発表 

11．検尿の容器配布 

12．16 日のＸ線撮影の服装について 

13．その他  

 

12：15 下校 

 

 

自宅学習日 

 

 

8:50 SHR 

1．今日の予定 

2．学年費を集める 

3．提出物を集める 

4．検尿を回収 

 

 

9：00 通常授業 

 

Ｘ線撮影（１年生・５年生） 

 

備考 

4/19（木）身体測定 

 

また、１～３年生までは、週１回「特別活動」を実施し、年４回の定期考査や長期休暇前の注意

事項、学校行事の案内等についてガイダンスを行っている。本校では、平成 17 年度より総合シス

テム工学科へ改組されたことにより、３年次より５つのコースに分かれるが、コース選択は基本的

に学生の希望に沿って行われている。平成 18 年度においては、２年生を対象にコースガイダンス

を夏休み前に実施し、工学科長および各コース担当教員により、各コースの学習対象分野、履修内
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容、要求される適性、取得奨励資格などについて説明し、保護者との相談を促して後日コース選択

希望用紙を提出させている。4 年次及び５年次でのガイダンスは進路関係が主であり、進路手続き

の説明等を学年初めや長期休暇前に数回実施している。 

 学生の自主的学習の相談・助言のための支援体制として、「相談マップ」(資料７－１－①－２)

を作成し、各教室に掲示している。この相談マップには、各教員の指導可能科目の他、学習面以外

でも相談にのれる事柄を併せて記載し、内容に応じて学生が相談に行けるよう配慮している。 

 

(分析結果とその根拠理由) １年次の入学式で配布する「入学ガイダンス」と学生便覧をもとに 

新入生に対して詳細な入学オリエンテーションが実施されている。また、各学年次において、ロン

グホームルームを利用して、学校行事内容、コース選択説明、進路説明のガイダンスが実施されて

いる。２年生にはコース選択のためのガイダンスが行われている。授業担当教員や担任による学習

指導の他に、「相談マップ」を活用した相談・助言体制が整備されている。 

 

観点７－１－②： 自主的学習環境（例えば，自主学習スペース，図書館等が考えられる。）及び

厚生施設，コミュニケーションスペース等のキャンパス生活環境等が整備され，

効果的に利用されているか。 

（観点に係る状況） 自主的学習スペースとして、図書館や情報処理教育センターがあり、学生便

覧に記載された手続きを経て、課外活動も含め、空き教室・音楽室・フリースペースが利用できる。 

図書館では、これまで書庫と図書閲覧室が別部屋となっていたため不便であったが、平成 16 年

度の図書館改修により直接行き来ができるようになった。また、平成 15 年度より学生リクエスト

図書制度を導入しており、学生の要望に応じてリクエスト図書を随時購入している。平成 18 年度

には、198 冊の学生リクエスト図書を購入した。さらに、平成 18 年度からは、平日の閉館時間を

16 時 40 分から 19 時に延長、土曜日も 9 時から 12 時 40 分まで開館し、学生・教員の図書利用の需

要に応えている。これらの施策により、図書館利用状況は資料７－１－②－１のように増加してい

る。 
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資料７－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 19 年度相談マップ：教務部作成）
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資料７－１－②－１  図書館利用者数・貸出冊数 

 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

利用者数 658 人 921 人 999 人

貸出冊数 1,225 冊 1,557 冊 1,673 冊

学 生 数 860 人 912 人 868 人

             （出典：近畿大学工業高等専門学校図書館内部資料） 

 

情報処理教育センターでは、19 時 20 分までパソコン、プリンターおよびスキャナーが利用でき、

一日の利用率は高い。また、校内 LAN が設置されており、学生寮の全室、新館全教室、そして本館

２教室から利用でき、メールサーバーやファイルサーバーへのアクセスが可能である。さらに学内

標準利用のソフトウェアの整備や e-Learning 環境の提供も行っている。 

 寮食堂では、平成 17 年度において、来校時に保護者や寮生以外の学生も利用できる喫茶室を寮

食堂横に設置し、低額で食事・飲み物を提供している。新館１階部分には、研究会や各種展示、演

奏会、懇親会、卒業研究発表会などに利用できるフリースペースがあり、地域住民にも開放してい

る。普段は自動販売機、テーブル、椅子が設置され学生のコミュニケーションスペースとして利用

している。 

 近畿大学学園では、福利厚生の向上を目的とした学生健保共済会があり、医療費補助の他、学術

・文化・交流活動、スポーツ活動・ボランティア活動などを行っており、指定の厚生施設を利用の

場合１泊 5,000 円から 5,500 円の補助金が給付される。 

 

(分析結果とその根拠理由） 情報処理教育センター、図書館、LAN 設備等が整備され、効果的に

利用されている。学生寮の全室には、空調設備と LAN が設置され、いつでも快適な環境で情報通信

を行うことができる。寮食堂横に喫茶室が新設され、寮生以外の学生、保護者、来校者なども利用

できる。新館１階のスペースは、学生のコミュニケーションスペースとして利用されている他、講

演会やコンサートなどにも活用されている。近畿大学学園には学生健保共済会があり、医療費補助

の他、各種活動の実施、厚生施設の利用ができる体制が整っている。 

 

観点７－１－③： 学習支援に関する学生のニーズ（例えば，資格試験や検定試験受講，外国留学

等に関する学習支援等が考えられる。）が適切に把握されているか。 

（観点に係る状況）  平成 17 年度より土曜日を休日から選択学習日とした。この土曜日や平日

の放課後、夏季休暇を利用して、資格試験対策講座、中国語講座、進学講座、補講講座（資料７－

１－③－１）を開設すると共に各種検定試験も実施している。これらの教育サービスは、学外で受

講すれば費用がかかるが、本校学生であれば無料で受講することができる。資格試験講座に関して

は、学生が取得可能であると思われる資格についてアンケート形式で希望を調査し（資料７－１－

③－２）、学生のニーズに応じている。機械システム工学科では、要望の高い資格取得講座として

アーク溶接特別教育とガス溶接技能講習会を平成 17 年度より開始した。 

外国留学相談に関しては、イギリス人教員と留学経験があり語学力の高い教員で構成される国際

交流部が対応している。 
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資料７－１－③－１ 土曜日講座一覧 

 

(出典：高専新聞第 20 号、平成 17 年 6 月 10 日)

 

 

資料７－１－③－２  アンケート用資格リスト一覧表 

特定化学物質等作業主任者 １万ぐらい 

（特定化学物質等作業主任者の選任） 

事業者は、特定化学物質等を製造し、又は取り扱う作業（試験研究のため取り扱う作業を除く。）については、特定化学物質

等作業主任者技能講習を修了した者のうちから、特定化学物質等作業主任者を選任しなければならない。  

 

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者 １万ぐらい 

（酸素欠乏危険作業主任者技能講習又は酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者） 

事業者は、酸素欠乏危険作業については、第一種酸素欠乏危険作業にあつては酸素欠乏危険作業主任者技能講習又は

酸素欠乏・硫化水素危険作業主任者技能講習を修了した者のうちから、第二種酸素欠乏危険作業にあつては酸素欠乏・

硫化水素危険作業主任者技能講習を修了した者のうちから、酸素欠乏危険作業主任者を選任しなければならない。 

 

鉛作業主任者 １万ぐらい 

（鉛作業主任者の選任） 

事業者は、鉛業務（遠隔操作によつて行なう隔離室におけるものを除く。）に係る作業については、鉛作業主任者技能講習

を修了した者のうちから鉛作業主任者を選任しなければならない。 

 

玉掛け講習 ２万から３万 

労働安全衛生法の規定により、つり上げ荷重が 1 トン以上のクレーン、移動式クレーンの玉掛けの作業について

は、都道府県労働局に登録する機関が行う技能講習を修了した者でなければならないことになっております。 

 

床上操作式クレーン ２万から３万５千円 

この講習を修了されますと、床上操作式クレーン運転の「技能講習修了証」が交付されます。 

「床上操作式クレーン」とは床上で運転し、ホイスト等に直接押しボタンスイッチ(ペンダント) を 

つり下げたようなもので走行、横行とも荷が移動するのと一緒に押しボタンスイッチを操作する者 

がついて行かなければならない方式のクレーンです。 

この資格はつり上げ荷重能力が、５トン以上の床上操作式クレーンの運転ができます。 

５トン未満のクレーンは、運転方式に関係なく運転できます。(移動式ｸﾚー ﾝおよびデリックを除く） 
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小型移動式ｸﾚｰﾝ運転技能講習 ２万から３万５千円 

小型移動式ｸﾚｰﾝ運転技能講習(吊り上げ荷重 5ｔ未満)吊上げ荷重が 1t 以上 5t 未満の移動式ｸﾚｰﾝ。 

＊小型移動式ｸﾚｰﾝの資格だけでは玉掛け作業はできません、別に玉掛け技能講習の修了証が必要です。 

 

高所作業車講習 ３万より 

作業床の高さが 10m 以上の高所作業車の運転の業務に従事しようとする者 

 

フォークリフト講習 自動車免許所持により価格変動 ６千円より 

最大荷重１トン以上のフォークリフトを運転するためにはこの資格が必要となります。 

 

ボイラー実技講習 ２万   ２級ボイラー技士受験資格修得の講習 

（出典：資格取得希望調査資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 学生の要望に応じ、選択学習日である土曜日を利用して各種講座が

開催されている。資格取得に関しては学生へのアンケート結果から資格取得講座を開設している。

留学生の受け入れと外国留学相談については、国際交流部が中心的役割を担っている。 

 

観点７－１－④： 資格試験や検定試験受講，外国留学のための支援体制が整備され，機能してい

るか。 

（観点に係る状況） 本校で実施している資格試験、検定試験およびその受験のための取得講座

は資料７－１－④－１の通りで、学生に多くの資格・検定試験受験の機会とそのための講習会を提

供している。 各講習会の参加者数は資料７－１－④－２となっている。電気情報工学科では、電

気実験棟の廊下に国家資格取得者の名札をその学生が卒業するまで掲示している（資料７－１－④

－３）。また、関係の深いと思われる国家資格を学生便覧にまとめている（資料７－１－④－４）。

さらに平成 18 年度より主要な資格を取得した学生の校内表彰を開始し資格取得の奨励を進めてい

る。また、平成 19 年 5 月には、専攻科および各学科の代表者によって構成される資格取得委員会

が設置され、学生の資格取得のための支援体制を強化している。 

 

資料７－１－④－１ 実施している資格試験・検定試験および取得講座 

一般教養科 漢字検定、英語検定、数学検定、TOEIC、TOEIC Bridge（定期試験で実施） 

理科 危険物取扱者 

機械ｼｽﾃﾑ工学科 アーク溶接特別教育講習会、ガス溶接技能講習会 玉掛け、フォークリフト

技能講習、石綿作業特別教育、ボイラー実技講習 

電気情報工学科 第二種電気工事士受験講座（筆記・実技）、電気通信工事担任者受験講座 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 2 級土木施工管理技師講習会、小型車両系建設機械運転特別教育 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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資料７－１－④－２   受講と実技で取得できる資格試験の参加実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

平成17年12月17日 石綿作業特別教育 ２１名 

平成１７年１２月２２～２４日 アーク溶接特別教育 ５５名 

平成１８年２月２４日・２５日 砥石取り替え特別教育 ３３名 

平成１８年５月２５～２８日 フォークリフト運転講習 ５名 

平成１８年７月１４、１５日 ガス溶接技能講習 ８０名 

平成１８年１０月２５～２８日 玉掛け実技講習 ２６名 

平成１８年１２月２３～２６日 フォークリフト運転講習 ２１名 

平成１９年３月９，１０日 ガス溶接技能講習 ４２名 

平成１９年３月１３～１５日 ボイラー実技講習 ５１名 

 

資料７－１－④－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：電気情報工学科資格取得者掲示板）
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資料７－１－④－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 19 年度学生便覧）

 

海外留学等の支援は、国際交流部が担当しており、中国の山西師範大学外国語学院、黄山日語職

業学校、シンセン外国語学校と国際交流協定を締結し、留学生・研修員を受け入れた他、教職員・

学生・地域住民がシンセンほかに研修旅行を行った実績がある。イギリス・ミッドチェシャーカレ

ッジとの交流研修では、平成 15 年度より教員、学生の相互訪問を続け、平成 19 年度は本校から教

員 2 名、学生 3 名がミッドチェシャーカレッジを訪問し外国研修を実施した。また平成 18 年１月

より平成 19 年 3 月まで、ロータリー財団の基金で本校生とオーストラリアの高校生の交換留学が

実施された。 
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（分析結果とその根拠理由） 資格試験、検定試験および受験のための講習会が各学科で多数実

施されている。資格取得者に対する校内表彰など資格取得奨励を実施している。 

国際交流および外国留学のための支援は国際交流部が担当し、中国シンセン外国語学校やイギリ

スのミッドチェシャーカレッジとの交流やオーストラリアの高校生との交換留学が実施されている。 

 

観点７－１－⑤： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生，編入学生，社

会人学生，障害のある学生等が考えられる。）への学習支援体制が整備されてい

るか。また，必要に応じて学習支援が行われているか。 

（観点に係る状況） 工業高校や普通高校からの編入学生に対しては、編入後に専門科目履修の

基礎となる科目について、各工学科にて編入生を対象とした科目設定または補講（資料７－１－⑤

－１）を行い、基礎学力養成を支援している。いずれも本科３年次までに学習する専門科目の重要

部分であり、編入学生に対する支援プログラムである。また、応用数学は本校からの進級者と履修

内容を変えて格差是正に努めている。これらにより卒業時の編入生の成績は本校5ヵ年一貫教育学

生と比べ遜色ないレベルにまで向上している。 

 

資料７－１－⑤－１ 編入生のために開講している科目 

 （出典：教務部資料）

全工学科 応用数学（必修） 編入生クラスを２クラス設置 

機械ｼｽﾃﾑ工学科 専門基礎（選択） 編入生は全員履修 

電磁気学演習（選択） 編入生は全員履修 

回路演習（選択） 編入生は全員履修 電気情報工学科 

情報演習（選択） 編入生は全員履修 

建設ｼｽﾃﾑ工学科 専門基礎（選択） 編入生は全員履修 

 

留学生に対しては国際交流部が学習・生活・進路等の支援を行っている。平成14年に中国

からの留学生２名を受け入れたが、半年間本校で日本文化・社会への順応を支援する目的で

「留学生日本語」の補講を受講した後に、相応年次に編入した。編入後も、「留学生日本

語」の補講を実施して語学の支援を行い、「日本語能力試験」に合格するための補講も実施

した。また、国際交流部顧問の元日中経済貿易センター専務理事、現日本電産（株）海外事

業管理部顧問の酒井宗和氏は中国の経済状況に精通しており、留学生の就職に関してアドバ

イザー的な役割を果たした。奨学金の斡旋については、三重県私費海外留学生奨学金と日本

学生支援機構私費外国人留学生等学習奨励費、本校独自の留学生奨学金（２万円／月）を紹

介した。 

 

（分析結果とその根拠理由） 編入生は本校からの進級生に比べ、基礎科目、専門科目の遅れある

いは未履修が見られるため、これを克服する学習支援体制が整備されている。この学習支援体制に

より、5 ヵ年一貫教育学生と遜色ない学力が得られている。留学生に対しては、国際交流部を中心

に日本文化・社会への順応を支援する目的として、補講実施、進路指導、奨学金等の支援体

制が整っている。 
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観点７－１－⑥： 学生のクラブ活動や学生会等の課外活動に対する支援体制が整備され，機能し

ているか。 

（観点に係る状況） 学生会の運営は、年額 1 万円の学生会費収入の他、学校からの大会出場・ク

ラブ活動補助費、保護者会や後援会からの補助によって賄われている。また、自動販売機の手数料

や教科書売り上げの還付金などは後援会が資金管理し、学生活動に直接還元している。学校改革が

本格的に始動した平成 13 年度より、学園祭に多くの補助金を投下し、学生主体で学園祭を盛り上

げ、地域住民も参加するイベントとなっている。保護者会では学生活動補助費（年 300 万円程度）

や熊野祭補助費（年 100 万円程度）を学生会に補助している。後援会では、平成 15・16 年度は全

天候型跳躍走路・砂場の整備、遠征用スクールバス 3 台の寄贈があり、平成 17 年度はサッカーグ

ラウンド照明施設整備、遠征用スクールバス 1 台、大型バス１台、平成 18 年度には大型バス１台

の寄贈があった。本校は交通の便が悪く公共交通機関利用で大会出場や練習試合に出かける場合、

高い交通費や宿泊費を伴うため、対外的活動が制約されていた。大型バス、マイクロバスの寄付に

より、課外活動遠征は勿論資格試験受験の移動等に活用されている。 

平成 19 年 4 月には、熊野市からの補助金、保護者会・同窓会からの寄付金により、屋内競技場

が竣工し、天候を気にせず、年中練習できる環境が整備された。 

また、学校再建のなかで、人件費を抑制した資金を、学生の給付奨学金や学生活動費（大会出場

費、クラブ補助費、学園祭補助費等）に当てたことにより、課外活動を含む学生活動が非常に活性

化してきている。 

  課外活動では、トップレベルの指導者（資料７－１－⑥－１）の採用やスポーツ成績の優秀な学

生の入学などの効果によって、資料７－１－⑥－２に示す各種大会で好成績を挙げている。また、

体育スボーツ活動が充実するようスポーツ施設の改修工事も随時行っている。ロボットコンテスト

やソーラーカーなど、ものづくり活動の促進を図るための予算も拡充し、ロボット技術の専門家も

採用し、指導体制の強化を図った。 

 

資料７－１－⑥－１ 

出典：近畿大学工業高専新聞 第 24 号（平成 18 年７月８日）
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資料７－１－⑥－２  平成 18 年度クラブ活動成績 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校学生部資料）

陸上部 全国高校総体 走り高跳び  準優勝 

  第 61 回国民体育大会 走り高跳び（少年女子）準優勝 

  アジアジュニア陸上選手権 走り高跳び 5 位 

  日本ジュニア陸上競技選手権大会  走り高跳び 優勝 

  日本選手権 走り高跳び 6 位 

  第 43 回近畿地区高専大会男子総合優勝（全国高専大会出場） 

柔道部 全国高校総体 個人戦 90ｋｇ級  第 3 位 

  第 41 回全国高専大会男子団体優勝   

  全国高専大会個人戦優勝および準優勝 

ソフトテニス部 全国高校総体出場 女子個人戦第 5 位 

  第 41 回全国高専大会男子団体優勝   

  第 41 回全国高専大会男子個人戦優勝および準優勝 

  第 41 回全国高専大会女子団体優勝   

  第 41 回全国高専大会女子個人戦優勝および準優勝 

剣道部 第 41 回全国高専大会 個人戦第 3 位  

  第 43 回近畿地区高専大会 団体第 3 位 

  第 43 回近畿地区高専大会 個人戦優勝および準優勝 

サッカー部 第 41 回全国高専大会  優勝   

バスケット部 第 43 回近畿地区高専大会  準優勝（全国高専大会出場） 

野球部 第 43 回近畿地区高専大会  準優勝   

ロボット技術部 平成 18 年全国高等専門学校ロボットコンクール全国大会 第 8 位 

  デザイン賞受賞   

 

   

（分析結果とその根拠理由） 学生会の運営、学生の課外活動に対して資金面、施設面で支援体制

がある。課外活動など学生の活動に必要な経費は、学生会費の他に熊野祭補助費、大会出場補助費、

クラブ活動補助費などがある。また、自動販売機の手数料や教科書売り上げの還付金なども学生活

動に直接還元している。さらに、保護者会・後援会・同窓会による課外活動・学園祭などの学生活

動に対する支援体制が整えられている。 

トップ水準のスポーツ指導者の採用や施設・設備の充実により、東海総体、インターハイ、国体、

ジュニアオリンピック、私学大会などに出場し好成績を収めているほか、高専大会においても好成

績を収めている。また、遠征用スクールバスは、平成 18 年度現在、大型 2 台、マイクロバス 4 台

あり、課外活動において活用している。 

 

観点７－２－①： 学生の生活や経済面に係わる指導・相談・助言を行う体制が整備され，機能し
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ているか。 

（観点に係る状況） 本校には、学生部、カウンセリングルーム、保健管理室が設置されており、

学生の生活に関する指導・相談やアドバイスができる体制が整備されている。平成19年度からは、

新たに6名の教員より成るコミュニケーションセンターが設置され、学生の生活面や学校生活不適

応学生への相談・助言を行うための体制が強化された。 

学生部は、学生の生活、下宿、学生会、厚生、交通安全などの指導やアドバイスを行っている。

保健管理室には、保健管理センター長(教員)および看護師1名が常駐し、学生および教職員の健康

管理や疾病に対する応急処置を行っており、課外活動等学校管理下における学生の負傷等に対する

学生健康保険制度がある。また、カウンセリング室には、臨床心理学博士であるカウンセラー１名

が毎週１回来校し、心のケアについて学生・保護者との面談を実施している。相談件数・相談内容

は、資料７－２－①－１が示す通りで、不登校・人間関係の悩みだけでなく、異性関係や学習面の

相談など多方面に渡っている。臨床心理学博士であるカウンセラーからの所見は、不登校学生の進

級時の判断材料となっている。 
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資料７－２－①－１  平成１８年度 カウンセリングルーム利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：カウンセリングルーム資料）

相談者別人数              

学年別／

月 

４

月 

５

月

６

月 

７

月 

８

月 

９

月

10

月

11

月

12

月

１

月

２

月

３

月

18

年

度

17

年

度 

16

年

度 

15

年

度

１年 0 3 1 0 0 1 0 1 0 4 4 0 14 28  12 24

２年 0 0 4 0 0 3 0 2 5 0 2 1 17 31  19 68

３年 2 6 6 0 0 4 6 6 4 3 3 0 40 11  12 39

４年 0 1 0 0 0 0 1 2 0 0 0 1 5 18  17 22

５年 0 1 2 0 0 0 0 0 2 0 0 0 5 34  6 24

保護者 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 4 0 7 7  14 20

教員 2 1 0 1 0 0 0 6 10 4 8 1 33 23  10 26

その他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  0 0 

合計 4 12 13 1 0 8 7 18 23 11 21 3 121 152 90 148

                  

相談内容数                 

内容／月 
４

月 

５

月

６

月 

７

月 

８

月 

９

月

10

月

11

月

12

月

１

月

２

月

３

月

18

年

度

17

年

度 

16

年

度 

15

年

度

いじめ 0 0 2 0 0 0 0 2 5 3 0 0 12 3  0 7 

不登校 1 5 2 0 0 1 3 4 4 0 10 0 30 37  46 43

人間関係 1 3 6 0 0 5 4 5 9 4 4 1 42 52  6 54

学習面 0 1 1 0 0 1 0 1 0 2 0 0 6 24  10 61

進路 0 1 0 0 0 1 0 3 0 0 2 1 8 14  12 32

暴力 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  1 0 

その他 2 2 2 1 0 0 0 3 5 2 5 1 23 22  60 26

合計 4 12 13 1 0 8 7 18 23 11 21 3 121 152 135 223

  

※15・16 年度合計が一致しないのは、統計の仕方が異

なったため   
 

 

奨学金制度に関しては、公的奨学金制度（資料７－２－①－２）、および本校独自の給付奨学金

制度と貸与奨学金制度がある。平成 18 年度における公的奨学金制度の実績は、日本学生支援機構

奨学金 111 名、和歌山県奨学金 11 名、大阪府奨学金 41 名、三重県奨学金 42 名、奈良県奨学金１

名、関育英奨学金１名、神戸市奨学金１名、交通遺児奨学金１名、あしなが育英会２名である。給

付奨学金制度は学業・課外活動優秀生に対して奨学金を給付する制度であるが、平成 18 年度にお
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ける給付奨学生（特待生）の数は、資料７－２－①－３が示す通り、学業奨学生（特待生）84 名、

課外活動奨学生（特待生）202 名である。また、本校独自の貸与奨学金制度(資料７－２－①－４)

があり経済的理由で学費納入が困難な学生に 30 万円または 50 万円を無利子で貸与（平成 18 年度

13 名）している。 

 

資料 ７－２－①－２   公的奨学金制度の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：平成 19 年度学生便覧)
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資料７－２－①－３  平成 18 年度給付奨学生（特待生）実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料)

 

資料７－２－①－４   近畿大学高専奨学金の概要 

 

（出典：平成19年度学生便覧）
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また、毎年10月に熊野尾鷲地区、南牟婁新宮地区、和歌山、京阪神地区、三重北中部・伊勢地区

において地区別懇談会を開催し、保護者面談を行っている。さらに、地元の県立高校２校と合同で

紀南三校PTA連絡協議会を設立し、情報交換を行い、街頭指導や通学指導などを行っている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 学生部、カウンセリングルーム、保健管理室、コミュニケーション

センターがあり、学生に対する相談・助言が行われている。公的奨学金の紹介や本校独自の特待生

(給付奨学金)制度や貸与奨学金制度を導入するなど、学生の経済面に対する支援体制が整っている。 

 

観点７－２－②： 特別な支援を行うことが必要と考えられる者（例えば，留学生、障害のある学

生等が考えられる。）への生活支援等を適切に行うことができる状況にあるか。

また，必要に応じて生活支援等が行われているか。 

（観点に係る状況） 留学生に対しては国際交流部が学習面や生活面などの支援を行っている。具

体的には、三重県私費海外留学生奨学金と日本学生支援機構私費外国人留学生等学習奨励費、本校

独自の留学生奨学金制度（月額２万円の支給）等の奨学金の斡旋、「留学生日本語」の補講、就職

試験用作文添削・面接練習などの進路指導、寮費の２分の１軽減を実施している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 国際交流部が中心となって奨学金の斡旋や日本語教育など留学生の

学習面や生活面の支援を行っている。入寮する留学生には寮費の軽減を実施している。 

 

観点７－２－③： 学生寮が整備されている場合には，学生の生活及び勉学の場として有効に機能

しているか。 

(観点に係る状況) 学生寮としては、青葉寮、景雲寮、淡交寮、清和寮、友朋寮の５つの寮があ

り、現在約270名が寮生活を営んでいる。平成12年度以前は、外部の委託業者の管理でワンルーム

マンションタイプのバストイレ付きの部屋は、入寮費70,000円、寮費月額26,000円であった。しか

しながら、平成13年度に学校直営となり、同様の部屋で入寮費30,000円、寮費月額17,000円、共同

のシャワールーム、トイレである木造寮で寮費月額13,000円としている（資料７－２－③－１）。

全室コイン式エアコン、LANが設置され民間賃貸住居に比べ格安で快適居住空間を提供している。 
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資料７－２－③－１ 

（出典：平成20年度第４学年編入学案内）

 

寮生活は近畿大学学園の建学の精神である「人格教育」を行うよき場であると捉え教員の寮務主

事・寮主任・寮監とともに、学生による寮長(５年)および副寮長(４年)が寮生の指導に当たってい

る。平成19年度よりクラブ講師を務める非常勤講師５名が寮監として寮各階に居住し24時間体制で

寮生の指導・助言等に当たる体制が確立した。寮生活における諸問題は、寮運営委員会、寮生活改

善委員会、給食委員会が、保護者、寮主任、指導寮生、一般寮生の意見を取り入れ対処している。

寮食堂は、エアコンが完備し、快適な環境で食事できるようになっている。食事内容は給食委員会

や宿直教員の夕食モニターによって改善を図っている。 

学生寮の改善によって寮生数は平成12年118名であったが、平成13年度149名、平成14年度200名、

平成15年度261名、平成16年度265名、平成17年度299名、平成18年度289名、平成19年度272名と推

移している。この対策として倉庫として利用されていた旧学生寮の改修工事を実施し、部屋数の確

保を行なった。 

 

(分析結果とその根拠理由) ５学生寮が整備され、遠方からの学生に格安で快適な生活及び勉学

の場を提供している。民間賃貸住居に比べ格安でバストイレ付きの１ルームマンションタイプをは

じめ、空調設備とLAN設備の完備した快適な暮らしができる設計となっている。寮生活における問

題は寮運営委員会、寮生活改善委員会が対処し、寮食堂の食事等についての対処は給食委員会が行

っており、衛生的かつ快適に食事ができるように改善されてきている。寮生活を「人格教育」のよ

き場と捉えきめ細かな生活指導体制が整備されている。学生寮の改善によって寮生数が毎年増加し

ている。 

 

観点７－２－④： 就職や進学などの進路指導を行う体制が整備され，機能しているか。 
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（観点に係る状況） 学生の進路に関する事項は進路指導部が統括し、各工学科や4年および5

年担任が進路指導する体制が整っている。進路指導部は、各企業より寄せられた求人のデータベー

ス化や公開、進路対策の立案、学生受け入れ企業や大学編入学の新規開拓、大学編入学試験の過去

問題取り寄せ、進路先集計などを担当している。進路指導部資料室には、会社資料が3,500社、進

学資料が200校あり、企業検索用のパソコン設置などによって、全学生がいつでも閲覧できる体制

を整えている。また、４年生を対象に進路に対する取り組み方や対策について、進路説明会を夏期

・冬期休暇前、後期期末試験前の３回実施している。 

４年および５年担任は各工学科に配置された進路指導主事補と連携をとりながら、学生一人一人

の進学・就職調査や個別面談を実施し、応募書類の準備や手続き、履歴書等の添削、筆記試験対策、

面接試験の模擬練習など綿密な指導とアドバイスを行っている。平成13年度から平成19年度までの

工学科別進路状況と求人状況の推移を資料７－２－④－１に示す。就職希望者数に対し、例年5～

10倍の求人が企業から寄せられている。 

 

 

インターンシップに関しては平成13年度より受け入れ企業の調査を進め、従来から大都市にある

企業からのインターンシップ受け入れ案内はあったが、交通費・滞在費自己負担であったため、わ

ずかの地元企業にしかインターンシップに行くことができなかった。しかしながら、交通費・滞在

費を企業側が負担するケースが多くなったことにより、インターンシップを受ける学生が大幅に増

加している。平成18年度は計24名（資料７－２－④－２）が実習に参加している。なお、インター

ンシップ先での機器・器物破損に備え、学校負担で対物損害保険に加入させて学生を送り出してい

資料７－２－④－１ 進路（就職・進学）状況と求人状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校進路指導部資料）

学科 年度 13 14 15 16 17 18 19 

卒業者数 38 30 39 60 46 83 75 

就職者数 19 20 23 36 32 56 51 

求人数 160 155 145 154 191 329 498 

進学者数 17 9 16 21 11 25 21 

機械システム 

工学科 

その他 2 1 0 3 3 2 3 

卒業者数 45 29 38 51 49 80 82 

就職者数 24 14 29 31 25 54 57 

求人数 153 177 157 187 216 331 505 

進学者数 19 13 9 20 20 22 24 

電気情報 

工学科 

その他 3 2 0 0 4 4 1 

卒業者数 61 46 46 31 36 59 54 

就職者数 38 22 31 18 16 35 39 

求人数 141 103 83 79 81 127 235 

進学者数 17 19 15 12 19 22 13 

建設システム 

工学科 

その他 7 5 0 1 1 2 2 
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る。 

 

資料７－２－④－２ 平成18年度インターンシップ実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料）

No. クラス 実習先 実習期間

1 4MA 三菱電機冷熱システム製作所 7/24～8/4 

2 4MA 長岡技術科学大学 7/24～7/28

3 4MB 長岡技術科学大学 7/24～7/28

4 4EA 村田機械C.C.S 7/24～7/29

5 4EA 花王 7/25～8/3

6 4EA 中部電力 8/7～8/11

7 4EA 出光興産 7/24～8/1

8 4EA 出光興産 7/24～8/1

9 4EA 三菱電機ビルテクノサービス 7/24～8/4

10 4EA 長岡技術科学大学 7/24～7/28

11 4EA アイシン精機 7/24～8/4

12 4EA ＮＨＫ津放送局 7/24～7/28

13 4EA メイテック 8/21～8/31

14 4EA J-Power 7/24～8/4

15 4EB 豊橋技術科学大学 7/18～7/22

16 4EB 豊橋技術科学大学 7/18～7/22

17 4EB 富士電機システムズ 8/16～8/25

18 4CA 長岡技術科学大学 7/23～7/29

19 4CB 豊橋技術科学大学 7/18～7/22

20 4CB 結工房 7/31～8/5

21 4CB 結工房 7/24～7/29

22 専１ 電源開発・JPハイテック 7/24～8/4

23 専１ 妙野 7/24～7/29

24 専１ 京都工芸繊維大学 3/22～3/31

 

 

（分析結果とその根拠理由） 学生の進路に関する事項は進路指導部が統括し、各工学科や4年お

よび5年担任が進路指導する体制が整っており、就職内定率および大学合格率向上のため、企業訪

問の実施や大学編入学試験の過去問題の取り寄せ、進路に対する取り組み方や対策について、進路

説明会の開催、履歴書等の添削、筆記試験対策、面接試験の模擬練習など、積極的な進路指導を行

なっている。これによって学生の進路決定率は極めて高い状況にある。従来低調であったインター

ンシップは経済的負担の軽減によって参加学生数が大幅に増加している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

学生支援のため、学生部、コミュニケーションセンター、カウンセリングルーム等が設置され、

各種資格・検定試験受験対策講座の実施、編入学生向け科目や補講の実施、学生への相談・助言・

カウンセリングを実施している。また、留学生に対しては「留学生日本語」の補講を実施している。 

快適な暮らしを提供する学生寮・寮食堂・喫茶室が整備されていると共に、校内LANを通じて学

生寮や新館全教室からサーバーにアクセスできる自主的学習環境が整備されている。 

資格試験については、学生が取得可能であると思われる資格について希望を調査し、学生のニー

ズに応じた資格取得や検定試験対策のための講習会を幅広く実施している。 

海外留学等を支援するため国際交流部が設置されており、イギリス・中国・オーストラリアの学

校との国際交流を実施されている。 

課外活動では、トップ水準の指導者採用、学校および保護者会、後援会からの大会出場補助費や

クラブ活動補助費、熊野祭などの補助、課外活動に対する支援によって全国的な大会への出場や大

会優勝など成果を上げている。 

公的奨学金以外に給付奨学金制度、本校独自の貸与奨学金制度の整備、留学生に対する独自奨学

金や寮費負担軽減を行っており、一般学生、保護者、留学生に対する経済的支援に十分な配慮がな

されている。 

学生の進路指導は、進路指導部、担任、工学科の連携の下、進路説明会の実施、就職試験・大学

編入学試験対策指導、企業訪問や編入学試験問題の収集、近畿大学との７年一貫教育の実施など、

進路指導体制は機能しており、進路決定率が極めて高い状況にある。 

（改善を要する点） 

学生の資格試験関連のニーズは常に変化するので、アンケートを定期的に行う必要がある。 

外国留学相談に応じてはいるが、実績として、本校からの長期留学はこれまでのところ１名だけであ

る。 

 

（３）基準７の自己評価の概要 

学生に対する学習支援体制として、まず、新入生に対しては、詳細な入学ガイダンスが、1年担任

団を中心に実施されており、各学年次に対しては、ロングホームルーム等を利用して、コース選択説

明、進路説明のガイダンスが実施されている。学生の自主的学習環境としては、図書室、情報処理教

育センターをはじめ、空き教室・音楽室・新館フリースペースが利用可能となっている。また、学生

の自主的学習を支援するため、「相談マップ」を各教室に掲示し、各教員の指導可能科目のみならず、

勉学以外でも相談にのれる事柄についての情報を提供することによって、内容に応じて学生が相談に

行けるような環境を作っている。さらに、本校においては、資格取得に前向きな学生が多いことから、

土曜日や平日の放課後、そして夏季休暇を利用して、資格試験対策講座を開設すると共に、各種検定

試験も実施されている。平成19年5月には、専攻科および各学科の代表者によって構成された資格取

得委員会も設置され、学生の資格取得を支援する体制を整えている。海外留学等の支援は国際交流部

が担当しており、イギリス・ミッドチェシャーカレッジとは学術交流協定を、中国・深圳外国語学校

とは国際交流協定を締結している。平成18年1月から平成19年3月まで、ロータリー財団の基金で本校

生とオーストラリアの高校生の交換留学も実施された。特別な学習支援が必要と考えられる編入学生

に対しては、基礎科目や未履修の専門科目を克服するためのプログラムを実施しており、また、留学
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生に対しては、国際交流部が中心となって、留学生日本語等の語学支援を実施している。 

 学生の課外活動に対しては、資金面、施設面で支援体制が整っている。課外活動など学生の活動に

必要な経費は、学生会費の他に、大会出場補助費、クラブ活動費などがあり、さらに、保護者会・後

援会・同窓会による課外活動に対する支援体制が整えられている。平成19年４月には、熊野市からの

補助金、後援会・保護者会・同窓会からの寄付金により、屋内競技場が竣工し、天候を気にせず、年

中練習できる環境が整備された。こういった資金面、施設面での支援体制に加え、トップ水準のスポ

ーツ指導者の採用により、東海総体、インターハイ、国体、ジュニアオリンピック、私学大会、そし

て高専大会で好成績を収めている。 

 学生の生活面での支援体制として、学生部、カウンセリングルーム、保健管理室がある他、平成19

年度から新たに6名の教員より成るコミュニケーションセンターが設置され、学生に対する相談・助

言が行われている。カウンセリング室には、臨床心理学博士であるカウンセラー1名が毎週来校し、

心のケアについて学生・保護者と面談をおこなっているが、カウンセラーからの所見は、不登校学生

の進級時の判断材料となっている。学生の生活および勉学の場として、５つの学生寮が整備されてお

り、遠方からの学生に格安で快適な環境を提供している。5つの学生寮の全室には、コイン式の空調

設備とLANが設置され、いつでも快適な環境で勉学することができる。学生の経済面での支援体制と

しては、公的奨学金制度の紹介や本校独自の給付奨学金制度や貸与奨学金制度が導入されている。留

学生に対しては、三重県私費海外留学生奨学金と日本学生支援機構私費外国人留学生等学習奨励費を

紹介している。 

 学生の進路に関する事項は進路指導部が担当し、各工学科や 4 年、5 年、専攻科担任と連携して進

路指導する体制が整っており、就職内定率および大学合格率向上のため、企業訪問の実施や大学編入

学試験の過去問題の取り寄せ、進路に対する取り組み方や対策についての進路説明会の開催、履歴書

等の添削、筆記試験対策、面接試験の模擬練習など、積極的な進路指導を行なっている。これによっ

て学生の進路決定率は極めて高い状況にある。 
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基準８ 施設・設備 

（１）観点ごとの分析 

観点８－１－①： 学校において編成された教育課程の実現にふさわしい施設・設備（例えば，校

地，運動場，体育館，教室，研究室，実験・実習室，演習室，情報処理学習のた

めの施設，語学学習のための施設，図書館等，実験・実習工場さらには職業教育

のための練習船等の設備等が考えられる。）が整備され，有効に活用されている

か。また，施設・設備のバリアフリー化への配慮がなされているか。 

（観点に係る状況） 本校の校地の面積は92,590㎡で(資料８－１－①－１)、学生寮等の土地を合

わせると99,566㎡である。高等専門学校設置基準の校地に関する基準(平成19年度学生定員数981名

×10㎡/名＝9,810㎡)を楽に満たしている。主な建物の面積は(資料８－１－①－２)に示す通りで、

高等専門学校設置基準の校舎の面積に関する基準(本校の場合には8,992㎡)を満たしている。 

 

資料８－１－①－１   校地の面積の内訳  

校舎敷地 体育施設敷地 屋外運動場敷地 その他 合計 

10,032 ㎡ 3,382 ㎡ 36,448 ㎡ 42,728 ㎡ 92,590 ㎡ 

(出典：平成19年度学校法人基礎調査票 土地面積) 

 

資料８－１－①－２  主な建物の床面積  

本館 新館 情報処理教育センター 機械実験棟 電気実験棟 建設実験棟 校舎合計 

4,520 ㎡ 2,410 ㎡ 754 ㎡ 992 ㎡ 1,342 ㎡ 1,121 ㎡ 12,174 ㎡ 

 

体育館 武道場 屋内競技場 体育施設合計 

1,467 ㎡ 442 ㎡ 960 ㎡ 2,949 ㎡ 

(出典：決算報告, 建物明細表 2007/3/31, 一部省略) 

 

授業に使用する教室は、主に本館に21室（製図室2室含む）、新館に11室 (音楽教室1室を含む)、

情報処理教育センターに4室である。本館には、通常の教室の他に物理実験室、化学実験室、図書

館、保健室、カウンセリングルーム、無線LAN完備ノートパソコン利用教室等が設置されている。

また、全ての教室に空調機が設置されている。実験・実習室の設備は主に機械実験棟、電気実験棟、

建設実験棟に分かれ(資料８－１－①－３)、卒業研究、工学実験、工作実習、ロボット技術部など

の課外活動で活用されている。情報処理教育用の施設としては情報処理教育センター（資料８－１

－①－４）があり、パソコン50台設置の CAE (Computer Aided Engineering) 教室と CAD (Computer 

Aided Design) 教室と CAI (Computer Aided Instruction) 教室、および、110名収容、AV機器搭載の 

MM (Multimedia) 教室が設置されている。そこで視聴覚設備や e-learning などが、情報処理教育

はもちろん語学教育などにも活用されている。 
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資料８－１－①－３  実習・実験室等の面積と主要設備 

建物等 部屋名 面積（㎡） 主要設備 

機械仕上実習室 183.5 普通旋盤（11 台），横フライス盤（1 台），平面研削

盤（1 台） 

材料力学実験室 61.2 アムスラー型万能試験機（1 台），シャルビー衝撃

試験機（1 台），ロックウェル硬度試験機（1 台），ブ

リネル硬度試験機（1 台），回転曲げ疲れ試験機

（1 台），捩り試験機（1 台） 

内燃機関実験室 61.2 デイーゼル機関性能試験装置（1 台），汎用機関

性能試験装置（1 台），フレーム・アーク溶射装置

（1 台） 

流体工学実験室 61.2 水力学総合実験装置 

金属材料実験室 61.2 二連式研磨機（1 台），電気炉（1 台） 

機
械
実
験
棟 

NC 工作実験室 61.2 NC 工作機械（1 台） 

電気演習室 85.3 オシロ（6 台），発振器（6 台），歪計（1 台），電源

（6 台） 

情報ネットワーク室  43.6 PC（5 台），プリンター（1 台） 

レーザ研究室  21.8 真空蒸着装置（1 台），液体窒素生成装置（1 台）

半導体研究室  43.6 ウェハープローバー（1 台），半導体パラメータア

ナライザー（1 台），ファンクションジェネレータ（1

台），サーモトレーサ（1 台），シミュレーション用

EWS（3 台），プリンター（1 台），PC（1 台）  

電気機械実験室 152.1 高圧・接地抵抗実験装置（1 台），交流電力・電力

量・力率実験装置（1 台），直流電動機・直流発電

機実験装置（1 台），三相同期発電機実験装置（1

台），単相変圧器・三相接続実験装置（1 台），三

相誘導電動機実験装置（1 台） 

モデルプラント実験室  21.8 モデルプラント実験装置（1 台），インキュベータ（1

台），恒湿恒温槽（1 台），LCR メータ（1 台） 

通信実験室 109.1 オシロ（5 台），発振器（2 台），電源（4 台），回路

実験装置（12 台），エレベータ実験装置（1 台），

マイコントレーニングボード（6 台）, スペクトラムア

ナライザ(1 台) 

モノ創り工房  43.6 バンドソー（1 台），ボール盤（1 台），電動工具（2

台） 

電磁基礎実験室 152.1 風力発電実験装置（1 台），太陽電池実験装置（1

台），発振器（5 台），AC 電圧計（4 台），電源（5

台），歪計（1 台）  

電
気
実
験
棟 

モーションコントロール室  21.8 PC（3 台），オシロ（1 台），ロジックアナライザー（1

台） 

建
設
実
験
棟 

土質実験室 128.3 土の万能試験機（1 台），土の自動突固め試験装

置（1 台），圧密試験機（1 台）， 変水位透水試験

機（1 台），オランダ式二重管コーン貫入試験機（1

台） 



近畿大学工業高等専門学校 基準８ 

- 209 - 

水理実験室 155.4 水理実験装置一式（開水路実験装置・管水路実

験装置），レイノルズ数測定装置(1 台)，水質測定

機器(1 台) 

構造実験室 101.4 反力フレーム装置，静的加力実験装置，  力学

実験装置 

材料実験室 140.6 万能試験装置（100ｔｏｎ），セメント物理試験機，骨

材試験用機器，フレッシュコンクリート試験機，硬

化コンクリート試験機，アスファルト物理試験機，

マーシャル安定度試験機 

造形デザイン室 68.58 大型液晶ディスプレイ（1 台），大型高速カラープリ

ンター（1 台），大型高精度モノクロコピーヤー（1

台），高精度カラーコピーヤー（1 台），ＰＣ（２台）

（出典：近畿大学工業高等専門学校事務部資料） 

 

資料８－１－①－４ 情報処理教育センター・図書館の面積と主要設備 

ＣＡＥ教室 117.6 収容人数 50 人，学生用 DOS-V PC（50 台），教師

用（１台） 

各 PC に MS-Office2000 Professional ，

Microsoft Visual Studio(VC++6.0)インストー

ル済み 

ＣＡＤ教室 113.4 収容人数 50 人，学生用 DOS-V PC（50 台），教師

用（１台） 

各 PC に Auto CAD，MS-Office2000 インストール

済み 

ＣＡＩ教室 113.4 収容人数 50 人，学生用 DOS-V PC（50 台），教師

用（１台） 

各 PC に MS-Office2000 Professional ，

Microsoft Visual Studio(VC++6.0)インストー

ル済み 

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー 

マルチメディア教室 113.4 収容人数 120 人，スクリーン，液晶プロジェクタ，

音響設備，教師用 DOS-V PC（１台），AV 機器

（VTR，ビデオカメラ，DVD），LAN 接続ポート（50

個） 

書庫・事務室 132.2 和書（32,260 冊），洋書（1,834 冊），文庫本等

（6,920 冊），定期的に受け入れている学術雑誌

（26 種類），視聴覚資料(ビデオ 107 本、カセット

テープ 44 本、CD、DVD 等 77 点) 
図
書
館 

閲覧室 99.15 収容人数 66 人 

（出典：近畿大学工業高等専門学校事務部資料） 

 

情報処理教育センターの教室利用はイントラネット上で施設予約を行い使用することになってお

り、情報処理教育や語学教育によってその利用度はかなり高い（資料８－１－①－５）。このため

平成19年度に本館２教室に無線LANを整備しノートパソコンを用いて授業ができるようにした。 

今年度初めには、熊野市、保護者会、後援会の寄付により主に陸上競技等の課外活動に利用でき

る屋内競技場が完成し、体育施設がより充実した(資料８－１－①－６)。 
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資料８－１－①－５   情報処理教育センター講義室の利用状況 

（出典：イントラネット施設予約画面）

 

資料８－１－①－６ 屋内競技場完成の新聞記事 

  (出典：伊勢新聞 平成19年4月8日) 

 

施設・設備のバリアフリー化については、現状本館玄関前の身体障害者用駐車スペースと新館１F

身障者用トイレがあるのみで、今後の課題と認識している。 
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（分析結果とその根拠理由） 本校の施設・設備は高等専門学校設置基準を満たしており、さらに

情報処理、語学学習のための施設、体育施設等が充実している。また、全ての教室に空調機が設置

され、各工学科における実験設備の更新・整備等も精力的に行っているところである。施設・設備

のバリアフリー化は今後の課題である。 

 

観点８－１－②： 教育内容，方法や学生のニーズを満たす情報ネットワークが十分なセキュリテ

ィ管理の下に適切に整備され，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 情報処理教育用施設として、情報処理教育センターが設置され、学生便覧に

掲載されている「情報処理教育センター利用規程」に従って学生および教職員が利用している。こ

の施設は平成18年度夏に設備更新が行われ、これまで以上に快適でかつセキュリティの高い情報処

理設備に一新された (資料８－１－②－１)。 

 

資料８－１－②－１  情報処理教育センター設備更新の新聞記事 

(出典：近畿大学高専新聞 第27号：平成19年3月30日)

 

本校では、希望学生にノートパソコンを無償貸与している(資料８－１－②－２)。このノー

トパソコンは、プログラミング実習、シミュレーション、文書作成、表計算ソフトでのデー

タ処理、工学実験や卒業研究におけるデータ分析、論文・プレゼンテーション資料作成など

広範囲に活用されている。これを情報処理教育センター、本館、新館および学生寮のLANポー

トに接続することで、学内LANおよびインターネットへアクセスできる。当初の新館に続いて、

情報処理教育センターや本館でも、無線LAN利用可能となった。無線LANカードの貸出も行っ

ている。 
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資料８－１－②－２ 

９．貸与ノートパソコンについて 

 本校では、希望者全員にノートパソコン（富士通製）を貸与しています。 

 貸与を受けるには、誓約書裏面の貸与規定をよく読みノートパソコンの利用誓約書を必ず保護

者の方の署名・捺印をいただいた上で、提出してください。貸与規定の要点は以下の通りです。 

・貸与を受けることは無料ですが、故障させて修理が必要になった場合の修理費用は、原則とし

て実費負担になります。 

・ノートパソコンは平成 13 年度の最新機種であり、現在の最新機種に比べると、サイズ・重量の

大きな機種になります。 

・管理は、自己責任です。紛失した場合、すみやかに情報センターに届け出てください。 

（原則として、後継機種を弁償していただくことになります） 

また、平成 19 年度には次のルールも守ってください。 

・貸与後６ヶ月以内に起こった故障は、初期不良とみなして交換しますので、すみやかに情報セ

ンターに届け出てください。但し、落下させたり、衝撃を加えたりといった自分の過失責任が問

われる場合には、修理費の一部を負担していただきます。 

・当センターが用意するクッション入りバッグ（2000 円弱）を購入してください。 

 

(1) 貸与ノートパソコンの性能について 

ノートパソコンのスペック（性能）は下表の通りです。平成 13 年 8 月時点の最新機種です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：平成19年度学生便覧 ９．情報処理教育センター）

機種 FMV-6000NU/L 

CPU 
Pentium III 750 

MHz 

メモリ 256 MB 

HDD 20 GB 

搭載 OS 
Microsoft Windows 

ME 

サイズ A4 版 

重量 約 3.5 kg 

大きさ 
31.8 cm×26.8 cm×

4.85 cm 

 

また、情報処理教育センターのCAE教室は、平日では午前9時から午後7時までの授業がない

時間帯に学生に開放され、学内LANでファイルサーバや e-learning サーバ (Web Class) や

プリンター等を利用できるため、学生が自学自習や課題レポート作成に利用している。電子

メールは、Webメールサーバにより、学外からブラウザで簡単に利用できる。情報処理教育セ

ンター内のデスクトップパソコン150台に、学生貸与ノートパソコンの890台を合わせると、

学生が授業や自主学習で利用可能なパソコンは合計1,040台となる。 

もちろん講義でも資料５－２－①－２に示したように多くの授業に情報処理教育センターの
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教室が利用されている。資料８－１－②－３は情報処理教育センターで実施している科目のシラバ

スでパーソナルコンピュータを用いてプログラミングの実習を行うことが書かれている。 

ソフトウェアに関しては、教員へのアンケート調査および学生のニーズ調査より、要望の多か

図８－１－②－３ 授業での設備の利用の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(出典：平成19年度シラバス)

工学科：　電気情報 学年：　4 コース：　電気電子 開講期：　通年

科目種別：　選定 単位数：　2

科目名：　データ処理

英文名：　Data Processing

担当者：　村松一弘

授　業　計　画

前　期 後　期
　第　１週　計算結果の表示
　第　２週　書式文字列と変換指定
　第　３週　定数と変数の定義
　第　４週　読込みと表示
　第　５週　四則演算を行うための演算子とオペランド
　第　６週　算術演算子と代入演算子
　第　７週　整数であるint型と浮動小数点数であるdouble型の違い
　第　８週　前期中間試験
　第　９週　試験返し・if文と等価演算子
　第１０週　入れ子になったif文
　第１１週　条件演算子と複合文（ブロック）
　第１２週　switch文の流れ
　第１３週　do文の構文
　第１４週　複合代入演算子と後置減分演算子
　第１５週　前期期末試験

　第１６週　試験返し・while文の構文
　第１７週　for文の構文
　第１８週　多重ループ
　第１９週　キーワード、識別子、区切り子、演算子の概念
　第２０週　定数・文字リテラル、自由形式、隣接した文字列リテラルの連結、
インデントの概念
　第２１週　配列の概念
　第２２週　オブジェクト形式マクロ
　第２３週　後期中間試験
　第２４週　試験返し・多次元配列
　第２５週　素数の求め方
　第２６週　関数とは
　第２７週　関数の設計
　第２８週　有効範囲と記憶域期間
　第２９週　後期期末試験
　第３０週　試験返し

■授業概要
　プログラミング言語としてのC言語を学ぶ。具体的には、Ｃ言語における基本型、関数形式マクロ、列挙体、再帰、文字列、ポインタおよび構造体につい

て学ぶ。

■到達目標
　１．【A-2】（A-T2）Ｃ言語を用いてデータを処理する手法が理解できる。
　２．【B-2】（B-T1）Ｃ言語の基礎知識を身に付けることができる。

　３．【B-2】（B-T1）Ｃ言語の文法が理解できる。

■授業の進め方
　パーソナルコンピュータを用いてのC言語のプログラミングによる実習が主体となるが、文法などの講義も行う。

■教科書
　「新版明解Ｃ言語入門編」　柴田望洋 著　ソフトバンクパブリッシング　￥2,200＋税　（2004）

■参考書

■関連科目
　数学、情報基礎、情報処理、コンピュータ概論

■試験方法
　種類：　定期試験（年4回），方式：　記述式

■成績評価基準
　年4回の定期試験(80％)、プリント・レポート（20％）で評価する。
　80点以上「優」，60点以上～80点未満「良」，50点以上～60点未満「可」，50点未満「不可」

　JABEE教育プログラムの単位認定基準は60点以上とする。

■教員所在場所
　情報処理教育センター　管理室
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ったCAD、CG、資格試験対策のソフトウェアが追加された（資料８－１－②－４）。 

 

資料８－１－②－４ 

 ＜使用できる主なソフトウェア＞ 

AutoCAD2006、ホームページビルダー10、Adobe Photoshop Elements4.0、イーフロンティア 戦

国漢字丸廉価版、アビディア 私の初級シスアド試験 2005、アビディア 私の電験 3 種試験 2005、

アビディア 私の電験 3 種試験 2005、Blender、OpenOffice、Visual Studio 2005 Express、

Fortran、Borland C++、Java、 

JW-CAD、MATX 、Micro-capVCQ など 

（出典：平成19年度学生便覧 ９．情報処理教育センター）

 

情報処理教育センターはセンター長含め６名の専任教員と２名の事務職員が管理しており、資料

８－１－②－５に示す業務分担に従い機器設備のメンテナンスはじめ学生貸与ノートパソコン

の修理や教職員・学生サービス等を行っている。 

 

学内LANは資料８－１－②－６に示すように、大きく教職員用LANと学生用LANから成っている。

ネットワークセキュリティについては、ファイアウォールやアンチウィルスサーバを設置する

他、ネットワーク監視、LANカメラによる監視、学生LANから教職員LANへのアクセス禁止など幅

広い対策を行っている(資料８－１－②－７)。学生に対しては、低学年のうちの情報倫理教育

をはじめ、学生便覧、電子マニュアル、掲示によって啓発している。 

 

 

資料８－１－②－５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：情報処理教育センター内部資料）

情報処理教育センター長 村松 一弘

情報処理教育センター管理体制
および業務内容

全体とりまとめ・予算・計画

学内ネットワーク・サーバ管理

教職員ＩＴサポート

センター内機器・設備

学生ノートパソコン修理

ＷＷＷサーバ管理

事務手続き

政清 史晃

倉林 有、松岡 良智

本田 康子、元屋敷 孝子

仲森 昌也、大家 友香

大家 友香

教職員・学生向けマニュアル整備

松岡 良智

政清 史晃、仲森 昌也



近畿大学工業高等専門学校 基準８ 

- 215 - 

 

 

資料８－１－②－７  情報セキュリティ概要 

LAN 項 目 利用ソフトウェア、内容説明 等 

ファイアウォール NetScreen-25 

アンチウィルス（ゲートウェイ

型サーバ） 

Web 閲 覧 用 （ Interscan Web Security Suite ） 、 メ ー ル 用 (Interscan Messaging 

Security Suite)、Linux 用(TREND MICRO ServerProtect for Linux) 

コンテンツフィルタ(Proxy サー

バ) 
i-Filter 

メールサーバ APOP 受信 

アクセス権限 所属部署別アクセス権限の設定 

物理監視 鍵およびマグネットセンサーによる防犯管理、守衛による巡視 

啓発活動 個人情報保護法についての講習会実施 

教職員

LAN 

  〃 
各種マニュアル配布：「AntiVirus インストール」、「スパムメール対策」、「ファイルサー

バの運用変更」等 

ファイアウォール NetScreen-25 

ファイアウォール（寮用） FortiGate.200A 

資料８－１－②－６    学内LAN構成図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：情報処理教育センター内部資料）
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アンチウィルス（ゲートウェイ

型サーバ） 

Web 閲 覧 用 （ Interscan Web Security Suite ） 、 メ ー ル 用 (Interscan Messaging 

Security Suite) 

コンテンツフィルタ(Proxy サー

バ) 
i-Filter 

無線 LAN IEEE802.11b/g/a 128-bit WEP 

物理監視 情報センター教室内に Web カメラを設置(Panasonic Network Camera Recoder) 

啓発活動 情報倫理教育を主に１年生で実施 

  〃 各種マニュアル配布：「AntiVirus インストール」、「ウィルス罰則細則」等 

アンチウィルス（端末用） Symantec Anti-virus 

アンチスパイウェア Spybot 

ネットワーク監視 Swim Manager による学内監視、ベンダーによるリモート監視契約 

ネットワーク構成 学生 LAN⇒教職員 LAN を通信不可能に設定 

アドレス等 ＩＰアドレス、ＭＡＣアドレスの登録性 

冗長化 サーバ、HUB、ファイアウォール、教室端末の予備機を常備 

データ保護 
ストリームテープ Backup(BrightStor ARCserve Backup)、サーバイメージ Backup、

瞬快による端末イメージ復元 

電源保護 主要サーバを無停電電源装置(UPS)により保護 

共通 

保全計画 
主要機器は保守契約対応、年に３回（春夏冬）ファームウェアのアップデート等を実

施 

 

（分析結果とその根拠理由） 情報処理教育センター教室および学生に無償貸与されたノートパソ

コンが情報教育および語学教育に有効に利用されている。ソフトウェアは教職員および学生のニー

ズ調査から要望の強いものを導入している。情報処理教育センターは教員６名事務職員２名で管理

運営されており、情報ネットワークに関連したセキュリティ管理については常套的対策はすでに施

し、平成18年度夏の情報処理教育センター設備更新の際により強固となった。さらに、その情報ネ

ットワークが寮内LAN、無線LAN整備等によって授業外においても多角的に活用されている。 

 

観点８－２－①： 図書，学術雑誌，視聴覚資料その他の教育研究上必要な資料が系統的に整備さ

れ，有効に活用されているか。 

（観点に係る状況） 図書館は本館１階に設置されており、図書館長、館長補佐および司書２名

（定時職員、非常勤講師）の４人で運営している。蔵書等の数は資料８－２－①－１の通りであ

る。収容人数は66名であり、開館時間は、従来は9時から16時40分までであったが閉館時間の

延長を求める学生の要望から19時までに変更された。利用実績は資料８－２－①－２の通りで、

増加傾向にある。その理由として、平成15年度から学生のリクエストに応じて図書を購入する

サービスを開始したことが挙げられる。 
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資料８－２－①－１    図書館の蔵書 

和書 34,257冊

洋書 2,351冊

文庫本 7,399冊

ビデオ 123本

カセットテープ 44本

 

視聴覚資料 

CD、DVD等 323点

定期的に受け入れている学術雑誌 37種類

（出典：近畿大学工業高等専門学校図書館内部資料） 

 

資料８－２－①－２   図書館利用実績 

 平成16年度 平成17年度 平成18年度 

利用者数 658人 921人 999人 

貸出冊数 1225冊 1557冊 1673冊 

学生数 860人 912人 868人 

（出典：近畿大学工業高等専門学校図書館内部資料）     

 

また、図書等の整備の方針は資料８－２－①－３のようになっている。 

 

資料８－２－①－３ 

 1. 毎年、教員が必要とするか、あるいは推薦する教育用図書、DVD、CD などを、学科毎の購入 

申請で購入（予算 25 万円/学科×５学科または専攻科＝125 万円/年） 

2. 各教員の個人研究費予算にて、その教員の研究用図書を購入 

3. 学生のリクエストに基づき、学生が必要とする図書を購入（平成 18 年度 198 冊） 

4. 文庫本（60 冊／年）、ブルーバックス（40 冊／年）等を定期的に購入 

5. 教員の研究用学術雑誌を定期的に購入（和雑誌41誌、洋雑誌２誌） 

（出典：近畿大学工業高等専門学校図書館資料）

 

（分析結果とその根拠理由） 現在、図書館は、図書館長、館長補佐および司書２名の４人で適切

に運営されており、学生からリクエストを取るなどサービスの向上に努めている。その結果、利用

状況は年々活発になってきてはいるがまだ低調である。 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

(優れた点) 本校の施設・設備は高等専門学校設置基準を満たしており、体育、課外活動施設、寮、

情報処理教育センター等が充実している。各実験設備の更新・整備等も精力的に行っている。また、

図書館も年々利用状況が活発になってきている。 

 

(改善を要する点) 図書館の利用率が低い状況にあり学生の利用促進が必要である。また、施設・
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設備のバリアフリー化は今後の課題である。 

 

（３）基準８の自己評価の概要 

本校の校地面積は92,590㎡、校舎面積は12,174㎡でともに高等専門学校設置基準を満たしており、

工学科の実験・実習設備、情報処理・語学学習のための施設、体育施設等が充実している。また、全

ての教室に空調機が設置され、各工学科における実験設備の更新・整備等も精力的に行っている。 

学生へのノートパソコン無償貸与を行っており情報処理教育センター教室とともに情報教育および

語学教育に有効に利用されている。ソフトウェアは教職員および学生のニーズ調査から要望の強いも

のを準備している。情報処理教育センターは教員６名事務職員２名で管理運営されており、情報ネッ

トワークに関連したセキュリティ管理については常套的対策はすでに施し、平成18年度夏の情報処理

教育センター設備更新の際により強固となった。さらに、その情報ネットワークが寮内LAN、無線LAN

整備等によって授業外においても多角的に活用されている。 

図書館は、和書34,257冊、洋書2,351冊、文庫本7,399冊を蔵書として所有しているが学科単位で図

書や視聴覚資料の購入を進めている。図書館長、館長補佐および司書２名の４人で適切に運営されて

おり、学生からリクエストを取るなどサービスの向上に努めている。その結果、利用状況は年々活発

になってきている。学外にも開放されており、講習会の会場として利用される場合もあるが、学外の

入館者は卒業生等の関係者が中心であり、地域との連携は今後の課題である。施設・設備のバリアフ

リー化は今後の課題である。 
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基準９ 教育の質の向上及び改善のためのシステム 
（１）観点ごとの分析 

観点９－１－①： 教育の状況について，教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積

され，評価を適切に実施できる体制が整備されているか。 
（観点に係る状況） 教育活動全般のデータ・資料を収集したものとしては、平成16年度に受けた

高等専門学校機関別認証評価の平成16年度版自己評価書（試行的評価）、平成17年度の自己評価書、

平成18年度外部評価報告書がある。日常の教育活動の中で、各教員は試験答案その他の教育成果（資

料９－１－①－１）を一定期間保存し、教育評価を受けて教育活動の改善が図られるようにしてい

る。教育の評価に関しては、高専運営組織としての運営会議や工学科ごとに開催される学科会議、

また英語、数学といった教科別の研究会で評価実施方針が議論される。直接的には各学科、教科に

よって評価がなされるが、過去の状況を考慮して、評価基準が決められて行く。そのため、適時工

学科会議、教科研が開催され、共通理解が図られている（資料９－１－①－２）。 
 
 
資料９－１－①－１ 教育実態を示すデータ・資料類 

収 集 物 保 存 者 

定期試験問題・解答・全学生答案 科目担当教員 

レポート・小テスト 科目担当教員 

工学実験報告書・製作作品 工学実験・実習担当教員 

卒業研究論文集・特別研究論文集 工学科長・専攻科長 

学生達成度評価 教務部 

授業評価アンケート 科目担当教員 

教員業績自己申告書・評価結果 事務部 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 
（分析結果とその根拠理由） 評価を適切に実施するためのデータや資料が収集蓄積されている。

各学科長、各教科主任が教科担当者をまとめる体制が取られ、適切に機能している。各工学科、教

科で適時会議が開催され、参加教員の意思疎通が図られ、評価を適切に行うための方策が採られて

いる。習熟度別クラス編成は、数学科、英語科で基準となる共通テストが実施され、それに基づき、

学生の所属すべきクラスが決定されている。 
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観点９－１－②： 学生の意見の聴取（例えば，授業評価，満足度評価，学習環境評価等が考えら

れる。）が行なわれており，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映

されているか。 
（観点に係る状況） 本校の校務組織の一つに教育評価室がありその主な業務は、学生授業アンケ

ートの実施、公開授業の実施とそれぞれの授業改善サポートである。本校における学生による授業

評価は教育評価室の指示で、毎年2回全校一斉に実施される。18年度は、前期中間試験後および後期

中間試験後（資料９－１－②－1）にアンケート調査を実施した。授業担当者はアンケート用紙（資

料９－１－②－2）を回収しアンケート結果の分析、及びそれを基にした授業改善計画を立案し、授

業改善計画書として教育評価室に提出する。教育評価室にまとめられた授業改善計画書は学校長へ

提出され、教育業績評価のための資料として使用される。なお、授業評価アンケート用紙には、担

当教員の授業に対する評価以外に学生自身の学習態度および学習達成度を問う項目が含まれている。 
さらに、学生の意見が直接学校長に届くように電子メールアドレス（通称目安箱）が学生に通知

資料９－１－①－２  教科研報告書 

２００６年（平成１８年）4/6 英語科教科研結果報告 

１． 担当学年、クラスの確認 

２． 教科書の確認   

① Vivid I の CD で余っているものを竹内まで届けてください。無ければ、注文しなければならない

ので。 

３． 習熟度別クラス編成 

４． 新学期授業開始  

① ４月１１日  

② 従って１０日は授業無し 

③ 時間割については、１０日の午後に竹内または上田先生まで電話でお問い合わせください。 

５． ４年生編入生クラス分けテスト  

① 伊藤先生の話では、授業中に実施することになります。 

② 昨年度の共通テスト２回分を使用します。 

６． １年生クラス分けテスト  

① ４月１０日に実施 

７． CD レコーダーについて 

① 現在使えるものは６台ありますが、そのうち２台は古いタイプのもので、耐用年数を超えていたり、

超えようとしているもの。 

② 今年から２年、３年、４年の授業では、必ず毎回使用することになり、また年２回 TOEIC Bridge

を２年、３年、４年の全学生対象で実施することになっており、持ち運びに便利な小型の CD プレ

ーヤーを６台、購入してほしい。源直美先生の話ではソニーから販売されているもので、１万円で

あるということです。 

③ 購入の件は今井先生に依頼。 

（出典：英語科教科研究会資料）
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されている。学校長へ届いた意見で対応が必要と認められた件は、関係部署に連絡され教員の授業

方法や教育システムへの改善指示がなされ、学生からの要望・苦情を基にした教育環境の改善を図

っている。改善具体例として、教員の声の大きさ、定期試験後の答案返却徹底、定期試験不合格者

への対応、工学実験での安全性対策などがある。 
 
資料９－１－②－１ 

２００６年度第２回目の授業アンケートの実施をお願いします。  

報告書（授業改善計画）の提出期限は、２月９日とします。サイボーズで竹内まで送ってください。  

現在作成中の高専の自己評価の中でも、必ず記述しなければならないものですから、全員の提出をお願いします。 

アンケートと、報告書（授業改善計画）の書式を添付しておきます。 

 
 
 
 
 

（出典：近畿大学工業高等専門学校イントラネット）

授業アンケートの実施について  
トップに出す

 

差出人 ： 竹内 春樹（総合システム工学科（旧一般教養）） 2007/1/12(金) 16:46  

宛先 ： 西 謙二, 向井 康恩, 和田 孝志, 熊埜御堂 茂, 嶋野 彰夫, 今井 健一, 村田 圭治, 中西 祐

啓, 奥田 昇也, 青木 繁, 中西 弘一, 源 雅彦, 福嶋 茂信, 倉本 逸郎, 岸 純男, 大内 清司, 
酒井 宗和, 表 寿一, 竹内 春樹, 五十石 浩, 中川 一郎、中川 祥子, 乗本 学, 伊藤 豊治, 
村松 一弘, 山川 昌文, 辻本 修, 上田 透, 園井 康夫, 林 泰弘, 仲森 昌也, 政清 史晃, 今野

理喜男, 矢吹 紫帆, 中澤 良文, 山本 広樹, 野木 直行, 本田 康子, 村田 昌巳, 鈴木 隆, 中村

信広, 荒賀 浩一, 神田 毅, 内田 眞司, 畑山 伸訓, 中平 恭之, サイモン ハンフリーズ, 齊藤

彰, 松尾 大介, 松岡 良智, 内田 美里, 小西 大亮, 木村 亮, 栢野 智裕, 園田 紀子, 内藤 平

美, 福田 安男, 梶本 幹夫, 舟尾 佳久, 下岡 常也, 木瀬 利和, 前川 佳丈, 堀 一詞, 辻 幸子, 
山下 秀夫, 長嶋 かづみ, 源 直美, 須川 功, 伊藤 共永, 近藤 滋, 西村 道登, 新田 慶子, 二
株 輝王, 岡部 俊雄, 黒崎 一史, 中井 智章, 星野 俊二, 興地 斐男, 小畑 力人, 橋川 史宏, 
三石 学, 石川 博一, 畠  敏紘, 片岡 寿一, 牧 知秀, 榎本 昭徳, 汐崎 まこと, 草加 幸雄, 
久保 潤  

  宛先を変更する   

授業評価アンケート配布用.doc （application/msword）  詳細  26 KB

授業改善計画書.doc  （application/msword） 詳細 19 KB
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（分析結果とその根拠理由）  学生の意見を教育に反映されるための取り組みが行われている。

学生の授業評価アンケートを実施し、授業担当者がその分析を行い授業改善計画書を作成して学校長

へ提出している。また学校長直接の目安箱（電子メール）を設置し学生の意見聴取体制が整っている。 
 
観点９－１－③： 学外関係者（例えば，卒業（修了）生，就職先等の関係者等が考えられる。）の

資料９－１－②－２ 

授業評価アンケート 

科目名  実施月日  
科目分類 教養科目・専門関連科目・専門的科目 学科 E M C 
担当教員名  学年 1 2 3 4 5 

 
以下、該当箇所を○で囲んで下さい。 
このアンケート調査は、学生一人一人の意見を聞くことによって、授業担当の先生が今後の授業改善に役立て

るために実施するものです。回答が学業成績などに影響するものではありません。公正な回答をお願いします。

回答は、該当する数字を○で囲んで下さい。また解答欄 1 のコメントが分かれているものには、どちらか一方に

○をつけて下さい。 
 
１． 学習態度は真面目であったか。              3                          2                            1 

真面目であった           どちらでもない                  不真面目であった 

２． 授業を受けるにあたり意欲的に取り組んだか。       3                          2                            1 
意欲的だった                                      意欲的でなかった 

３． この科目に対する家庭学習を十分に行ったか。       3                          2                            1 
十分行った                                      全くしなかった 

４． 授業の説明が分かりやすかったか。            3                          2                            1 
                              分かりやすかった                                    分かりづらかった 

５． 説明するときの話す速さは適切であったか。        3                          2                            1 
                              適切であった                                   速すぎ  遅すぎ 

６． 説明するときの話し方は明瞭であったか。         3                          2                            1 
明瞭であった                                       明瞭でなかった 

７． 黒板の字はよく読み取れたか。              3                          2                            1 
よく読み取れた                                    読み取りづらかった 

８． 授業の進む速さは適切であったか。            3                          2                            1 
適切であった                                      遅すぎ  早すぎ 

９． 授業では、先生の熱意が感じられたか。          3                          2                            1 
感じられた                                       感じられなかった 

１０． 授業を通してこの科目に対する興味・関心が深まったか。  3                          2                            1 
深まった                                         深まらなかった 

１１． 宿題やレポートの量は適切であったか。          3                          2                            1 
適切であった                                     少なすぎ  多すぎ 

１２． テスト問題の内容は適切であったと思うか。        3                          2                            1 
適切であった                                      易しすぎ  難しすぎ 

１３． 成績評価方法は適切であったか。             3                          2                            1 
適切であった                                      あまい  厳しい 

１４． あなたはこの分野の基礎的知識や要点が身についたと思うか。 

3                           2                           1 
身についいた                                   身につかなかった 

１５． あなたはこの科目が習得達成できたと思うか   3                            2                         1 
達成できた                                     達成できなかった 

この授業に対する意見・要望があれば自由に書いて下さい。 

（                                        ） 

（出典：教育評価室授業評価アンケート用紙）
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意見が，教育の状況に関する自己点検・評価に適切な形で反映されているか。 
（観点に係る状況） 平成16年度より学外の有識者からなる外部評価委員制が発足し、教育状況の

改善が図られている。平成18年度の外部評価委員は（資料９－１－③－１）に示す計18名から構成

されている。平成１9年2月には外部評価委員会が開催され（資料９－１－③－２）、平成17年度版

自己評価書をもとに教育の状況や教育に対する考え方等多方面からの評価がなされ、評価結果は「外

部評価報告書」としてまとめられている。資料９－１－③－3はその一部である。 
 

資料９－１－③－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：外部評価報告書）

 
 
 
 
 

３ 外部評価委員会委員会構成  
   (敬称略、五十音順） 
委員長  東 市郎 北海道薬科大学教授 

副委員長 興地 斐男 大阪大学名誉教授 

 
教務部会   

 部会長 東 市郎  

 委員 江藤 剛治 近畿大学教授 

 委員 興地 斐男  

 委員 小野 正行 近畿大学産業理工学部学部長 

 委員 小畑 力人 和歌山大学副学長・理事 

 委員 河上 敢二 熊野市長 

 委員 四方 修 (株)一富士債権回収 社長 

 委員 辻 ミチ子 京都市歴史資料館評議員 

 委員 徳田 昌則 東北大学名誉教授 

 委員 原野 幸康 日本高等教育評価機構専務理事 

 委員 室津 義定 大阪府立大学名誉教授 

 
地域部会   

 委員 朝尾 高明 後援会会長 

 部会長 河上 敢二  

 委員 谷川 醸太郎 吉野熊野新聞社長 

 委員 内藤 平美 同窓会会長 

 委員 倉谷耕一郎 紀南中学校長会会長 

 委員 西田 健 紀宝町長 

 委員 本山 拓哉 保護者会会長 
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資料９－１－③－２ 外部評価委員会の日程案内 

2007.1.9

西 謙二

 

 

外部評価委員会 教務部会 議事概要（案） 

 

 

日時：2007 年 2 月 7 日（水） 

 

10:00－10:15  開会 

       校長挨拶 

      外部評価委員紹介 

           高専出席者紹介 

            外部評価委員長挨拶 

10:15－12:15  説明および質疑応答 

    高専担当教員からの説明 （教務関連を中心に） 

12:15－13:15   昼食 

13:15－14:15    学内視察 

14:15－16:00  質疑応答 

16:00－16:10  講評 

16:15     閉会 

18:00－   懇親会 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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資料９－１－③－3  外部評価委員によるコメント 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

基準 1  高等専門学校の目的                                      1/2 

 
 

外部評価委員からのコメント 

・昭和２４年の近畿大学の創立から近大高専の今日に至る私学としての「建学の精神」を明文化して高らか

に謳っているのが良いと考えます。国立大学（学校）や公立大学（学校）は、この「建学の精神」に於いて「弱

み」がありますから・・・。  

・近畿大学学園全体としての教育理念、およびその中でとくに近畿大学工業高等専門学校が目指す教育目

標が明確に定められている。これらの目標は、学校教育法に規定された高等専門学校の教育に求められ

る、専門の学芸の教授、および職業に必要な能力の育成を包含している。加えて人間教育を前面に打ち出

している。 

・近畿高専としての建学の理念、教育理念、使命･目的,教育の基本方針,養成しようとする人材像について明

確に定められており、学校教育法に規定された高専像に合致するものである。 

・近畿大学の建学精神「学問と実際との調和」での実学に重点を置く人間形成は学生便覧の第一章から注

意深くかかげられている。即ち、学園章、教育の目的（理念）教育方針、育成する技術者像、そして、校歌に

明確に示されている。 

・学校の目的が明確に定められ、それらは学校教育法第７０条の２に規定された目的にはずれるものではな

い。また、それらが学校の構成員に周知する方策が講じられている。さらに、社会に広く公表している。 

・教育理念にそった教育方針や育成する技術者像がしっかりと定められており、学校案内、ホームページ等

により学校の構成員や社会に十分周知されている。地元の各家庭にも高専新聞等により、情報が発信され

学校のことがよく分かる。 

・目的は高専のホームページ,学校案内,高専新聞等を通じて,教職員,社会に公表され,周知するべく努力して

いる。 

・建学の精神、教育理念、育成する技術者像が記述されているが、整理が必要。どれを目的と規定している

か。Ｐ３６（５－５－②）では、育成する人材像と同じものが専攻科の教育目的として引用されている。  

・教育方針が別途定められている。準学士課程の学生にとっての、学習・教育目標はどのようなものか。各

学科はどのようにそれを設定しているのか、あるいはいないのか。平成１７年度以前と以降で、学科の構成

が変わっているが、学習・教育目標は全く同じものか等々明確性が要る 

・専攻科についての達成目標、学習・教育目標などはここに示すべき 

・ｐ２下段以降の各項目（教員組織、学生受け入れなど。注は西）は、ページ数の点でも割愛が望ましい？ 

・教員組織の整備・充実（P２）は、平成１２年以前と今日の教員構成を図表で示すとわかり易くインパクトが

あるのではないでしょうか。  

・（近畿大高専の）目標は「ホームページ」や「平成 19 年度学校案内」などにおいても明確に記述され、教員

のみならず、受験生などが容易に理解することができるようになっている。 

・（目的が）周知していることの確認をどのように行っているか 

総
評 

・（社会への公表）７万部という高専新聞の実績は極めて大きい。→新聞に常に掲載し、学校の目的の特集

を一回やれば、優れた取り組みの対象になるだろう。 
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学外からの意見聴取の手段として保護者の授業参観を取り入れ、教育の状況改善に反映している。

平成18年度の場合は、５月と11月を保護者授業参観月間として、積極的に授業を参観していただき、

授業参観後は授業参観アンケートを行い（資料９－１－③－４）教務部が集計している。授業の状

況のみならず、学校の設備や清掃状況等学校関係者では気付かない点の指摘を頂いている。学校長、

事務長代理、教務主事、学生主事、寮務主事、進路指導主事、学年主任等が出席する保護者懇談会

を多くの方が参加できるように、本校以外にも大阪、和歌山、伊賀上野、松阪で開催し（資料９－

１－③－５）、保護者からの意見聴取を実施している。さらに、学生の場合同様、校長への直接連絡

方法として、電子メールアドレスが保護者に伝えられており、教育状況の点検、評価に活かされて

いる。 
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資料９－１－③－４ 授業参観アンケート結果 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

日付 保護者氏名 
学生所属 

参観科目 
担当教員 

授業中の学生の態度 
について 

先生の教え方につい

て 
その他気付いた点・

改善すべき点 
11/21 
 

  最初教室に入った時は「に

ぎやか」に感じてアレッと

思いましたがみんな授業

にちゃんと参加して「にぎ

やか」なんだとわかりまし

た。 

黒板に向かっている

時も学生に話しかけ

ながらの授業で先生

と学生が対話しなが

らの授業でいいなあ

と思いました。 

クラスによって雰

囲気が違いました。

11/21 
 
 

  活気があり先生からの問

に対しても口々ではある

がきちんと反応していた。

一人の答えに対してもあ

～とかなるほど！と反応

があり授業に参加してい

ることがよくわかった。 
カラーペンの回しあいを

していたがノートをきれ

いに書こうという意欲が

あるのかもしれない。 

透析・・実際の血液の

話を通したり  凝

析・・ドロをたとえに

使ったり わかりや

すく説明されていた。 

210 教室では欠席

者のイスを上げた

まま授業していた

がおろした方がい

いと思う。 

11/21 
 

 
 

 授業中ノートを取ってい

ない子、寝ている子といろ

いろいました。 

先生の声が小さく後

の方まで聞こえてい

ないのでは？ 
クラスによっては子

供たちの態度が異な

って静かだから聞い

ているとは思えない

様に思いました。 

他のクラスの声が

聞こえてザワザワ

としている。 

11/21 
 

  熱心にノートを取ってい

ながらもあまり授業に身

がはいっていないような

気がします。 

声が小さく子供たち

に充分聞こえている

のか気になりました。 

前期・後期で先生を

替えていただけた

ならクラスの雰囲

気も変わってくる

のではないでしょ

うか。 
11/22 
 

   学生とのコミュニケ

ーションが良くとれ

ている。 

新館は去年に比べ

てとてもきれいな

状態でした。 
11/29 
 

  初めて参観させていただ

いたときに比べるとざわ

つきが減少しているよう

に思いました。 
教科書を出さずに授業を

受けている子供や携帯で

遊んでいる姿が少しみら

れました。 

楽しそうな授業風景

もみられよかったで

す。 

 

11/29 
 

  全体的に熱心に授業に取

り組む姿がみられました。

楽しそうな授業もあ

りよかったと思いま

す。 

 

11/29 
 

  まじめにやっている子供

達が多かったような感じ。

 
 

声が大きくてよかっ

たかな。 
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資料９－１－③－５  平成１8 年度 地区別懇談会日程 

月 日 時 間 地   区 会  場 

１０月１４日(土) 13:30～ 

松阪市･伊勢市･度会郡･鳥羽市･ 

志摩郡･多気郡･飯南郡･津市･久居市･一志

郡･亀山市･鈴鹿郡市･四日市市･

桑名市･等 

多気会場 

多気町民文化会館  

 第２講座室 

多気郡多気町相可1587-1 

TEL 0598-38-1121 

１０月１５日(日) 10:00～ 
名張市･上野市･名賀郡･阿山郡 

滋賀県･奈良県 

伊賀上野会場 

伊賀上野交流研修センター 

伊賀市三田986-1 

TEL（0595）24-6078 

１０月１８日(水) 19:00～ 

新宮市・東牟婁郡 

南牟婁郡 熊野市、 

尾鷲・北牟婁郡 

近畿大高専 

TEL 0597-89-2011 

１０月２１日(土) 13：00～ 

和歌山市･海南市･有田郡市･御坊市･日高

郡市･橋本市･伊都郡･田辺市･ 

西牟婁郡･等    

 

  

和歌山会場 

和歌山地域地場産業 

振興センター 

和歌山市紀三井寺856番地 

TEL 073-447-3334 

１０月２２日(日) 10:00～ 

大阪府･兵庫県･奈良県･京都府･ 

滋賀県       

大阪会場 

近畿大学会館 

大阪市中央区日本橋一丁目

TEL 06-6213-0501 

（出典：近畿大学工業高等専門学校保護者会資料）

 
 
（分析結果とその根拠理由） 外部評価委員会を発足し、外部評価委員より適切な評価・アドバイ

スを頂いて教育の改善を行っている。また保護者の授業参観および地区別保護者懇談会を実施し、

授業の状況や学校施設・設備等に関して保護者の立場からの意見聴取を行っている。また保護者か

ら学校長へのコメントボックス（電子メール）も有効に機能している。 
 

観点９－１－④： 各種の評価（例えば，自己点検・評価，教員の教育活動に関する評価，学生に

よる達成度評価等が考えられる。）の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられ

るようなシステムが整備され，教育課程の見直しなど具体的かつ継続的な方策が

講じられているか。 
（観点に係る状況） 平成17年10月に学生による授業評価の中で、開講希望科目、教科内容の要望

調査を実施した。その結果を資料９－１－④－１示すが、パソコンの操作法あるいはパソコン応用

（CAD）に関する授業、資格取得に焦点を当てた授業内容に関する教育要望が多いことがわかった。

この結果に基づき、CAD科目の充実、資格取得を意識した授業内容の変更、ドイツ語の開講、資格

取得対策講座の開設等を実施している。 
学生からの要望に基づき、希望者に対して補講を学習指導室が実施している。進学のための補講
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では、数学の指導が行われている（資料９－１－④－２）。対象学年は、１年から５年までで、放課

後、もしくは土曜日を利用して開催している。内容的には、基礎学力の完成から過去問演習まで幅

広く対応がなされ、専攻科や大学編入学を目指す学生が無料で受けられる教育サービスを提供して

いる。従来土曜日は休日であったが、学則変更によって平成17年度よりこれを「選択学習日」と変

更し、選択科目や各種補講を開講して学習意欲のある学生が登校して授業を受けられるようになっ

た。 
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資料９－１－④－１ 開講希望科目、教科内容の要望調査 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学年 意　見
1-1 体育とは別に、武道のように球技を設けて欲しい。ソフトボール、サッカー、野球、バスケットボールなど。
1-1 パソコン関係の授業を増やして欲しい。
1-1 数学検定の受検のための授業を行って欲しい。
1-1 webアニメを作るための講座を設けて欲しい。（Ｆｌａｓｈ、ＧＩＦアニメ等）
1-1 実験が少ない。もっと多くして欲しい。
1-1 資格取得の検定試験を学校主催でやって欲しい。
1-1 パソコン関係の資格取得の科目を設けて欲しい。
1-2 危険物のための授業をおこなってほしい
1-3 パソコンの授業を設けてほしい
1-3 選択じゃなくて美術と音楽両方の授業にしてほしい。
1-3 選択授業をしてほしい。週1～2限くらいで、自分のしたい授業を選び、それを頑張る。
1-3 自作パソコンの作り方の授業
1-3 危険物のセミナーを加えてほしい。
1-3 危険物の資格取得の科目を設けてほしい。
1-3 パソコン関係の専門知識を教えてくれる科目を設けてほしい。
1-4 パソコンでホームページの作成について知りたい
1-4 もっと工学実験を増やしてほしい。すべての授業を習熟度別にしてください
1-4 もっと専門的な授業がしたい。一般科目が多すぎる。
1-4 コンピュータの授業を増やしてほしい
2-1 コンピュータグラフィックを授業で教えてほしい
2-1 専門科目の資格取得の科目を設けてほしい
2-1 ビジネス関係の科目を設けてほしい
2-1 パソコン関係
2-1 2年でも地理をやってほしい
2-1 自動車関係の資格取得の科目をもうけてほしい
2-2 いろいろな資格取得の科目
2-2 いろいろな資格が取得できる授業を設けてほしい。
2-2 危険物の検定ののための授業を行ってほしい。
2-2 進学コースみたいなのをやってほしい。
2-2 大学受験についての科目を設けてほしい。受験についての相談などをできる所がほしい。」
2-2 実用性の高い英会話の授業
2-2 英語Ａ１以下バラバラではなく、ちゃんと習熟度でわけてほしい。
2-2 スポーツやケガについての科目を設けてほしい。
2-2 「経済」の授業をしてほしい。
2-3 資格取得の科目をもうけてほしい

2-3
コンピュータの基本を学ぶ科目があってもいいと思う。使い方も分からず入ってきた人にとって、コンピュータ概
論やプログラミングはさっぱりわけがわからないものだと思う。

2-3 他の外国語の授業
2-3 中国語を必須科目にしてほしい！！
2-3 フランス語を教えてほしい！！
2-3 体育、陸上競技などをやってみたい。
2-3 コンピュータグラフィックスを授業で教えてほしい
2-3 コンピュータグラフィックスを授業で教えてほしい
2-3 地学、天問学をやってほしい
2-4 大学受験のための勉強
2-4 大学受験で必要になってくる。古文や現代文などの国語の中の種類を増やしてほしいです
2-4 休憩時間をもう少し長くしてほしい
2-4 英語のクラスをしっかり分けてほしい
2-4 パソコン関係の資格取得の科目を設けてほしい
2-4 コンピュータグラフィックスを授業で教えてほしい
2-4 資格取得に重点をおいた授業を行ってほしい
2-4 どこの学校にもない科目を設けてほしい
2-4 パソコン関係の科目を増やしてほしい
2-4 建設の情報処理の授業を増やしてほしい。
2-4 資格ももっと授業や土曜日とかに受けやすい環境を作ってほしい。
2-4 パソコンを使って授業をしたい。
3-1 芸術の授業を希望
3-1 音楽の授業を希望
3-1 英語以外の外国語を導入してほしい
3-1 漢字検定受験のための授業を行ってほしい
3-1 ワープロ検定などの資格の科目
3-2 資格取得の補習をしてほしい。
3-2 パソコン関係の授業がほしい。
3-2 プログラミングの授業をCに変えてほしい。
3-2 電気情報の情報通信コースは電気回路系の授業が多いので、もっとコンピュータを使った授業を受けたい。
3-2 電気情報の情報通信コースはもっとコンピュータを使う授業を増やしてほしい。
3-2 パソコン関係やいろんな資格取得の授業を行ってほしい。
3-3 事務系の科目
3-3 パソコン関係の資格取得の科目を設けてほしい。
3-3 パソコンを利用した授業を作って下さい。
3-3 電気系やパソコン系の資格を取りたいのでそういう科目を作ってほしい。
3-3 危険物の授業や他の色々な試験の授業をしてほしい。
3-3 美術　色彩検定
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3-3 情報通信コースらしい授業がもっと欲しい。
3-4 パソコンの基本講座（上手・有効に使い方）
3-4 資格に関しての講座開講
3-4 機械の為の資格試験授業をしてほしい
3-4 ＣＧを授業で学びたい
4MA ＣＡＤの授業を行ってほしい
4MA CADの授業
4MA ネチケット等を全員に教えてほしい．
4MB 色々なパソコンソフト（主にＣＧ関係）の使い方を教えてほしい
4MB もっといろんな資格が取れる科目を設けてほしい。（２）パソコン関係の資格
4MB パソコン関係の授業を設けてほしい
4MB 機械科にもパソコンを教えてくれ
4MB 資格がもっと取りたいのでそれに対しての授業をしてほしい。
4MB 漢字検定受験のための授業を行ってほしい
4MB 体育で珍しいスポーツを教えてほしい。

4EB
もっとパソコンを使う授業を増やして欲しい.タイピングも練習したかったし、表計算ソフトは4年になっても使いこ
なせないまま終わってしまった.

4EB 資格を生徒の自主的でとらせるのではなく、強制的に授業の中で取らせるような科目がほしいです。
4EB パソコン関係の資格取得の科目を設けてほしかった.
4EA 電気の資格の勉強をする科目.
4EA 電気特有の資格(電気工事士、電気主任技術者)などの資格をとれる補講を設けて欲しい.
4EA パソコン関係
4EA パソコン関係の資格を取得したいので科目を設けて欲しい.
4EA SPIの授業を設けて欲しい.資格をとる授業をもっと設けて欲しい.
4EA CADを使う授業がほしい。大学進学、就職のどちらかを選び、それに対しての対策などができる授業がほし
4EA 就職対策の授業が欲しい.
4EB 体育やスポーツ関係の仕事や進学のために体育コースを設けて欲しい.
4EA SPIの授業を設けて欲しい.
4EA 大学編入学用の英語基礎学力の講座があるなら、就職用の英語の講座がほしい。
4EB グラフィックをプログラムで動かすような授業
4EB 通っていた工業高校のレベルよりやや低い。実用的な専門知識を得られる授業を行って欲しい.通っていた工
4EB ドイツ語
4EB パソコン関係の資格取得の科目を設けて欲しい.
4EB 資格取得のための授業をしてほしかった.
4EB 役に立つ資格取得の科目を設けて欲しい.
4EB コンピュータグラフィックを授業で教えて欲しい.
4EA 数学をもっとしてほしい。
4EA 電気工事士の1種の資格取得の授業を行ってほしい.
4EB 以前シスアド検定の補講を受けましたが、うだうだで、しっかりしていなかったのでゆめました。もうすこししっか
4EB パソコン関係の資格取得の科目を授業中に設けてほしい.
4E レポートをする時間やオープンオフィスの使い方を教えてほしい.

4EB パソコン関係の資格取得について
4EB ソフトウェア技術など情報系の科目を設けてほしい。電気系を減らし情報系を増やしてほしい。
4E 第2種電気工事士の授業を行ってほしい。

4EB 基本情報処理技術者の資格取得のための補講を行ってほしい。
4EB コンピュータグラフィックを授業で教えて欲しい.
4EB プログラミング言語をもっと教えてほしい。(時間もとってほしいし、内容もこく。)電気情報の科目をもっと充実さ
4EB 情報通信コースでも電気電子系のコースの方が多いので、情報通信の授業を増やしてほしい。
4E 専門の基本を１からもう１回やってみたい。

4EA 数学検定や英語検定などのための授業をおこなってほしい。先生が遅れてきて45分授業が40分や35分授業
4EA 毎週英語の授業をしてほしい。
4EB パソコン関係の資格取得の科目を設けてほしい。
4EB パソコン及び情報に関する資格取得の科目がほしい。
4EB ソフトウェア関係の仕事をしたいので開発関係の授業がほしい。
4C 将来の事とかの授業
4C 建築関係の専門科目を増やして欲しい。
4C 音楽の勉強をしたいので4年も選択でもいいので授業を行って欲しい。
4C CAD検定資格取得の科目
4C CADの授業時間を増やして欲しい
4C 建築を選択しているのですが、建築の科目がほとんどなく科目や先生を増やして欲しい
4C 資格取得をしているのですが、自分で勉強するのに限界があり、講座や先生を増やして欲しい
4C ドイツ語
4C コンピュータを使う授業がもう少しあったほうがあったほうがいいと思う。
4C もっと体育の授業を増やして欲しい
4C パソコンの表計算などを具体的にわかるように授業をしてほしい
4C 建設システム工学科もやっぱり会社に就職したらパソコンが使えないと困るので、パソコンの授業も入れて欲しい
4C もっと体育の授業を増やして欲しい

5MA NCプログラミング
5MA 大学進学のための授業（小論文）
5MA CAD講習
5MA CAD講習
5MA 3D　CAD講習
5MA ロボット制御のプログラミング
5MA ロボット製作実習
5MA 体験就職
5MA 大学数学
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（出典：近畿大学工業高等専門学校教務部資料）

 
 

5MA パソコン検定で最低6級ぐらいのレベルのスキルが身に付くような授業。
5MA 簡単な溶接作業ができるような授業
5MA 株のデイトレードについての授業をして欲しい
5MA 危険物など資格を取る授業をして欲しかった．外国語の授業をしっかりして欲しい
5MA 先生の教ることができる資格取得の科目を選択でも設けて欲しかった．
5MA もっと強制的にでも資格の試験を受けさせるべき．高専なのに履歴書の資格の欄が車だけだとかっこ悪い．
5MA 編入で来ると，専門教科で考え方ではなく，数学的に理解できないことが多かった．数学の時間を増やしたほうが
5MA ＣＡＤの資格など機械系の資格取得の科目
5MA ４学年以上はCADを使った製図授業にして欲しい。
5MA 機械系の検定(溶接)などの取得のための授業をして欲しい
5MA 3D　CAD講習
5MA 就職に役立つ資格取得の授業をして欲しい
5MB 設計コースにCADの授業がないのはおかしい
5MB 国家資格の取得を目的とした授業をして欲しい。
5MB CAD講習
5MB 工業英語を取り入れるべきだ。工業学校であるのに普通英語を行うのはおかしい。
5MB パソコンを使う授業が少なすぎる。パソコンが使えない学生が多い
5MB 資格取得が簡単にできるような授業をして欲しい。
5EA 実用的な資格試験の講座を設けてほしい。
5EA 電検三種等の資格取得を目指すカリキュラムも必要。

5EA
就職が決まったらその就職先に関係のある資格を取れる授業をして欲しい（他の実験やあまり関係のない授
業を削って選択制で１０月で授業を打切りが望ましい。）。１０月まで必要単位を取り、その後はやる気のある

5EA
よくわからない。でも例にあるような資格試験の科目があったらうれしかったかも。５年生はもっと卒研増やした
らもっといい内容の、中身の濃いものになると思う。それぞれみんな進路が違うのでそれに合った科目を選択
できたらいいと思う。そしたら目的を持った勉強ができるので効率がよいと思う。

5EA
就職の内定がもらった者から、その就職場所に関係のある資格を取る勉強をさせて欲しい。内定をもらった後
の授業は、正直真剣に取り組めない。例えば、自習や選択授業とする。

5EA
就職が決まったらその就職先に関係のある資格を取れる授業をして欲しい（他の実験やあまり関係のない授
業を削って選択制で１０月で授業を打切りが望ましい。）。１０月まで必要単位を取り、その後はやる気のある

5EA 課外授業が増えて欲しい。
5EA 選択で欲しい資格のための授業を受けたい。（補講では無く、正規の授業の方がやる気がでると思う。）
5EA 資格取得に関する科目がもっと欲しかった。
5EB 家庭や音楽をして欲しい。
5EB パソコン関係の資格取得の科目をもうけて欲しい。
5EB 国語、経済、倫理、歴史の授業追加。SPI、TOEIC、工業英検、工場見学、会社見学を増やして欲しい。株講座
5EB 電検3種の補講。他の高専ではやっている。岸先生にお願いしたい。
5EB 情報系の授業を増やしてください。
5EB 情報系の授業を増やしてください。文書作成能力などを鍛える科目を増やすべき

5EB
情報系のクラスなのに、情報系や通信系の科目が少ない。もっと情報系の授業を増やして欲しい。エネルギー
工学、回路設計など電気系の授業はいらない。各種テクニカルエンジニアや情報処理試験を目指した授業を

5EB 情報処理技術者試験の資格取得の科目が欲しい。
5EB 情報の基礎から応用にいたるまでを学べる授業やパソコンに関しての授業を増やして欲しい。
5EB 電子回路の実習を増やしてほしい
5C 宅検がとりたいので宅検のための授業を行って欲しい。
5C 資格をとるための科目がもっとほしい。
5C 柏野先生のサッカー教室。
5C パソコンでよく使う機能（エクセル、製図など）をもっと教えて欲しい。
5C 建築物のデザインの授業を行って欲しい。

5C
数学や英語に力をいれて欲しい。特に、英語は文法とかも大事だが外国へ行ってもついていけるように話せる
ようになる勉強をして欲しい。例えばオーラルやリスニング、そして外国の先生と英会話などを授業に入れて欲

5C 建築系の科目が少ない。もっとデザイン系の授業を増やして欲しい。
5C もっと積極的に資格取得のための授業や補講などをして欲しい。
5C ドラフターを使った製図やCADを使った製図を行って欲しい。
5C とにかく資格を取得するための行いが全くないのでそれに関することをやった方が進学や就職にいいと思う。
5C 5年になっても数学や英語の科目をつけて欲しい。英検の受験のための授業を行って欲しい。
5C 資格取得の科目
5C もっと資格取得の授業を設けて欲しい。
5C 製図にCADをもっといれて欲しい。入社試験の際にCADをあまり使っていないというと遅れていると言われた。
5C パソコン。
5C CADの授業などの最新の時代にあった授業を設けて欲しい。
5C ドラフターを使いたかった。
5C 特にないが、資格取得するための授業というか補講くらいはした方がいいのではないか。
5C 英語検定のための授業を行って欲しい。
5C 資格を取得するために授業を増やして欲しい。
5C パソコン教室みたいな授業を開いて欲しい。
5C 土木関係の資格取得の科目を設けて欲しい。
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資料９－１－④－２ 補講案内 
 
 平成 18 年度 数学補講 案内       

 以下の内容で行う。  2006 年 6 月 22 日,23 日  学習指導部  

        

 コース       

  講座名 対象学年 曜日 時限 場所 担当教員  

① 基礎数学質問教室 1,2,3 土 3,4 本館 乗本  

  
基礎数学の範囲で、各自の苦手な単元に

ついて、個別指導を行う。 
  

初回は 7/8 
  

202 
   

② 基礎数学発展講座(1 年) 1 水 7,8 本館 伊藤  

  

基礎数学の範囲で、通常授業で扱い切れ

ない単元の学習、難易度の高い問題の演

習を行う。 

  

初回は 6/28 

  

205 

   

③ 基礎数学発展講座(2,3 年) 2,3 土 1,3,4 本館 神田(1 限)  

  

基礎数学の範囲で、通常授業で扱い切れ

なかった単元の学習(週 2 コマ,伊藤が

担当)、難易度の高い問題の演習(週 1

コマ,神田が担当)を行う。 

  

初回は 7/8 

  

205 伊藤(3,4 限) 

 

④ 線形代数再講 3,4,5 土 5,6 新館 伊藤  

  

線形代数の範囲で、全単元の復習をしつ

つ、通常授業で扱い切れなかった単元の

学習に重点を置く。4 年編入生で出身校

で線形代数を学習していない学生の参

加を、特に強く勧める。 

  

初回は 7/1 

  

203 

   

⑤ 微分積分再講 4,5 土 4 新館 神田  

  

微分積分の範囲で、編入学試験で出やす

い単元の復習と、通常授業で扱い切れな

かった応用的な単元の学習をする。主に

4 年生を対象とするが、高専の微積分を

復習したい 5 年生も参加可能である。 

  

初回は 7/8 

  

203 

   

⑥ 大学編入学試験問題演習 4 隔週水 9,10 本館 神田  

  

事前に大学編入学試験の過去問を配布

し、できるだけ解いて来てもらい、その

添削や解説を行う。 

  

初回は 7/5 

  

205 

   

        

 日程       

  通常授業に準ずるが、定期試験直前は休講とし、長期休暇開始直後や終了直前などに回数を増やす。

6/26(月)～7/1(土) 第 1 回 一部のコースのみ開始。     

7/3(月)～7/8(土) 第 2 回           

7/10(月)～7/15(土) 夏期休暇中補講期間 第 3,4 回 通常授業期間とは別の時間割で実施。詳細は後日連絡。

                

8/28(月)～8/31(木) 夏期休暇最終週 第 5,6 回 通常授業期間とは別の時間割で実施。詳細は後日連絡。

9/4(月)～ 第 7 回～           

 
（出典：近畿大学工業高等専門学校学習指導部資料）
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（分析結果とその根拠理由） 教育に対する学生の要望を聴取するシステムが整備され、具体的か

つ継続的な方策が講じられている。学生の強い要望を受け、コンピュータを使ったデザイン授業や

外国語開講、資格取得に焦点を合わせた授業内容等の教育課程の見直しが実施されている。また進

学補講といった正規の授業では、カバーしきれない分野の講義・演習を行う体制が完備している。 
 

 
観点９－１－⑤： 個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞれの質の向上を図るとともに，授

業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っているか。また，個々の教員の改

善活動状況を，学校として把握しているか。 
（観点に係る状況） 観点９－１－②でも触れたように、教員は年２回学生による授業アンケート

調査を行い、その度にアンケート結果の分析及び授業改善計画を作成している（資料９－１－⑤－

１）。教育評価室はこれを収集し状況を把握した上で学校長へ提出している。教材については、学科、

あるいは教科の研究会を開催し、適切な内容、レベルのものを選ぶようにしている。例えば英語科

では、この３年間で、教材を全て変えている。このように各教科担当者は積極的に動き、要望に応

えようとしている。また各教員は毎年、教員業績自己評価申告書（資料３－２－②－１）を作成し

学校長に提出している。この自己評価申告書では、教育業績、研究業績、管理運営能力、社会活動

の４項目が設定されており、前年度の各活動状況を総括してその達成状況を具体的に記入している。 

 
（分析結果とその根拠理由） 学生の授業アンケート調査を基に、教員がアンケート結果分析や授業

改善を盛り込んだ「授業改善計画書」を作成し教育評価室へ提出している。年２回のデータ積み上げ

と年１回の教員業績自己評価申告書によって個々の教員の改善状況を学校として把握しており、改善

のためのシステムとして機能している。 
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資料９－１－⑤－１ 授業改善計画書  

 平成１9 年 2 月 19 日

授業改善計画書 
建設システム工学科

                                      氏名 林 泰弘   

 
１． 担当教科（学年、教科名） 
5 年 卒業研究、技術と倫理（選択） 
4 年 土質工学、土質工学演習（選択）、建設システム工学実験 II、専門基礎（選択） 
3 年 土質工学、建設システム工学実験 I 
2 年 工学概論 
 
２． 学生による授業評価結果 
土質工学（4C） 

 4年土質工学  
 3 2 1 回

答

数 

平

均 

1 学習態度は真面目であったか。 18 9 1 28 2.6 
2 授業を受けるにあたり意欲的に取り組んだか。 11 10 7 28 2.1 
3 この科目に対する家庭学習を十分に行ったか。 11 11 6 28 2.2 
4 授業の説明が分かりやすかったか。 13 13 2 28 2.4 
5 説明するときの話す速さは適切であったか。 17 9 2 28 2.5 
6 説明するときの話し方は明瞭であったか。 20 7 1 28 2.7 
7 黒板の字はよく読み取れたか。 22 5 1 28 2.8 
8 授業の進む速さは適切であったか。 13 13 2 28 2.4 
9 授業では、先生の熱意が感じられたか。 12 13 3 28 2.3 

10 授業を通してこの科目に対する興味・関心が深まったか。 9 12 7 28 2.1 
11 宿題やレポートの量は適切であったか。 12 11 5 28 2.3 
12 テスト問題の内容は適切であったと思うか。 16 9 3 28 2.5 
13 成績評価方法は適切であったか。 14 12 2 28 2.4 
14 あなたはこの分野の基礎的知識や要点が身についたと思うか。 11 13 4 28 2.3 
15 あなたはこの科目が習得達成できたと思うか 9 14 5 28 2.1 

     2.4 
3．改善計画 
 4C 土質工学は土木系の学生にとって主要専門科目であり、就職、進学には必須となる。授業への熱意は評価し

てもらったものの、内容が難解な面もあり、内容の理解度や習得目標の達成度、関心があまり高くなかった。前

回に比較して、今後はより実際的な問題との関連を示すなどして関心を高め、理解度をあげてゆきたい全体的に

改善している。これは、学生の授業に取り組む姿勢が良くなってきたことと関連がありそうである。 
 ３C 土質工学は後期より開始した科目であり、土木系の学生にとって主要な専門科目である。この科目に対す

るイメージや必要性を十分に理解する前に、授業が進行している面があり、評価はあまり高くない。科目の重要

性を説くとともに興味を引く内容をいれることで関心を高めたい。 
 2 年工学概論は次年度のコース分けを念頭に、コースで何を学ぶかを主に授業を行った。出来るだけ難解な専門

用語は避け、パワーポイントの使用、DVD の活用などビジュアル面を重視した授業を行った。この授業は期ごと

に担当クラスが変わるが、前回のクラスに比べ全体的に評価が低く、特に項目 10 の評価が低い。対象学生に応じ

た工夫が必要であると感じた。 
 

（出典：近畿大学工業高等専門学校教育評価室資料）
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観点９－１－⑥： 研究活動が教育の質の改善に寄与しているか。 
（観点に係る状況） 平成１２年度からの学校改革で教員給与の削減が実行されたがこれは人件費

の一部を教育研究費に充当することで研究活動を活性化することがねらいで、教員には一人当たり

平均６０万円の研究費が配分されている。教員は学内規定により、逐次研究調査するための旅費を

本人が発表する場合には回数無制限の学会参加旅費を、国際学会発表では年1回の旅費を受けるこ

とができ、学会参加によって最新技術動向を入手する機会が与えられている。これらにより時代に

遅れることなく最新の内容の教育を提供することができる。また5年生の卒業研究（資料６－１－

②－９～11に掲載）と専攻科学生の特別研究（資料９－１－⑥－１）を担当することで、教育的見

地から学生と一体となった研究活動を展開している。研究テーマは地域との産官学共同研究が多く

近畿大学学園が掲げる「実学」に適合した教育を学生に提供している。特に優秀な卒業研究成果に

ついては学生が学会発表を行っている（資料９－１－⑥－２）。 
 
資料９－１－⑥－１ 専攻科学生の特別研究テーマ（平成18年度） 

（出典：近畿大学工業高等専門学校専攻科資料）

学年 専攻区分 学生名 テ ー マ 指導教員

2 電気電子工学 高嶋航大 半導体中の不純物拡散におけるインバース
モデリング技術の応用技術の研究 西 謙二

2 電気電子工学 寺地晃正 SOIFET の VTCMOS 技術的用検討 嶋野彰夫

2 電気電子工学 的場裕平 3 次元デバイスシミュレーションを用いた
Fin 型 FET の最適化設計 嶋野彰夫

2 土木工学 山田幸司 小領域を対象とした治水計画に用いる雨量
データの取り扱いについて 中西祐啓

1 機械工学 梅沢直樹 条件付き期待値原理に基づく理想的な重点
サンプリング密度関数の構成法 奥田昇也

1 機械工学 丸山信太郎 現代制御理論による倒立振子台車制御の研
究 源 雅彦

1 機械工学 山本大純 界面活性剤水溶液流れの熱伝達促進に関す
る実験的研究 荒賀浩一

1 電気電子工学 洞 健 モンテカルロ法によるイオン注入シミュレ
ーションの研究 西 謙二

1 電気電子工学 藤沼 武 DA コンバータの設計･製作に関する研究 仲森昌也

1 電気電子工学 北川 晃 インバースモデリング技術を用いた半導体
中の不純物拡散の研究 西 謙二

1 電気電子工学 湊 幸太郎 ゲーム理論の工学的応用に関する研究 神田 毅

1 土木工学 峠坂 光彦 アメダス雨量観測データの年最大値系列に
おける尤度の比較 中西祐啓

1 土木工学 外山 良太 歴史的資産を活用した景観まちづくり 青木 繁

1 土木工学 中山 亜紀 廃棄物溶融スラグを混入した流動化処理土
の力学特性 林 泰弘
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資料９－１－⑥－２ 学生による学会発表（平成18年度） 

学生名・所属 学会名 発表タイトル 
高嶋航大 
専攻科 2 年 

第 67 回応用物理学会学術講演

会（H18.9） 
インバースモデリングによる不純物拡散

パラメータ抽出の検討 
寺地晃正 
専攻科 2 年 

第 12 回高専シンポジウム 
（H19.1） 

VTCMOS 技術を適用した SOIFET の最

適デバイス設計 
梅澤直樹 
専攻科 1 年 

第 12 回高専シンポジウム 
（H19.1） 

重点サンプリング法に基づく構造信頼性

解析法の研究 
山本大純 
専攻科 1 年 

日本機械学会熱工学コンファ

レンス 2006（H18.11） 
垂直管内における界面活性剤水溶液－空

気二相流の流動様式とボイド率 
濱口康誌 
機械ｼｽﾃﾑ工学科 5 年 

日本機械学会熱工学コンファ

レンス 2006（H18.11） 
垂直管内における界面活性剤水溶液－空

気二相流の流動伝熱特性 
柿元慎一郎 
機械ｼｽﾃﾑ工学科 5 年 

第 12 回高専シンポジウム 
（H19.1） 

東紀州地域におけるバイオマスエネルギ

ー活用技術に関する研究 
武長久志 
機械ｼｽﾃﾑ工学科 5 年 

第 12 回高専シンポジウム 
（H19.1） 

界面活性剤水溶液流れに及ぼす空気混入

の影響 
池満瑛祐 
機械ｼｽﾃﾑ工学科 5 年 

第 12 回高専シンポジウム 
（H19.1） 

界面活性剤水溶液－空気垂直上昇気液二

相流の流動特性 
木村雅人 
機械ｼｽﾃﾑ工学科 5 年 

第 12 回高専シンポジウム 
（H19.1） 

並列細管内強制対流沸騰における流動伝

熱特性 
木村貴良 
電気情報工学科 5 年 

電気学会平成 18 年度高専卒業

研究発表会（H19.3） 
３次元腹部CT画像からの形状特徴量を考

慮したリンパ節抽出法 
（出典：研究開発室資料）

 
本校における研究を実施する目的の一つに「研究成果を教育に生かす」がある。研究で習得した理

論と融合させ、高度な教育を達成しているが教員の研究活動による教育内容の改善例を（資料９－

１－⑥－３）に示す。DVDや学会誌のコピーを見せたり、学生がパワーポイントでプレゼンテーショ

ンを行ったり、インターネットで情報を収集したり、単に講義の内容ではなく、コミュニケーション

の媒体を多彩にすることで、現代の情報化社会に対応した授業とし、学生もそこからこのような媒体

の運用に慣れることが可能になっている。 
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資料９－１－⑥－３ 教育内容の改善例 
教員名 研究分野 科目名 改善内容 
山本広樹 計測信号処理 4 年工学実験 笛の音について分析する実験に、PC によるスペクトル分

析を取り入れた。 
青木 繁 建築計画・都市

計画・まちづく

り 

建設５年 卒

業研究、景観環

境デザイン 

本校が立地する地元の熊野市を対象とした、まちづくり

に関する調査研究を踏まえ、卒研や授業において、地域

的な特性の解釈方法や問題の解決方法などを、学生にも

身近な話題として取り上げ、より理解を深める内容とし

た。 
奥田昇也 構造システムの

破損確率 
構造信頼性解

析（専攻科 1
年） 

ＰＣを用いて、各種シミュレーションによる破損確率の

算出法の理解が深まり、同時に、シミュレーション法の

種々の使い方も実践的に身についた。 
政清史晃、神

田毅 
画像処理、コン

ピュータグラフ

ィックス 

総合システム

工学実験実習

2 年、卒業研究

5 年 

実験実習科目では、３次元 CG ソフトウェアの基本操

作を学ぶことによりコンピュータグラフィックスの基本

動作を学べる内容を導入した。卒業研究では、医用画像

から抽出した臓器のサーフェスレンダリング画像をこの

CG ソフトウェア上に再構成し、スクリプト言語で手術シ

ミュレーションを行うなどの応用技術を指導している。

 
地球大気物理学 5EA「送配電工

学」 
身近にありながら、学生の知らない架空送電線の「が

いし」、「電線」、「ケーブル」等の実物を授業中に見させ

て理解を深めさせた。 

園井 康夫 
 

 
地球大気物理学 専攻科 2 年「絶

縁設計工学」 
架空送電線の特に、絶縁設計の基礎である「内雷(開閉

サージ)」と「外雷(直撃雷と逆フラッシオーバ)」に対す

る概念をより深く理解させた。 
竹内春樹 英語教育、機能

言語学 
英語１年から

４年 
英語教育の観点からは、やさしい英語の読み物を学生

に読ませる多読指導を行った。機能言語学の観点からは、

リーディング指導で、文章の構成や段落の目的を考えさ

せた。 
Simon 
Humphries 
サイモン・ハ

ンフリーズ 

Doctor of 
Applied 
linguistics 
応用言語学博士

課程 

English 1-5 
英語１－５年

生 

Text and Discourse Analysis, and Systemic Functional 
Linguistics used to help learners essay-writing. 
Action Research used to analyse and improve classes. 

Course innovation study used to create new courses 
based on learners’ needs. 

磁性体、超伝導

体 
専攻科材料物

理 
Aschcroft and Mermin の Solid State Physics(英語の原

書)の輪読に役立っている。 
今野理喜男 
 

磁性半導体 電気・電子コー

スの学生の卒

研発表会 

議論のときに役立っている。 

（出典：教育評価室資料）

 
（分析結果とその根拠理由） 教員の行う研究活動が教育の質の向上に寄与している。教員が研究

活動を行ない、学術論文の発表、学会参加等を積極的に行なうことによって教育内容の陳腐化を防

止している。産官学共同研究を卒業研究や特別研究テーマに取り上げ実学に適合した教育を学生に

提供している。 
 

観点９－２－①： ファカルティ・ディベロップメントについて，組織として適切な方法で実施さ

れているか。 
（観点に係る状況） 本校のファカルティ・ディベロップメントとしては新任教員研修会、学科や

教科の研究会、公開授業（教員相互による授業参観）等が挙げられる。新任教員は着任後３日間の

新任教員研修会を受講する。その中で本校の教育理念、目的、学習教育目標等、本校の組織運営、

学生の状況・特色等の説明を受け、授業の実施方法、板書技術、定期考査の実施・成績評価方法等
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の指導を受ける。これは特に企業出身者等教育経験・授業経験を持たない新任教員にとっては重要

である。また日常の教員としての実践的指導は所属部署の同部屋教員から容易に受けることができ

る。また毎年定期的に実施されている全国高専教員研修会（３日間）に特別な理由のない限りその

年の新任教員全員を派遣し、先輩教員の講話、他高専教員との情報交換等によって高専教育の担い

手としての動機付け、教育内容改善例を入手する場として効果を上げている。 

学科や教科の研究会については、学科長または教科主任を中心として、必要に応じて、適宜開催

されており、その場で、教育技術等を話し合い、教育への理解と技術を磨いている。毎年開催され

ている近畿大学附属学校教育研究会（資料９－２－①－1）には、主として一般教養科目担当教員が

研修に参加している。三重県から福岡県にかけて設立されている高校７校、中学校６校、小学校１

校及び本校から構成される研究会である。教育技術を学ぶと共に、中学、高校といった学校の違い

を超えた情報交換の場ともなっている。 

 公開授業は、平成17年には、11月に学校長より、専任教員が、すべての教員の授業を参観するこ

とという通達が出され、それに従って、教員は行動している。平成１8年の公開授業でも、すべての

教員が行ったがあらかじめ時間、授業クラスの発表（資料９－２－①－２）があり、それを参観し

た。授業案（資料９－２－①－３、提出を義務付けてはいない）の要領で授業を行い、その後、参

観教員から意見を聞き公開授業結果報告書（資料９－２－①－４）を提出することになっている。 

 本校はファカルティ・ディベロップメントの一環として、博士号取得のための大学院博士課程で

の学習、研究を支援している。現在理系５名、文系１名が博士課程に在学して研鑽を積んでいる。

また国際学会へ毎年教員が参加し、発表するとともに、最新の研究成果を学んでいる。国際学会参

加教員に対しては、学校より旅費の補助がなされている。 
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資料９－２－①－1 
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（出典：平成19年度近畿大学附属学校教育研究会開催要項）
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資料９－２－①－２ 2006年度 公開授業実施予定  12月分 

日付   12 月 6 日 12 月 7 日 12 月 7 日 12 月 11 日 

曜日   水 木 木 月 

２限 担当者   畑山 園田 仲森・岡部  

  学年クラス   3B 1C ２年 

  科目   物理 国語 実験(電気電子系)  

  教室   311 214 電磁基礎実験室  

３限 担当者 大内 鈴木     

  学年クラス ４年 ２B     

  科目 国語 化学     

  教室 N204 305     

5 限 担当者 竹内     仲森・汐崎  

  学年クラス １C     １年 

  科目 英語     実験(情報系)  

  教室 ２１４教室     CAI 室  
（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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資料９－２－①－３ 英語公開授業案 
 
２００６年１２月６日（水）５限 
１年 C クラス 
担当 竹内春樹 
 
使用教材 
Vivid English Course I （第一学習社） 
Lesson 7 African Eve: Mother of Human Beings 
 
本授業の目標 
１． 文章のテーマの理解 
２． 段落構成の理解 
３． 名詞の指示関係の理解 
４． 文法（間接疑問文、関係代名詞）の理解 
 
授業の展開 
項目 時間 内容 ねらい 
導入 ５分 扉ページの絵について学生に質問 本課の内容への興味付け 

Part 1 の音読  
文章全体のテーマについての質問 
Have you ever wondered who the ancestors of modern 
human beings were? 

この話で最も筆者が言いたい

ことを考える。 

段落で最も重要な文を問い、そこで用いられている名詞

の指示関係を質問 
(two ideas,  The first,  The second idea) 

トピックセンテンス及び段落

構造について考える。 

構文の説明 1 
ＳＶＯ（Ｏが疑問詞節の場合、間接疑問文） 
Have you ever wondered who the ancestors of modern 
human beings were? 
(Who were the ancestors of modern human beings?) 
Do you know what this is? 
(What is this?) 

文法理解 

構文の説明 ２ 
関係代名詞(主格) 
The first was an idea that was based on a study of 
fossil records. 
He likes watches that are made in Switzerland. 

文法理解 

熟語の学習 
that of 
(The climate of Osaka is milder than that of 
Hokkaido.) 
according to 
(According to today’s newspaper, the team won the 
game.) 

熟語 

展開 ３５分 

単語の学習 
wonder, ancestors, human beings, be based on, fossil, 
explained, appear, Neanderthal man, Java man, 
Peking man, develop, explain, DNA (p.121 参照 ), 
professor, so far, doubts  

単語 

まとめ ５分 学習内容について英語による応答 
How many ideas have there been about the 
beginnings? 
What was the first idea based on? 
Did Dr. Wilson believe this idea? 

内容の整理 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料） 
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（分析結果とその根拠理由） ファカルティ・ディベロップメントが適切に実施されている。新任

教員研修会、近畿大学附属学校教育研究会、公開授業（教員相互の授業参観）、博士号取得支援など

が積極的にかつ組織的に実施されている。 
 

観点９－２－②： ファカルティ・ディベロップメントが，教育の質の向上や授業の改善に結び付

いているか。 
（観点に係る状況） 本校では観点９－２－①で述べたファカルティ・ディベロップメントや学生

資料９－２－①－４ 公開授業結果報告書 

18 年 12 月 21 日

2006 年度公開授業結果報告書 

教員名 竹内春樹

1.実施日時    12 月 6 日（水）5 限 

 

2.実施クラス  １年 C クラス 

 

3.科目名     英語 

 

4.授業内容 文部省検定教科書を使用しての特にリーディング活動を中心とした授業。授業の目標とし

て、文章のテーマ理解、段落構成の理解、名詞の指示関係の理解、間接疑問文などの文法

項目の理解を設定した。ただ単に日本語訳するのではなく、趣旨の理解を目指した。また

授業形態として、学生とのコミュニケーション活動を重んじるものとした。 

 

5.参観教員の意見 

  長嶋 かづみ（１時間見学） 

「生徒たちが、質問に積極的に、返答していてとても活気がある授業だったと思います。

また、文法説明なども例文の出し方がよくて、すごくわかりやすく、私にとってもいい勉

強になりました。どうもありがとうございました。」 

 

  新田 慶子（１時間見学） 

「C クラスはおとなしいというイメージがありましたが、１C クラスは非常に元気で活発な

クラスだという印象を受けました。先生の質問に対しても答えが飛び交い、質問もしやす

い良い状況だったと思います。リーディングの途中で文法の説明を行い、例題で確認して

いく方法は私も取り入れたいと思いました。ありがとうございました。」 

 

西村 道登 （１時間見学） 

「学習指導、生徒指導共にとてもきめ細やかで大変良い勉強になりました。有難うござい

ました。」 

 

6.実施教員の感想、今後の抱負 

いつも質問の多い、活発なクラスですが、特にこの公開授業は５人ほどの学生が、熱心に

発言してくれました。普段の授業で他の学生もよく質問する傾向にあります。大きな声で

発言しなくても、「先生ちょっと来ていただけますか」と言って、分からないところをたず

ねてきます。また普段の授業では、列ごとに当て、ほぼ全員に答えさせ、全員参加の授業

を心がけています。 

   

各クラスは、積極的なクラス、静かなクラスと、特色があり、そのクラスに応じて、適

切な指導が求められると思います。そのようなクラスの特性を考慮しながら、楽しい授業

展開ができれば、それが一番望ましいと思います。 

 学生にはさまざまな学生がいます。勉強に熱心な学生、勉強嫌いの学生などいろいろで

す。そこで勉強嫌いの学生には、少しでも、机に向かわせるように、熱心な学生には、さ

らに高いところを目指す指導を心がけてゆきたいです。 

 

（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）
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の授業アンケート結果などから継続的に教育の質の向上や授業の改善に取り組んできた。教員は各

自の授業の状況を省みて改善目標を立て、学生の授業アンケートに基づく「授業改善計画書」の中

に明記している。この中に前回立てた改善目標に対してその達成状況を記載するようにした。資料

９－２－②－１はその中の例であるが、学生の学習意欲を引き出して不合格者を減らすなど着実に

授業改善がなされていることがわかる。 
 

資料９－２－②－１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：教育評価室授業改善達成状況資料）

 
（分析結果とその根拠理由） ファカルティ・ディベロップメントや学生授業アンケート結果など

授業改善計画の達成状況
教員名 科目 改　善　目　標 達　成　状　況

神田毅
政清史晃

工学実験実
習２
(情報系)

　学生授業アンケートによると、実験レポートの
量が多く何を書けばよいかわかりにくいと、多く
の学生が感じており、期限内の提出率も6割程度で
あった。また、実験内容の記述で、自分で要約が
できずに資料を単に写してしまう学生が多かっ
た。しかし、この種の訓練は重視したく量も減ら
したくない。

　記す内容を細かく指定した型を作り、そこに記
入していく形式に変えつつ、学生が自ら考えざる
を得ない設問を載せる工夫をした。結果として期
限内の提出率が8割程度に向上した。

竹内春樹 英語
(1～3年)

　英語の授業をおこなっていて、日本語訳の要求
が非常に強いことを感じた。本来は、英語は英語
のまま理解するのが一番望ましいのだが、単に口
で、そのように言っても学生の日本語訳への要求
状況に変化は無かった。

　英語の易しい読み物を訳さずに読むという多読
授業を、週当たり1時間か2時間取り入れた。その
結果英語学習で、日本語訳が必要と答えた学生の
数が減少し、統計処理をおこなったところ、有意
な差が生じた（p＜.01)。

畑山伸訓 物理
(2,3年）

　習熟度別下位クラスの学習意欲の低い学生を講
義へ積極的に参加させ、ノートをしっかりとらせ
ること。さらに、各定期テストでの不合格点学生
を減らすこと。

　教壇を降り1人1人の机を回りながら声をかけ、
学生との信頼関係を築けるようにし、講義ノート
を毎時間提出させることにした。それらを平常点
として加点し、それによって点数を得た達成感で
定期試験へ取り組む意欲も向上し、不合格者を減
らすことが出来た。

林泰弘 工学概論I 　昨年度は、授業内容を自由にノートに取らせ、
その内容で成績を評価していたが、重要ポイント
がわかりづらく、学生の意欲もなかなか上がらな
かった。

　今年度は、授業の終わりにクイズ形式で10項目
の問題を出すことにした（授業中のメモは参照
可）。これによって、重要項目や採点基準が明確
になるとともに、楽しみながら勉強できるように
なったことで、学習意欲が高まった。

松岡良智 情報処理Ⅰ 　アンケートによるとＰＣの理解度が6割程度で
あった。その原因として、理解できなくなった時
点であきらめる学生が多いからである。学生にあ
きらめない姿勢をつけること。

　学生の集中力を上げさせるために、課題点を大
幅にアップさせた結果、学生の集中力および授業
雰囲気が大幅に改善された。そのため、低学力の
学生は成績が上がり、授業の進行状況もゆとりを
もてるなどの結果が得られた。

仲森昌也 電子回路Ⅱ 　授業中に行う演習課題レポートを提出してしま
うと、復習できないので返却してほしいという要
望があった。

　演習問題を各自2部ずつ配布するか、問題用紙と
解答用紙を別にする。

中村信広 機械工作法 　昨年度実施の結果は、「テストが難しい」と意
見があったが、難易度を下げたり試験問題を事前
に公表することができない。このため、次の様に
講義を進めることにした。
①「この部分は試験に出す」と講義中に言う。た
だし、出題形式は言わない。
②重要事項については繰り返し同じことを言う。
③これまでの試験にあった間違い解答例を言う。
④問題出題例を言う。

　重要ポイントをよく学習することになり、定期
試験の平均点が例年より高い値となった。各試験
の平均点でこの効果を評価する。

山本広樹 工学実験
(機械4年）

　専門科目に習熟度別授業は取り入れていない
が、工学実験は班単位で実施するため班分けに
よって不可能ではない。
　そこで、同一実験でありながら、習熟度の低い
学生には少しでも授業参加をうながし、かつ学習
を放棄しないような、習熟度の高い学生には考え
応えのあるような、実験テーマを用意することを
目標とした。

　ボールを転がす経路を自在に作り楽しむ市販の
玩具を実験教材として用い最短時間で転がる経路
を求めることをテーマとした。
　その結果、玩具への興味や取り組み易さ、最短
時間という競技的な要素から、実験作業をサボる
学生はほとんどいなくなり、作業に熱心な学生が
多くなった。
　理論的アプローチと試行錯誤アプローチの両方
を許容することで、学習進度の異なる学生へ同一
実験テーマを与えることができた。
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を基に授業改善目標を立て着実に実行されている。従ってファカルティ・ディベロップメント活動

が教育の質の向上や授業の改善に結びついていると判断される。 
 
（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 教育の評価を受ける手段として、学生による授業アンケートや教育内容要望調査、

保護者による授業参観、有識者からなる外部評価委員による教育評価、公開授業などを行っている。

また電子メールを用いて学生や保護者から直接校長に要望や苦情を受け付ける体制が整っている。

これらを通して各教員は授業改善計画書を作成し、校長に提出するとともに教育技術を身につけて

教育の質の向上及び改善に当たっている。また教員の行う研究活動が教育の質の向上に寄与してい

る。教員が研究活動を行なうことによって教育内容の陳腐化を防止している。学生が卒業研究や特

別研究テーマとして産官学共同研究に参画することで実学に適合した教育を学生に提供している。 
 
（改善を要する点） 顕著な教育改善例を全員で共有する取り組みが不足している。 

 
（３）基準９の自己評価の概要 

教育活動の実態を調査するための各種データや資料が収集蓄積されており、評価を適切に実施する

ための体制が整備されている。各工学科、教科で適時会議が開催され、参加教員の意思疎通が図られ、

評価を適切に行うための方策が採られている。 
 学生の意見を教育に反映されるための取り組みとして学生の授業評価アンケートが実施されており

教員がアンケート結果分析や授業改善を盛り込んだ「授業改善計画書」を作成して教育評価室へ提出

している。年２回のデータ積み上げと年１回の教員業績自己評価申告書によって個々の教員の改善状

況を学校として把握しており、改善のためのシステムとして機能している。 

 教育に対する学生の要望を聴取するシステムが整備され、具体的かつ継続的な方策が講じられてい

る。学生の強い要望を受け、コンピュータを使ったデザイン授業や外国語開講、資格取得に焦点を合

わせた授業内容等の教育課程の見直しが実施されている。また進学補講といった正規の授業では、カ

バーしきれない分野の講義・演習を行う体制が完備している。 
外部評価委員会を発足し、外部評価委員より適切な評価・アドバイスを頂いて教育の改善を行って

いる。また保護者の授業参観および地区別保護者懇談会を実施し、授業の状況や学校施設・設備等に

関して保護者の立場からの意見聴取を行っている。また学生から学校長直接の目安箱（電子メール）

および保護者から学校長へのコメントボックス（電子メール）を設置し意見聴取体制が整い有効に機

能している。 

 教員の行う研究活動が教育の質の向上に寄与している。教員が研究活動を行なうことによって教育

内容の陳腐化を防止している。学生が卒業研究や特別研究テーマとして産官学共同研究に参画するこ

とで実学に適合した教育を学生に提供している。 
 新任教員研修会、近畿大学附属学校教育研究会、公開授業（教員相互の授業参観）、博士号取得支援

などファカルティ・ディベロップメントが積極的にかつ組織的に実施されている。ファカルティ・デ

ィベロップメントや学生授業アンケート結果などを基に授業改善目標を立て着実に実行されている。 



近畿大学工業高等専門学校 基準10 

- 247 - 

基準10 財務 

（１）観点ごとの分析 

観点10－１－①： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる資産を有しているか。

また，債務が過大ではないか。 

（観点に係る状況）  

 学校法人近畿大学（以下、法人とする）の「１７年度決算構成図」（資料 10－１－①－１）

「貸借対照表」が示すように、資産３，２５３億円(内、特定預金・特定資産１２０億円、現預

金４８５億円)、負債５１０億円、純資産２，７４３億円で、自己資金構成比率が８４．３％と

なり、学校法人の財務は健全であると言える。 

 

資料 10－１－①－１ 

（出典：法人決算概要）

 

 法人は株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ社）より＜ＡＡ－＞の格付け維持の評価を受

け、「格付けの方向性は、これまでの改善傾向を今後も維持する運営方針を想定して安定的と

した」と評価している（資料 10－１－①－２）。 
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資料 10－１－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学ホームページ http://ccpc01.cc.kindai.ac.jp/honbu/topics/rank/index.html

 

 近畿大学工業高等専門学校（以下、本校とする）の「１７年度貸借対照表」（資料 10－１－

①－３）が示すように、資産１４億３千９２８万円(内、現金預金４千３１７万円)、負債１２

５億３千５５９万円で、企業会計的債務超過が１１０億９６３万円あるが、その主たるものは

本部債務９４億６千８４８万円、退職給与引当金２９億１千８７３万円である。 
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資料 10－１－①－３ 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料
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 財産目録概略（資料 10－１－①－４）が示す資産の内容は、校地９９，５６４．５９㎡、建

物２０，２３４．６９㎡、構築物９７件、図書４万２１２２冊、教具・校具及び備品５，２５

５点、車両８台などである。 

 

資料 10－１－①－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

（分析結果とその根拠理由）  

  本校の経営母体である法人の財務状況は、資産３，２５３億円(内、特定預金・特定資産１２０

億円、現預金４８５億円)、負債５１０億円、純資産２，７４３億円で、自己資金構成比率が８４．

３％にあり、株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ社）も＜ＡＡ－＞と格付し、「安定的」と評

価している。 

 本校の財務状況は、企業会計的債務超過が１１０億９６３万円あるが、その主たるものは本部債

務９４億６千８４８万円と退職給与引当金２９億１千８７３万円である。 

法人は本校の累積債務を取り立てるということはしないが、本校自身の収支状況の改善、近畿

大学への編入学、学校の活性化などを判断して予算を決定しているので、法人が廃校を決めな

い限りにおいて、学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる状況にある。 
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観点10－１－②： 学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行するための，経常的収入が継

続的に確保されているか。 

（観点に係る状況）  

「法人１７年度決算構成図」（資料 10－１－①－１）の「消費収支計算書」を見ると、帰属

収入１，１１３億円、消費支出１，０１８億円なので、企業会計的には９５億円の収入超過に

ある。 

「消費収支の推移」（資料 10－１－②－１）の平成 17 年度についてみると、帰属収入９億２

千６４９万円、消費支出１６億３千８０９万円で、７億１千１６０万円の支出超過になる。 

支出超過額の主たる原因は、退職給与引当金繰入額６億６５４万円、教育研究経費減価償却額

６千６５６万円、管理経費減価償却額３千７０万円で、合計７億３８２万円になる。 

退職給与引当金が通常人件費（教員人件費５億２千３６９万円、職員人件費７千２３７万円）

より高いのは、平成１２年度より早期退職の推進(70％以上の教員人事刷新)による退職優遇制

度適用による割増退職金支払いによるものである。 

「帰属収入」は、１２年度９億５千万円（内、私学退職金財団交付金５億４千万円）だったも

のが、１７年度９億３千万円（同２９万円）、１８年度予算８億７千万円と改善されていったの

は、１２年度より行った学校改革によるものである。 

 

資料 10－１－②－１ 

 
出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

 「学生数と定員充足率」（資料 10－１－②－２の３）が示すように、１２年度の学生数は５

１０名で定員充足率０．４３だったものが、１７年度の学生数は９０８名で定員充足率１．１

８と改善されている。 
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「学生納付金収入と給付奨学金」（資料 10－１－②－２の４）が示すように、学生納付金収

入も１２年度の３億１千万円から、１７年度５億６千万円、１８年度予算５億３千万円へと改

善されている。 

特待生の学費減免や給付奨学金の支出も２２０万円(対学費比率０．７％)だったものが６千４

６７万円(同１１．５％)に増加している。 

 

資料 10－１－②－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料
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 「私立大学等経常費補助金交付額の推移」（資料 10－１－②－３）を見ると、１２年度７千

３６７万円だったものが、１７年度２億５千９６８万円、１８年度予算２億２千１３万円へと

増加したのは、学生数増だけでなく、学校改革による教育研究の充実が反映したものである。 

 

資料 10－１－②－３ 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

外部研究資金の獲得状況は、選択的評価事項Ａの資料Ａ－１－②－７の通りで、十分とは言

えない。 

 以上の状況は、法人が経営破綻状況にあった本校に対して財政支援策を打ち出し、早期退職

割増金の支払い、老朽施設・設備の改修・更新、新館やスポーツ施設の新設などが実行したこ
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とによる。 

 本校単独では、支出超過の状況にあるが、本部繰入金により収支バランスを保ち、現段階に

おいて学生定員は充足しており、法人の財政が健全でかつ本校の廃校を決めない限りにおいて、

学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる状況にある。 

（分析結果とその根拠理由）  

 法人の財政的基盤は強化されてきており、法人の目的に沿った教育研究活動を，将来にわたって

適切かつ安定して遂行するために必要な資産を有していると言える。 

法人の１会計単位である本校は、学生数増に伴う経常的収入（学生納付金・補助金・寮費収入

等）の拡大だけでなく、経常的人件費の抑制を図ってきたが、立地条件などのため、学生数確保の

ため学費の抑制と給付奨学金制度の充実をして行かなければならず、目的に沿った教育活動を展開

しうる経常的収入を単独的に確保することは厳しいと言えるが、法人の財政が健全でかつ本校の廃

校を決めない限りにおいて、学校の目的に沿った教育研究活動を安定して遂行できる状況にある。 

 

観点10－２－①： 学校の目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計

画等が策定され，関係者に明示されているか。 

（観点に係る状況）  

 法人は「予算編成の過程において、各所管の意見が反映され、教育その他の諸活動の計画と一体

化し、かつ諸活動のすべての領域を包含するよう留意し、収支の均衡を考慮のうえ、学校法人会計

基準に準拠した予算を編成しなければならない」としている。 

 法人は、５ヶ年計画を毎年各会計単位に提出させている。 

 ５ヵ年予測編成については、経常予算、事業計画予算別に立て、消費収支、資金収支、会計単

位年度別に、より具体的な予算化を進めている。 

｢１８年度５ヵ年予測(経常経費概算)｣（資料 10－２－①－１）は、学費収入、補助金、事業収

入などの収入予測を基に、支出予測をたてているもので、「１８年度５ヵ年予算（事業計画一

覧）」（資料 10－２－①－２）は、経常経費以外の新規事業と継続事業計画の一覧である。 

（分析結果と根拠理由） 収支に係わる計画が策定され、教職員はじめ関係者に明示している。 
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資料10－２－①－１ 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料
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資料10－２－①－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

観点10－２－②： 収支の状況において，過大な支出超過となっていないか。 

（観点に係る状況）  

 法人の「消費収支状況の推移」（資料10－２－②－１）は、１１年度から１７年度決算は消費支

出差額が３９億円からマイナス１１億円であるが、帰属収支差額は８９億円から１４４億円の収入

超過にある。 

 本校の「消費収支状況の推移」（資料10－２－②－２）は、１１年度から１７年度決算は消費支

出差額が１２億円から７億円で、帰属収支差額も１１億円から７億円の支出超過にある。 



近畿大学工業高等専門学校 基準10 

- 257 - 

資料10－２－②－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

資料10－２－②－２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料
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  「退職金と退職給与引当金の推移」（資料10－１－②－３）が示すとおり、１１年度から１７年

度の合計金額の推移は１２億円から６億円であるから、支出超過の原因はこの退職金と退職給与引

当金にあると言えるため、経営破綻しているというものではない。 

 退職金と退職給与引当金の費用は、学校再構築のためのリストラクチャリングの費用である。 

（分析結果とその根拠理由） 

  法人の支援と主体的努力によって経営しているが、現状のところ学生数も一定確保しており、

支出超過にあるが、学校再構築の費用である。 

  過疎地にある本校の存続については、法人だけでなく、今後、私学事業団や文部科学省の私

立大学等経常費補助金での配慮と県の支援が求められる。 

資料 10－１－②－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

観点10－２－③： 学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）

に対し，適切な資源配分がなされているか。 

（観点に係る状況）  

教育研究活動に係わる経費については、（資料 10－２－③－１）の「教育研究費」を見ると、１

２年度から１８年度(予)に掛けて、８千５４１万円、１億８千３４万円、２億４千７２３万円、２

億４１３万円、２億３千４５４万円、２億５千２７１万円、２億５千９２７万円と支出を増やして

きている。 
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資料 10－２－③－１ 

出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

同じく、「施設関係支出」と「設備関係支出」を見ると、１２年度から１８年度(予)に掛けて、

３千６４万円と１千３１９万円（計４千３８３万円）、２千９０万円と２千８５２万円（計４千９

４３万円）、７千３０９万円と２千１６４万円（計９千４７３万円）、２億９千５４５万円と１億

３千９３９万円（計４億３千４８４万円）、５千９８万円と７千４０８万円(計１億２千５０６万

円)、７０９万円と５千１４９万円(計５千８５８万円)、１千２８３万円と７８５万円(計２千６８

万円)という実績を示しており、老朽施設・設備の更新、新館設置、先端機器購入を学生数の増加

を考慮に入れ行われてきた。 

教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）に係わる事業計画執行状況の推移は、（資料 10

－２－③－２）が示すとおりである。     

 

（分析結果と根拠理由）１２年度以降の教育研究、施設・設備の拡充は、人事刷新と教育研究活動

の活性化、学生数増に対する法人の支援であり、教育研究条件の発展を示したものである。 

「学校の目的を達成するため，教育研究活動（必要な施設・設備の整備を含む）に対し，適切

な資源配分」がなされてきたと言える。 
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資料10－２－③－２ 
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出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料

 

観点10－３－①： 学校を設置する法人の財務諸表等が適切な形で公表されているか。 

（観点に係る状況）  

   法人は、私立学校法第４７条、私立学校振興助成法第１４条に基づき、財務諸表を作成し、近

畿大学ホームページの「近畿大学について」「事業報告（財務の概要）」（資料10－３－①－

１）において、資金収支決算総括表、消費収支決算総括表、貸借対照表総括表をＰＤＦファイ

ルで公表している。また学報（資料10－３－①－２）に掲載している。 

   組合本部に対しては、法人、近畿大学、各会計単位の予決算資料が配布され、説明会が実施さ

れている。 

   組合支部に対しても、会計単位別予決算説明会が実施されており、会計諸表は事務室、校長室

に置かれ、教職員および関係者に閲覧を許可している。 
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（分析結果とその根拠理由） 

法人の財務総括表については近畿大学ホームページ及び学報に掲載されているだけでなく、

各会計単位においても予決算説明会を実施し、会計諸表は教職員及び関係者への閲覧を許可して

いる。 

 

資料10－３－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：近畿大学ホームページ 

http://ccpc01.cc.kindai.ac.jp/honbu/menu/about/report/index.html

 

観点10－３－②： 財務に対して，会計監査等が適正に行われているか。 

（観点に係る状況）  

   監事による財産状況の監査として、５月に監事監査が実施され、担当所管より決算状況につい    

  て報告がされているとともに、それに関して必要な意見が監事から述べられる。 

   また、監事には監査法人からも併せて監査における留意事項等の報告がなされ、意見交換が行

われるなど連携が図られている。 

   なお、監査法人による会計監査は、年度当初に策定した監査計画に基づく期中監査、固定資産

実査、現金・預金等実査、決算期末監査などを行っている。 

（分析結果とその根拠理由）  

  ｢学校法人の業務ならびに財産の現状は適正である｣という内容の報告が監事から理事会及び評

議員会に対して行われている。 

  上記の通り、｢監査結果は適正である｣という監査報告書の提出を受けていることからも、監査

システムは適切に運用がなされている。 

  今後、監査機能の強化を図るべく、監事の監査を支援するための事務体制及び内部監査組織を

整備し、監査法人による会計監査との相互連携努めることが重要である。 
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資料10－３－①－２ 
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出典：近畿大学学報第４０５号（平成18年６月９日）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点）  

・ 競争原理を導入する形で通常人件費の抑制を行った（退職金、退職給与引当金を除く）。 

・ 学生定員確保と教育研究環境改善で「私立大学等経常費補助金交付額」を増加させた。 

（改善を要する点）  

・ 過疎地での本校存続のためには、県市の支援をより具体的に取り付ける必要がある。 

・ 現段階では、学生数の増減等、具体的見通しが立たないため計画的予算は不確定と言える、 

（３）基準10の自己評価の概要 

法人の資産は３，２５３億円、負債５１０億円で、２，７４３億円の純資産があり、財務状況

は健全であるが、法人の１会計単位である本校は、資産１４億３千９２８万円、負債１２５億３

千５５９万円で、１１０億９６３万円の債務超過（内、本部債務９４億６千８４８万円、退職給

与引当金２９億１千８７３万円）にある。 

法人の消費収支は、帰属収入１，１１３億円、消費支出１，０１８億円で、９５億円の収入

超過にあり、収支状況は健全であるが、本校の消費収支は帰属収入９億２千６４９万円、消費

支出１６億３千８０９万円で、７億１千１６０万円の支出超過にあるが、主たる原因は退職給

与引当金繰入額６億６５４万円と減価償却費（教育研究６千６５６万円、管理３千７０万円）

で、勘定科目上の支出超過である。 

  本校の「教育研究費」は、１２年度から１８年度(予)に掛けて、８千５４１万円、１億８千３

４万円、２億４千７２３万円、２億４１３万円、２億３千４５４万円、２億５千２７１万円、２

億５千９２７万円と支出を増やしてきている。 

本校の施設・設備関係の支出は、１２年度から１８年度(予)に掛けて４千３８３万円、４千９

４３万円、９千４７３万円、４億３千４８４万円、１億２千５０６万円、５千８５８万円、２千

６８万円と推移ししている。 

１２年度以降の教育研究費、施設・設備費の拡充は、学校改革に伴う人事刷新と教育研究活動、

学生活動活性化に対する法人の支援である。 

 本校単独では支出超過の状況にあるが、給付奨学金などを充実させながら学生を確保するこ

とによって納付金収入や補助金収入を確保するだけでなく、本部繰入金により収支バランスを

保っており、法人の財政が健全でかつ本校の廃校を決めない限りにおいて、学校の目的に沿っ

た教育研究活動を安定して遂行できる状況にある。 

また、収支に係る計画や予測が策定され，関係者に明示されている。 

さらに、学校を設置する法人の財務諸表等がホームページや教職員に公表されており、会計監

査も適正に行われている。 
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基準１１ 管理運営 

（１） 観点ごとの自己評価 

観点 11－１－①： 学校の目的を達成するために，校長，各主事，委員会等の役割が明確になっ

ており，校長のリーダーシップの下で，効果的な意思決定が行える態勢とな

っているか。 

（観点にかかる状況） 近畿大学高専の管理運営は、「学校法人近畿大学」の管理運営方針、規

則のもとで高専独自の管理運営を行っているので、まず学校法人近畿大学の管理運営を、本校と

関わりのある部分を説明する。 

 学校法人近畿大学の管理運営は、大きくは寄附行為、学則、職制、事務組織規程、職員就業規

則、併設学校学則によって、運営されている。 

 学校法人近畿大学寄附行為は、昭和 26 年２月 21 日施行、平成 17 年４月１日改正となってお

り（資料１１－１－①－１）、その第 4 条に、設置する学校として、短期大学、附属高校などと

並んで、(4)工業高専を設置することが記載されている。また第 14 条にて、この法人の業務の決

定は、理事会によって行うとある。第 7 条にて、理事は評議員の中から選任したものを含むこと 

 

       

             －  －  － 

             －  －  － 

 

資料１１－１－①－１ 
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             －  －  － 

             －  －  － 

             －  －  － 

 

 

が記載され、さらに第 17 条にて、評議員は高専の校長を含むことが記載されている。第 22 条に

ては、法人の解散を含む重要事項については、理事長が評議員会の意見をきかなければならない

ことが記載されている。 

 近畿大学工業高等専門学校学則においては、第 1 条にて、「本校は、教育基本法の精神にのっ

とり、学校教育法に基づいて、深く専門の学芸を教授し、職業に必要な能力を育成することを目

的とする。」ということが記載されている（資料１１－１－①－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



近畿大学工業高等専門学校 基準11 
 

- 269 - 

資料１１－１－①－２ 

 

 

 職員に関しては、昭和 42 年１月１日施行、平成 17 年４月１日改正の学校法人近畿大学職制

（資料１１－１－①－３）に決められている。第 2 条に、高専を含む近畿大学学園の職員は、学

校法人近畿大学がこれを任命または委嘱することが記載されている。さらに第 26 条において

「近畿大学工業高等専門学校長は、学長の推薦に基づき理事長が任命する。」「教授、その他職

員は、校長の推薦に基づいて、又は意見を聞いて任命又は委嘱する。」と定められている。校長

等の職務については、第 28 条に「校長は、校務を掌理し、所属職員を監督する・・・副校長及

び校長補佐は校長を補佐する・・・教務主事は、校長の命を受け、教務に関することを掌理する。

・・・」とあり、さらに第 30 条に、「工業高専に事務長を置く。必要あるときはその他役職を

置く・・・事務長は、理事長又は校長の命を受け、庶務、会計、用度及び施設に関する事務を掌

理する・・・」と規定されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



近畿大学工業高等専門学校 基準11 
 

- 270 - 

 

             －  －  － 

             －  －  － 

             －  －  － 

             －  －  － 

             －  －  － 

 

 

 

資料１１－１－①－３ 

 



近畿大学工業高等専門学校 基準11 
 

- 271 - 

 事務管理に関しては、昭和 43 年９月１日施行、平成 16 年４月１日改訂の学校法人近畿大学事

務組織規定により定められている（資料１１－１－①－４）。第２条２項にて、「各短大その他

各附属学校に事務部又は事務室を置く。」と定められ、高専はここに入る。 

 

 

             －  －  － 

 

 

 以上より、高専は、法人と係わる事項の執行のためには、関連部署を通して、理事長決裁を

取らなくてはならない。高専の人事採用に関しては、事前に理事長の了解を得た後、面接実

施、学長推薦、理事長の任命を受ける。入試に関しても理事長の決済が必要である。人件費

支払い等の業務は本部に一元化されており、理事長の決済後に支払いが可能になる。 

工業高専に完全に任されているのは、日常業務の執行であり、入試・人事・管理・資金・海外出

張・ＩＴ推進等に関わる重要事項の執行は全て法人本部の了解を取らなくてはならないものとな

っている。 

 以上のように、近畿大学高専の管理運営を理解するには、本校を学校法人が経営していること

を理解せねばならない。人事・物品・資金についてだけでなく、教学に関わる重要事項について

も校名・学科名変更、学科再編、専攻科設置等、学則変更に関わる事項は、本部事務当局の承認、

常勤理事・理事長決裁を得た後、理事会・評議員会の決議を必要とし、教学人事・入試合否等の

決裁は近畿大学学長を経て理事長の承認を得る形を取らなくてはならない。 

 本校の意思決定は、近畿大学学園の意思決定システムに準じながら行われるものだが、改革提

案については、校長からの理事長への上申、理事長の了解、校長から近畿大学園事務当局への決

裁書提出、関係当局者の合議、常勤理事・理事長承認を経て、前へと進むのである。 

 高専内部においては、校長以下各部門、委員会組織は、資料１１－１－①－５のように定めら

れている。資料では横断的でない委員会は省いてある。高専の運営に関する最高の意思決定会議

は、校長以下、事務長（代理）、副校長、校長補佐による執行委員会であり、日常的な運営は、

各部門の長で構成される運営会議で行われる。運営会議では、学科の長、３主事は必ず参加 

するが、その他の部門の長は必要に応じて参加する。教職員会議では、原則として全教職員が参

資料１１－１－①－４ 
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加し、主に主要な決定事項の徹底が図られる。委員会の決定事項は校長に承認された後に、学校

内部に知らされる。 

 

 

 

 

 

（分析結果と根拠理由） 近畿大学本部との関係で、意思決定方法および校長の役割が明確に

されている。高専内部でも、校長以下、各組織、横断的な委員会の役割が明確であり、効果的

な意思決定が可能になっている。 

 

観点 11－１－②： 管理運営に関する各種委員会及び事務組織が適切に役割を分担し，効果的

に活動しているか。 

（観点にかかる状況） 本校では、教育・研究・管理運営に関わる統括責任者である校長が、

指導力を発揮できるよう、部・室および委員会を置き、学校運営の効率化を図っている。 

 校長の指導のもと、学校の管理運営には、校長、科長、主事が主催する学校の運営に関わる

委員会、運営のための重要業務を処理するための教務部などの各部門、さらに日常的な事務処

理を行う事務組織が関わっている。 

 

 

資料１１－１－①－５ 
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 資料１１－１－②－１に、学校運営に関わる重要事項の審議を校長自身が招集して行う委員

会を示す。執行委員会は、事務長（代理）、副校長、校長補佐２名が参加する、最高の意思決

定のための委員会である。重要な管理運営に関わる事項は、３主事など部門の長も参加する運

営委員会にて行われる。その決定事項は、学内 LAN で全員に伝達されるとともに、重要事項は

教職員会議で、直接校長より全員に徹底される。資料１１－１－②－２は、執行委員会で人事

に関することを決定した議事録例である。また資料１１－１－②－３は、運営委員会議事録例

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１１－１－②－１ 

資料１１－１－②－２ 
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 資料１１－１－②－４には、校長以下各学科組織を示す。専攻科も含む各学科に関する事項

の審議は、各学科会議にて行われる。 

 

 

 

 

 学校運営のための重要業務を処理するため、副校長、校長補佐２名とともに、教務部、学生

部、寮務部、進路指導部、入試部、図書館、情報処理教育センター、リエゾンセンター、コミ

ュニケーションセンター、 健康管理センター、国際交流部、技術教育部、企画広報部、研究開

発室、研究相談室 、教育評価室、カウンセリング室、体育館、学習指導室、人権教育室が設

置されている（資料１１－１－②－５）。また事務長（代理）を通した事務部門も、校長に帰

属しており、日常的な事務業務を行う事務部を管理している。一方事務部門には、教務部など

事務部門以外に所属しているものもいて、当該の日常業務を行っている。 

 

 

資料１１－１－②－４ 

資料１１－１－②－３ 
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 資料１１－１－②－６には近畿大学工業高等専門学校事務分掌表を示す。事務担当者は、教

員兼務の管理職のほか、専任職員（技術員含む）、嘱託職員、契約職員、定時職員によって構

成されている。平成 19 年度は、専任職員３名、嘱託職員２名、契約職員 10 名、定時職員５名

というスリムな組織で運営している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１１－１－②－５ 
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資料 11－１－②－６ 

総務 ○　湊 校長業務等に関する事項（中西・池田・湊）
＜中西＞ ○　濱田 経常費補助金に関する事項（濵田・上）
 ○　森岡 補助金（特別補助）に関する事（濵田・上）

○　上 諸規定の改廃に関する事項（湊・森岡）
○　羽根 教職員（専任・非常勤）の服務に関する事項（湊・森岡）
○　山中
◇　池田 教職員の福利厚生に関する事項（山中）
◇　伊東リエ 予算・決算に関する事項(中西・濱田・筒井・森岡）

官公庁への申請・届出・報告に関する事項（中西・森岡・伊藤豊・谷口）
文部科学省・学位授与機構に関する事項（中西・嶋野・谷口）

公文書および決裁書などの整理保管に関する事項（湊・森岡）
公印の保管、使用に関する事項（湊・森岡）
外部評価委員会に関する事項（中西・西・嶋野・谷口）

会計 ○　上 予算・決算に関する事項(中西・濱田・筒井・森岡・上・羽根）
＜濵田＞ ○　湊 現預金、有価証券の出納に関する事項（濱田・上・羽根）

○　羽根 特別会計に関する事項（預貯金等会計管理）（濱田・上・羽根）
経常経費の請求、支払に関する事項（濱田・上・羽根）
研究費（中西・西・中村・濱田・筒井・上）　職員研修費に関する事項（濵田・上）
科研費・共同研究・受託研究に関する事項（中西・西・中村・濱田・上）
教職員の出張に関する事項『国内旅費』『海外旅費』（中西・中村・溝口・湊）
学費、寮費等学生納付金に関する事項（濱田・湊・上）：教務部・学生部・入試部
郵便切手等の出納に関する事項（羽根）
　

管理 ○　山中 学校固定資産の管理、保守、購入等に関する事項（筒井・山中）
＜筒井＞ ○　湊 物品・消耗品等の調達に関する事項（筒井・山中）

○　濱田 防災・危機管理に関する事項（筒井・五十石・濱田・森岡・伊藤康）
○　森岡 自動販売機の維持管理に関する事項（筒井・山中）
○　中門 施設設備の使用、貸与に関する事項『体育施設』（辻本・筒井・山中）『他の施設・備品』（筒井・山中」）
○　伊藤康弘 経常費補助金に関する事項（筒井・山中）
◇　伊東リエ 個人研究費等に関する事項（筒井・山中）
◇　濱中 学生購入物品に関する事項（倉本・筒井・山中）

売店・食堂に関する事項（熊埜御堂・筒井・山中）
施設設備の管理・営繕に関する事項（筒井・伊藤康・中門・濱中）
予算・決算に関する事項(筒井・山中）
寮食堂に関する事項（岸・筒井・山中）
学校敷地内の清掃、整備に関する事項（森岡・中門・伊藤康・伊東リエ）
整備計画に関する事項（中西・筒井・森岡）

庶務 ○　湊 来客の受付・案内に関する業務（伊東リエ…２時以降は案内板を出す）
＜中西＞ ○　森岡 郵便物・宅配の受付、管理に関する事項（伊東リエ・池田・湊）

○　伊藤康弘 リエゾン業務（アカデミックセミナー）に関する事項（青木・森岡）
○　中門 後援会・保護者会・同窓会に関する事項（熊埜御堂・倉本・森岡・羽根）
◇　伊東リエ 儀式、式典諸行事に関する事項（筒井・伊藤豊・濵田・森岡・伊藤康・山中）

教員給茶室管理（伊東リエ）

教務 ○　谷口 教務に関する事項（嶋野・伊藤豊・林・谷口）
＜嶋野＞ ○　湊 学習指導要録等の保管に関する事項（伊藤豊・谷口・湊）

公開講座に関する事項（青木・森岡・谷口・羽根）
入学試験願書・入学手続きに関する事項（伊藤豊・谷口・湊）
学生への各種証明に関する事項（湊・谷口・羽根）
学生への奨学金に関する事項（畑山・谷口）

入試・広報 ○　湊 学生募集に関する事項（向井・大内・森岡・湊・谷口・伊藤り）
＜向井＞ ○　谷口 入試広報に関する事項(入試部・企画広報室)『入試部』（向井・大内・森岡・伊藤り）

高専新聞・雑誌に関する事項『企画広報室』（大内・重村）

情報 ○　政清 情報処理教育センター業務に関する事項（村松・大家）
＜村松＞ ○　大家 学生貸与ノートパソコン管理に関する事項（本田・大家・元屋敷）

◇　元屋敷 情報ネットワークの構築に関する事項（政清・大家）

図書館 ◇　鍋割 図書館業務に関する事項
＜今井＞

○　黒崎 機械システム工学科実習指導
技術員 ○　中井 電気情報工学科実験指導
＜村田圭・山本広ほか＞ 施設メンテナンス

進路指導部 ○　村田圭 企業情報データ打ち込み
＜村田圭＞ ◇　山本恵 大学等進路指導資料作成
　

○　木村 救急看護
健康管理センター 結核予防費補助金に関する事項
＜和田＞ 日本体育学校健康センターに関する事項

学生・教職員の健康管理に関する事項
学生健保互助会会計決裁処理に関する事項
学生健保共済会に関する事項

寮務部 ○　伊藤康 寮生郵便物・宅配の受付、管理に関する事項（濱中・伊藤康・中門）
＜岸＞ ○　中門 寮施設設備の管理・営繕に関する事項（岸・筒井・伊藤康・中門・濱中）

◇　浜中 寮生自転車の管理（伊藤康）

学生部 ○　筒井 クラブ活動補助費に関する事項（松尾・筒井・上・羽根）
＜熊埜御堂＞ ○　上 熊野際に関する事項（上田・上・羽根）

○　羽根 大会出場補助に関する事項（松尾・上・羽根）

※＜太字＞＝事務主担者 ＊将来的には事務職員は全部署の業務に精通する体制を目指す

中西事務長代理
中西事務長代理復帰ま

での間向井担当

１９年度　　事　　務　　部　　職　　務　　分　　掌　　表　
近畿大学工業高等専門学校事務部

神　野　校　長

人事・給与に関する事項『人事・給与支給』『給与控除』（湊・森岡）
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 過疎化、少子化の僻地にある近畿大高専の生きる道は、優秀教員採用による高度化と共に、人

件費の抑制を中心とした経費節減を図り、学費を軽減しながら、教育研究活動の活性化を図るこ

とにある。事務部門をスリム化した一方で、一部の教員は、教育を犠牲にしない程度に管理的な

事務的業務も行っている。教員が参画することにより、たとえば国際交流、入試・広報などの業

務では、事務員とのコミュニケーションロスもなく、より効果的な戦略、実行が可能になってい

る。また教員自身の給料も国立高専並みに抑えて、その分を研究助成金にまわすことにより、教

員の研究への意欲を高めている。 

 

（分析結果と根拠理由） 非常に厳しい人事体制にあるが、公正な人件費配分や競争的環境づく

りによって、今まで以上に活き活きと働く環境づくりが構築されてきており、「管理運営のため

の組織並びに事務組織が学校の目的を達成するために適切な機能を果たしている。」と言える。 

 

観点１１－１－③：管理運営の諸規定が整備されているか。 

（観点にかかる状況） 近畿大高専には、数千頁に及ぶ近畿大学学園例規集（資料１１－１－③

－１）が備えられており、例規集の中には高専独自のもの（資料１１－１－③－１の第 15 章）

もあり、学園全体に適用されるものもある。資料には、第 1 章から第 3 章までしか示していない

が、その後第 4 章 庶務から、第 5 章 人事・給与、第 6 章 研究・研修、第 7 章 財務、第 8

章 施設・管理、第 9 章 教務、第 10 章 学生、第 11 章 図書館、第 12 章 共同利用等、第

13 章 研究所等、第 14 章 通信教育、第 15 章 併設学校、第 16 章 その他 と続く。 
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             －  －  －   

            －  －  －   

             －  －  －   

 

 

（分析結果と根拠理由） 近畿大高専には、法人全体共通のもの及び高専独自の「管理運営の諸

規定」が整備されている。 

 

観点１１－２－①：外部有識者の意見が適切な形で管理運営に反映されているか。  

（観点にかかる状況） 平成 16 年に、外部評価委員会を設置することを決定し、外部評価委員

会規定を設けた（資料１１－２－①－１）。委員の任期は 1 年（再任可）であり、平成 18 年度

資料１１－１－③－１ 
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の外部評価委員は、資料１１－２－①－２のようになっている。また平成 19 年の 2 月 7 日には、

教務関連に関する外部評価委員会を実施し、その結果を平成 18 年度の「外部評価委員会報告

書」として小冊子にまとめた。 

 

資料１１－２－①－１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 近畿大学工業高等専門学校外部評価委員会規程 

制定  平成 16 年 10 月１日

 
 （趣旨） 
第１条 近畿大学工業高等専門学校外部評価委員会（以下「委員会」という。）の運営に関し必要な事

項は，この規程の定めるところによる。 
 
 （委員） 
第２条 委員会の委員は，人格識見が高く，かつ，近畿大学工業高等専門学校の振興発展に関心と理解

のある学外者のうちから，校長が選考した若干名とする。 
２ 委員の任期は，１年とし，再任を妨げない。 
  
 （委員長） 
第３条 委員会に委員長を置く。  
２ 委員長は，委員の互選とする。  
３ 委員長の任期は，１年とし，再任を妨げない。 
   
 （委員会の開催） 
第４条 委員会は，近畿大学工業高等専門学校の校長の求めに応じて開催する。 
 
 （検証項目） 
第５条 教育・研究評価に関する検証項目は，次の事項とする。  
 一 教育理念・目標に関すること  
 二 教育活動に関すること  
 三 学生生活に関すること  
 四 学生寮に関すること  
 五 研究活動に関すること  
 六 国際交流に関すること  
 七 産学連携に関すること  
 八 その他委員会が必要と認める事項 
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（出典：近畿大学工業高等専門学校内部資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１１－２－①－２ 

３ 外部評価委員会委員会構成  
   (敬称略、五十音順） 
委員長  東 市郎 北海道薬科大学教授 

副委員長 興地 斐男 大阪大学名誉教授 

 
教務部会   

 部会長 東 市郎  

 委員 江藤 剛治 近畿大学教授 

 委員 興地 斐男  

 委員 小野 正行 近畿大学産業理工学部学部長 

 委員 小畑 力人 和歌山大学副学長・理事 

 委員 河上 敢二 熊野市長 

 委員 四方 修 (株)一富士債権回収 社長 

 委員 辻 ミチ子 京都市歴史資料館評議員 

 委員 徳田 昌則 東北大学名誉教授 

 委員 原野 幸康 日本高等教育評価機構専務理事 

 委員 室津 義定 大阪府立大学名誉教授 

 
地域部会   

 委員 朝尾 高明 後援会会長 

 部会長 河上 敢二  

 委員 谷川 醸太郎 吉野熊野新聞社長 

 委員 内藤 平美 同窓会会長 

 委員 倉谷耕一郎 紀南中学校長会会長 

 委員 西田 健 紀宝町長 

 委員 本山 拓哉 保護者会会長  
（出典：平成 18 年度外部評価報告書）

２ 管理運営評価に関する検証項目は，次の事項とする。  
 一 社会との連携に関すること  
 二 学校運営に関すること  
 三 学校経営に関すること  
 四 将来計画に関すること  
 五 施設整備に関すること  
 六 自己点検・評価体制に関すること  
 七 その他委員会が必要と認める事項 
 
 （雑則） 
第６条 この規程に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，別に定める。  
 
   附 則 
 この規程は，平成 17 年 4 月１日から施行する。 
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 外部評価の中で指摘された提言に関しては、できるものから実行に移している。たとえば、

「女性教員増にも配慮してほしい」という指摘に対して、平成 19 年度より専任で 1 名、非常勤

講師・寮監で 1 名、さらに女性の非常勤講師を授業外でも図書館に配置し、女子学生を中心とし

た種々の相談にも対応してもらうことにした。 

 

（分析結果と根拠理由） 外部評価を実施している。評価結果を平成 18 年度外部評価報告書と

してまとめた。その中で指摘された提言に対しては、直ちに着手可能なものは実行に移した。 

 

観点１１－３－①：自己点検・評価（や第三者評価）が高等専門学校の活動の総合的な状況に

対して行われ，かつ，それらの評価結果が公表されているか。 

（観点にかかる状況） 資料１１－３－①－１の「近畿大高専ジャーナル２１世紀改革」、平

成 16 年度の自己評価書（資料１１－３－①－２）、平成 17 年度の自己評価およびそれに基づ

く平成 18 年度の外部評価（資料１１－３－①－３）と、教育及び研究，組織及び運営並びに施

設及び設備等の総合的な状況に係わる分析を継続的に行っている。それらは、「近畿大高専新

聞（資料１１－３－①－４）」、あるいはホームページ上（http://www.ktc.ac.jp/）などで公

開している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

資料１１－３－①－１ 資料１１－３－①－２ 

資料１１－３－①－３ 資料１１－３－①－４ 
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（分析結果と根拠理由） 「近畿大高専ジャーナル２１世紀改革」、「近畿大高専自己評価

書」、「近畿大高専外部評価書」、「近畿大高専新聞」等において、教育及び研究，組織及び

運営並びに施設及び設備等の総合的な状況に係わる分析及び改革の状況が公表されている。平

成 16 年度においては、大学評価・学位授与機構高等専門学校機関別認証評価委員会による「試

行的評価」を受けた。平成 18 年度には、「自己評価書」作成後「外部評価」を受けた。 

 

観点１１－３－②：評価結果がフィードバックされ，高等専門学校の目的の達成のための改善 

        に結び付けられるようなシステムが整備され，有効に運営されているか。 

（観点にかかる状況） 評価結果は、評価を受ける本学内担当者から校長を通じて学校内で直

ちに周知され、検討される体制が整っている。資料１１－３－②－１には、平成 18 年度の外部

評価を受けた場合に、外部評価委員長から評価・提言を受け、それを直ちに校長を含め関係者

が検討会を行うとした、学校内のメール案内を示す。このようにすぐに検討を始めるとともに、

校長も参加することから、必要な場合には運営会議、執行部会も開催後、可能な改善策は直ち

に実行に移されることになる。また「近畿大高専ジャーナル２１世紀改革」や「近畿大高専新

聞」に報告されている改革前と改革後の内容は、「具体的な改善を行うシステムが整えられ，

実際に機能している」ことを示している。 

 

資料１１－３－②－１ 

（出典：近畿大学工業高等専門学校イントラネット画面）

 

 

（分析結果と根拠理由） 評価を受けた場合に、評価担当の教員から校長を含めてすぐに検討

を行うシステムが機能している。 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 予算規模が１千億円超える近畿大学園という組織ではあるが、理事長による現

場責任者の任命、トップと現場責任者とのラインによる合意形成と本部決裁システムによる承

認の整合性を図ることによって、トップダウンにより、効率的な管理運営システムを構築して

いる。 

（改善を要する点） 該当なし。 

 

（３） 基準 11 の自己評価の概要 

近畿大学の管理運営は寄附行為、学則、職制、事務組織規程、併設学校学則等によって運営さ

れており、意思決定方法および校長の役割が明確にされている。本校内部においても、校長以下、

各組織、横断的な委員会の役割が明確であり、効果的な意思決定が可能になっている。 

学校運営のための業務は校長の下、副校長、校長補佐2名と各校務分掌組織が行い、学科に関

する事項の審議は学科会議にて行われる。管理運営上の重要事項は運営委員会や執行委員会の審

議を経て、学内イントラネットまたは教職員会議を通じて全教職員に徹底されるシステムとなっ

ている。 

管理運営の諸規定は数千頁に及ぶ近畿大学学園例規集に収められており、法人全体共通のもの

及び本校独自の「管理運営の諸規定」が整備されている。 

外部評価委員会制度を制定し、18名からなる外部評価委員による外部評価委員会を平成18年度

に実施した。評価結果を外部評価報告書としてまとめ、その中で指摘された提言のうち直ちに着

手可能なものは実行に移した。自己点検・評価に関しては「近畿大高専ジャーナル２１世紀改

革」、「近畿大高専自己評価書」、「近畿大高専新聞」等において、教育及び研究、組織及び運

営並びに施設及び設備等の総合的な状況に係わる分析及び改革の状況が公表されている。評価結

果は評価担当の教員から校長を通じて教職員に周知されすぐに検討を行うシステムが機能してい

る。 
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